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仁昌寺Ⅱ遺跡･仁昌寺遺跡発掘調査報告書

国道4号小鳥谷バイパス建設関連遺跡発掘調査



遺跡遠景（南から）
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仁昌寺Ⅱ遺跡27号住居跡
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214 19号住居跡
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仁昌寺Ⅱ遺跡住居内出土遺物
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仁昌寺Ⅱ遺跡 1号竪穴建物跡内出土白磁皿



仁昌寺Ⅱ遺跡 1号工房跡内床面状況
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仁昌寺Ⅱ遺跡 1号工房関連施設内出土鉄鍋



序

岩手県には旧石器時代の避跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地が各地にあり、平成13

年度の岩手県教育委員会のまとめでは10,000箇所を超えております。先人の残したこれらの埋蔵

文化財を保護し、保存してゆくことは私たち県民に課せられた重大な責務であります。

一方、本調査の原因となりました国道4号小鳥谷バイパス建設を例にあげるまでもなく、現代

生活を豊かにし、快適な生活をおくるための地域開発もまた県民の切実な願いであります。埋蔵

文化財の保護・保存と地域開発という相容れない要素を持つ事業との調和のとれた施策が今日的

課題となっております。

財団法人岩手県文化振興事業団は埋蔵文化財センターの創設以来、埋蔵文化財保護の立場に

たって、県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業によってやむを得ず消滅する遺跡につい

て発掘調炎を行い、その記録を残す措置をとってまいりました。

本書は一戸町の国道4号小鳥谷バイパス建設に関連して平成12年度に発掘調査を実施した仁昌

寺Ⅱ遺跡の発掘成果をまとめたものであります。遺跡は縄文時代～中世を主体とすることが明ら

かになり、該期の貴重な資料を提供することができました。

本書が広く活用され、考古学の研究に寄与するとともに埋蔵文化財に対する関心と理解をいっ

そう深めることに役立つことを切に希望いたします。

最後になりましたが、発掘澗査および報告番作成にご協力とご援助を賜りました国土交通省東

北地方整備局岩手工事事務所、一戸町教育委貝会をはじめとする関係機関・関係各位に心より感

謝申し上げます。

平成14年lO月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長合田 武
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例 言

l .本報告沓は、溝手県二戸郡一戸町に所在する仁昌寺Ⅱ遺跡・1弓凸寺遺跡の発掘調査の結果を収録したも
のである。各過跡の所在地は次の通りである。

仁昌寺II避跡…一戸町大字小鳥谷字仁昌寺4ほか

仁昌寺遺跡…一戸町大字小鳥谷字仁昌寺33－2ほか

2．本遺跡の調査は国道4号小鳥谷バイパス建設に伴う事前の緊急発掘調査である。調査は国土交通省東北

地方整備局岩手工事事務所と岩手県教育委員会聯務局生涯学習文化課との協縦を経て、国土交通省東北地

方雛側局岩手工叩椰務所の委托を受けた財l制法人恐手県文化振興1喋聞埋蔵文化1M･センターが実施した。

3．本過跡の岩手媒遺跡台嘘における遺跡番号．、遺跡略号は次の通I)である。

仁昌寺Ⅱ遺跡…（遺跡恭号) JF30-2094、（遺跡略号)NSJH-00

仁昌寺遺跡…（遺跡稀号) JF-302804、（遺跡略号) NSJ-01

4．野外澗森の期lllと而積、洲査担当者は次の通りである。

仁昌寺Ⅱ遺跡…平成12年調森期間: 4月l7Uから11月l7Ⅱ 調査面柵:5,801IYf

調査担当者：中村直美・北田勲・古館貞身・前田稔・原美津子

平成13年澗査期間: 6月11から7月5日 澗査而棚:541nf

i淵査担当者：中村直美・北冊勲

仁昌寺遺跡…調査期間：平成13年4月17から7n5H調恋面祇:4.916ITf

調査担当者：中村直美・北旧勲

5．室内盤理期lHlと雛珊担当者は次の通りである。

仁昌寺Ⅱ過跡 ･･･平成12年 11月1日から3}131日 平成13年 9JI l ljから9月30u

幣理扣当者：中村直美・北田勲・原美津子

仁昌寺遺跡…平成13年 12月1日から平成14年3月29日 整理担当者：中村直美

6．報告碑の執蛾は、 Iを国土交通省東北地方轆術局岩手エリ叫嚇所、そのほかを中村直美・北、勲

原美津子が担当し、それぞれ文末に名前を記した。

7．各種遺物の鑑定・分析は次の方々にお願いした。

石質鑑定：炉石の石質鑑定一川守田浩（一戸町文化財調森艸1委貝） 石器石質鑑定一花崗岩研究会

炭化材樹秘同定: 11本木炭協会

鉄鍋・鉄札・鉄粒の成分分析：赤沼英男（岩手県立博物館） 鉄製品保存処理：岩手県立博物館

木製品保存処理：（株）ニッテッ・ファイン・プロダクツ釜石文化財保存処理センター

8．座標服点の測壯及び怨中写典搬影は、次の機関に委託した。

塵標原点の測肚：平成12年東日本測亜設針株式会社 平成13年株式会社ハイマーテツク

空中写真撮影：東邦航空株式会社

9．野外調査及び本報告杏の作成にあたり、次の方々からご指導．ご助言を頂いた（五一|帝順、敬称略)。

赤沼英男稲野祐介井上雅兼宇部則保小鳥教子越出斑一郎関俊明商田和徳灘野仁

中村明雄能登健秦光次郎

10.発掘調査資料は、全て岩手県埋蔵文化財センターが保管している。

ll.捌壷成果は現地脱明会資料ほかに発表してきたが、本祥の内容が優先するものである。

口
I
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1．調査に至る経緯

「仁昌寺Ⅱ遺跡」及び「仁昌寺遺跡」は、小鳥谷バイパス改築工事の施工に伴って、その事業区域内に存

することから発掘調査を実施することとなったものである。

一般国道4号は､東ji(を起点として、禍島県､宮城県､岩手県を経て背森県に至る東北地方の大動脈を担っ

ている主要幹線道路である。

小鳥谷バイパスは、二戸郡一戸町小鳥谷地区の国道4号の人家密集、幅員狭小による交通混雑と、急カー

ブの巡統、冬期間の凍結、降罫等による交通陸路の解消を図り、交通安全の確保、沿道環境の改善を図ると

共に、周辺市町村との連絡を強化して、地域活性化の支援を目的とする道路でもある（延長4,300m)。

昭和63年度に事業若手し、平成7年度に用地着手し今日に至っている。

この区間の埋蔵文化財包蔵地については、岩手県教育委員会が平成2年度に分布調査を実施し、「仁昌寺

Ⅱ過跡」「仁昌寺過跡」も確遡されている。

二つの過跡について試掘調査がなされ、その結果に鵬づいて岩手県教育委員会は国土交通省東北地方雛側

局岩手工事事務所に対し、事業について照会した。回答を受けた岩手県教育委員会は岩手工事事務所と協畿

を行い、発掘調査を財団法人岩手県文化振興那業団埋蔵文化財センターの受託斗喋とすることとした。

これにより、岩手県教育委員会は平成12年度事業について平成12年3月6日付け「教文第1220号」により、

平成13年3月1日付け「教文第1342号」により、財団法人岩手県文化振興事業団へ通知した。これを受けた

財団法人岩手県文化振興事業団は平成12年4月6日付け及び平成13年4月2H付け、同年6月11日付けでそ

れぞれ岩手工事事務所任と岩手県文化振興事業団理瓢長とのmlで受託契約を締結し、 2in跡の発掘調査に新

手した。

（国土交通街東北地方整側局岩手工事事務所）

Ⅱ、遺跡の位置と立地

1 ．位置と立地

仁昌寺Ⅱ遺跡は一戸町小鳥谷字仁昌寺4ほかに所在する。遺跡のある小鳥谷地区は一戸町の中央部やや北

側にあたり、町の中心市街地からほど近い。 JR一戸駅から南方向に約5.2km、東北自動車道八戸線の一戸

インターチェンジから同方向約7.7kmに位世し、北緯4011i9分40秒、東経14l度18分34秒の地点にある。一戸

町は岩手県の内陸北部、盛岡市から約65kmの地点にあたl)、束は九戸村、南東は葛巻町、南は岩手町、西は

浄法寺町、北は二戸市と接する。隣県である青森との境までは直線距離にして約15kmほどである。面積は

298.58㎡、総面積の80％以上を山林原野が占める山il1地となっている。町の中央部には馬淵川が北流し、そ

の支流域に集落と耕地が散在しており、同道4号沿いがili街化している。

本迩跡は、西岳（標商1.018m)の裾野付近から端を発して北東方向に延びる丘陵縁辺部の緩やかな斜面

上に立地する。下方には沖積世～洪積世に形成されたとされる砂礫（小鳥谷）段丘と火山灰砂（小姓堂）段

丘が広がる。これらの段丘には、下位に八戸火山灰、さらにその上には南部浮石、巾抑浮石などのテフラが

戦るが、本地域においてこれらのテフラは浮石粒が照色土と混合して賠出褐色土刷として見られるにすぎな

-1-



い。適跡の載る丘陵は、第三紀に堆柵した堆積岩を雅盤とするI川つ役層からなる。この埜盤層は青緑色砂岩、
泥粉、礫岩、凝灰岩髄の砂岩から柵成され、下位の泥岩か砂岩からは動物化石を、中位の泥粉・砂岩、上位
の砂粉より植物化石を賑出する。

網査区は先述の北東方向に延びる丘陵縁辺部の経斜面上に立地し南北を沢に挟まれ両側が低くなってい

る。標高200～205mをはかり、現況は畑地及び原野である。遺跡の東側には現在の国道4号に沿うように平

鮫川が北流し、 l.4km北方で脇淵川と合流する。逝跡と平糠川との比間差は約25mほどである。賜淵川はさ

らに3.3km北方で東流する女鹿川・3.5km北方で西流する根反川を合わせて北流する。

遺跡と東側に広がる小鳥谷地区とは20m前後の比高差があり、現在はおもに、河川に沿った砂礫段丘（本

来の沖稿地）の部分が水田や宅地として、またその背後の火III灰性段丘～丘陵緑辺部（台地）が畑地やぶど

うの果樹間などとして利用されている。また、平雛川～根反川流域一・桁は珪化木の産地として知られ「根反

の大珪化木」が有名である。また、本地区は名勝「藤島の藤」でも知られている。

2．周辺の遺跡

一ﾉゴ町では岩手県教育委員会によると、平成13年4月現在で490世跡が報告されている。本項ではこの中

で本遺跡の中心的な所属時期である縄文時代についてのみ述べる。今回掲載しているのは、本遺跡を中心と

してI可心円状に半篠8km圏内に位侭する縄文時代の過跡で、235簡所（一部中世城館跡を含む）を鋪2図・

第1表に示した。このうち、（財）岩手県文化振興ﾘ礫団埋蔵文化IM･センターで澗従が行われているのは9

上野週跡(2001b)、14平船Ⅲ遺跡(1984)、54小井田Ⅲ遺跡(1985)、55小井田Ⅳ遺跡(1983)の4遺跡で

ある。また一戸町教育委員会で調森が行われているのは1御所野過跡(1993)、 2馬場平遺跡(1983a)、3

~7ul'l'I～V巡跡(1981･1983b)、8子守A遡跡(1981)、lO大平過跡、ll4111井過跡(1995a)の10遺跡

である。これに加えて継しい数の賓料が出土している蒔前遺跡(1985)がある。以上に挙げた週跡以外は表

採資料により推定された時期区分で掲載しており、その詳細は不叩lである。以下、調査が行われている遺跡

を'l』心に、時期別の過跡分布について概観する。

過跡の立地している賜淵川上流域には、段丘を中心に繩文時代から!'1世までの各時jりlの適跡が分布してい

る。特に縄文時代の過跡が多く、県内でも有数の遺跡密集地となっている。

早期の遺跡には平船Ⅲ遺跡と小井IHⅢ過跡がある。平船Ⅲ遺跡は土坑6基・炉跡1基・陥穴状遺柵5基が

硫遡されており、貝殻文土器（白浜式・吹切沢式・物見台式併行）が出土している。また小井川Ⅲ遺跡では

竪穴住居跡2棟が硴遡され、「寺の沢式土器」に比定される尖底深鉢土器が住居跡床面から出土している。

このほかに早期の遺物が出土しているのは3田中1，46関屋、82袖子田Ⅱ、125女鹿口Ⅱ、160um子XXK

がある。

前期の遺跡には上野過跡B地点がある。土器埋股通柵2基と焼土逝櫛1埜が確認されておI)、前期後半の

円筒下屑a式を伴っている。このほかに前期の遺物が出土しているのは3.5田巾I･Ⅲ、ll大平Ⅱ、12平船1，

15古里、16下楢山、20･21高平I．Ⅱ、22間木野、27似平、35中野、39･40漆畑･漆畑Ⅲ、46関屋、57･58大越

HII ･Ⅱ、73樋ノロⅢ、87袖越、99ド川原ロⅡ、102･104半在家Ⅱ．Ⅳ、 107坂ノト．Ⅱ、 110椛ノ木、l24･125女

鹿口･女鹿口Ⅱ、131江大前、159･160凹田子XXm･XXⅨ、178道白、183IKI，195岩木H、l99巾村Ⅲ、

208.209野馬鹿･野馬鹿Ⅱ、212鬼渕、214門前、216-ド村がある。

中期の遺跡には本遡跡（仁昌寺Ⅱ遺跡）を含め、御所野遺跡、賜珊平遺跡、m中I･n･W･V避跡、子守

A過跡､大平遺跡など数多く分布している｡御所野巡跡は1989年(平成元)からの継続澗査により､東西500m･

－2－



南北120mの広がりを持つ、中期後葉大木lO式期を中心とする大規模なムラであることが明らかとなり、

1993年（平成5)にl髄|擶定史跡となった。その規模は隣接する賜場平過跡を含め、中央部の配石避柵群を中

心に住居跡や土坑群が賜蹄形に近い形で配|『tされている。周辺にはいくつかの典落の存在が想定され、500

棟以上の竪穴住居跡が広く分布しているものと推定きれる。また北側に立地する田中遺跡群でも同時期の遺

柵が確泌されており、 HI中I通跡では大木9～lO式期の竪穴住居跡2棟、m中Ⅱ。Ⅳ．V遺跡ではいずれも大

木lO式期の竪穴住居跡が3･2.6棟確認きれている。南側に甑地する子守Ajn跡でも大木10式期の竪穴住居跡

を2棟検出しており、賜洲川を挟んで対岸に立地する大平迫跡でも中期末～後期初頭の竪穴住居跡を7棟検

出している。本報告には褐職していないが、二戸市荒谷A避跡(1983)においても中期後半大木8a式～後

期前半十腰内Ⅱ式期の竪穴住居跡19棟が確遡されており、大別住居跡を中心とした大規模な典落と考えられ

る。また九戸村田代避跡では巾剛中葉期30棟（円筒上層e式期10棟・大木8b式朋15棟・不明5棟）の竪穴

住居跡が確認されている。このほかに中期の遺物を出土しているのはll大平II, 17下村向、 27似平Ⅱ、29野

馬II, 32舘厭敬、34深持、35中野、38子守C、39.40漆畑･漆畑Ⅱ、41中瀬、 42･43御所野Ⅱ．Ⅲ、 45下地切、

46閲賊、47館越、61.63.66.70親久保Ⅱ．Ⅳ．Ⅶ．XI，72．73．74樋ノnl ．Ⅱ．Ⅲ、 84袖子、Ⅲ、89武道平Ⅱ、

92館、99下川原目Ⅱ、 lOO釜屋敷、 102～105半在家Ⅱ～V、106･107坂ノ下･坂ノ下Ⅱ、 llO椛ノ木、 121小姓

堂Ⅲ、124女鹿口、126岩崎、130中崎Ⅳ、135大久保、139焼切、 145･146女鹿新|ⅡⅡ．Ⅲ、162西冊子XXXI、

l85束Ⅲ、 198中村Ⅲ、201･203野磯鶏･野磯卿Ⅲ、 209野馬鹿Ⅱ、211侍村、 212鬼渕、 214I'ﾂ前、 216.ド村Ⅱ、

219朴館、228古屋敷がある。

後期の遺跡は小井田Ⅳ遺跡を含め、数多くが分布している。竪穴住居跡4棟や土坑9基．焼|遁櫛5基な

どが硫腿されており、「十腰内I～v式土器」に比定される後期の土器群全般が出土しているが、遺櫛の所

属時期は十腰内V式期である。本遺跡（仁昌寺遺跡）から確遡されている噸穴住居跡1棟は、1腰内Ⅲ式土

器を伴っており、後期II!莱朋にあたる。このほかに後期の遺物が出土しているのは、 5田中Ⅲ、lO･ll大平・

大平Ⅱ、12平船I、15古里、 16下楢山、 17-ﾄ村向、 18･19内野I．Ⅱ、 20･21商平I ．Ⅱ、 23.24双畑I．Ⅱ、25

小水IⅡ、 30滝野、31茶屋珊、 32舘膝敬、34深持、35巾野、 36狼ケ沢、 54小井Ⅱ1Ⅲ、 59大越田Ⅲ、60･66～68

親久保I ･Ⅶ～Ⅸ、72･73側ノロI･n, 75傘水、79～81小滝I～Ⅲ、82袖-flU、85･86馬場野･馬場野Ⅱ、87

袖越、88小荒木、89武道平II, 90下川原日、91愛宕下、 95横上Ⅲ、96大屋蝋、 100釜屋敷、 101･102半在家・

半在家、、106～108坂ノﾄ･ I～Ⅲ、llO･112椛ノ木･椛ノ木Ⅲ、 ll8111井V，120･121小姓堂Ⅱ．Ⅲ、 124'125女

Iml_l･女鹿uⅡ、 l26岩崎、127～130中崎I～Ⅳ、 131江ﾉ揃、132･133沢内･沢内Ⅱ、 134上女血、 136～138大

久保II～Ⅳ、154.155･157･158･162両Ⅲr･W･m･XXVI･XXm･XXXl、167束火行V、170名子根Ⅱ、

183･187･188*I･V．Ⅵ、192･193高間木ll ･ III, 196大志、，197落合、200中村Ⅳ、201･202野磯翔･野磯鶏Ⅱ、

204.205一本木･一本木Ⅱ、208野馬鹿、210'211侍付･侍村Ⅱ、212鬼渕、 214門前、 216下村H、217上型、218

月花、220駒木、227II!村、 229高屋敷、230,232若子内･"-f内Ⅲがある。

晩期の遺跡は蒔前遺跡を含め、数多くが分布している。鮮前遺跡は古くは江戸時代から知られており、昭

和5年の建設工事に伴って多最の遺物を出土した。しかし、初めて学術的な捌在が行われたのは昭和37年に

なってからである。出l:1器は「大洞B～CI式土器｣の土器群が主体であり、一部大洞C2式土器を含むが、

遺跡の所属時期は晩期前半である。本報告には褐戦していないが、賜淵川k流域には二戸市橋珊過跡や同ili

雨滝遺跡など晩期の大規棋な遺跡が点在している。このほかに晩期の遺物が出l:しているのは、3･4田中I ･

Ⅱ、12～14平船I～Ⅲ、15古埋1，16下楡lll, 17下付向、 18･l9内野I･Ⅲ、20･21高平I･ ll， 22IⅢ木野、

23.24双畑I･n, 25小水山、26･27似平I ･Ⅱ、28.29野賜I ･ ll， 30滝野、 31茶屋場、33巾凧敗、34深排、35
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中野、36.37猿ケ沢･猿ケ沢Ⅱ､49越田橋I､50.51大道沢I･Ⅱ、52～56小井田I～V、59大越田Ⅲ、66親久保

Ⅶ、72.73樋ノロ1･11，75傘木、80小滝Ⅱ、82袖子田、113椛ノ木Ⅳ、114山井、1l9.120小姓蛍･小姓錐Ⅱ、

135.138犬久保･大久保Ⅳ、139･141焼切・焼切Ⅲ、146･147次鹿新田Ⅲ．Ⅳ、149～151下平･下平Ⅲ、152小繋、

155･158･160～162西田子Ⅷ･XXM･XXⅨ～XXXI，163東火行I、183.184･186～188JIZI．Ⅱ．Ⅳ～Ⅵ、

195岩木Ⅲ、197落合、202野磯熟Ⅱ、204～206一本木･一本木Ⅱ.Ⅲ、207風口、209野馬鹿11, 210.211侍村・

侍村11, 212鬼渕、214門前、215･216下村･下村Ⅱ、219朴館、221野中、222野里、228古雌倣、229商屋倣、
230～232若子内･若子内Ⅱ．Ⅲがある。

(北田勲）
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No． 過跡渦 ､別 所在埴 時 代 遺 物 等 文献

！伽所野 倣布地 岩航＊御所肝 縄文・平安 繩文土蒋（中期)、土閣群、石陛、崩製1群 5．8．12．14

2
ー－

叫喝平
－

集落勉 岩飢半叫野ド 縄文 縄文土濁（$10期） 2.12.14

3 Ⅲ中I 散布地 岩館半帥I 縄文・中世 縄文土濁（￥・前・中・晩期)、照石、土師勝 5.12e14

4 m中Ⅱ 散布地 器飢半IIIII 縄文 中俄 縄文土碍(110 ･晩期)、土師野、石斧、石散 5.12.14

5 Ⅲ中、 散布地 魁伽字側B1 縄文 平湊 縄文土詞（伽・役期)、土卸野 1.5.12.M

6 Iﾛ中Ⅳ 散お地 溜翻*IHIII 縄文 平雀 縄文土認(111期)、土閏審 】・'2．14

７ m8W 散衛地 岩甑半IYIBI 縄文 平安 縄文土謬(11'期)、土簡群 12．M

8 子守A 散布地 岩盤字子守 縄文 平安 縄文土蕃(I11期)、土障群 】･5･】2．14

9 上野 集落跡 一戸半上野、北館 縄文 弥川 ･古代・中世 縄文土器、弥批i瀞、土節審、石野 3.12.14020

0 大平 巣落跡 西法半半大平 縄文 弥!l ･平礎 縄文土弱(II0～後期)、弥1li:i鵠、土聞關 12.14

1 大平11 敗布地 西法寺字大平 縄文 弥生・平安 縄文?l:W(前・I10 ．役期)、弥蝋土鴎、土師腓 5.12,14

２ 平船I 築蒋跡 la111半】\船 縄文 縄文:i:M(猟・恨・晩期） 12.13.14

3 平紛11 集落跡 愉山字jド鮒 縄文 縄文土認（晩期） 12.13.14

4 平紛、 集落跡 楯山字平紬 縄文 縄文土器（晩期） 12.14.16

5 古凪I 集蕗跡 a11l字古凪 縄文 縄文土罰（前・後・晩期） 12.13.14

6 ､ド梢llj 集蒋鮮 騎山*.Fm111 縄文・射良・平湊 縄文土認（的・催・晩期)、平安(?f:師罰） 12．13．14

7 下村向 RMi地 一脚＊･ドHlr'1ほか 縄文・古代 縄文gl"('11 .後・晩WI)、土師鱒 12.13‘M

8 内野I 集蒋跡 nlll半内野 縄文 縄文土弱（偶・晩期） 12,13.14

19 内野11 集落跡 橘山芋内野 縄文 縄文土器（後・晩期） 12．13．14

鋤 高平I 集落跡 橘山字高平 縄文 縄文土容（前・役・晩期） 12.13.14

21 高平Ⅱ 築落跡 $llj半高耶 縄文 縄文土診（前・佼・晩期） 】2013．14

露 問木野 集落跡 mlll半阿木野 縄文・弥兆 縄文土得（前・晩期)、弥生土群 12.13.M

歯 双煩I 築落跡 梢llj半風烟 縄文 縄尤i燭（佼・晩期） 12.13.M

24 双畑11 集蒋跡 楢山半双畑 縄文 縄文土闘〈伐・晩期） 12.13.14

25 小木、 集蕗跡 橘【l1学子木111 縄文 縄文土器（後・晩期） 12.13.14

26 似平I 集落跡 橘山＊似】ド 縄文 縄文士閻（晩期） 12.14

27 似平11 集落跡 HII1字似平 縄文 縄文土固(1n.1IU・晩期） 12.13.14

露 野瓜I 築落跡 1月山字野叫 縄文・弥 縄文土固（晩期） 12．13．14

雪 叶叫Ⅱ 集蘭跡 帆山＊野叫 縄文 縄文土閨仲・晩闘） 】2.13.14

鋤 滝野 集落跡 橘山宇滝野 縄文 弥生 縄文土曽（役・晩期)、弥生土器 12.13.14

31 茶厨塒 散布地 f111字茶屈場 縄文 弥生 縄文土響（役・晩期)、弥生土器仲・後期） 12.13.14

32 釘Ⅲ畝 散布地 in11l字航IMM 縄文 弥生 縄文:f"(811 ．投期)、弥生土器 12013.14

33 111mm 業務地 梢Ill半中ﾊ1欲 縄文 平湊 縄文:I"(伎・晩期)、土師協 12.13.14

31 澱持 散布地 lal11字源符 縄文 弥生・平溌 縄文土濁(0I!・後・晩期)、弥生土弱、畑迦圏 12.13.14

35 中野 散布地 描山字'l@野 縄文・弥生・平安 縄文土固（繭・IIU・後・晩期)、律雌十題＝土師野、
士製品

12.13.14

謁 猿ヶ沢 散布地 橘山宇検ケ沢 縄文 縄文土蕗（後。晩期） 12.13.M

訂 猟ヶ沢Ⅱ 散布地 IS111字脇ケ沢 縄文 縄文土審（晩期） 】2.13.14

邦 子守C 敞布地 泌航字子守 縄文 縄文土野（中期） 7.12.14

釣 漁畑 肢布地 机腿半椴畑 判文・弥 縄丈土閣（腕・中期)、弥蝋:l" 7,12.14

40 浪畑11 散布岨 机反半纏畑 縄文・平安 縄文土濁（前・IID ･使期)、石厳、土師間 7.12.14

41 中温 散布地 畏反字BIIM崖一■ 、昨島
縄文 縄文土罫('10期） 7.12.14

42

43

脚『町訂Ⅱ

御所肝、

散布通

散布地

I

岩餌学御所野

料節字脚所叶

縄文・弥生・平安

縄文

縄文土晋(0I0M)、弥雌土善、土師晋、畷石

縄文土酉(11IWI)

5．12．M

5．12．14

44 上地切 散布地 沿蝕＊.l蝿切 縄文・帝良 縄文土濁、土聞認 5．12.】4

45 下地切 散布地 粉飢字.ド地切 縄文・弥生 縄文土魯（中期)、弥唯十器 5．12．14

46 間蹴 散布地 西法寺半間静 縄文・弥生・瓶良 縄文土碍(JIL･W･ I1IM)、増石、弥生盲I燭、土師
器

5.12.14

47 伽越 散布趣 西法寺学飾越 縄文・弥生 縄文土蒋(BIDM)、弥生土器、石器 5.12.14

48 蒔前 散布地 -F『字飾削 縄文 縄文土閻（晩掘
品

、石野．土面、士怖、土偶、笈信 4.12.14

49 EH1NI 集落跡 一脚*岨、偶 縄文 縄文土閻（晩剛
■
ｂ
』
■
Ｆ
■
■

12.M

鋤 大適沢I 散布地 -.戸＊大近況 縄文 縄文土圀（晩期
ｂ
■
ｐ
Ｐ
■
■

12.M

51 大迦沢Ⅱ 集蒋跡 一戸字大巡汎 縄文 縄文土酉（晩期
ｂ
■
Ｊ
ｒ
■ ■

12.14

躯 小井、I 集落跡 一脚字小丼Ⅲ 縄文 縄文土響（晩期
1

J
12．14

弱 小井ⅢⅡ 集落時 一戸半小井Ⅲ 縄文･弥 縄文･I湖（晩期)、弥唯-f冊 12.14

51 小井川、 集蒋跡 一加字小井田 縄文・弥生・平安 縄文土料（佼・晩期)、弥生士醤．平安;l燭 12．14．17

55 小丼ⅢⅣ 隅蒋跡 -M*小井Ⅲ 縄文 縄文土群（晩期） 12.14.15

蒟 小井、V 集落跡 一・戸字小井111 縄文 縄文土酵（晩剛》 12．14

57 大越剛I 集落跡 一戸字大越、 縄文 縄文上善（胴期） 12.14
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N⑥． 通跡燗 樋別 所在地 時 代 遺 物 芋 文献

58 大越III II 散布姑 一戸半大邸M 縄文 縄文土善 前期 12.M

59 大越、、 散布地 一両半大趨、 縄文・弥生 縄文土器 後, 2期)、弥生土聾 12.M

卸 親久保I 集蒋跡 鳥越半制久保 縄文・弥生 縄文土器 後期 、弥曜f2超 12．M

61 親久侃、 散布地 鳥越字竹林 縄文 縄文土器 中期 12.14

62 籾久保、 散布地 鳥越半籾久保 縄文 縄文土蕃 12.M

63 帆久慨Ⅳ 股布地 鳥越半帆久侃 脚文 縄文土蕃 中期 12.M

劇 親久侃V 敗布亀 鳥越字机久保 縄文・弥 縄文土濁、弥眺 l溺 12.14

65 現久保Ⅵ 散布鐘 鼻越＊硯久保 縄文・弥生 縄文土雷．弥唯十趣 12.14

“ 親久保Ⅶ 散紺地 畠越宇現久保 縄文 縄文土器（中・後・晩朋） 12.14

鰯 現久保Ⅷ 散布地 島越字風久保 縄文 縄文土器（後期)、輔触 12.14

餌 現久保Ⅸ 散布地 鳥越字帆久保 縄文 縄文土器（後則） 12.】4

69 帆久鵬X 肢布地 鳥越＊帆久係 縄文 縄文:I" 12.14

70 籾久侃XI 散布地 鳥越字腿久IM 縄文 縄文土器仲期） 12.M

71 親久保XIl 散布地 鳥越半親久保 縄文 縄文土群 12.1‘1

72 樋ノロI 散布地 一戸字樋ノロ 縄文・弥生・奈良・平安 石匙、縄文土善仲・後・晩期）弥半-+器、土師群 5.12.14

73 樋ノロⅡ 散婿飽 一戸字mノu 縄文・弥"if・索良・平安 縄文土野（前一晩期)、弥生:l燭、土画器 5.12.M

側ノロ、 散布地 一・戸字樋ノ腿 縄文・平安 縄文土審(010M)、土師閏 5.12.14

75 傘木 mliE 高再芋鵬傘木 縄文 縄文土濁職・晩期>、石幽 5.12.14

76 茂杼 敗伽地 商啓審半娩朴 縄文・平安 ‘ 縄文土器、土師鱒 5.12.14

77 西法寺11 散布地 西法寺半間油が 縄文 縄文土涛 5.12.14

78 西法寺、 散布地 西法寺字西法紳 縄文・中世 縄文土器、石倣、UI!枇週物 5.12.M

79 小滝 散布地 一戸半小滝 縄文 縄文士晋 後期） 12.14

帥 小滝Ⅱ it布地 -jガ字小滝 縄文・jI唆 縄文土茜 佼・晩期)．土崎秘 5.12.14

81 小滝、 散楢地 一脚＊小滝 縄文 縄文』I糧 伐刷） 5.】Z'1．1

錘 拍子Ⅲ 散布地 11"ie柚子111 縄文 平安 縄文土審 伐・晩期)、土踊謬、劇恵器、鉄沸 6.12.M

騨 拍子、Ⅱ 散布地 中里字拍子1M 縄文 弥生・平安 縄文土跨 早・腕期)、弥生土誇、土師藩 6.12.14

81 拍子、、 散布地 中里字拍子M1 縄文 平安 縄文土雷 '11期)、土蹄閉 6,12.M

85 卿堀野 敗布地 BI0叫脚M墹yf 縄文 平安 縄文;l" 後期)、土師榊、蜘忠謡 6.12．】4

86 川明野11 敗布地 中皿g卸畑野 縄文 平淡 縄文土間 険期)、オ淘冊、刎即瀞 6,12.M

87 柏越 倣猫地 中肌字佑越 縄文 弥雌・平安 縄文土跨 的・役期)、弥唯ｲ燭、土師野 6．12．14

縄 小党木 散布地 中期半小蒐水 縄文 平安 縄文土器 後期)、;l:崎濁． 6.12･】4

釣 武逝平11 散布地 中里字弐近平 縄文 弥生・平安 縄文土雷 中・後期)、休唯･fQ等、土萄蕃 6．】Z･I‘1

卯 下川鳳l1 散布地 小友字~ド川鳳、 縄文 平安 縄文土蕃 磯期)、士鰯画、肌理晋 6.】2．M

91 愛稀下 敗布地 中里字愛宅.ド 縄文 弥地・京n･1I" 縄丈I程 後期)、弥』細心、北蹄蒔、弧忠濁 6．12．14

92 飢 敗布埴 瑞鯲j:伽 縄文 弥生,平安 縄文:I:" IIIWI)、弥Jk土秘、土師認、斬健状ｲi調 6012.14

93 棚付 散布地 ﾉl緋糾6荷 縄文 平宏 縄文土濁、土師器 6.12.M

“ 橘.l呂 欣布地 月釦半樽上 縄文 平安 縄文土器、土師跡 6,12.14

95 楢上Ⅱ 散布地 J】鶴字樽上 縄文 平安 縄文士晋（後期)、土崎群、砥石 6．12．14

”大屈敷 散布地 M鮒半大IH" 縄文 平安 縄文土審（後期)、土田鶴 6.12.14

97 "m110P 巣蒋跡 "酔御I岬 縄文 奈良・平泌 縄丈l燭、土崎濁、関田野 12.M

蛇 月蝕1II坪Ⅲ 築
観

跡
醗

J1館寸:11Ijf 縄文 奈良・平沓・IIO隣 縄文:l種、土師間、間磁圏、爪郭、塩、土製 12.M

的 下川凧nII 散布地 小友字ド川凧、 縄文 奈良・平溌 縄文土器（前・I11M)、土崎容、而器 6012．14

1“ 釜賊敬 散布地 小友字巷踊勤 縄文 平安 縄文土器(｢11 ．後期)、土岡野、石斧 6,12.14

101 半准旗 散布地 小友ｳg半瀧謀 縄文 平没 縄文士闇（後期)、オ獅勝 6.12.14

102 半布謨Ⅱ 倣布地 小友2脚唯甑 文
枇

縄
中

弥生・奈良・耶溌。 縄文土圏(前・中・後期>土餌、弥生土蕗､士卸閣、
捌忠弱、育磁

6.12･】4

103 半在掌、 敗布地 小友半半碓掌 縄文 平湊 縄文土器(110期)、」:閏碍 6.12･制

101 半在謨耐 散布地 小友字半在掌 縄文 平安 縄文土塞（繭・I11M)、土騨群 6.】2.1‘1

1閲 半応叢V 散布地 小友半半碓掌 縄文 平餐 縄文土蓉（中期)．刎哩露 6.12.14

】“ 坂ノ・ド 散布地 小友字梗ノ下 縄文 平安 縄文土固(I18・後期)、:i:師閣 6.12.14

1”坂ノ･FII 敗布地 小友半坂ノ.ド 縄文 』ド渋 縄文土唇（前一役期)、土師瀞 6.12.14

108 蝋ノ．ド、 敗柿地 小火半坂ノ・ド 縄文 耶礎 縄文土濁（後期)、土師認 6.12.14

l的 壇ﾉｰドⅣ 散布地 4 友字坂ノ．ド 縄文 平安 縄文土器、gl:師閲 6.12.14

110 朧ノホ 敗布地 4 友半椛ノホ 縄文 平安 縄文土群（航～後期)、土崎酉、刎恵器 6.11.1Z･皿

111 椎ノ木Ⅱ 敗術地 4 友字椛ノ水 縄文一古代 縄文土器．弥唯･I韓、土師野 6.11.12.14

112 椛ノ木、 敗布地 刎 友半椛ノ木 縄文 縄文土寄（後用） 6.】】・'2．M

113 椛ノ木Ⅳ 敗布地 4 友字椛ノ木 縄文 縄文土罫（晩剛） 6.1】･'2.M

114 l11井 散柑地 小次半11l#F 縄文 縄文土曽（晩期） 6011．12．14

115 lllj剛 敗布地 小友字1IIJI 縄文・古代 縄文土盟、土蹄筋 6.12.14
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No． 遺跡筋 値別 所椛地 時 代 現 物 守 文戯

】6 11I井口 散揃地 小友＊ lIji． 縄文 縄えI鰐 6.12.11

】7 山艸Ⅳ 敗布地 小火?＃ k詐地 縄文 縄文I鰯 6.12.14

18 111#V 散布地 小友gj' IIjj･ 縄文 縄文･l"(後期） 6.12.14

19 小姓強 樅布地 小鳥櫛 j:小姓蛾 縄文 縄文士器（晩則） 9.12.14

20 小姓武Ⅱ 散布地 小島徹 i:小姓厳 縄文・ifi代 縄文.i;W(伐剛・晩期） 9.12.14

21 小姓武、 散布地 小,qfi i:'l，姓常 縄文 縄文I槻（い・8II・臘期〉 9.12.14

叩少
毎画 小姓武Ⅳ IMin 小鼻櫛 l:'l,靴蛍 縄文 縄文･I燭 9.12.1.1

型 小姓獄V 散術地 小鳥制 I:'l,眈喰 縄文 縄文土普 12･】4

劉 女鹿口 散布地 小鳥櫛 #女塊、 縄文 弥ff 縄文13器 伽・'l!・佼期)、弥鰹I器 6.12.14

Ｐ

③
ワ
凸 女脱nII 散布地 小鳥猫 女脱131 縄文 平安 縄文土跨 jll・伽・後期)、蒜縄文土器、･f輝器 9.12.14

26 珊崎 樅布地 女鵬純I崎 縄文 平泌 縄文土認 II0 ．役期)．土師器 6pl2ql4

27 11'鮒 俄布地 女肥榊1IM 縄文 平溌 縄文土弱 憐期)、土師僻、凹ｲi 6.12.14

28 中崎【I 敗椛地 女脱字I1崎 縄文 jF費 縄文土固 侭期)、 I 鮒爵 G･'2.14

29 中埼田 散伽地 k嘘字II" 縄文 』F安 縄文土啓 催期)、‘ I 師程 6.12.14

30 中崎Ⅳ 散揃地 女駆学BIO崎 縄文 平雀 縄文土審 II!・後期 、土師晋 6．12凸14

31 和:火煎 散布地 女脱字il:六鮒 縄文 縄文I二器 伽・催期 6.12.M

32 洲内 散布地 女鹿半沢1判 縄文 縄文土跨 催期 6．12．M

33 沢内H 散櫛地 女昨測(内 縄文・弥生 縄文11蹄 後期 、弥生土器 6.12.M

3.1 .l吹脱 敗獅地 女血？:l:kW 縄文・$F雀 縄文1:淵 他期 ､ .1:師鴎 6.12.11

諦 大久慨 散布地 女恥j:大久保 縄文 縄文土響 010 ･ 胞加 6.12.14

36 大久慨ロ 散砺地 女鹿字大久i職 縄文 縄文士晋 後期 6.12守14

37 大久慨、 散描堂 女碓j:大久保 縄文 縄文｣岩 後脚I 6.12.14

邦 大久IMm’ 6Mi地 女臘?j:大久保 縄文。:12密 縄文･I燭 催・晩M).土蹄群 6．】2．M

39 娩切 敬布地 女囎1:焼切 縄文 縄文土器 01!・晩Wl） 6．1Z･I･I

40 焼側11 敗布地 女肥ド焼切 滝文・弥生・平安 縄文土器、弥JM蝿．土間器 6.12.M

41 焼切Ⅲ 散布地 女脆寸:焼切 縄文 縄文土器 晩則〉 6．1Z･M

42 娩切Ⅳ 散布地 女鵬i娩切 縄文 12.14

43 女脆汎内 敵布地 女脆沢内 縄文 縄文上群 12.14

判 女庇所111 散布地 久晩折M1 縄文 縄文土器 12.14

禍 女庇厨Inll 欣術増 女嘘半女脱厨Ⅲ 縄父 縄文?1"(I10M) 6.12.14

』6 女鹿所Ⅲ、 散お地 女庇半女脱澗111 縄文 縄文土蕩1010 ･晩期） 6．12．14

‘17 女脱鯏IIn’ 敗布麹 女脱字女脱紡111 縄文 縄文上認（晩刷） 6.12.14

･18 女脱蛇ノ烏 散布地 女鹿半蛇ノ脚 縄文 縄文土器 12．14

49 下半 散布地 小繋'19.ド$ド 縄文 縄文:上碍〈晩朋） 9．12．M

50 ~ド:IM11 敗布地 小評1:．FjF 縄文 縄文･上濁職・晩期） 9,12.1,＄

51 F:11m 散布地 小鮮j:.Fルド 縄文 縄文･I燭（侭・晩期） 9,12.14

52 小勢 敗布地 小繋?M,繁 縄文 縄文･i"(使・晩期） 9.12.M

錦 西側子11 散布地 』 ､繋西luf48･3 縄文 縄丈l岩 12－1＄

1割 MIII子Ⅶ 散布地 』 ､繁?iW1MsF 縄文 縄文l務 後期） 11．1Z･皿

55 MII1子Ⅷ 散布地 』 ､輔澗、.『･18-3 縄文・訓唆・近Ht 縄文土番 臘・晩期)、土師晋、陶融聯 11.12.M

56 萌111 fⅨ 散布地 』､黙測MIJF 縄文 縄文1湖 12.M

57 閥Ⅲ fXXⅥ 髄布地 』 ､幣側1l1『， 縄文 縄丈二i 器 縦期） 11.12.14

醜 西111 fXX11 散布地 ノ ､繁字間IIIjf 縄文 縄文」器 使・晩削｣） 11．12．M

59 西Ⅱ1 fXXIH 散術地 小緊澗剛
Ｉ
■ 縄文 縄文:！ 器 WI) 11．12．14

“ 百mfXXm 散術地 小緊丙11I
い
■ 縄文 縄文I 背 'll･"･晩期） 11.12.14

61 西ⅢfXXX 散紺地 小繁閥IIi；
ｐ
ロ 縄文・体'1:。"Izr･近慨 縄文_I 瀞 晩WI)．弥生土器、土闘弱、陶巴閏 11.12.1,1

62 WiW･XXXI 散伽地 小繋閥I肝
ｐ
■ 縄文・､I!f･遮仙 縄文」器 '1U ・使・晩期)、土踊野．陶畷圏 11.】2．1．1

侭 火
寺

ｑ

凸

Ｐ
寺
■
■ 躍儒跡 IIpllI鬼火1 縄文 縄文1 器 晩期)．《i鰍 9，12.】’1

蝿 M(火 711 敗布地 1I1山叩火
旬
学
Ⅱ
■ 縄文 縄文土器 12.M

65 典火 ﾃ、 散布地 中111鬼火17川辺 縄文 縄文･1鵜 12.14

“ 東火 了Ⅳ 敬布地 IIIIII21:W 1f 縄文・奈良・；W寝 縄文土鰐・土師跨 9.12.M

67 火 了V 散柑地 中lll:j報火1i 縄文 縄文土蒔峨期） 9.12.1.1

縄 商火 －
１ 敗伽i地 中111側火ij 縄文･fin･耶涯 ;I溝・背it、土踊啓 】塾･'4

69 渦子111 散布地 平織箔側ll2I脚迎 縄文 縄文土番 12.14

70 渦子松11 散布地 平糠私子Ⅲ"1MM 縄文 縄文土器（催期） 9.12.14

71 軒f慨、 散布地 平糠端子帆 0胤辺 縄文 縄文」蹄 12.M

72 私子1W 散布地 ､I職軒f柵 67脚辺 縄文 縄文I 陽 12.M

73 私｡f棚Ⅵ 散柿地 WWWll 師刷迎 縄父 縄文1 碍 1Z。Ⅱ

74 #･f慨Ⅵ 舷紺地 ]I極秘子帆 ,19川辺 縄文 縄文21 瀞 12.14

■
ｊ
Ｆ ５ "･f仙旧 散布地 平戦渦子概 錦･4脚 縄文 縄文'1 瀞、《i似 12.11

76 鵜子側Ⅸ 敬布地 平瞳半私刑典 縄文 縄文土霄 9.12.14
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守
り

字
ｐ 渦子(Mx 散術地 平僻r椚伽典 縄文 縄文土蕗 9.12.1,＄

78 inl'1 散布地 宇別半迦白 縄文 縄文土弼（前期） 9.12.14

79 野脆 散紺地 平械野尻M1im 縄文 縄文土間 12.14

80 野尻11 Ni布地 平棟 羅野肌 縄文 t器 12．14

81 ll1izi 散布地 平櫨 繩燗 縄文 縄文土群、fi腺、石斧 12.1.1

82 側間II 散備蛸 平穂 祁燗 縄文 土器 12．1．1

l“ W〔I 散猫地 '}掴 ド蝿 縄文・弥'1： 縄文1 瀞 腕・侭・晩期） 9.12.M

l瓢 蝋Ⅱ 散布亀 平職 I報捌-1川辺 縄文 縄え！浦 晩期？） 9.12.14

185 蝋Ⅲ 散布地 乎械
１
１
４９； ‘壷剛辺 縄文 縄文」秘 IIDM) 9.12.1,1

186 虹Ⅳ 散布地 119僚半1 2 縄文 縄文gf 諺 晩期中蕊） 9.12.14

87 叩V 1t布地

I■■■■■■■■■■■

平縦r】〔 縄文 縄丈I 鮒 猫・晩期） 9.12.14

88 IIIVI HMi地 平械半I
夕
■
Ｕ
も 縄文 縄文si 器 伐・晩期） 9.12.14

89 蝿Ⅶ 敗布地 平幟胸
け
り
① 縄文。i+i代 :i粥 12．1．1

”柵 ･flⅡⅣ 敗紡地 81櫛半 1Ml 縄文 縄文‘t蕗 12．1．1

91 高岡木I 散布地 平餅脚 細木40-2 縄文 縄文．f:答 9.12.14

9Z 高岡木、 集落路 平絃半高閲水間辺 縄文 縄文?f濁幟期) 皿．12．1．1

93 間間木、 散柑地 ､I".r"m* 縄文 縄文土群（後期〉 11.12.1.1

91 Ｉ
Ｍ
Ｐ
、 |§ 散布地 平幟i柵木Ⅲ1辺 縄文 縄文l糊 12.M

95 冊 |sII 散布地 'ド餅j端水 縄文 縄史1:W(111･晩Wl) 11.12.14

96 火 MIII 散布地 1職邪大.&I1I 縄文 縄文土器(I&Wl)、壷形:12器、ハ･口形1糊 12.14

9
”
ロ
Ｐ 蒲

Ｌ
８ 散布地 平排j:濡介 縄文 縄文1:器（艇・晩期） 12.M

卵 Ui1 fII 敗布迫 机反字11I" 縄文 縄文土葛（中期)、瞬製禰斧
《
“
り ｡】2．1．1

”ﾛI！ 1m 敗術地 柧腱rO10## 縄文 縄文土葛（腕期） 今
５ ｡】Z｡Ⅱ

2“ II! IⅣ 敗布地 慨腱j:11011 縄文・弥 縄文上蕗（後朗)．弥撫l趨 7.1Z･肌

201 ｦf碗的 RMi地 M収?慨升侭、 縄文・il" 縄文･I器（中・後期)、土師鰐 7.12.14

202 叶磯mII 髄布地 柵反半野隈的 縄文・弥生 縄文?I"<{k･晩期)．石野、弥生土揚 7.12.M

203 野侭溺、 散布地 概反g"f顔鵡 縄文 縄文土器〈'11期） 7.12.M

201 -･本木 散布地 曲鰍半一水木 縄文・弥"li ･平安 縄文土器〈恢・晩期)、鵬製禰芹、1輝瀞
《
Ｊ
■･12．M

205 一本水11 HMj地 面Ⅱ蹄・水木 縄文 縄文?I:W(使・晩期） 7012･'4

2“ -.'f*m 欣布地 mi;咋一水ｲ6 縄文 縄文北野（I兜則） 7.12.M

鋤7 風11 散術飽 mij;咋凪、 縄文・』{按 縄文51:W(晩期)、1:師器 7.12.M

2岨 叶叫鹿 散術地 姉瀞"野川脱 縄文・弥生・平安 縄文土諺（伽・佼期)、弥撫1巻．P1輝瀞 7.12.1,1

2”野叫鹿11 敬布地 姉靜j野叫的 縄文・弥唯・平安・奈良 縄文土鰐（前・中・晩期)、弥生土器、二!:師滞 7.12.14

210 僻付 肢布地 鯆備字f榊I 縄文 縄文土弱（侭・晩WI)、術製円盤 7.1Z･'‘1

211 侍付Ⅲ 散布地 蛸楴凋#付 縄文 縄文:l"('1'･ 11･晩期)、石製IｴI盤、禰眼 7.12.M

2､望 鬼渕 散揃地 鮪怖ｸ:鬼測 縄文・弥＃:･ $I" 縄文･1"(111･ 011・催・晩爵)、弥生土謡、土師鰐、
釧鯉群

7.12.1,1

213 鬼渕Ⅱ 散布地 峰而字鬼測 縄文・弥雌･ 'I2* 縄文:I:蕗、弥蝋I器、土跨器 7．12．14

214 門前 散布地 姉砺孝FIIW 縄文・弥生・奈皿 縄文:I"(腕・OIO・後・晩期)、弥囎l燭、土障涛 7.12.M

215 Wタ 散布地 姉補＊下付 縄文 縄文二I秘(晩期)．注[1土器､態製而I偽､7群､ ･i極、
土伽

7.12今14

216 下付Ⅱ 散1j地 怖怖"Fけ 縄文・称'll 繩文土器（11．中・後,晩期)、弥生土濁、姉I 7.12.1.1

217 上川 倣布地 鯆怖Iw 縄文 縄文土器(IMI 7･ '2.1.1

218 Ⅱ花 散布地 姉作脚I化 縄文’弥鯉‘平安 縄文土揚（砿期 、弥生土器、土師甥 7.12.14

219 朴飢 散布埴 小鳥綜糾卜鯨 縄文 縄文21:器（中。鬼期)、石凰 12凸凹

220 駒木 散布地 小島作r駒水 縄文・塚 縄文土跨（役期
■
も
１
Ｊ
■■

12.14

221 "01' 欧布地 小島衿 縄文 縄文士群（晩尉
も
■
Ｉ
ｊ
■

9･】Z･1．1

222 野Ⅲ 散布地 小島#剖:野1M 縄文 縄文:I 露（晩期 、油【:】土器、 Y杯、土偶 9.12.14

２ 野!R1: 散術地 小,路芥 縄文 縄文;I 蕗 9.12.1州

２ FM1.1311 散桁地 小鳥律j研肌l: 縄文 縄文:1 器 9.12,M

225 'l州敷上 散布地 小鳥朴半8I!腫敷上 縄文 縄文:1 器 9.12.M

226 穴久保 敬布地 小鳥瀞字穴久1M 縄文 土罫 9.12.14
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ロ■

由
ｊ
■ BIDII 倣布地 小島作#中H 縄文 縄文 I:善 後期） 9.12.1,1
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盤0 蛎子IAf 散布地 小,日搾j端子内 縄文 縄文 上野 催・晩期） 9.12.1.1

漣I 薪子内11 散布地 小島谷爺端子内 縄文 縄文 &藩 魂期） 9.12.M

232 ":f内、 散布地 小鳥律l端子1M 縄文 縄文 f鵜 役.晩期） 9.12.14

233 寵Ⅱ節 銭館跡 小鳥扮半.M1 中I鼬 把、平嶋、ul;l 12．M

231 にH輔、 集落路 小鳥捗脚も佃寺 縄文 縄文土器 晩期伐駕） 9･j2･]･I

2錘 にハが 散布地 小島諦半にｲﾙ寺 縄文 縄丈l秘 l･"19mt) 9.12.14

霊6 仁f､1蝉Ⅱ 散布地 小島詐寸:1冤偶排 縄文 縄文十:鍔 火水10式） ． 9･】2■咄
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Ⅲ、調査と整理の方法

1 ．野外調査

（1） グリッド設定と遺構名

仁昌寺Ⅱ週跡のグリッド股定は、lfl土脹標第X系をもとに、調査IXを通るX=18050.000のラインを地形

に沿うように45度ずらし (E-45｡-S)、基準線とした。次に基地線上を通るような任意の2点を設定し、

X=18050.000, Y=40550.000を基準点l 、 X=18018.888、Y=40581.ll3を唯地点2とした。そしてこの

飛地点および飛地線を延焚し、40×40mのメッシュで全澗喪Ⅸを区111した。このメッシュの南西端を蕊迦と

して南東一北西方向にはI楜西からA. Bのアルファベットを与え、iti西一北東方li'jには南西からI、Ⅱ、Ⅲ

の番号を付し、 IA区、ⅡB区と表示した。さらにこの大区画を10瀞介して4m×4mの小区1町iとし、南東

から北西にa～j 、南西から北東にl～10を付し、その組み合わせによりIA2b，ⅡB5 jのように呼称

した。

仁昌寺遺跡のグリッド設定にあたっては､このメッシュをもとにI肘西方向に史に大区画を延長して－1区、

北西方向へも延長してE区、F区、GIKとした。次にこの大区画をlO等分して4m×4mの小区画とし、南

東から北IIWにa～j 、南II町から北東にl～I()を付し、その組み合わせにより－IG2b、ⅡF5jのように

llf称した。

過構名は検出順に種別ごとに1号竪穴住居跡、2号掘立柱建物跡というように名称を付した。

（2）粗掘・過棡検出

仁昌寺Ⅱ過跡：検出mまでの深さ及び咽序の確遡のため､調査区に地形に沿うかたちでトレンチを入れた。

この結果、埜本噌序の第Ⅲ照の上面が避柵の検出面であることが確認された。このため、基本用序第Ⅱ屑～

IIW上面までの除去にはZIt機を使用した。この後、人力によって遺柵の有無を確認しながら鋪Ⅳ層まで棚り

卜･げた。避櫛が検出された場合にはWI斑を行い、それ以外の区域に|則してはざらに第v肘1面までの掘l)-ド

げおよび遺榔検出を順次行っていった。Ⅲ胴上mi以I､､については爪機を使用せず、幅2mのトレンチを地形

を考愈して設定し、人力によって層位鰄に掘り下げ、遺撒検出を行うという方法をとったが、v層以下から

は避構・過物とも検出されなかった。

仁昌寺避跡：検出面までの深さ及び肘序の確認のため、調査区に地形に沿うかたちでトレンチを入れた。

その結果、埜本層序の第Ⅱ噛および第Ⅲ職が遺構の検出而であることが確認された。このため、基本層序第

1屑～Ⅲ聴上面までの除去には重機を使用し、その後人ﾉJによって遺柵の有無を確認しながら第Ⅳ層まで棚

I)下げた。週柵が検出された場合には椚従を行い、それ以外の区域に関してはさらに第v肘上面までの柵I)

1,．げおよび遺柵検出を順次行った。Ⅲ岡上面以下については基本的には重機を使jllせず、幅2nlのトレンチ

を地形を考感して設定し、人力によって屑位毎に掘りドげ、遺櫛検出を行うという方法をとったが、斜面下

側の礫屑で一部、敢機を使用した。v墹以ﾄﾞからは遺櫛・通物とも検出きれなかった。

（3）遺櫛の鯛査方法・遺物の取り上げ方

竪穴住居跡および竪穴住";状遺柵の調査は4分法で、その他の避柵については原則的に二分法で行い、そ

れぞれ堆祇土屑観察用のセクションベルトを設け、l獺を観察しながら桁査を進めた。この際、土層の堆槻

状態、遺物の州l:状態、遺柵の充棚状況を中心に写典搬影および実測を順次行った。

フイルムは35mモノクローム・カラーリバーサル、および6×9(mモノクロームの3種を使用し、調在終
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了時点でセスナ機により空中写真を搬影した。

実測図の縮尺は20分の1を悲本としたが、樋類や規模の大小により10分の1，40分の1，50分の1を用い

た。なお、調査の進行上土層断面の写興や実測を省略し、状態の記録や計測等のみにとどめた遺櫛もあ

る。

遺物は、過柵内出土のものは遺櫛名と出土層位（上位・中位・下位・床面直.上・床面）および出土位世を、

遺柵外出土のものはグリッド毎に層位を記して取り上げた。

2．室内整理

（1）遺物整理

現場で水洗しきれなかった遺物の水洗から開始し、注記、仕分け、接合、掲戦遺物の選別、写真撮影、実

測、法最などの計測、トレースといった手順でおこなった。基本的に遺櫛内から出土した避物については出

来る限り掲戟したが、多湿の遺物が出土した遺櫛については、覆土中出土で同形態の遺物が多い場合、特に

繩文土器については状態の良いものを抽出して褐戦している。石器・イi製品・土製品その他の遡物について

はほとんどすべてを褐戦している。

（2）遺構図面

現場で記録した遺榔平面図・断面同の照合、土晒注記・レベル等の確腿、図面の合成（第2原図の作成)、

トレースという手順で進めた。

1 ．通梛図の用例は下記の通りである。

(1)遺櫛実測図の縮尺は蕪本的に竪穴住居跡・掘立柱述物跡・竪穴住jI1卜状過櫛・工房跡、井戸跡がl/50、

土坑・陥し穴状過櫛が1/40,炉がl/30、土器埋股辿櫛がl/20である。ただし、過椴規模の関係上これ

に合わない図面もあるため、その都度スケールおよび縮尺を付した。

（2）推定線は破線で表記した（これに沿わない場合は椰図中に記した)。

（3）珊位は基本墹序にローマ数字、各過柳紐土にアラビア数字を使用した。これを更に細分した場合は、

数字の後に小文字のアルファベットを付けて表記した。

（4）土器の観察にあたっては、農林水産省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖」を使用した。

（5） 図面中の土器は「P｣、礫は「S」の略号で表記した。

（6） 抑図中で使用したスクリーントーンの用例は下図の通りである。それ以外のものについてはその都喚

挿図中に記した。

2．遺物実測図の用例は下記の通りである。

(1)縮尺は土器・礫石器が1/3、古銚がl/1，そのほかがl/2である。|可一図版中に異縮尺の遺物が

混在する個所もあるため、その都度スケールおよび縮尺を付した。

（2）土器の実測にあたり、口縁部および底部が1／4以上残存する場合は努めて図上復元を試みた。

（3） 本文および土器観察表「法風」中の（ ）は推定仙を、一は残存値を示している。

（4）過物中に使Ⅱ1したスクリーントーンの用例は下図の通りである。

3．遺物写真図版の縮尺は、土器・礫石器が1／3，古銭が約1／1，そのほかが約1／2になるよう縞集し

ている。

4．同士地理院発行の地形図を複製したものは、図巾に図幅名と縮尺を記した。

5．引川・参考文献は各章末に記した。
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3．基本層序

ここでは仁昌寺Ⅱ過跡の雑本棚常について記述す為。仁1LWll jMt跡のi澗査区は丘陵級斜而上に位i趾し、等

満線とほぼ並行方向に約145m、斜面方向に最大約65mほどの範I)llで股定されている。この調在区の土刷を

把握するため、斜面方向に沿ったトレンチを3本設定し、そのセクションから基本増序を決定した。

蝿褐色シルト粘性やや刺・しまI)ややリリ リ|:作上

黒色シルト粘性中．しまり中

黒褐色シルト粘性やや弱．しまり中To-aブロック25%
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Ⅳ、検出した遺構と遺構内出土遺物

1．縄文時代

（1）竪穴住居跡

1号住居跡

遺構（第9図・写真図版3）

＜位置＞調査区西側、斜面上位のIC3 iグリッドに位閥する。

＜検出状況・盟複関係＞表土除去後のⅢ墹巾で狐色の円形プランとして確認した。プランの北東側に至I)

削平され、浅くなっている。19号土坑と重複し、これによI)切られる。

＜規模・形状＞長径573cm、短径514cmの南西一北東に主軸を持つ楕円形を呈する。

＜埋土＞ 6層からなり、To-Cuをまばらに含む黒色～灰黄褐色シルト主体で櫛成される。 1 ･ 2 ･ 4W

に炭化物を含む。

＜壁・床＞壁高は残存値で、西壁57c,,,、南壁37cm，束壁30cm、北壁17cmを測る。床はV層黄褐色シルト面

まで掘り込まれており、北側部分がやや低くなっている。全体的に繊密で硬く締まり、硬化面は炉の周辺で

特に顕薪である。貼り床は確認できなかった。

＜柱穴> Pl～14の14鵬を検出した。炉を中心とした主軸と対照に廻るP1～6が主柱穴を柵成すると思

われる。

＜炉＞北東壁床面に接して複式炉を検出した。石囲炉十石囲部十掘I)込み部という栂造を持つ。石囲炉は

艮径70cm×知従45cmの民力形で、底Ⅲiに焼土は腿められない《》イニi囲部は80×55cmの催方形である。掘り込み

部は100×90cmの楕円形進調を呈する。

＜周溝＞南半部の確際を中心として廻る°南西側壁付近の櫛内で小形の柱穴が多数認められる。

遺物（第10．11図･写真図版71)

＜検出状況＞炉・床Ⅲi ･柱穴・埋士からの出土である。

＜土器> 11点出土している。1は、炉および床面から出土した深鉢土器片である。3は住居内の柱穴Pl

から出土した深鉢土器片である。

＜土製品＞ 2点出土した。2は炉内から出土した赤色塗彩のミニチュア形土器で､胎土に海綿骨針を含む。

13は土製円盤で胎土に金巽母が混入する。

＜石器＞ 8点が出土した。14～17はスクレイパー類、18はリタツチド・フレイク、19はユーズド・フレイ

クである。20の膳製石器は磨製石斧から転用きれたものと考えられる。21は素材礫である。

遺構の時期

出土した週物から縄文時代中期末葉～後期初頭と考えられる。

2号住居跡

遺構（第12．13図・写真図版4）

＜位置＞覗査区北西側、斜面中位のIC6 jグリッドに位憧する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のIIIMi'l!で黒色の桁円形プランとして検出した。南東側で3号住居跡

と砿複し、これを切っている。また、斜面下方を削平されており、プランの北側は典存しない。
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＜規模・形状＞長掻900cm、短径-465cmのほぼ楕円形を呈する。斜而F方を削平されているため、短径は

残存値である。主軸方lh!は東一西である。

＜埋土＞ 7肘からなり、To-Cuをまばらに含む肌色～暗褐色シルトを主体として柵成される。3牌に少撤

の炭化物を含む。

＜壁・床＞醗高は残存価で、東砿28cm、西壁18cm、南壁51cmを測る。床はV届就褐色シルト面まで掘I)込

まれている。全体的に級密で硬く締まる。貼り床は澱められなかった。

＜柱穴＞炉を中心とした主軸の南側にP2～4 ･ 5･ 7の本の柱穴を確認したことから、おそらく8本の

柱が規則的に廻るものと考えられる。

＜炉＞東側床而に接する複式炉l雌と、西側の床面中央部で地床炉2蛙を検出した。複式炉は、燃焼部と

掘り込み部から栂成されている。燃焼部は長径140×短径100cmの長方形で、底面に淡い焼土が90×70cm･厚

さ9"の範囲で認められる。複式炉を構成したと見られる礫は燃焼部中央の1点が認められるのみで大部分

が失われており、抜き取り痕が見られる。このことからｲi洲炉と掘り込み部などの施股からなる複式炉の可

能性がある。掘り込み部は150×130cmの不整梢|｣l形鵬鋼を呈する。西側の地床炉は、西峨付近と床mi中央部

で見つかっており、規模はそれぞれ①40×35cm･厚き6cm，②90×58cm･厚さ6cmを測る。色調は褐色を呈

し、焼成は不良である。

＜周溝＞認められなかった。

遺物（第14図、写真図版72）

＜検出状況＞埋土からのみ出土している。

＜土器> 12点出土している。28は埋土下位から出土した深鉢形土器破片で、大木lO式である。

＜土製品＞ 1点lll土している。34は埋土上位から出土したミニチュア形土器で、中期に相当するものと想

われる。

＜石器> 1点のみ出tしている。35は円礫で、卵形に研磨されている。

遺桷の時期

出土過物から縄文時代中期末葉と考えられる。

3号住居跡

遺桶（第15図・写真図版5）

＜位置＞澗査区北西側、斜面中位のlC6hグリッドに位侭する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ層l粒而で黒色のl'l形プランとして検出した。北西側で2号住居

跡と重複し、これにより切られる。

＜規模・形状＞畏径-560(m、短経-492cmのほぼI1I形を1I!する。北西側を2号住居に切られているため、

是径は残存値である。主軸方向はほぼ東一西である。

＜埋土＞ 6層からなり、To-Cuをまばらに含む黒色～思掛色シルト主体で織成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、刺職3c,,1、西壁30cm、南峡20(m、北砿6cmを測る。床而はV舸上IWiの黄褐色

シルト面まで掘り込んで柵築されている。床面は全体にlul凸が認められ、東側の胤櫛付近に至ってややせり

上がるような様相を黒する。全体にやや硬くしまI)、炉周辺で硬化面が超められる･

＜柱穴＞炉を中心とした主軸と対象に廻るPI～7の7本が主柱穴を柵成していたと思われる。

＜炉＞東砿に接して裡式炉を検出した。石UM炉十石囲部十掘り込み部という柵造を持つ⑥イi囲炉は長径

－－23－
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68×煙径46(mの長方形である。底面に焼土はほとんど認められず、赤褐色焼土が点在する。炉に使用された

礫は石囲炉部分が残存する他、多くが失われており、内部には抜き取り痕が見られる。棚り込み部は150X

120cmの不整な梢円形基調を呈し、石囲部の高さに比べ約16cmほど深く掘り込まれている。

＜周溝＞南西部と北東部の壁際を中心として廻る。二重に廻ることから少なくとも一回の拡張が行われた

ものと秒えられる。

遺物（第16.17図・写真図版72.73）

＜検出状況＞床面と埋土からの出土である。

＜土器＞ 3点出土した。37～39は埋土から出土した深鉢形土器である。

＜土製品＞ 4点出土している。36は床而から出土したミニチュア形土器である。40は埋土から出土したミ

ニチュア形土器である。41は埋土から川土した土製円盤である。42は埋土から川土した焼成粘土塊である。

＜石器＞ 7点出土した。43は床面から出土した石鑑である。44は石匙で床面から出土した。45はスクレイ

パー類で炉内より出土している。46は床而出土の凹石である。47～49は床面より出土した敵臓器類である。

遺栂の時期

出土過物から繩文時代中期末葉～後期初頭と考えられる。

4号住居跡

週構（第18図・写真図版6）

＜位腿＞調査区北西側、斜面中位IC7hグリッドに位慨する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅳ瀞面で石囲炉を検州し、周辺から黒褐色の淡く不確形なプランを確認した。西

側で3号住居跡と敢複し、これを切る。

＜規模・形状＞捷径(395) cm、短従(367) cmのほぼ円形を呈する。確認した時点ですでに床面近くであ

り、規模はいずれも推定値である。主軸方向は東一西である。

＜埋土>To-Cuをごく少Ⅲ含む黒褐色シルト主体で櫛成きれる。

＜壁・床＞壁商は残存値で、北東壁2cm，南西壁lOm、北西壁2qn、南東壁2cmを測る。床而はⅣ屑上面

の蹄褐色シルト面まで掘り込んで櫛築されている。床面は全体的に平坦で、硬化耐・貼り床は特に認められ
なかった。

＜炉＞床面東寄りのところで石囲炉を検出した。炉は挺従66×知従50の艇方形で、焼土はほとんど腿めら
れず、40×32cmの範囲で淡い赤色を呈する範囲を認めるのみである。

＜周溝＞認められなかった。

遺物

く検出状況＞出土遺物はない。

遺栂の時期

出土遺物がなく詳細は不明であるが、周辺の遺櫛の時期から縄文時代中期末葉～後期初頭と考えられる。

5号仲居跡

遺構（第19図・写真図版7）

＜位磁＞調査区西側、斜面中位のIC3gグリッドに位慨する。

＜検出状況・迩複関係＞表土除去後のⅡ屑上位mで、炭化物の混入する黒色のIII形プランとして検出し

－26－
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3号仲居別

螺色シルト 粘性やや弱しきり中 ・IひCulヘリ雌人
煕褐色シルト 粘性中 しまり中TひCu2、混入。
10YR5/6衝褐色シルトプロック拠入
照縄色シルト 帖側.中 しまlj4"や強 ．R)-Cu3粥況入
にぶい武側色シルト 粘性やや洲しまl)強（地111）
瓜色シルト 粘性中 し1 l) 010 ．roCll l%M&人
洲隅色シルト 帖制 '1， しjl)gI T(D Cll l，肌入

1．10YR2/1

2．lOYR2/2

3．10YR2/2

．1． 10､轍5/‘1

5．lOYR2/I

6．10YR2/2

岸一一H=-:

脾L言2""0m 到 俣 昌L=202.300m

2

職琢蚕ﾝ易鰯
3号住居跡炉
1．5YR‘1/8 赤測色晩土帖ftⅧ
2．10YRZ/2肌側色シルト・粘性'|↓
3．10YR2/3Ⅲ糾色シルト 粘性中
4．10YR.1/6褐色シルト 帖牲中

しまI)ベ, j蛾

しまlj II' 1()YR(i/8WI伽佃也シルト軸（腿1－3111III) 2%iIL入
しまl)｢1' 1()YR2/l〃j色シルト徹赴jj&人
しまり中 l0YR6/6明縄色粘土質シルト5〔剛児入

怪‘篝"2恩00‘Ⅲ 斗

0 1：” 1m

岸一一一

第15図 3号住居跡
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第17図 3号住居跡出土遺物(2)

た。南西側で近世～近代の墓墹2雌と爪複し、これにより切られる。

＜規模・形状＞是径315an，短径276"のやや桁Iﾘ形を呈する。主軸方耐＜規硬・形状＞捷径315m、短従276画のやや桁Iﾘ形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞ 5層からなり、To-Cuを少量含む黒色～黒褐色シルト主体で構成される。全体に炭化物・焼土ブ

ロックを含む。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁2m、西確32"、南蠅20qn、北盤20cmを測る。床面はⅢ届上面の黒褐色

シルトmiまで掘り込んで柵築されている。炉の周囲およそlOO×170cmの範囲で貼り床されている。床面は全

体的に平坦で、それほど硬く締まらないが、炉周辺に硬化面が認められる。床面上には炭化材が南壁際を中

心として多逓に認められる。また、南西壁付近から33cm×37qnの扁平な礫が床面に落下したような様相で検
出されている。焼失住居である。

＜柱穴＞認められなかった。

＜炉＞東砿に接して石囲炉を検出した。炉は長径47×勉径46qnの隅丸方形を呈するが、焼土はほとんど確

遡されなかった｡炉にはごく浅い掘り込み部が付属しており、燃焼部より鹸深で約5cmほど低くなっている。

この浅い掘り込み部分では貼り床が途切れており、石囲炉十ごく浅い掘り込み部で櫛成される複式炉とも捉
えられる。焼土はほとんど観察できなかった。

＜周溝＞確腿できなかった。

－30－
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1．1nYR3/I

2．10YR3/Z

岸一一岸一ョ照褐色シルト 粘性刺し11)やや弱T〔､OI I，肌入
川3色シル1， 粘性弱L1l〕やや燗T《,｡lごく微最況入

判割 |里L=202.300I｡怪!､言2"300胸、

腸
4号住民跡
1．lOYR3/4

2．1()YR2/3

3‘ 10YR4/4

4．lOYR3/3

5．lOYR2/3

炉
鴎褐色シルト主体o 10YRZ/3無褐色シルト・lOYR4/4褐色シルトの混合粘性鯛しまl)やや弱．R》Cu鰹入。
上部に照褐色シルトが多い
照褐色シルト粘性中 しまI)やや蠅

柵色シルト 粘性やや強しまり‘11
啼側色シルト 粘性やや強しまl)中
凧褐色シルト・lOY“/4Hn脚色シルト・IoYR4/4悶色シルトの』!“『 帖性刷し〃パ,く'"ToClli&人

0 1 :30 1m
－

第18図 4号住居跡
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5号住民跡
1 ，10YR2/1

2．10YR2/2

3．10YR2/1

.1 ．lOYR2/2

5，lOYR5/8

黙色シルト 粘性やや恥しまり中
'1，⑪Cu〈lOYR7/6明渕偽色・径1mm盤度）5％拠人
剛褐色シルト 帖胤中 しまり中
T《〕Cu（lOYR7/6明簡叫色，経1mm冊度）3，、災化物

馴色シルト 粘性‘1’ しまり中
ToCu（lOYR7/6馴興間色・径1mm催度）2，，災化物

肌禍色シルト 粘性やや刺しまり中

To･Cu (10YR7/6明蘭脚色･iflmm程度) 3%、炭化物
明赤褐色焼土粘性肘 しまり中炭化物微蹟混入

下

型
‐生L=204.300m

『 P
22 1 1

4
2

〃

！B'B
－I・善204.300m

1
2

5号住居跡炉
1‘ lOYR1.7/I 肌色シルト 粘性‘11 しまりやや1m隣化物拠人
2．5YR3/3 蹄亦賜色塊l: lOYRZ/2蝋褐色シルトの朏介 W!性中しまOj I
3.5YR5/8 1#M測色焼土粘性やや肘しまりやや刺
4．10YR2/1 測色シルト 粘性中 しま l)やや弱 。R)Cu（I0YR6/6明両側

1帖以下混入

5．lOYR2/2 鯛縄色シルト 粘性恥しきり強1℃Cu（lOYR6/6明黄褐色
3､、T《ﾝCu （l0YR6/‘8 1二ぶい衡撮色・腿5mm盤度）1％以

6．lOYR2/2 肌色シルト 粘性刺し土I〕強ToC11（l0YRn/6馴田蝿価．肌色シルト 粘性刺し土り強ToCu（l0YR6/6明閃縄色・{F1～3mm）
3％拠人貼床

0 1：50 2m

岸一一一一

耳停L書2"000‘Ⅲ

|里L富2"000m 判
0 1:" 1m
－声一

第19図 5号件居跡
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遺物（第20図・写真図版73）

＜検出状況＞床面から埋土にかけて出土している。

＜土器＞ 4点が出土した。50は床而から出土した深鉢形土器で、大木10式の特徴を持つ。

＜土製品＞ 1点が出土した。54は埋土から出土したミニチュア形土器で、外面のミガキが顕著である。内

面にタール状付新物が認められる。

遇棡の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭と考えられる。

6号住居跡

遺栂（第21図・写真図版8）

＜位置＞調査区西側、斜面中位のIC4hグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のH厨上位面で、炉と思われる焼土を確認し、周辺から淡い黒色の円

形プランを検州した。

＜規模・形状＞長径360cm，短従356cmのほぼIII形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞ 3層からなり、To-C11・炭化物をごく少最含む黒褐色シルト主体で櫛成される。

＜壁・床＞鮫商は残存値で、束砿2cm、西砿18cm、南壁lOclll、北醗5cmを測る。床而はⅢ肘上面の瓢褐色

シルト面まで掘l)込んで柵築されている。床面は全体的に平juで、硬化面は特に認められなかった。

＜柱穴>P1～7の7雑の柱穴を確認した。Pl～6が主柱穴を栂成する可能性がある。

！

52

則
53

50
0 1”1：3

第20図 5号住居跡出土遺物
別は1：2
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＜炉＞北東壁付近から焼土を検出した。地床炉と思われるが、上部を削平されたその他の炉であった可能

性もあり、詳細は不明である。優径59×短径38cm･厚さ2cmの範囲で現地性の焼土を砿秘した。

＜周溝＞確遡できなかった。

遺物（第21図・写真図版74）

＜検出状況＞埋上からのみ出土した。

＜土器> 1点が出土した。55は埋土からHI土した深鉢形土器片で噺消し繩文が遡められる･大木lO式に位

舩付けられるものである。

＜土製品> 1点が出土した。56はミニチュア形土器の底部である（写典のみ掲栽)。

＜石器＞ 1点が出土した。57は完形の磨製石斧で、両凸刃を呈する。

＜石製品> 1点が出土した。58は有孔石製品である。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉と考えられる。

7号住居跡

逓構（第22図・写真図版9）

＜位歴＞調査区西側、斜面中位のIC5gグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅡ照上位面で、炉と思われる焼上を確認し、周辺から淡い黙色のII1

形プランを検出した。 8号住居跡と重複し、この上位に位世する。

＜規模・形状＞長径444画、烈径347”のやや柿円形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞ 4聯からなり、To-Cu・炭化物をごく少殻含む黒褐色シルト主体で椴成される。

＜壁．床＞壁高は残存値で、東壁2cm、西壁36cm、南壁12cm，北壁13cmを測る。床面はⅢ層上面の黙褐色

シルト面まで掘り込んで櫛築されている。床而は全体的に平坦で、硬化面は特に認められない。

＜柱穴>P1～7の7鯉のｲ1;穴を確認した。これらが主柱穴を柵成していた可能性がある。

＜炉＞東側中央のやや壁に近いところから石囲炉を検出した｡炉は長従50×短径29cmのほぼ方形を呈する。

焼土はほとんど認められなかった。

＜周溝＞確認できなかった。

＜その他＞東側床面で埋股土器を確認した（60)・当初この土器は、下位に位世する8号住居跡の蝿sLIM

削時に確認されたもので検出レベルから本住居跡に伴うものと判断した。土器は北側に傾くように倒立の状

態で埋設されており、土器の両端部は欠損している。埋土は黒色土主体でしまりはない。

遺物（第23図・写真図版74）

＜検出状況> Pl，埋土から出土している。

＜土器＞ 5点出土した。59は住居内土坑Plから出土した深鉢形土器片で、胴部に原体の縦回転文様が施

文される。63は埋土から出土した深鉢形土器片で、外面赤色縦彩される。

＜土製品> 1点1l1土した。64は床面から出土した斧形土製肋で上部に穿孔を持つ。

＜石器＞ 4点出土した。65．66は埋土から出土した石雛である。67は石匙で縦形を呈する。68は尖頭器で、

両側縁に二次加工を持つ。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末紫～後期初弧と考えられる。
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7号性屋跡
1．lOYR3/1

2．lOYR3/2

3．lOYR3/3

4．lOYR3/2

肌縄色シルト 粘性1櫛
洲悶色シルト 粘性剥

啼脚色シルト 粘性恥

醐細色シルI， 粘性やや恥

しまl)やや糊

しまりややlj1

しまりやや燗
しまりやや弱

T《rCl1 、炭化物各1，iM人
ToCu 1帖以下、災化物】粘呪入

ToCul粥以F、炭化物1%i兇入
・IbCu 1％混入

F!.-2"'00m3
7号住居跡炉
1 ．10YR3/l 黒禍色シルト・5YR5/8明赤13世境kの汎合粘性やや明しまI〕弱
2．10，.R2/2黒掲色シルト 帖性やや鮒しま』)肘鍼タ
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8号住居跡

遺柄（第24図・写真図版10)

＜位瞳＞鯛狂区西側、斜面中位のIC5gグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞ 7号住居跡の完掘終了後､貼り床確認の作業をしていたところ複式炉を検出した。

7号住居跡と上下の亜複関係にあl)、これにより切られる。

＜規模・形状＞長径358qn、知径320cmのやや楠円形を呈する。主軸方向はほぼ南一北である。

＜埋土>To-Cuをわずかに含む黒褐色シルトの単層で構成される。上位に7号住居が柵築されていること

から人為堆禰の可能性がある。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁6cm、西砿10cm、南壁16cm、北壁15mを測る。床面はⅢ胴上面の鼎褐色

シルト面まで掘り込んで栂築されている。床面は全体的に平坦で、硬化面は特に認められなかった。

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞北雌に接して襖式炉を検出した。土器埋設炉十石囲部十掘り込み部という栂造を持つ。土器埋股炉

は径27cmの深鉢形土器を正立の状態で皿股している。石囲部は長径48×短径40cmの方形である。掘り込み部

は73×66cmの梢円形坐綱で燃焼部より8cmほど深く掘り込まれている。

＜周澗＞確潔できなかった。

遺物（第25図・写真図版74.75）

＜検出状況＞炉、床而、埋土より出土した。

＜土器＞ 6点が出土している。69，70，71の深鉢形土器は炉の埋設土器である。内面に焼け弾けの撫が観

察きれる。大木10式に位価付けられるものである。

過梢の時期

出土遺物から繩文時代中期末葉と考えられる。

9号仲居跡

遺構（第26.27図・写真図版11）

＜位置＞調査区北側、斜面中位のIC9 iグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ屑上位で、黒褐色の円形プランとして確認した。西側を中世の照

穴述物跡2棟（5 ．6号竪穴建物跡）と亜複し、これにより切られる。

＜規模・形状＞長径620ml、短径567cmのほぼ円形を呈する。主軸方向は東一西である。

＜埋土>To-Cuを少斌含む黒褐～暗褐色シルト主体で櫛成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁3cm、西壁40cm、南壁18cm、北壁10cmを測る。床面はV咽の黄褐色シル

ト而まで掘り込んで柵築されている。床面は全体的に平坦で、やや締まっている。貼り床は翅められなかっ

た。

＜柱穴> Pl～llの11本錐の柱穴を確認した。P1～3 ．5 ．8～10が主柱穴を柵成していた可能性があ

る。

＜炉＞東搬に接して複式炉を検出した。石囲炉十石囲部という構造を持つ。石囲炉は長径65×短径60cmの

方形で、底而に焼土は潔められなかった。石囲部は長径110cm×短径60cmの長方形で、石囲部より15cmほと・

低<掘り込まれている。
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＜周溝＞南側壁付近から2条の周溝を確認した。

過物（第27図・写真図版75）

＜検出状況＞炉、床面、埋土から出土している。

＜土器＞ 6点出土した。75は炉内出土の土器で、絡状体文様が施文される。外面には炭化物が付藩する。

76は埋土下部～床而出土の深鉢形土器片で、山形口縁を呈する。大水10式に相当すると考えられる。

＜土製品> 81の土製円盤が1点出土した。

＜石器＞ 5点出土した。82はユーズド・フレイク、83はスクレイパー類で埋土より出土している。85は磨

製石斧で、床面から出土した。86は円礫で塊土1屑から出土した。

遺構の時期

出土過物から繩文時代中期末葉と考えられる。

10号住居跡

遺構（第28図・写真図版12）

＜位置＞調査区北西側、斜面中位のIC9gグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ屑上位で、黒褐色の円形プランとして確認した。西側で14号土坑

と砿複し、これにより切られる。

＜規模・形状＞挺従362cm、短従360cmのほぼ円形を呈する。主軸方向は東-llliである。

＜埋土＞ 4層からなり、To-Cuをまばらに含む黒褐～暗褐色シルト主体で櫛成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁6qn、西壁4dn，南壁4cm、北壁8cmを測る。床而はV層の黄褐色シル

ト面まで掘I)込んで柵築されている。床Ⅲiは全体的に平jmで、やや締まる。貼l)床は秘められなかった。

＜柱穴＞炉を中心とした主軸と対象にPl～5の5基の柱穴を検出した。これらが主柱穴を櫛成していた

可能性がある。

＜炉＞北壁に接して複式炉を検出した。石|Ⅲ炉十石|川部という柵造を持つ。石間炉は催径50cm×知征45cm

の梢III形で底而に焼土はほとんど腿められなかった。石囲部は燭焔68cm×知形57cmの柿l'l形で、石囲炉とレ

ベルをほぼ同じくする。

＜周溝＞西側壁際を中心として廻る。

遺物（第29図・写真図版75.76）

＜検出状況＞床面および埋土から出土している。

＜土器＞ 5点出土した。87～90は床面から一括出土した中形の深鉢形土器である。大木10式に位価付けら

れる特徴を持つ。

＜石器＞ 3点がllirtした。92はスクレイパー類で、肌土から出土した。93･94はフレイクで、床面一括土

器87～90とともに出土したものである。

遺構の時期

出土避物から繩文時代中期末葉と考えられる。
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9号住民跡
1．10YR2/2

2．10YR2/3

3．lOYR3/3

4．lOYR3/3

5．10YR5/6

鵬掲色シルト
照褐色シルト

輔褐色シルト
略褐色シルト
衝間色シルト

粘性弱しまり中 ’1℃Cu (1()YR7/6明箇褐色・径l～5mm股庇) 5%拠入

粘性やや弱しまりやや弱91℃-Cu (10YR7/6馴伽褐色・径1～3mm程度) 5%混入
粘性やや駒しまl)中 l0YR5/6街褐色シルトプロ･"ク混入

帖何_中しまl)やや弱TOCⅧ（lOYR7/6明衡間色・征lmmIY度）2冊混入
粘性U1, しまり中

9号住民跡
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1, 7.5FR4/4褐色シルト 粘性中しまり中5YR5/8明赤褐色塊ヒプロソク1%混入
2. 7.5YRZl/4褐色シルト･5YR5/8明赤禍仏蜂十の混合粘性中しまり中
3.10YR3/1 風褐色シルト粘性中しまり中lOYR41/6隅色シルト、5YR5/8剛赤禍色焼土プuソク挽人。

災化物プロゾク1発拠入
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10号住居跡
1．10YR3/1

2．10YR3/2

3．10YR3/2

，1． 10YR4/6

5．IOYR4/4

黒褐色シルト 粘性中しまり中ToCu、炭化物ごく微最況入
黒褐色シルト 粘性83， しまj》中T《rCu、炭化物ごく微赴睨入
lOYR3/3時褐色シルトの混合粘性中しまり中TひCu，炭化物ごく微量混入
褐色シルト 粘性中しまO)中

褐色シルト・lOYR2/2潮褐色シルト‘ lOYR秒/4暗褐色シルトの混合帖性やや強
しましjやや強ToCU2魁乢人悶仏シルトが主体肌褐色・箭縄色シルトは斑状'二
汎じる

到倶
6

到 倶 -E1脾L菫201.600m L=201.500m L=201,600m

…笏

10詑居跡炉
1．10YR2/3瓜隔世シルト 粘性やや刺しエ"やや刺炭化物3，、煉土プ1J ノク徹邑iM人
2．IOYR4/4掲色シルト 帖性.強 しまり強

3．7.5YR5/6明褐色シルト 粘性刺 しまりやや弱
4．lOYR･1/6側色シルト・lOYR3/3蛸褐色シルトの混合粘性中 しまりやや中

5.10YR3/3暗褐色シルト 粘性やや弱しまl)やや弱
6．lOYR2/3黙褐色シルト 粘性やや弱しまり中

7．lOYR3/4暗褐色シルト 粘性やや強しまりやや弱

8.10YR3/4暗褐色シルト 粘性やや強しまりやや刺
0 1：鋤 1m

9．住陪跡断面5隅に同じ
－‐

第28図 10号住居跡
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11号住民跡

遺構（第30図・写真図版13）

＜位歴＞劉査区北西側、斜面中位のIC8eグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後の、層上位で、黒褐色の円形プランとして確認した。12･13号住居跡

と上下の並複関係にあI)、これらを切る。

＜規模・形状＞是径410m、短径354cmのほぼIII形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞ 5咽からなり、To-Cuをまばらに含む黒褐色シルト主体で構成きれる。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁2cm、西壁16cm、南壁16cm、北壁4cmを測る。床面は12号住居を埋めて

櫛築されている｡床面は全体的にWilであるが､とくに締まるものではない｡明確な貼り床は謎められなかっ

た。

＜柱穴>Pl～8の、不規則な配避をなす8基の柱穴を検出した。

＜炉＞北東側の床而の、壁に近い場所から焼土を検出した。規模は長径52×短径(31) cmの梢円形を呈す

る。短従は新"lの土坑に切られているため残存値である。地床炉の様相を呈するが、上部を削平されている

ため詳細は不ﾘjである。

遺物（第30図・写真図版76）

＜検出状況＞床而および埋土から出土している。

＜土器＞ 5点出土した。95．96は写典のみの掲戦であるが、床間から出土した深鉢形土器の破片である。

胴部に充填縄文が施され、中期に位個付けられる特徴を持つ。97～99は埋土1層より出土した深鉢形土器で

ある。

＜土製品＞ 1点出土した。100は肌土から出tしたミニチュア形土器である。

遺構の時期

出土遺物から繩文時代II!期末葉と考えられる。

12号住居跡

遺構（第31図・写真図版14）

＜位置＞鯛査区北西側、斜面中位のIC8eグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係> ll号住居跡の柵森終了後に、暗褐色の淡い略l'l形プランとして確遡した。ll ･ 13

号住居跡と上下の敢複関係にあI)、 ll号住居跡に切られl3号住居跡を切る。

＜規模・形状＞長径497cm、癒径438cmのほぼIﾘ形を呈する。主軸方向は南東一北西である。

＜埋土＞ 5刑からなり、T(D-Cllをまばらに含む黙褐色シルト主体で構成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁7cm、西壁8cm、南壁13Pm、北鮭5cmを測る。床面は13号住居跡を埋め

て櫛築されている。床面は全体的に平坦であるが、とくに締まるものではない。明確な貼り床は認められな

かった。

＜柱穴> Pl～7の、壁際付近に廻る7坐の柱穴を確遡した。

＜炉＞南東壁に接して2つの柵り込みからなる複式炉を検出した｡北西側の掘り込みは長径90×短径80cm、

東側の掘り込みは長径95×80cmを測りいずれも楕円形基調を呈する。礫や礫抜き取り痕、焼土が確認されな

かったことから炉の形態の群細は不明である｡西側の掘り込みの底面はいずれもやや硬く締まるものである。
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一一11号住居跡
1．lOYR2/2

2．IOYR2/2

3．IOYR2/2

4．lOYR2/3

5．lOYR2/1

粘性やや揃

帖代やや燗
帖性01$
粘性やや刺
帖性やや別

2%i11入
1 (%,槐入
3〔兇,ijl入

しま8)中

しまl》やや剥
しまりぺ'や鋤

しま0)中

しまりやや紺

T①-Cu（侭l～2mm）
To-cu （雁lI11m以1，‘）

"I･CCU（箙lmIMW皮）

撹乱tと琴えられる

肌側色シルト
Ⅲ間色シルト

肌間色シルト
Ⅲ蝿色シルト

肌色シルト

一 〆

●‐

′:．‘ず．抑シ0

．－ ．1‘．~凸、 ｡
－

／

1吋0 1：3

1mは1：2

第30図 11号住居跡・出土遺物
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戯
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12号件展跡

謡謡謡露爵扇而忘弓
＋

IC9f

LL皇202.000m
家一

…
11号住居

1
3

旦一L会2(〕2,000m 判
0 1：釦 2m

－－

12号住居跡
1 ．lOYR3/2

2．lOYR3/2

3．IOYR3/2

4．lOYR3/2

5．IOYR5/6

照悶色シルト
照褐色シルト
肌褐色シルト

肌柵也シルト

簡栂仏シルト

粘性やや弱

粘性やや弱
粘性やや弱
粘性やや強

粘性中

しまりやや弱

しまりやや弱
しまり中

しまり81,

しまりやく'蛾

TMu (iflmm以.F) 2%、蝋化物粒<IElOnmlfW度>、焼土粒（径2～3111m松庇）各どく少量此人
lOYR2/2照褐色シルトブロック〈小）少景拠入
TbCu (i\lmm以下）2％股度、腱化物粒（碓5～10,ml）2％混入
ToCu（艇1mm以下）2％拠人

怪L舅201.600m 到 忰L富201"｡､， 判 倶L書20,.‘,｡、 判

赤号冨＝＝錫居… 勝方＝＝錫＝一

12号伸展跡
1．10YR2/3

2. lOYR2/2

炉
醐褐色シルト
凧掲色シルト

粘性中しまl)中 lOYR6/8明批側色パミス粒（侭1mm以下）2＄拠人、硬化面
帖憾中しまl)中 lOYR6/6珊簡掲色パミス粒〈{￥1mm以ﾄﾞ）Z，蠅入 0 1：鋤 1m

一ー一

第31図 12号住居跡
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遺物（第32図・写真図版刀．78）

＜検出状況＞床面土坑Pl、炉および肌上から出土している。

＜土器＞ 6点出土した。102は床面土坑Plから出土した深鉢形土器片である。胴部に充蝋縄文が施され、

大木10式に位置付けられる特徴を持つ。lOlは炉の埋土から出土した中形の深鉢形土器片で、原体の縦回転

による地文が施される。大木lO式期相当のものである。

＜土製品> 1点出土した。106は埋土から出土したミニチュア形土器である。

＜石器＞ 9点出土した。107は石鍼､ lO8は縦形の石匙､ 109はスクレイパー類､ llOは喫形石器､ lllはリタッ

チド・フレイクである。112～114はフレイク、 115は磨製石斧で、蕊部が欠損する。

遺構の時期

出土過物から縄文時代中則末葉と考えられる。

13号佳居跡

遺構（第33図・写真図版15）

＜位腫＞調査区北西側、斜面中位のIC8eグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係> 12号住居跡の椚森終了後に、黄褐色の淡い略円形プランとして確認した。11．12

号住居跡と上下の亜複関係にあり、これらによって切られる。

＜規模・形状＞長径290"、短径270FmのほぼIII形を呈する。主軸方向は南一北である。

＜埋土>To-Cuを少量含む黒褐色シルト主体で櫛成される。上位に12号住居が柵築されていることから、

人為的な埋め戻しであると考えられる。

＜壁・床＞砿高は残存値で、東駛7《､、西蜘4cm，南壁14cm、北砿14cmを測る。床面はV届批褐色土を掘

I)込んで櫛築きれている。床面は全体的に平坦でやや締まっている。明確な貼り床は認められなかった。

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞南盤に接して石囲炉と掘り込み部からなる複式炉を検出した。石囲炉は挺従55×短掻45)mの長方形

を呈する。燃焼部底面で焼土は確拠されなかった。掘り込み部は長径65clll×短径58cmの不慾なI1I形を蕪調と

し、燃焼部より7.5cmほど深く掘り込まれている。

遺物（第34図・写真図版77）

＜検出状況＞床面から出土している。

＜土器> 1点のみの出土である。116は床面から出土した深鉢形土器で、u縁部に5単位の小形突起、胴

上部に磨消し縄文、ヒレ状突起を持つ。大木10式の特徴を持つ。

遺構の時期

出土避物から縄文時代中期末葉と考えられる。

14号住居跡

遺欄（第35図・写真図版16）

＜位圃＞調査区中央部北西寄り、斜面'l』位のlC8dグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞現代の撹乱除去作業後､土層断面に土器片が多最に確認されたことより検出した。

＜規模・形状＞長径457ml、短径437mのほぼ円形を呈する。主軸方向は南西一北東である。
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企

ヘ、

令十
IC8o

陰
度

7ミ

古
-A1 13号住居跡

1．lOYRZ/3奴喝也シルト 帖側.11, しまりやや強．1℃CU3、況入
ドーl.c202.000IU，

11号住居跡一

12号住居跡

一丁一一一一一一一一

〃
男倶 Lg2()2.0001,

0 1：釦 2m

－－－

判-9 f 判 脾陰し2(DI.700n， 1.-2()1.6〔)0m 1.三201．600m

沃珍""〃S

1

13号住居跡
1 ．lOYR3/‘1

2．1(】YR:l/3

3．lOYR3/.1

‘1．lOYR6/8

炉
暗禍色シルト 粘性やや強しま l) II!股化物(2屑より小純）少量拠入
蹄褐色シルト 粘性やや弱しま}j中7.5YR5/81ﾘI測色焼土散在ToCu2兜炭化物少趾批人
時柵色シルト・ l0YR5/8黄褐色シルトの『I“『 粘性やく』強しまりやや強
叫黄褐色シルト・10YR3/2黙褐色シルトの腿介帖枕やや強しまりやや弱

1m0 1：”

一 計

第33図 13号住居跡
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116
0 1 :3 10cm
トー一一一一一一一一ィ

第34図 13号住居跡出土遺物

く埋土>To-Cuをごく少倣含む照～蝋褐色シルト主体で柵成される。

＜壁・床＞壁高は残存仙で、東壁2(m、凹壁13cill、1判壁8cm、北壁2cmを測る。床面はⅢ牌中に櫛築され

ている。床而は全体的に平坦で、中央部北寄りに120×80mの範囲で硬化面が認められる。

＜柱穴>Pl～8の不規則な配樅をなす8班の柱穴を検出した。

＜炉＞中央部束寄りで石囲炉を検出した。炉は催径60×知径50cmの隅丸方形韮綱を呈する。底面の焼土は

認められなかった。また、これとは別に東側砿付近から長径98qn×短径80cm、厚さ20cmの範囲で

現地性の焼土が確認されている。

週物（第36図・写真図版77）

＜検出状況＞床Ihjおよび埋土から出土している。

＜土器＞ 6点出土した。117．118は床面から出土した深鉢形土器で、胎土に金雲母を含む。

＜石器> 123は埋土から出土した厳磨石で、中央部に微細な敵打痕を持つ。

遺棡の時期

出土過物から縄文時代中期末紫と考えられる。

15号住居跡

遺梢（第37.38図・写真図版17）

＜位世＞調査区北東側、斜面下位のⅡclgグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係> 16号住居跡輔査終了後、完掘した柱穴壁面より床面を確認した。

＜規模・形状＞長径676cm、短径580cmの梢円形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土>To-Cuをわずかに含む褐色シルトと明黄褐色シルトの混合土主体で櫛成される。上位に16号住居

跡が櫛築されており、人為的な埋め戻しが行われたと考えられる。

＜壁・床＞確高は残存値で、東砿lOclll、凹盤13]111、南壁13cm、北壁8cmを測る。床面はV届まで掘り込ん

で柵築されている。床而は全体的に平坦で破く締まるが、貼り床は明確に認められなかった。
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及び炉
煕色シルト 帖制中 しま0) 111

14号住居跡
1 ，lOYR2/1

2，1()YR3/3

3，10YR2/3

4．lOYR2/3

暗偶色シルト 帖竹.やや強しまIjやや強 l0YR2/2川削色シルI,プロ‘ソク少用、'1.oCu2％、焼:上軸少最拠入。
火を受けたような怖けがある
1M細色シルト 粘性81， しまIjベ, 'II1
肌褐色シルト 帖性・中 しき I)やや刺

14号住居跡及び炉

0 1:" 2m
ー‐－－

第35図 14号住居跡
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＜周溝＞西側の壁面近くに沿って2条廻ることから、住居の拡張が行われたと考えられる。なお、斜面下

方にあたる東側確際では周溝が殆ど狸められなかった。

＜柱穴> PI～10の10基の柱穴を確認した。

＜炉＞南東側の床面に接して複式炉を検出した。複式炉は、 2つの掘り込み部からなっており、燃焼部に

は焼土が60×50cmの範囲で認められる。前庭部は134×105cmの範囲で掘り込まれており、燃焼部より8cmほ

ど深い。前庭部の底而には90×60cmの範囲で硬化Ⅲiが秘められる。また、中央部北西よりには長径100CmX

短径70cmの現地性焼土が形成されている。

遺物（第38図・写真図版78）

＜検出状況＞埋土のみから出土している。

＜土器＞ 3点出土した。124a.bは同一個体の深鉢形土器である。125は埋土l咽から出土した中形の深鉢

形土器で、金雲母．海綿骨針を含み韮窪式期に位侭付けられるものである（遺構外部からの混入の可能性が

高い)。

＜石器> 126は埋土から出土した棒状礫で、欠拙している。

遺栂の時期

出土過物から縄文時代中期末葉と考えられる。

16号住居跡

遺梢（第39～41図・写真図版18）

＜位磁＞調査区北東側、斜面下位のⅡclgグリッドに位世する。

＜検出状況・亜複関係＞Ⅳ墹啼褐色シルトの漸移咽で、照褐色の桁円形プランとして検出した。

＜規模・形状＞長径746m、短径-700cmを測I)、炉に接する壁面が、底の潰れた卵形～マッシュルーム形

に近い桁円形を呈する。主軸方向は南東一北西である。

＜埋土＞ 8屑からなる。埋士は大き<l:位と下位で二分きれ、 上位は炭化物と焼土粒を1～2%含む肌褐

色シルト主体、下位は暗褐色シルトプロックを含むにぶい散褐色シルト主体で棡成される。西側では断而の

黒褐色シルトと黄褐色シルトの中間に、大木10式土器の破片を多最に含む暗褐色シルトを介している。この

土器の広がりはプラン西側全体に認められた。床面からは硴実に浮いており本住居跡の埋没が開始きれてか

ら投棄きれたものと考えられる。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁12cm、西盤42cm、附確42cm、北壁13cmを測る。床而はV肘まで掘り込ん

で柵築きれている。床面は全体的に平坦で硬く締まっており、複式炉の周辺を中心とした4.5m×4mの範

洲で蹄褐色シルトの貼り床が認められた。

＜周溝・住居の拡躯＞西側の壁面近くに沿って間栂が一条廻ることから、住居の拡張が行われたと考えら

れる。なお、斜面下方にあたる東側壁際では認められなかった。

＜柱穴＞炉を中心とする主軸と対象に7本の柱穴が検出された。また、斜面下方の柱3本分が外側に少し

位世をずらして建て直されているのが確阻できた。これは拡張に伴う柱の立枠えと号えられるが、これに対

して斜而上方の柱3本の位置は変わっていない。 Pl～P3の柱穴に柱2本分の掘り方スペースが認められ

ることから同じ場所に建て替えたか、同じ柱材を再利用したものであった可能性が考えられる。

＜炉＞南東側の床而に接して複式炉を検lllした。複式炉は、石間炉とそれに付属する石IIW部、棚り込み部

の3つの部位で櫛成されている。イi囲炉は長径75(m×蠅徒60(PIIUの不整な円形で、焼l:が50×33Km･厚さ12cm
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15号住居跡
1 ．10YR3/3

2．lOYR4/′1

3．10YR2/3

4．lOYR2/3

5．10YR3/4

6．10YR4/6

7．10YR6/6

15号住居跡

暗側色シルト 粘性珊しまlパ,や強 lOYR2/2肌色シルト、 10YR6/6IWI伽閥色シルト各1％拠入
倒色シルト ，l()YR6/6明批悶色シルトの拠合粘性恥しま l)やく'強 ・m ClI 1％拠人
胤掲色シルト 粘性やぺ'珊しまり強ToCu1％、IOYR6/8IﾘI仇掲色シルトプロ･ソクl齢混入
肌褐色シルト 粘性別しまり強 ．1℃-Cu1％混入
暗褐色シルト 粘性やや弱しまり中 10YR5/4にぷい黄潤色粘土質シルト2％批人
褐色シルト 帖性刺しまり中
明間褐色シルト・ 10YR3/3珊側色シルトの拠合粘性中しまり中

0 1:" 2m

ー－

第37図 15号住居跡(1)
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15号住居跡
1 ．10YR5/4

2．2．3YR4/6

3．5YR4/6

4．2．5YR5/8

5．10YR2/3

炉
’二ぶぃ醐悶色帖1画シルト 粘性強
亦縄色焼土 帖性やや強し土』)強

が潤色焼土 粘性強 しまり強

明赤掲色焼土粘性やや強しまり強

肌褐色シルト 粘性中 しまり中

しエリ強Tでパ11（lOYR3/諦端隅哩シルトプロノク）散在貼床

炭化物2、iM人

ToCu（賑2mm）1，拠人。4層より赤みが強く、褐色に近い色。炭化物ごく少量拠入
ToCu (1\2mm) 1，強拠入（ド層部'二やや多い）
TbCu（雁1mm以.F〉lZ兜、炭化物l鮎混入

0 1：” 1m

一一‐

職鱗鍵
b

24a

、
26

０
１

1：3 10m

15号住居跡(2)・出土遺物第38図
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割伜I,=201.1001。

倶 男L=201,200m

16号住居跡
1 ．鰐作土
2．lOYRZ/1

3．10YR4/3

4．lOYR3/2

5．10YR3/3

6．10YR3/3
7．lOYR5/4

8．10YR4/2

T《》-ct1混入

煕色シルト 帖性中しまり中 T〔D cu混入

にぷい枇柵世シルト 帖fkIjj しまりI1' 'l.o･Cu拠入股化物粒】％拠入
照褐色シルト 粘性胴しまりやや強Tocu混入股化物粒2％、晩1粒1妬拠入
時褐色シルト 粘性弱しまりやや強To Cu混入炭化物粒2%拠入土器片混在

略褐色シルト・ IOYR4/6褐色シルトプロックの混合粘性弱しまl)やや強To Cu混入

にぶい黄褐色シルト粘性弱しまりやや強To-Cu、l0YR3/3暗褐色シルトプロック混入
灰黄褐色シルト 粘性弱しまりやや強ToCu混入 0 2m1：50

岸一一拝一計

脾L薑200"0m 判
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脾L喜20,"on，陛L=200,60｡‘。 判 割
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脇塵錘砥諺亥
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鯵
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0 1：卯 1m
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耳怪し2"6"I｡ 16号住居跡
1 ．5YR4/8

2．lOYR3/2

3，lOYR2/1

4．lOYR4/6

5，10YR5/6

6．lOYR4/4

7．lOYR5/6

8．lOYR5/4

9．lOYR3/3

10．lOYR4/4

炉
亦褐色焼|:～5YR5/8 明赤褐色焼土 粘性中しまﾄ〕強災化物況人
黒褐色シルト・lOYR3/4啼掲色シルトの混介粘性中しまりやや強
lOYR6“にぶい黄櫃色ブロック（小)、炭化物混入
熱色シルト主体 10YR5/6蛍褐色シルト帯状汎入 粘性やや弱しまり強

褐色粘土質シルト、l0YR4/3にぶい黄褐色シルトの混合粘性やや強しまり強
箭褐色シルト主体10YR6/4にぶい黄鐙色シルト・lOYR4/4褐色粘土質シルト’

粘性やや強しまﾄ]中貼床

褐色シルト W,性やや強しまりやぺ，弱炉石皿だのため
閃褐也シルト Wi性中 しまトパ，，Iil 力'澗閲定のため
にぶい戯褐色シルト ’1(〕YR4/3にぶい繭褐色シルトの挽合粘性やや強しまり削
蹄褐色シルト 粘性やや強しまりやや弱 10YR3/2黒褐色ブロック（小）混入
褐色シルト・lOYR3/3暗褐色シルトの混合粘性やや強しまり中5YR4/8赤總

微褐色シルト主体10YR6/4にぶい黄鐙色シルト・lOYR4/4褐色粘土質シルトの

3一百

混合
粘性やや強しまﾄ]中貼床

褐色シルト W,性やや強しまりやぺ，弱炉石皿だのため
閃褐也シルト Wi性中 しまトパ，，Iil 力'澗閲定のため
にぶい戯褐色シルト ’1(〕YR4/3にぶい繭褐色シルトの挽合粘性やや強しまり強
蹄褐色シルト 粘性やや強しまりやや弱 10YR3/2黒褐色ブロック（小）混入
褐色シルト・lOYR3/3暗褐色シルトの混合粘性やや強しまり中5YR4/8赤褐色焼
土微量混入
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の範囲で認められる。石囲部は長径llOcm×短径90cmの範囲で掘り込まれ、周辺にlOcm大の礫を配する。掘

り込み部は長径130cI11×短径ll3cmを測り、北西側を除く3方に幅約20cm、深さ5cm前後の櫛が巡っている。

石囲部と掘り込み部はいずれも不整な円形基調を呈し、底面は硬く締まるものである。このうち掘り込み部

の底面は土間状に硬く締まる硬化面を持つものであるが、断面観察から硬化面が2面あることが判明した。

このことから拡張にあたっては炉を作りかえることなく、継続して使用していたものと考えられる。

遺物（第42～45図・写真図版78～81）

＜検出状況＞埋土から多量に出土している。

＜土器＞ 29点出土した。139は深鉢形土器片で、橋状把手を持つ。胴部には充填縄文による文様が施され、

大木10式に位侭付けられる。149は中形深鉢で、輪積みの換跡が顕蒋である。

＜土製品> 18点が出土した。159はミニチュア形土器で、口縁部内面にタール状の付着物が認められる。

163はミニチュア形土器で、胎土に金雲母を少量含む。内面は磨かれ、内外面ともに赤色塗彩される。

171a.bは垂飾品で、同一個体である。深い沈線による彫刻文が描かれる。172はl層から出土した板状土偶

の体部破片で、刺突列・貼り揃による文様を持つ。

＜石器＞25点出土した。173～176は石錐、177～179は石匙である。180･181は、模形石器、182･183はリ

タツチド・フレイクである。184～189は剥片、190･191は磨製石斧、192は敵磨石、193～195は凹（磨）石

である。196･197は円礫である。

遺栂の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉と考えられる。

17号住居跡

遺構（第46図・写真図版19）

＜位置＞調査区北東側、斜面下位のIClOeグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ晒面で黙褐色の円形プランとして確認した。18号住居跡と上下の

重複関係にあり、これを切っている。

＜規模・形状＞長径408un、短径374cmのほぼ円形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞検出した時点で床而近くであったため、詳細は不明である。残存部の埋土はTo-Cuを少溌含む

黒褐色シルトである。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁2cm、西壁6cm、南壁10cm、北壁2cmを測る。床面は18号住居跡を埋め

て構築きれている。全体的に平坦で硬く締まるが、明確な貼り床は認められなかった。

＜柱穴> Pl～5の不整な配慨をなす5蝶の柱穴を砿認した。

＜炉＞北東側の床面から石囲炉を検出した。炉内には焼土が殆ど認められない。石囲炉と東片を接するよ

うに長辺40cm×短片32cm・厚さ14cmの範囲で現地性の焼土が形成されている。

遺物（第47図・写真図版82）

＜検出状況＞床而、炉の周辺、埋土から出土している。

＜土器＞ 8点出土した。201～203は炉周辺から出土した深鉢形の土器片で､大木10式期相当のものである。

205は埋土から出土した深鉢形土器片で、胎土に金雲母が少量含まれる。胴部には3条の隆帯による文様が

描かれる。

＜石器> 206はリタッチド・フレイクで、左側縁の一部に腹面からの2次加工が加えられている．

－65－
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17号伸展跡
1．10YR2/3照褐色シルト 粘性やや刷Lxl)やや強
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0 1：釦 2m
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17号住民跡
1．lOYR3/‘1
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3．5YR5/H
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炉
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略幽色シルト 粘性01’ し11)01，
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遺構の時期

出I遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭と考えられる。

18号住居跡

遺構（第48図・写真図版20)

＜位腫＞鯛交区北東側、斜面下位のIClOeグリッドに位I慨する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ層面で黒褐色の円形プランとして確認した。17号住居跡と上下の

箪複関係にあり、これにより切られる。

＜規模・形状＞任径290cm、短径274cmのほぼ円形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞ 5層からなI)、To-Cuをごく少趾含む暗褐色～にぶい黄褐色シルト主体で栂成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁6m、西壁23m、南壁23"、北壁2mを測る。床面はV屑黄褐色土を掘

り込んで櫛築きれている｡全体的に平坦であるが､特に締まるものではない｡明確な貼り床は認められなかっ

た。

＜柱穴＞炉を中心とした主軸と対照に廻るPl～5の5基の柱穴を検出した。

＜炉＞南側に接して複式炉を検出した。石囲炉十石囲部で櫛成きれる二つの掘り込みからなる。石囲炉は

長径49画×短径38画の長方形で、底面に焼土が催径l4m×短形10m、噸さ2cmの範囲で翅められる°石囲部

は長径60m,×短径51anの梢円形埜調を呈する。石囲炉と石囲部の底面レベルはほぼ同じである。
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18号住居跡
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18号侍屋跡
1．10YR2/1

2．lOYR3/3

3．10YR4/3

4．lOYR4/2

5．10YR3/3

側褐色シルト・l0YR3/l出褐色シルトの型合粘性刺し主l)中

踊褐色シルト 粘性弱しまl)中 l0YR4/6褐色シルト粒1，、炭化狗粒微量捉人

にぶい黄褐色シルト 粘性弱しまl)中炭化物粒慨餓鶴入
灰黄褐色シルト 粘性端しまり中
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炉
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赤褐色焼土
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粘性中
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しまI)中
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第49図 18号住居跡出土遺物

遺物（第49図・写真図版82）

＜検出状況＞床而、炉の周辺、埋土から出二tしている。

＜土器＞ 5点出土した。207は炉内から出土した土器片である。210は埋土から出土した深鉢形土器片で、

内外面のミガキが顕著で、赤色塗彩される。208.209は床而から出土した。胴部には原体縦回転の地文が施

され、胴上部に磨消し縄文による文様が描かれる。大木10式に位価付けられるものである。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭と考えられる。

19号住居跡

遺構（第50.51図・写真図版21）

＜位置＞調査区北東側、斜面下位のⅡCldグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ屑而で鶏褐色のITI形プランとして確認した。20号住居跡と上下の

亜複関係にあり、これを切る。

＜規模・形状＞長径444m、短径429cmのほぼ円形を呈する。主軸方向は束一西である。

＜埋土＞ 3層からなり、To-Cuを少量含む黒色～黒褐色シルト主体で栂成きれる。

＜壁・床＞雛高は残存値で、東確2(m、西砿15P111、南嚥lOm、北醗5cmを測る。床而は20号住居跡を埋め

て柵築されている．全体的に平坦であるが、特に締まるものではない．明確な貼I)床は秘められなかった。
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213は1：2第51図 19号住居跡(2)・出土遺物(1)
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第53図 19号住居跡出土遺物(3)

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞石囲炉と地床炉を検出した。石囲炉は東側壁付近に位慨し、長径74cm×短径(42)cmを測る。石囲炉

の東側の礫が残存しておらず、焼土も認められないことから短径の値については残存値である。南側壁寄り

から現地性焼土を検出した。長径55×短径45"･深さ10cmの範囲で焼土が形成きれ．深さlOcmの範囲に焼土

が広がっている。焼土中に深鉢形の小土器片が認められることから、土器埋設炉的に使用されてた可能性が

考えられる。

遺物（第51～53図・写真図版83～85）

＜検出状況＞炉、床面、埋土から出土している。

＜土器> 16点出土した。212は炉②の埋股土器で、胴部には原体縦回聴による地文が施される。215は蝿l:

から出土した深鉢形土器で、胴部に弧状の隆補を持つ。胎土に金雲母を含む。韮窪式期に相当すると考えら

れる。

＜土製品＞ 1点が出土した。213は床而から出土したミニチュア形土器で、金雲母をごく少量含む。

＜石器＞ 2点が出土している。229は埋土l畷から出土した石核である。230は埋土l層から出土した円礫

である。

遺栂の時期

出土遺物から縄文時代後期初頭と考えられる。
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20号住居跡

遺楕（第55図・写真図版22）

＜位瞳＞調査区北東側、斜面下位のHCldグリッドに位瞳する。

＜検出状況・重複関係> 19号住居跡の精査終了後の土層観察により検出した。19号住居跡と上下の重複関

係にあり、これにより切られる。

＜規模・形状＞長径411cm、惣従391mのほぼIII形を呈する。主軸方向は南西一北東である。

＜埋土＞ 2層からなり、To-Cuをわずかに含む黒褐色シルトと明黄褐色シルトブロックの混合土主体で柵

成きれる。炭化物粒をごく少量含む。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東砿lOCm、西鞭ll ym、南鞭12yl,1、北壁llcmを測る。床而は20号住居跡を埋め

て櫛築されている。全体的に平坦で、やや締まる。リl確な貼り床は狸められなかった。

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞東側壁寄りから石組複式炉を検出した｡石囲炉と石川部から柳成される｡燃焼部には焼土が征35cm･

厚さ8cmの範囲で秘められる。石'Ⅲ部は石囲炉燃焼部より5cmほど低くなっている。

遺物（第54図・写真図版85）

＜検出状況＞床面から出土している。

＜土器＞ 1点のみの出土である。231は床面出土の深鉢形土器で胴部には原体の縦回砿による地文が施さ

れる。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉であると考えられる。

231

0 1：3 1晦

第54図 20号住居跡出土遺物 '-ョ-－－－－－－－－1
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暗渦色シルト 粘性やや弱しまりやや瑚

暗禍色シルト 粘性やく』弱しまり強硬化面であり、貼床の一部と難えられる

20号住居跡
1．10YR3/I

2．lOYR4/4

3．5YR4/8

4．lOYR2/1

5．10YR3/3

6，lOYR郡/4

第55図 20号住居跡
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21号件居跡

過栂（第56図・写真図版23）

＜位圃＞捌査区北側、斜面~ド位のⅡCl iからIIC2 iグリッドに位催する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のv層中で黒褐色の円形プランとして検出した。北東側で新期のl坑

と重複し、これにより切られる。

＜規模・形状＞長径（326）（知、短佳323cmのほぼIII形を呈する。.lﾋjI(側は新期の土坑に切られているため

残存値である。主軸方向は北西一南東である。

＜埋土＞削平を受けているため詳細は不明であるがT()-CIIを含む鶚褐色-k主体の嗽刷で柵成される。炭化

物を少最含んでいる。

＜壁・床＞壁簡は残存値で、北西砿2(Jm、南東壁2cm、南西雌4値､、北東壁2(Pmを測る。床面はV脚黄褐

色土屑まで掘り込んで構築されている。全体的に平坦であるが、符に締まるものではない。明確な貼り床は

認められなかった。

＜柱穴＞炉を中心とした主軸と対象に廻るPl～8の8鵬の柱穴を検出した。

＜炉＞北西壁寄りから土器埋設石組複式炉を検出した。土器埋設炉十ｲj囲部十礫を伴わない掘り込み部か

ら櫛成され、長径157cm、短径7.1cmを測る。土器埋設炉は、石囲部の掘り込み中に位樋しており、残存部径

23cmの深鉢形土器を正立の状態で埋設している。このrl器内では焼上が形成されておらず、周辺からｲi棚前

庭部にかけて15×25m･厚さ3cmの範I川でごく淡い焼土が認められるのみである。前庭部は燃焼部よl) $1 (PIn

ほど低くなっている。

遺物（第56図・写真図版85）

＜検出状況＞炉、柱穴、埋土から出土している。

＜土器＞ 232は炉から出土した深鉢形土器片である。234は埋土から出tした浅い椀形の小形土器でLI唇部

付近の2箇所に穿孔がある。

＜石器＞スクレイパー類が1点出kした（235)。

遺栂の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉であると考えられる。

22号性屋跡

遺構（第57図・写真図版24）

＜位置＞調査区北側、斜面下位のⅡC3jグリッドに位歴する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ崎II!で蝿褐色の半円形プランとして検lllした。北東側半分が捌査

区域外にかかる。

＜規模・形状＞長径-400cm、短径-130cmのほぼ円形を呈するものと思われる。北東側半分が鯛売区域外

にかかっているため規模はいずれも残存値である。

＜埋土＞ 3刺に細分され、上位は鈍い赤褐～肌褐・明繭褐色シルトの況合1:主体、下位は蝋褐色シルトを

含んだ灰黄褐色シルト主体で榔成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁36clll、西壁36qn、南鮭24cm、北壁28cmを測る。床而はV屑黄褐色シルト

層まで掘り込んで構築されている。床而は全体的に平捌Iで、南側床liiに145×-70(wTIの範囲でM冊褐色シルト

による貼り床が認められる。
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第58図22号住居跡出土遺物(2)

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞検出した範囲内では認められなかった。南側雌而と調従区域外に接する部分で貼り床の無い範囲が

確認され、礫が認められた。また、土層断面の観察からは南側床面付近からi制壁際において焼1粒の混入が

確認されたことから、ここに炉がある可能性がある。

過物（第57．58図・写真図版86）

＜検出状況＞床面および腿tから出北した。

＜土器＞ 5点出土した。236は床面から出土した中形の深鉢形土器破片で、胴部には地文のみ施される。

237は埋土から出土した深鉢形土器で胴部には充填縄文による文様が施文される。239は写真のみの掲戦であ

るが、胴部に充填縄文が施される。これらは大水lO式の特徴を持つ。

＜石器＞ 2点出土した。241はユーズド・フレイクで鵬端部に二次加I:が施される(, 242は膳ｲiである．

遺欄の時期

出士遺物から縄文時代中期末葉であると考えられる。

23号住居跡

遺構（第59図・写真図版25）

＜位置＞調査区北側、斜面下位のⅡD3dグリッドに位置する．

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のV屑!''で暗褐色の淡いプランとして検出した。北東側で1号緊穴述

物跡と重複し、これによI)切られる。

＜規模・形状＞長径416m、短径-250cmのほぼ円形を呈するものと思われる。北東側で1号竪穴建物跡と

砿複しているため、短径（南一北方向の規模）は残存仙である。主軸方向は南東一北西である。

＜埋土＞ 2燗に細分され、褐色～茂褐色・照褐色シルトの混合･l:で柵成される。

＜壁．床＞壁高は、残存値で東壁(5)cm、西壁15cTT1、南壁6cTn、北壁lcmを測る。床面はV咽撹褐色シル

ト層まで掘り込んで櫛築されている。床面の中央付近では107m×90(wnの範囲で貼l)床が認められ、ややし

まる。

＜柱穴＞認められない。
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23号住居跡
1．10YR･I/‘1

2．lOYR3/4

3．10YR5/6

4．lOYR3/4

5．lOYR3/4

1．10YR･I/‘1 M鴨色シルト・lOYR3/4 蹄褐色シルトの拠介帖付・強し丈I〕強
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4．lOYR3/4暗褐色シルト 粘性やや強しまり強璽町磯く径2～3cm)、焼上粒拠入
5.10YR3/4暗褐色シルト 粘性やや強しまりやや弱

0 1 :30 1m O 1:" 2m

－自 一一

第59図 23号住居跡

く炉＞床面南東側で石囲炉十浅い掘り込み部からなる炉をl韮検出した。石囲炉は長径70cTn×短径50cmを

測り、10～30cm大の礫を楕円形に配している。炉内に焼土は認められず、暗褐色シルト中に焼土粒をごく微

戯に認めるのみである。掘り込み部は長径76cm×短慶60cmの不整な梢111形で、石囲部より3cnlほど深く掘

り込まれている。

遺物

く検出状況＞出土遺物はない。

過構の時期

遺物が出土していないため詳細は不明であるが、検出した層位などから縄文時代中期末葉であると考えら

れる。

24号住居跡

遺構（第60図・写真図版26)

＜位圃＞調査区東側、斜面下位のⅡC3bグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅣ墹中で照褐色のプランとして検州した。柱穴群と重複し、これら

により切られる。

＜規模・形状＞長径(315) cm，短径285cmのほぼ円形を呈する。南東側で新期の土坑と重複しており、南

東一北西方向の規模は推定値である。

＜埋土＞ 7層に細分され、To-Cuを含む黒褐色シルト主体で柵成ぎれる。
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＜壁・床＞壁商は残存値で、東壁12cm、西砿25cm、南壁lOcm、北峨15(Pmを測る。床miはV墹批褐色シルト

ノWまで掘り込んで柵築されている。床而は全体的に平jilで、炉の川辺をII'心に約130×140cmの範囲でl肝褐色

シルトによる貼り床が認められる。また、炉の西側に接する床面が約50×50cmの範凹で非常に破く締まって

いる。

＜周溝＞砿際に経lO～20(和、深さlOCmほどの小規模な柱穴跡が廻り、ほぼ一l制するのが秘められた。

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞床面南東側に土器片石閉炉を1基検出した｡長径(47)cIn×短径42JTT1の範囲に.i器片6点と10～l8cm

大の礫2点を使用して炉を撤築している。内部に焼土は確誕されなかった。

遺物（第60図・写真図版86）

＜検出状況＞炉、埋土から出土した。

＜土器＞ 4点出土した。244は炉から出土した深鉢形土器片で、胴部には原体の縦回転による地文と、綾

繰文が施文される。246.247は埋土から出土した壷形l器で、沈線によるモチーフが描かれる《, l･腰内Ia

式に相当するものである。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭であると考えられる。

25号住居跡

遺構（第61図・写真図版27）

＜位置＞調査区北東側、斜面下位のIIC2cグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅳ層中で暗掲色の淡いプランとして検ll1した。潤従区束測の柱穴群と並楓し、こ

れらによって切られる。

＜規模・形状＞長径(300) cm、短径(281) xnのほぼ円形を呈するものと思われる。斜而下側にあたる北

東側を削平されており、規模は推定仙である。

＜埋土＞上部を削平されておI)、詳細は不明である｡黙褐色シルトと暗褐色シルトの拠合上で櫛成される。

To-Cuをごく少量含む。

＜壁・床＞壁高は残存値で、束壁4m，両聡18m、南壁13(m、北壁llcmを測る。床而はV墹伐褐色シルト

屑まで棚l)込んで櫛築されておI)､床而は全体的に平皿である｡炉の周辺を'l1心として長径120m×知従100m

の範囲で暗褐色シルトによる貼I)床が施され、硬くしまっている。

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞床面中央部に石岡炉をl蝶検出した。炉の南側半分を'l'・近l1tのｲI;穴群に切られておl)、残ｲf状体

は不良である。径40(mの範囲に、隅九円形状に8～20cmの礫を配し、炉としている。底面に焼｣ﾕは確遡され

なかった。

遺物（第61 .62図・写真図版87）

＜検出状況＞炉および埋土から出土した。

＜土器＞ 4点出土した。248は炉埋土から出土した浅鉢形土器で、u絨部に波状突起・竹管刺突文を持つ。

250は埋土から出土した深鉢形土器で、胴部に膳消し繩文を持つ。大水10式土器の特徴を持つものである。

＜石器＞ 3点出土した。251はスクレイパー額、252は凹ｲiである。253は素材礫で、表Ihiに被熱を受けて

いる。
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遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初酬であると考えられる。

26号住居跡

遺栂（第63図・写真図版28）

＜位圃＞調炎区東側、斜面ド位のⅡB3dグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞Ⅳ層中で暗褐色の|ﾘ形プランとして検出した。検出時点でほぼ床面であり、残存

状態はきわめて不良である。調査区南側が調査区域外にかかる。

＜規模・形状＞是径475m、短径-386(J111のほぼ円形と思われる。残存状態が不良であり、渦調型南側がi測

査区域外にかかっているため規模は推定値である。主軸方向は東～西である。

＜埋土＞黒褐色～暗褐色シルトを主体として構成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、東壁10Cm、西醗8cm，南壁12cm、北壁13cmを測る。床面はⅣI働蹄褐色シルト

脚11に櫛築されている。床面は全体的に平坦で、とくに締まりはない。貼I)床は認められなかった。

＜柱穴＞認められない。

＜炉＞床面中央部に焼土粒が淡く分布する範囲を検出した｡削平により残存状態は不良であるが､炉であっ

た可能性がある。形態など詳細は不明である。

遺物

く検出状況＞遺物は出土していない。

遺構の時期

出土遺物がないため、詳細は不明であるが、検出層位から判断して繩文時代1I1期末葉～後期初頭であると
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26号住居跡
1 ．lOYR2/:1

2．lOYR3/Z

3．lOYR3/2

4．lOYR3/‘I

5．10YR2/1

6．IOYR･I/･1

L2Ij II1 1()YR2/11M世シルトブロノク2q､fW2汎入床1m近くはl0YR3/3蹄褐色シルトヘと

肌色シルトの批介帖愉剣！ し11パ' 』仙 ’1℃CLI 1R,批人
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しエリ11, 』F〔､で兇るとIﾘが1斗』ているように見える
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考えられる。

27号住居跡

遺構（第64図・写真図版29）

＜位置＞調在区北側、斜面ド位のID9a～ⅡDlaグリッドに位職する。

＜検出状況・重複関係＞巽士除去後のⅣ墹巾で蝋褐色の1I1形プランとして検出した。30号(}掘跡とl:下の

重複関係にあり、これにより切られる。斜面下方は削平されておI)、浅くなっている。

＜規模・形状＞長径940m、短径912cmの南一北に主軸を持つ111形を呈する。

＜埋土>30号住居跡が1位に柵築されているため、側縁部を残すのみである。脱存する砿際の埋土は6M

に細分され、To-Cuを含むにぶい批褐～暗褐色・黒色シルト主体で柵成される。

＜壁・床＞壁高は残存値で、束壁23cm、西壁31cm、南確57cm、北壁2(mを測る。床面はV層蛍褐色シルト

屑に榊築きれている。床而は平弧で特に硬化面は認められないが、礫層の直上まで掘り込まれ全体的に堅繊

である。民徒370×350cm，厚さl～8(Pmの範囲で1時糊色シルトによる貼り床が蝦められた。

＜周満＞壁際をほぼ一周する。開口部8～15《糊、深さ4～14ぐmで、一定ではない。黒～暗褐色シルトの111

層で構成される。

＜柱穴＞炉を中心とする主軸と対照に7本のｲI;穴が認められた。これら7本の柱穴のうち、軸線上のP4

を除いたP1, P2, P3, P5, P6, P7で、丸太材を半分に断ち割った半裁水柱疵が確認されている．

この柱の痕跡は、平らな面を外側に向けて配される傾向が認められた。柱の規模は70～110cm．深き73～94cm

を測り、柱穴の埋土は略褐色～戯褐色シルト壺体で柵成される。半戯木柱痕はいずれも埋土の下半郁近くま

で掘り下げを行わないと確遡することができなかったことから、柱材が抜き取られていた可能性が考えられ

る。

また、 P4は新期の柱穴P12と砿複しておI)、これによって切られていることから、拡張されていたこと

が判明した。この住届跡はのちにPl2を含むP8, P9, P10．Pll, P13, P14, P15, PI6へと桃配i趾

が変化し、壁際を廻るものへと変化している。

＜炉＞北側壁面に接して複式炉を検出した。石囲炉十石囲部十掘l)込み部からなる。石囲炉は長徳50mx

短径35cmの長方形、石Ⅲ部は長径70c''1×短径45c'1'の梢円形、掘り込み部は長征75(m×短徒68(mの楠III形を呈

する。

遺物（第65．66図・写真図版87．88）

＜検出状況＞床面柱穴、床面、埋土から出土している。

＜土器> 10点が出上した。255は床耐性穴P10から出土した深鉢形土器片允胴繩文・ヒレ状突起を持つ。

257はP20から出土した深鉢形土器片である。これらは中期に位慨付けられるものと考えられる。

＜土製品＞ 2点が出土した。254床面から出tしたミニチュア形l器、265はキノコ形土製品である。

＜石器＞ 5点出tした｡266は横形石匙､267は石錐､268．269は剥片である。270は安山\;製の円礫である。

週構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉であると考えられる。
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28号住居跡

遺栂（第67図・写真図版30)

＜位温＞調査区西側、斜面上位のIC5cグリッドに位世する。

＜検出状況．重複関係＞Ⅲ層中で黒褐色の円形プランとして検出した。28号住居跡と上下の重複関係にあ

り、これを切っている。また、 l～2．り･陥し穴状遺柵と亜似し、これらを切る。

＜規模・形状＞仏径602cm、短徹490(mの北東－IWilliに主軸を排つ柵l'l形を呈する。

＜埋土＞ 8厨に細分され、上位はTo-Cuを少最含む黒色シルト主体、下位はTo-Cuと炭化物を少量含む黒

褐色シルト主体で柵成される。

＜壁・床＞盤商は残存値で、東壁25m、I幽壁55cm、南醗24(Pm、北醗37Fmを測る。床而はV哨批褐色シルト

屑中に柵築されている。径約400cm、深き2～8(油の範囲で蹄褐色シルトによる貼り床がi阻められた。床而

は全体的に平坦で、とくに締まりはない。

＜柱穴＞壁際に複数の小柱穴が廻るものである。P1～Pl4が想定される。

＜炉＞東側床而から斜位の土器埋没炉が検出された。深鉢形土器を斜めに据えた土器皿股炉で、複式炉の

変形のような形態を呈するものである｡この炉は28号住居跡の複式炉の掘I)込みを埋め戻して作られており、

複式炉とは明らかに時期差がある。土器埋般炉検出時、炉の上部で46×24mの礫が確認されている。炉の土

器は径20cmほどで、ほぼl可じ規模の棚l)方に口縁部を上方にliﾘけて37.斜めに傾けて肌股している。土器内

部には暗褐色～灰黄褐色の灰が堆禰しており、微趾の榿色焼土粒が汎入している。また、炉の土器周辺には

同様の灰黄褐色灰が長径70cm×短径50cm、厚さ4cmの範囲で認められ、一部が焼土の上位にのる。焼土は土

器の口縁部周辺に脚雅58Pm×短経40(Pm、Iリさ最大llcmにわたって形成されている。

過物（第68．69図・写真図版89．90）

＜検出状況＞炉および埋士から出土している。

＜土器> 15点が出土した。271は炉皿没|器で胴部に原体の縦回転による繩文が施される。272は床而から

出土した深鉢形土器片で、胴部に充戦細文により文棟が施される｡大水10式の特徴を持つ。

＜土製品＞286はミニチュア形土器で、胎土に金雲献を少趾含む。

＜石器＞ 6点出土した。287は樮形石器、288はユーズド・フレイク、289は磨製石斧である。

遺構の時期

出土遺物から繩文時代!'』期末葉であると考えられる。

29号住居跡

遺欄（第70図・写冥図版30)

＜位髄＞調査区illi側、斜面上位のIC5cグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞29号住居跡の床而精査中に異なる柱穴配個と炉を確認したことから検出した。29

号住居跡と上.1ざの砿複関係にあり、これによ'ﾉ切られる。また、 1～2号陥し穴状過榔と爪複し、これらを

切る。

＜規模・形状＞艇径(543)cm、短従(506)c､の北東一南西に主軸を持つ棺Iﾘ形を呈する。

＜埋土＞29号住居が本遺構の上位にプランをInIじくして柵築され、本遺構が切られていることから、埋土

は残存しない。

＜壁・床＞壁商は残存値で、東壁25nn、西礦55cm、南壁24cm，北盤37cmを測る。床面はV咽尚褐色シルト
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N<凡 1，8 ID 1，1(） P11 IDl2 I〕13 Pル1

従 （〔'、） 36×27 ･17×‘15 ,10×32 21i×19 29×28 (洲×27）･18×‘12

深き（c、） 1昂 50 】6 ｡"0J
ーｰ 17 36 4月
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第69図 28号住居跡出土遺物(2)
CZ>289

層中に櫛築されているが､東側の床面はⅣ層漸移層となっている。床面中央部より径約400cm、厚さ2～8cm

の範囲で暗褐色シルトによる貼り床が秘められた。床而は全体的に平坦で、とくに締まりはない。

＜柱穴＞炉を中'L､とする主軸と対照にPl－P5の5本の柱が過る。

＜炉＞東側床面に接して複式炉が検出された。石囲炉十石岡部十掘り込み部という榊造を持つ。被式炉は

長径150cnl×短形85cmの掘り込みのなかに石囲炉と石囲部を設けるように構築されている｡石囲炉は長径44cTn

×知掻35cmの焼方形で、底而に焼土は蝿められない。石閉部は焚従57cm×知従34cmの催方形を呈する《，

遺物

く検出状況＞過物は出土していない。

遺構の時期

出土過物がないことから詳細は不明であるが、検出した瑚位などから縄文時代中期末葉であると考えられ

る。

30号住居跡

遺構（第71図・写真図版31）

＜位置＞調森区北側、斜面下位のIDlOaグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ屑上面で黒褐色のIII形プランとして検出した。27号住居跡と上~ﾄﾞ

の並複IM係にあり、これを切っている。

＜規模・形状＞長径696"、短径530(加の北東一南西に主軸を持つ梢円形を呈するものと思われる。

＜埋土＞ 4層に細分され、上位は黒色～黒褐色シルト主体で栂成され、上位に十和田a小ブロックをわず

かに含む。下位は照色シルトプロックを少賦含む灰黄褐色シルト主体で榔成される。

＜壁・床＞確商は残存値で、東壁l3(ym、西壁30cnl、南壁18cm、北壁13cmを測る。床而は27号住朏跡の肌没

土中に栂築されている｡床面は全体的に平坦で､それほどしまるものではなく、硬化面は特に認められなかっ

た。

＜柱穴＞似数の小柱穴が不規則に存在する。主柱穴としてPl～P5が想定される。

＜炉＞北東側床面から石囲土器埋没炉が検出された。深鉢形土器をほぼ同じ規模の掘り方に正位の状態で

埋設したもので、周辺には赤褐色を呈する現地性の焼土が長径122cm×短径70cm、厚さlOCmの範囲で形成さ

れている‘，この焼土の周囲には径IO～15(PTnほどの礫が数個配されており、焼I:の廻りを取り巻くような様相

を呈している。
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29号住居跡

当脾し薑2"200‘｡

28．29号住民跡
1．10YR2/1 胤色シルト 粘性やや恥しまりやや弱
2．lOYR3/I 無縄色シルト 粘性やや職し釦)中
3．1仇・R2/Z 蝋褐色シルト 粘性81， しまりやや弱
4．10YR3/3 側褐色シルト 粘性ぺ, '強しまl》中
5.1()YR3/2 !M褐色シルト 帖性I1' しまり中

6.10YR2/:1 IM褐色シルト 帖性ややリル しま8)やや燗
7．l()YRl.7/1 IM仏シルト WO性ぺ〕や刺しまりやや燗
8．l()YRj1/(i IM仏シルト 粘性強 しまりやや肘

ToC1I少量混入

･IひCu散在災化物少量混入
ToCu挑入

I･〃Cu、股化物枇入

2m1：駒0

一一一

第70図 29号住居跡
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30号住居跡
1

下 NQ I Pl
if (cm)|23×19 罰猯儘淵鍜
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30号住居跡
1 ．lOYR2/1

2．10YR3/1

:1．1()YR･I/2

‘1． 1(ハ’1《:j/2

"1世シルト
MWM色シルト
リバ側褐仏シルト
川則色シルト

帖側‘'し

帖f1.01,
帖性‘1,
W‘側中

し18》やや崩
し土りI11

しまIパ，,強
し』〃やや燗

T〔,J'小.八丁･ノク微量混入

lOYR'1/Jにぶい前側色シルト壯伽
IOYR2/1 1M色シルト少景拠入

0 1：卵 2m

F－－榿一‐

第71図 30号住居跡
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判-厘1 脾F-L=20" L二200.200m

…2

30号仲居跡炉
1.10YR3/1瓜間色シルト

2.10YR3/.1 IIfIM世シルト

3．2，5YR‘1/H赤Ⅲ仏焼土
,1 ．5YR3/6 蹄小冊世晩士
5．10YR普/2 川隅色シルト

6，10YR2/1 肌色シルト

粘性中

粘性''1

帖1刺1
帖付Iji
粘性やや1A）
粘性‘I,

強
刈

ｊ
ｊ

く
く

別
中
や
や
中
棚

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ま
ま
ま
ｆ
ｌ
ま

し
し
し
し
し
１
〕

腿化物1％混入

2.5YR4/8亦柵也娩･1;1()(Wl&入

0 1：卯 1m

－~災化物1〔ﾔ,ill人
殿披き収I)痕

I万
295 296

蕊

I

鱸

蕊議

Ⅳ
』

30号住居跡出土遺物(1)第72図
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第73図 30号住居跡出土遺物(2)

遺物（第72.73図・写真図版90．91）

＜検出状況＞炉、床面P、床而、埋土から出土している。

＜土器> 19点出土した。294～297は炉埋土出土の深鉢土器片である。300は床而から出土した深鉢形土器

片で二並I｣緑を呈する。302は床面柱穴P4から出土した深鉢形土器片である。

＜土製品> 311はミニチュア形土器で、内外面赤色雛彩される。内面にタール状の付着物が認められる。

＜石器＞ 7点出土した。312は捜形石器、313･314は剥片、315は磨製石斧、316は磨石である。317･318

は埋土中より出土した円礫である。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭であると考えられる。

31号仲居跡

遺構（第74図・写真図版32）

＜位置＞澗在区中央部、斜面中位のIB6hグリッドに位砥する。

＜検出状況・皿複関係＞表土除去後のⅢ肘上而で醐色のl'l形プランとして検lllした。全体に現代の耕作狼

が入っており、残存状態は不良である。

＜規模・形状＞長径504cm、煙径493qnの北東一南西に主軸を持つほぼ|ﾘ形を呈する。

＜埋土＞ 2刑に細分され、To-C11を少蔽含む黒褐色シルト主体で櫛成される。

＜壁・床＞雌高は残存値で、東確5cm，西壁22cm、南砿13cm、北壁15dnを測る。床面はⅣ胴中に柵築きれ

－98－



31号住居跡

_性

ヘ、 現代の耕作祖
I

トー
IB6h @:P8蕊@:P8 険蕊9ｸ､

遜調、;

芦Q： ，Q
③P4

芦Q： ，Q
③P4 詮詮

L坐
I

》一 》一

-斗
だ,:．『
，●βd＝

だ,:．『
，●βd＝

、 11

P3P3

④P2
ざグ、

1.打
●｡◆

､■グ｡＋
IB7h

P1

下

-叫吟!､薑"塾"6‘Ⅲ

判惇 L二202，536m

1

湧蕊蕊職
1

〃 〃

31号住居跡
1 ．10YR3/1

Z･ lOYR3/3

胤柵色シルト 帖性やや刺しXl（，く'墹 ・ronl （臆1mⅡ1狸If） 1，乢人
9m隅色シル1． 帖性べ'や剃Lfi)K1' T<yCll (iflmm冊度）2‘“&入

2m1：500

一一

第74図 31号住居跡

－99－

NQ P1 P2 P3 P，1 P5 P6 P7 P8 P9 P10

経 （c、） 33×28 22×18 58×53 28×27 815×30 30×30 秒7×18 30×28 ,llx39 25×18

深き（c、） 舟蕗 11 62 IH 15 10 ５ 5‘1 :W 1 1

Na IDll P12 Pl3

怪 （c、） 31×18 2ZxZ0 25×17

深苔（c、） 16 9 18
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第75図 31号住居跡出土遺物

ている。床面は全体的に平坦で、硬化面は特に認められない。

＜柱穴＞複数の'1，柱穴が不規則に存在する。雌際を巡るようなP1 , P3, P5, P8, P9, P13が主

柱穴を櫛成していた可能性がある。底而より土器片が数点出土した．

＜現地性焼土＞北東側床而から現地性の焼l:を検lllした。規模は1ﾓ徒20《Ⅷ×短径13(加、l'jさ2(･mほどであ

る。焼土は撹乱や削平を受けており、残祥状態が悪い。」郡をWll平された炉跡となる可能性もあるが、柱穴

の配置とは一致していないことから詳細は不Iﾘjである。

遺物（第75図・写真図版91）

＜検出状況＞埋土からのみ出土した。

＜石器＞ 2点が出l竜した。319は磨製石斧である。320は凹石である。

遺構の時期

出土泄物から純文時代中期末葉であると考えられる。

32号住居跡

遺棡（第76図・写真図版33）

＜位邇＞調礎区中央部、斜面中位のlB8 iグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢlW上面で黒褐色の円形プランとして検出した。

＜規模・形状＞燭描480cm、蜘従478cmの北収一南西に主軸を持つほぼIII形を呈する。

＜埋土＞ 2肘からなり、To-Cuをわずかに含む照褐色～HW褐色シルト主体で柵成される。

＜壁・床＞壁商は残存値で、東壁lOCm、西壁30clll、南壁20cTn、北雌lOcmを測る。床面は全体的に平坦で、

硬化面は特に認められなかった。貼I)床は魂められない。

＜柱穴> Pl～P13の複数の小柱穴を確腿した。規模、深さともばらつきが見られることから、本遺柵に

伴わないものも拠在すると見られる。 Pl , P5, P6, P10が主柱穴を柵成していた可能性がある。

＜炉＞北東側床I力iで深鉢形土器を斜位に柵えた土器埋設炉を検出した。炉の土器は径22cmほどで、ほぼ同

じ規模の掘I)方に口緑部を上方にliりけて18．斜めに傾けて埋投している．土器内部には熱禍～ll冊悶色シルト

が堆枇しておI)、微舐の焼土粒が混入している。焼土は土器の周辺に腿従57(m×短径53cm、llﾒさ股火7cmに
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32号住居跡
1．10YR3/1

2．10YR3/礼

肌賜色シルト 粘性中しま')‘I’ ′『⑰い’雌1mm御賀） 1，，眺人
蹄間色シルト 帖性中 し1』)中T4，(?'’（綴1mm侭度1 2，i】&入

割判 牌し201"0'” ‐判
1 2

'且-し薑201.100n,‐脾L薑20い｡("Ⅲ
C

…

32号住民跡
1．lOYR4/4

2．5YR5/8

3．lOYR3/3

炉
縄色シルト 粘性中しまI)中災化物微量拠入
明赤偶色焼1海体。lOYR‘1/‘1 腸色シルトの没合粘性81p しまりぺ' '強
ToCu微杜、炭化物、鏡拙粒塊人
蹄冊色シルト 帖側巾 しまl)やぺ職'1､‘,〔､112f%n．】()YR2/2肌掲色シル}､塊人

0 1：釦 1m

一一‐

第76図 32号住居跡

－－ 101-

N《)． Pl P2 P3 P4 P5 P6 P
〒
日

蔭 に、） 36×33 ･0．1×37 43×37 33×2乳 3D×‘↓1 61×46 (43×3．1）

深き （に、） 27 3R 21 19 訓i 27 29

N(凡 '’9 F1、 PI 1 P臆 PI3

征 （“､） 59×58 5H×･16 ZH×き‘1 33×:蝿 ､10×:i5

深き（亡m） 2H ･13 2‘1 4〕ツ
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33号住居跡炉
1 ．5YR5/8 明亦褐色焼土粘性弱しまﾄJや

0 1m1：功

ー

33号住居跡

判吟L三2"』･‘‘n, 33号住居跡
1．lOYR2/2

2．IOYR2/I

3．10YRZ/2

胤悶色シルト 粘性中しまり中揖乱

1M色シルト 粘性中しまI》01,
T⑪CII（腿1－10mm）2、肌入

M1隅色シルト 帖性01, しまlパ'く,強
職〕Cu（雛lmmfM度）1鞠,槐入

2
1

’〃倶 L=202.046m

2m0 1：釦

一計一

第78図 33号住居跡

わたって形成されている。

遺物（第刀図・写真図版92）

＜検出状況＞炉、床面、埋土から出土している。

＜土器＞ 5点出土した｡321. 322は炉に埋設されていた深鉢|:器片で､内面の焼けりMiけが顕著である｡323･

324は床面から出土した深鉢形土器片で、胎土に金雲熾を含む。325は埋土から出土した中形の深鉢形土器で

胎土に金雲母を含む。

＜石器> 1点のみ出土した。326は蝿l畠下位から出土した凹石である。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭であると考えられる。
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33号住居跡

遺栂（第78図・写真図版34）

＜位圃＞綱在区中央部、斜面中位のIC7aグリッドに位置する‘，

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ肘上面で黒褐色のIII形プランとして検出した。

＜規模・形状＞促従435(､､，短径43()Pmの北東－1W西に主軸を持つほぼII1形を呈する。

＜埋土＞ 3剛からなり、′1,o-Cuをわずかに含む!l.{色～黒褐色シルト主体で柵成きれる。

＜壁・床＞砿商は碓存ｲlkで、東壁6cm，西雌4(m、南壁lOcm、北雌4(畑を測る。床而は全体的に平坦で、

硬化面は特に認められなかった。貼I)床は腿められない。

＜柱穴> PI～P7の7期の性穴を硴遡した。炉を'l｣心とする花軸と対照に廻る可能性がある。

＜炉＞北東1!ll床面から深鉢形土器を斜位に据えた土器埋設炉を検出した。炉の土器は径24ymほどで、ほぼ

同じ規模の掘I)方にu縁部を上方に1句けて14・斜めに傾けて埋被している。土器内部には黒褐～暗褐色シル

トが堆概しておI)、微最の焼土粒が混入している。焼土は土器の周辺を収I)巻くように艮刺l47(m×短軸38cm，

〃さ肢大約6cmの範朋で形成されている。

遺物（第79図・写真図版93）

＜検出状況＞炉および埋土から出土している。

＜土器＞ 6点出土した。327は炉に服股きれていた深鉢土器片で、lj1面の焼け抑けが顕粁である。329は埋

kから出土した深鉢形l:器片で、服部に沈線による文様を持つ。十腰内Ia式に相当する。

遺樋の時期

出土遺物から繩文時代中則末葉～後期初頭であると考えられる:，

34号住居跡

遺構（第80図・写真図版35)

＜位置＞捌従区中央部、斜而中位のIC8bグリッドに位価する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ塒上而で黒褐色の円形プランとして検出した。

＜規模・形状＞促従537cm、短径466Pmの北東一南西に主軸を持つほぼl'l形を呈する。

＜埋土＞ 4聯からなl)、To-Cuをごく少nt含む風褐～暗褐色シルトー臘体で構成される。

＜壁・床＞壁尚は残存値で、東砿9cm、IIq"27(糊、南壁14(v,,,、北砿28(Pmを測る。床而は全体的に平M!で、

硬化面は特に認められなかった。貼I)床は遡められない。

＜柱穴> P1～P6の不規則に廻る6坐の柱穴を確認した。

＜炉＞北東側床Ⅲiから深鉢形士器を糾位に柵え、焼土の周朋に礫を配した|器埋没炉が検出された。複式

炉の変形のような棚相を呈する。炉の土器は雌亦部徒18cmほどで、焼｣:kimに、縁部を上ﾉjに向けて15.斜

めに傾けて埋設されている。土器内部には無褐～暗褐色シルトが堆械しておl)、微量の焼土粒が混入してい

る。焼土は土器の脚辺を取I)巻くように腿軸83(m×短軸43(加、〃さ姫大約23Gnの範囲で認められ、口縁部側

床而に特に広く形成されている。上器のn級部から、焼|:の形成される範l川には従12～35(mほどの礫が数個、

縁辺を取り囲むように配悩される。

遺物（第81図・写真図版93.94）

＜検出状況＞炉および埋土から川l:している。

＜土器＞ 7点出土した｡333は炉にMI!没されていた深鉢土器片で、内而の焼け弾けが顕著である[, 335は理
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第82図 35号住居跡

土から出土した深鉢形i器片で、胎上に金雲母を少逓含む。

＜土製品＞ 2点が出土した。340a.l)は板状l拙の休部と推測される。I山j稀は、同個体と考えられる。

＜石器＞ 2点が出tした｡341は雌|:l脚から出-tした磨製｛i斧である。342は凹腐石で、表典II!央部に浅

孔を持つ。

遺栂の時期

出土避物から繩文l勝代中期末葉～後期初蚊であると考えられる。

35号住居跡

遺桝（第82図・写真図版36）

＜位圃＞潤迩区東側、斜面中位のIBIojグリッドに位松する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ肘上Iniで黒褐色のI'j形プランとして検出した。北側で30号住居と

遮複し、これにより切られる。

＜規模・形状＞及従（340）“、蝿征(322)mの北叫〔一南西に主軸を排つほぼIII形を呈する。民径の規模

は推定値である。

＜埋土＞上部をほとんど削平されておl)、誰細は不明である。残存する蝿kはTo-Cuをわずかに含む黒褐

色シルト主体で柵成される。

＜壁・床＞壁商は蝿存仙で、東壁2(Ym、凹雌8(､、南壁2(vT11、北砿2(、を測る．床而は全体的に､|4坦で、
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硬化面は特に認められなかった。貼り床は認められない。

＜柱穴> P1～P8の8雄の柱穴を確腿した。

＜炉＞北東側床面から長径32cm×短径18"、深さ3α､の範囲で現地性の焼土を検出した。上部が削平を受

けており、形態は不明であるが、炉跡であった可能性がある。

遺物

く検出状況＞出土週物はない。

遺構の時期

遺物が出土しておらず詳細は不明であるが、検出した層位から繩文時代中期末葉～後期初頭であると考え

られる。

36号住居跡

遺栂（第83図・写真図版37）

＜位腫＞澗従区東側、斜面中位のⅡClaグリッドに位i趾する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅢ府上面で黒褐色の円形プランとして検出した。南側を35号住居跡

と重複し、これを切る。また、東側で1号井戸跡と重複し、これによl)切られる。

＜規模・形状＞災径(380) cm、短径365ymの北東一南西に主軸を持つほぼ円形を呈する。長径の規模は

推定値である。

＜埋土＞ 3届からなり、To-Cuを含む黙褐色シルト主体で櫛成される。

＜壁・床＞確商は残存値で、東壁1cm，西壁9cm、南壁10cm、北確4cmを測る。床面は全体的に平坦で、

硬化面は特に阻められなかった。貼I)床は秘められない。

＜柱穴＞壁際を不規則に巡るP1～P5の5基を確認した。

＜炉＞北東側床而から深鉢形土器を斜位に据え、焼土の周囲に礫を配した土器埋設炉を検出した。複式炉

の変形のような様相を呈する。炉の土器は繩20cmほどで、焼土上Ⅲiに口縁部を上方に向けて10．斜めに傾け

て埋設されている。焼土は土器の周辺を取り巻くように僅軸80(m×短軸39cm、厚さ肢大約9(J111の範囲で認め

られ、口縁部側床面に特に広く形成されている。炉の土器は底部を欠いており、14×8mの礫が底部を塞ぐ

ように配されている。

遺物（第83図・写真図版94）

＜検出状況＞床面および埋土から出土している。

＜土器＞ 5点出土した。343は床而から出土した深鉢土器片である。347は埋土から出土した深鉢形土器片

で、胴部に絡条体による撚糸文が施される。胎土には金雲母を少)it含む。

＜土製品＞ 348はミニチュア形土器で、胎土に金發母を少趾含む。

遺構の時期

出土遺物から縄文時代中期末葉～後期初頭であると考えられる。

37号住居跡

遺構（第84図・写真図版38）

＜位匝＞澗査区南東側、斜面中位のIB8bグリッドに位慨する。

＜検出状況・盈複関係＞表土除去後のⅢ屑上面で黒褐色の円形プランとして検出した‘，
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＜規模・形状＞長径407cm、短径360fmの北東一南西に主軸を持つほぼlﾘ形を呈する。

＜埋土＞ 2屑に細分誉れ、上位は!l蝿色シルト、下位は炭化物を少賦含む略褐色シルト主体で櫛成される。

全体にTo-Cllをわずかに含む。

＜壁・床＞壁商は残存値で、東壁2cTT1、西壁23m、南蜘5cm、北壁8cmを測る。床面は全体的に平坦で、

硬化面は勝に鰯められなかった。貼り床は認められない。

＜柱穴> Pl～P5の不規則な配世をなす小桃穴を雛慨した。

＜炉＞北東側床面から深鉢形土器を斜位に据え、焼土の周囲に礫を配する土器埋股炉を検出した。複式炉

の変形のような様相を呈する。炉のI:器は残存他径18cnlほどである。残存している底郁から推測すると、焼

_上上面にLI絨部を上方に向けるように斜めに傾けて埋投されたものと思われる。焼土は1器の周辺を取り巻

く長軸35cm×短軸22(m、厚さ6cmの範囲と、西側に近接して催従40cm×知径35m、以さ8clllの範囲で認めら

れ、このうち西側の焼土には14×8cm大の礫が周辺を囲むように配され、石囲炉の械相を呈する。

遺物（第84図・写真図版95）

＜検出状況＞埋土からのみ出tしている。

＜土器＞ 2点出土した。349は埋土から出土した深鉢土器片である。346は埋土から出土した深鉢形土器片

で、波状u縁を呈する。胎土には金謝りを少量含む。

＜土製品＞ 2点出土した。351･352は肌土から出|:したミニチ豊1.ア形土器である《, 352は底部に網代狼を

持つ。

遺榊の時期

出土適物から縄文時代中期末菜～後1M初頭であると考えられる。

38号住居跡

遺栂（第85図・写真図版39）

＜位圃＞綱在区1fi東側、斜面中位のIA8jグリッドに位舩する。

＜検出状況．、複関係＞表土除去後のⅢ肘上面で照褐色のI』l形プランとして検出した。東側を宅地造成時

に削平されている。

＜規模・形状＞脚壗478cm、短径-280(mのほぼl'l形を里する。知径の規模は残存価である。

＜埋土> 51鮒からなり、上位は！J,I色シルト、下位は照柵色シルト号13体で柵成される。′｢()-CI1をわずかに含

む。

＜壁・床＞壁商は残存値で、東壁4m、西壁26m、南壁21(m，北壁14cmを測る。床面は全体的に平坦で、

硬化面は特に秘められなかった。貼I)床は遡められない。

＜柱穴＞不規MIIな配慨をなすPI～P3のｲli穴を確遡した。

＜炉＞北東側床血から斜位の土器蝋股炉が検出きれた。1器の廻りには、被熱により焼土が形成されてお

り、焼土を取り囲むように拳大の礫が配悩されている。

週物（第85.86図・写真図版95．96）

＜検出状況＞床面および埋土から出tしている。

＜土器> 14点出土した。353は床面から出土した深鉢土器片で胴部には地文のみ施される。362は埋土から

出土した深鉢形土器片で、n緑部がIII形を呈する。

＜石器> 1点のみ出土した《’367は埋土から出土した"ｻ製澗斧で、基部を欠仙する”
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-115-



遺欄の時期

出|:過物から縄文時代中期末紫～後lりl初頭であると砂えられる。

39号住居跡

遺構（第87図・写真図版40)

＜位阻＞糾森区西側、斜面上位のlC4cグリッドに位世する〔，

＜検出状況・盟複関係>X-i:除去後のⅢ屑上I力iで黒褐色の円形プランとして検出した。II'央部をトレンチ

によって切られている。

＜規模・形状＞長従448J11、知従(400) (加の北Ⅱ〔－ij西に主軸を排つほぼ円形を鼎する《,緬雅は残存仙で

ある。

＜埋土＞ 6屑からなI)、黙褐～暗褐色シルトと灰黄褐色シルト主体で柵成される。全体的にTo-Cu、炭化

物粒を少i,t含む。

＜壁・床＞峨商は残存値で､ ilj壁48(m､西砿43cmを測る｡床miは全体的に平皿である｡炉の周辺は艮従230cm

×煙掻90(mの範囲で貼り床されておI)、この部分のみ硬く締まっている。

＜柱穴＞炉を中心とした主軸と対照に、 Pl～P5の柱穴を確認した。

＜炉＞東峨側で複式炉を検出した。石囲炉+ILi洲部という櫛造を排つ。洞Ⅲ炉は長径6()m×蝿径44cmの長

方形を型する。石囲部は是従57cm×短径(48) ,mの腿方形を呈する。i山j荷の底liiレベルはほぼ|剛じである。

炉内の焼土は確認されなかった。

遺物（第87図・写真図版96）

＜検出状況＞蝿1:からのみ出土している。

＜石器＞ 2点出土した。368はユーズド・フレイクで左側縁に:次加［を持つ。369はリタッチド・フレイ

クで、基端部、末端部に二次加T:を持つ。

遺梢の時期

出l:過物が乏しく詳細はｲ《Iﾘjであるが、繩文時代中期末葉であると考えられる。

（中村直美）

（2）土坑

1号土坑

遺梢（第88図・写真図版41）

＜位置・検出状況＞調査区南側斜面上方IB3cグリッドに位置する。検出面はⅢ屑で、黒褐色の楕円形

プランとして検化した。

＜規模・形状> IIWI_I部径165rm×125flll、底部徒120(m×88(和の不雅楠|ﾘ形を!ilする。断mi形は逆台形状で、

深さは股深部で40cmを測る。

＜埋土> 14屑からなり、To-Cuを含む黒褐色シルト主体で柳成され、中位に褐色の粘土質シルトプロッ

クを含む。人為堆禰の様相を呈する。

遺物（第89図・写真図版97）

＜出土週物・時期＞埋土中から、深鉢形土器1点(370)と、石皿1点(371)、凹石1点(372)が出土

している。避櫛の時期は出土避物、埋上の状況から繩文時代中期であると惟測される。
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1号土坑

、
男怪 ドー 1.ご苫(15.720m

1号土坑
1 ．lOYIt3/2

2．lOYR2/2

3．lOYR3/3

4．10YR2/2

5，1〔)YR2/2

6．1()YR2/2

7．1()Yk3/2

8．1()YR苫/:！

9．lOYR苫/2

10．lOYR2/2

1 1．10YR2/3

12．lOYR3/3

13．1(ハ,R2/2

14．1(ハ,R望/苫

1M間色シルト 粘性やく，強しまi} 01' 10YR4/6褐色シルト1％拠人
IM間色シルト 粘性弱 しまj)!I1 10YR5/4 1こぶい償禍色粘土質シルトブu
,ノク鵬人

暗糊色シルト粘性洲 しま”ル
ノ川棚色シル1、 fII81'M'や刺しま I)" T()-C11 ({flmm) 1､混入
MwN色シルト 帖伽;1 しまIパ'や肘T()･Cu (iflII'II1) 1W,況入
1M柵仏シルト 帖111ﾊ） しま IJ4'4'1jfj
IM糊仏シルト 帖付柵 し』I〕!j1i 10YR‘'/4細色帖i:質シルトブuノケ況人
肌禍仏シルト 帖性・ややり'1 しまり81' 'n)Cu (iflmm) 1，拠人
洲褐仏シルト 帖側'!III しま'j中 ToCu (ifl～3mm稗度）1兜、
】OYR,1/､1悶色粘土質シルトブロ･ノク混入

1M褐色シルト 粘性,I， しまｲ)1' ToCu (El～3mm醗度）2帖捉人
1M榔色シルト 帖性鯛 しまり'1’ Tocu（径1mm孵腱）’、、
炭化物帖微域批人

輔階色シルト 帖愉01, L1りｫ1，

肌隅色シルト 帖性柵 し1‘（' '強 1稽槻狂
1,柵他シルト 帖12弱 1りII9 10YR4/6縄色帖t質シルトブロノク此人

2号土坑
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3. 1(lYRdl/6

1!!側也シルト ・ 1()YR5/(i繭畑也帖1:質シルトの災合 粘性中 しまl)燗
前側仏*,1, 1‘・閃シルト 帖竹I11 し丈』)ホj 10YR3/4端褐色シルトプロ'ノク(小)il&人
冊也Wi l掴シルト ' 1()Ylt3/2In櫛仏シルトの鵬介 粘性111 しまり柵
lﾘI川棚仏紬1閥シルト ，l(〕YR2/3肌側色シルトの混合 粘性'1’ しまり1;リ
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ノ
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第88図 1～3号土坑
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2号土坑

遺構（第88図・写真図版41）

＜位囲・検出状況＞調査区南側斜面上方、 IB4eグリッドに位価する。検出面はⅢ層で、黒褐色の円形

プランとして検出した。

＜規模・形状＞開口部径105×98cm、底部径73×62(M11のほぼ円形を呈する。断面形は逆台形で、深ざは最

深部で60cmを測る。

＜埋土＞ 7層からなり、黒褐色シルトと黄褐色粘土質シルト主体で榊成される。上層で混合土の堆積が確

認されることから、人為的な埋め戻しであると推測される。

＜出土遺物・時期＞遺物が出土していないため時期などil*細は不明であるが、埋土から判断して近世以降

のものである可能性がある。

3号土坑

遺檎（第88図・写真図版41）

＜位囲・検出状況＞調査区南側斜面中位のIBlOeグリッドに位世する。検出面はⅢ層で、黒褐色のIﾘ形

プランとして確認した。

＜規模・形状＞開口部径250×250Pm，底部径115×125mのl'l形を呈する。断面形は逆台形で、深さは最深

部で80cmを測る。底面は平坦で、壁は外傾しながらやや血線的に立ち上がり、上部で外反する。

＜埋土＞ 7層からなり、少量のTo-Cu･炭化物を含む無色～黒褐色シルト主体で構成される。自然堆積の

橡相を呈する。

＜出土遺物・時期＞迩物が出土していないため時期なと群細は不明であるが、埋土から判断して近世以降

のものである可能性がある。

4号土坑

遺構（第90図・写真図版41）

＜位歴・検出状況＞調査区南側斜面中位のIB9eグリッドに位置する。検出面はⅢ層で、炭化物を含む

黒色の円形プランとして確認した。

＜規模・形状＞開口部徒274×267cm、底部従l71×186mのIII形を里する。断面形は皿形で、深さは股深

部で46mを測る。

＜埋土>To-Cuをわずかに含む2層からなり、上位は炭化物を含む黒色シルト、下位は黒褐色シルト主体

で柵成される。自然堆禰の様相を呈する。

遺物（第89図・写真図版97）

＜出土遺物・時期＞遺物は完形の壷形の小形土器が出土している（373)。内面にタール状の付着物がみら

れる。出土過物から縄文時代中期頃と考えられる。

5号土坑

遺構（第90図・写真図版42）

＜位歴・検出状況＞調査IX南側斜面中位のIB8fグリッドに位inする。検出面はⅢ層で、黄褐色シルト

ブロックを含む熱色のIII形プランとして確認した。
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5号土坑
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肌色シルト 帖例.‘I, しまIj鯛
lOYR5/6枇柵色シルトゾu･ノク（小）1％捉人
黒柵色シルト・lOYR‘1/2 灰枇褐色シルトの混合

粘性中 しまI)柵

肌色粘土質シルト 粘性中 しま1J弱 lOYR5/6
箭榔色シルトプ1J ．ノク（小）】〔M淵人
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W!性ぺ' '伽し土l)!I1

a'1
司ドｰL=200,900n,
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1 . lOYR苫/1
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0 1：40 2m
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蹄褐色シルト･'ロプク（小）1％以下混入6号土坑
1．lOYR2/I

2．l0YR3/1

3．10YR3/Z

粘性''1
粘性中
帖11.強

しま11 81『

しまI）中

しまﾄ〕やや強

肌色シルト

M燗仏シルト
M1側仏シルト

第90図 4～7号土坑
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＜規模・形状＞開口部徒68×72cm,底部後34×37mのI'1形を呈する。断面形は袋状で､深さは殿深部で59(m

を測る。

＜埋土＞ 4咽からなる。無色・照褐色シルトと黄褐色シルトの混合土で、下半部は粘土質である。人為的

な埋め戻しの様相を呈する。

＜出土遺物・時期＞理土中から麻消し縄文の深鉢胴部破片が得られた。埋土の状況から判断して本過櫛に

'尚接伴うものではないと判断される。埋二l:の状況から判断して近世以降のものであるⅡI能性がある。

6号土坑

遺棡（第90図・写真図版42)

＜位圃・検出状況＞捌査区南側斜面中位IB8gグリッドに位置する。検出面はⅢ咽で、凧色の円形プラ

ンとして確認した。

＜規模・形状> IMu部徒77×77cm､底部雑51×50(PmのIII形を呈する。断面形は袋状で､深さは殿深部で35cm

を測る。

＜埋土＞ 3届からなり、蝋色～熟褐色シルト主体で櫛成される。人為堆積の様相を呈する。

＜出土遺物・時期＞出土週物がないため、時期など詳細は不明である。

7号土坑

遺梢（第90図・写瓦図版42）

＜位圃・検出状況＞訓査区南側斜而111位IB9gグリッドに位置する。検出面はⅢ層で、暗褐色ブロック

を少放含む蝋色のIIj形プランとして確腿した。

＜規模・形状> IMn部径80×72cm､底部径50×55cmのIII形を呈する。断面形は袋状で､深さは品深部で40cm

を測る。

＜埋土＞暗褐色シルトが鵬入した蝋色シルトのI仙墹である。人為的な埋め戻しであると恩われる。

＜出土遺物・時期＞土器片が川土している。出土避物が少ないため、詳細は不明であるが埋土の状況から

近世遺櫛のものである可能性がある。

8号土坑

遺構（第91図・写真図版42）

＜位置・検出状況> HC2bグリッドに位世する。調査区中央斜面下側の柱穴状ピット群の中に位置して

いる。検出面はⅢ聯で、瓜色シルトと1ﾘ峨悶色シルトの混合1:からなる桁|ﾘ形プランとして確認した。

＜規模．形状> IﾙII=1部佳216×l92(wn、底部篠90×83(mのIII形を呈する。断面形は逆台形で、深さは舷深部

でllOCmを測る。

＜埋土＞粘性の強い蝋色・蝋褐色シルトと明黄褐色シルトの混合土主体で榊成される。埋土の状況から、

人為堆欄と推測される。底部から柳水が秘められる。

＜出土過物・時期＞出土過物がなく詳細は不明であるが、埋土の状況から縄文時代の遺榊となる可能性が

ある。
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〃

ドー弓
8号土坑
1 ．僻作土
2．lOYR2/1

3．lOYR3/I

4．7－5YR2/2

5．7－5YR2/1

6．10YR3/3

7．lOYR6/6

叫色シルト 帖性‘IB Lゴlj中

興褐色シルト ，lOYR6/8 馴醐縄色シルトの拠合帖性強しきり01，
塾褐色シルト 帖性強しまl)11,

黒色シルト 帖性強しま l)やや強 l0YR6/6 1洲鈍褐色シルト粒少量
（1％以ド拠入）

啼掲色シルト7‘5YR2/1 冊色シルトの混合 粘性強しまI】やや強
IﾘI此縄色シルト・10YR3/3 啼掲世シルトの汎介帖11鎖し史lj仙

堀立栓腫物跡群による撹乱

9／10／11号土坑 ’

上

系<"

豆
'10/11号士坑
撹乱
10YR‘1/2灰黄褐色シルト 帖性中し玄り中

lOYR6/6 明黄褐色シルトプu‘ノク(小13、混入

l0YR6/6明関悶色シルト・l0YR4/2 暁飼悶色シルトの肌合
帖性強し垂I)中

l0YR‘1/3 にぶい酋褐色シルト 帖侃中 しまり中
l0YR6/6 明黄褐色シルト粒1％汎人

10YR3/1 黙褐色シルト 粘性強しまl)‘1， 10YR6/6

明黄褐色シルトプロック1％汎入
IOYR3/】 黒褐色シルト・l0YR4/4 掲色シルトの況合粘性中 しまり中

10YR3/2照縄色シルト ･ 10YR3/3節掲色シルト・】OYIR6/6明衡褐色

シルトの泌合粘性中 しま I)Mi

a

９
１
２
３
４
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７
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第91図 8～11号土坑
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9号土坑

遺梢（第91図・写真図版43）

＜位置・検出状況＞鯛従区中央部斜Inj下方のⅡC2eグリッド、掘立柱廸物跡群の域内に位置する。lO･号

土坑、11号土坑と亜複するが、新旧関係は不明である。検出面はⅢ屑で、明黄褐色ブロックを少量含む灰黄

褐色シルトの不整な広がI)として硴遡した。当初、照穴状遺柵として輔査を行ったため、亜複する10号、11

号土坑との新旧I則係を明らかにすることができなかった。また多数のピットと筑襖しており、本土坑の方が

旧い。

＜規模・形状＞開口部径(220)×(220)cm、底部径(160)×170mの円形と推定される。断面形は皿形で、深

さは最深部で60cmを測る。

＜埋土＞灰黄褐色～明黄褐色シルト主体で柵成される。

＜出土遺物・時期＞出土遺物はなく、時期など詳細は不明である。

10号土坑

遺構（第91図・写真図版43）

＜位置・検出状況> HC2eグリッドに位慨する。検出面はⅢ層で、明黄褐ブロックを少量含む灰黄褐色

シルトの不整な広がりとして確腿した‘’ 9号土坑、ll号土坑と爪慨しているが、新旧関係は不明である。

＜規模・形状＞開口部径200×(200)cm、底部径145×(150)cmの円形と推定される。断面形は皿形で、深さ

は最深部で50cmを測る。

＜埋土＞灰黄褐色～明黄褐色シルト主体で櫛成される。

＜出土遺物・時期> lll土避物はなく、時期など畔細は不明である。

11号土坑

遺構（第91図・写真図版43）

＜位腫・検出状況> UC2cグリッドに位世する。検出面はⅢ層で、明黄禍ブロックを少斌含む灰黄褐色

シルトの不整な広がりとして確認した。 9号土坑、ll号土坑と重複しているが、新旧関係は不明である。

＜規模．形状＞開口部径(170)×(170)cm、底部径(130)×(130)cmの円形と推定される。断而形はⅢ形で、

深さは殿深部で】5cmを測る〔，

＜埋土＞灰黄褐色～明批褐色シルト主体で櫛成される。

＜出土遺物．時期＞出土通物はなく、時期など詳細は不明である。

12号土坑

遺構（第92図・写真図版43）

＜位麗・検出状況＞捌査区北側斜而中位IC8cグリッドに位i趾する。検出面はⅢ層で、啼褐色シルトの

不整桁Iﾘ形プランとして確遡した。ll～13号住居跡と並慨しておl)、ll号住居よI)はⅢ<12．13号住居より

は新しい。

＜規模・形状＞開口部径l84×120c耐、底部径ll5×78ymの不整な楕円形を呈する。断面形は皿形で、深さ

は最深部で50mを測る。蝿l:は暗褐色シルト主体で柳成される。

＜出土遺物・時期＞出l:過物はなく、時期なと群細は不明である。
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怪到 怪

皇1牌 L=202.2001】U

16号土坑
1 ．10YR2/2 皇褐色シルト

ルト粒 7も混入
ルト粒3，混入
ルト鯰 10、批入

ルト腕3％拠入

粘性中 しをりやや1脚

15号土坑
1 ．lOYR

Z･ lOYR

3．lOYR

‘1 ．10YR

5．IOYR

6．1(ハ･R

7．10Ylt

8．10YR

9．lOYR

lOYR4 しまり01‘ 褐色シルト粒 7鮎混
しユリ01’ 縄色シルト粒3蹄混
し土I)$I， 褐色シルト鯰 10、制

し21)01, 脚色シルト腕3％腿
し』り010

し11)I18

しま') 01, 峨鯛色シルト粒の拠合
しまり01』 略榔色シルト粒の悦合

しまり111

灰黄掲シルト

興隅色シルト

澱柵色シルト
蝋側色シルト
ル1褐色シルト
蝿栂色シルト
黒褐色シルト

胴褐色シルト
暗褐色シルト

粘性中

粘牲中
粘性『1,

帖竹.81,

粘性‘1，

帖性81,

粘性‘I，
粘性中

粘性中

/2

10YR3/l

10YR3/2

10YR2/2

IOYR3/2

1(ハ･R翌/g

lOYlt3/l

10YR2/3

10YR3/3

14号土坑
1．1(ハ･R3/I

2．lOYR2/3

3．10YR3/3

4．lOYR‘1/‘1

川間色シルト 帖性81, しま')'1』 lOYk4/4
拠色シルトブ11．ノク拠人
1M糊色シルト 粘性中しまl)『1， lOYR‘l/･1
褐色シルト粒蝿人
蹄榔色シルト粘性中しまり中

偽色シルト・l0YR3/1黒褐色シルトの批合
粘性010 しま l)やや弱 0 1：40 2m

－－F一三

第92図 12～16号土坑
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13号土坑

遺桝（第92図・写真図版43）

＜位圃・検出状況＞綱従lX北側斜面中位IC8eグリッドに位世する。検出miはⅡ層で、黒褐色のIII形プ

ランとして検出した。11～13号住居跡と砿複し、これを切っている。

＜規模・形状> IMILI部徒ld10×133m、底部径39×38rmのl'l形を呈する。断面形はすI)鉢形で、深さは殿深

部で57cnlを測る。

＜埋土＞黒褐色シルト主体で榔成される。自然堆樅の様相を呈する。

＜出土遺物・時期＞出土j吐物はなく、時期など詳細は不明である。

14号土坑

遺栂（第92図・写真図版43）

＜位圃・検出状況＞調從区北側斜面I1!位のIC8gグリッドに位世する。検出面はⅢ層で、褐色ブロック

を含む肌褐色の111形プランとして硴偲された。10号･住A!;跡と兎概しておl)、これを切る‘，

＜規模・形状> IMI~1部従ll2×92cm，底部径54×40(mの円形を呈する。断面形は逆台形で、深さは雌深部

で45(糊を測る。

＜埋土＞瓢渦色・渦色シルト主体で樅成される。

＜出土遺物・時期＞出土辿物はなく、時期など榊刷llは不明である。

15号土坑

過棡（第92図・写真図版44）

＜位圃・検出状況＞澗恋Ⅸ北側斜面中位のIC7eグリッドに位置する。検出面はⅢ屑で、褐色ブロック

を含む黒褐色の円形プランとして確認した。

＜規模・形状＞側1-1部様123×112(､m、底部徒86×82(mの円形をII!する。断而形はⅢ形で、深さは股深部で

40cmを測る。

＜埋土＞熱褐色シルト主体で榊成きれ、褐色～暗褐色のシルトブロックを全体に含む。自然堆穣の様相を

呈する。

＜出土遺物・時期> IH-tim物はなく、時MIなど緋細は不明である。

16号土坑

遺桝（第92図・写真図版44）

＜位圃・検出状況＞綱在Ⅸ北側斜面中位のIC7eグリッドに位置する。検出面はⅢ咽で、蝋褐色の梢|リ

形プランとして確認した。

＜規模・形状> IMI_l部徳100×80(m、庇郁侭74×6'1(Pmの円形を呈する。断面形は浅'Ⅲ状で、深さは最深部

で25mを測る。

＜埋土＞肌色シルトのil州である。

＜出土遺物・時期> lll二|泄物はなく、時期など詳細は不明である。
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17号土坑 18号土坑
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催L書20220‘,” 斗
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1

18号土坑
】’ 1【)YR:1/1

2．1〔)YR4/2

肌褐色シルト ･ 10YR'1/j1 冊色シルトプロックの拠合帖付中

版黄褐色シルト 帖制;BI@ しまI)強炭化物ブロック1%以下批入

L1り中

17号土坑
1 ．10YR2/1

2．lOYR3/1

3．lOYR3/2

．$･ l0YR2/2

中
中
中
中

牝
性
性
愉

帖
帖
帖
帖

蝋色シルト
洲褐色シルト
瓜隅色シルト
猟褐色シルト

しま0》やや弱

しまl)やや鰄
しよ'パ,や弱

しまl)やや墹

20号土坑

君
斗 脾

怪

、

、

、

、

、

、

脾 割L=2()‘1.20()【Ib

-斗|里L薑20.000m

、
20号土坑
1．lOYR4/2

2．1(〕YR:1/1

:I．l(〕YR:l/2

灰澗栂色シルト

川褐色シルト
1M柵仏シルト

粘性弱
粘性弱

粘性弱

しまl）やや恥

しまりやや恥
し歯りやぺ』ljl19号土坑

1．IOYR2/l

Z･ lOYR2/2

3．lOYR2/2

4．10YR3/4

5．10，．R2/2

肌色シルト 粘性べ，《'刺しまりやく蝿ToC1I 2〔M，T《)』'3％批人。
T〔D札の咳がj)は二l坑検llliniに多く含まれている

瓜褐色シルト 粘性やや恥しまI)やや刺TけCu3qf'、股化物1％批入
無褐色シルト 帖性やや刺しまり中 ToCu3、、炭化物1帖蝿入
電褐色シルト 粘性中 しまり中 TWCu,･n蛇必l､混入。
lOYR4/6縄色帖.上質シルトプロソク混入
黙褐色シルト 粘性中 しまり中 ′1t》CQ13、、腿化物1，混入 0 1：40 2m

－

第93図 17～20号土坑

-126-



17号土坑

遺構（第93図・写真図版44）

＜位圏・検出状況＞調査区北側斜而中位IC8gグリッドに位慨する。検出而はⅢ晒で、黒色シルトの梢

円形プランとして確認した。

＜規模・形状> I捌口部径200×160cm、底部径110×104cmの梢1II形を呈する。断而形は逆台形で、深ざは蛾

深部で50cmを測る。

＜埋土＞黒色・黒褐色シルト主体で柵成される。

＜出土遺物・時期＞出土遺物はなく、時期など詳細は不明である．

18号土坑

遺構（第93図・写真図版44）

＜位圃．検出状況＞調査区北側斜而中位IClOhグリッドに位佃する。検出面はⅢ屑で、炭化物を含む灰

競褐の円形プランとして確遡した。土坑内に牲穴状ピットがilt槻し、これにより切られる。

＜規模・形状＞開口部徒125×113cm、底部径100×90FmのIII形を呈する。断面形は浅皿状で、深さは最深

部で25cmを測る。

＜埋土＞炭化物を含む灰黄褐色シルトの単踊である。

＜出土遺物・時期＞出土週物はなく、時lⅢなと群細は不明である。

19号土坑

遺桐（第93図・写瓦図版45）

＜位圃・検出状況＞調査区北llll斜面上方IC3 iグリッドに位間する。検出面はⅢ層で、To-a火山灰が

ブロック状に分布することから検出した。1号住居跡と砿複し、これを切る。

＜規模・形状＞開口部径125×1l5cm、底部篠106×100ylllのi'l形を呈する。断而形は袋状で、壁而下位に段

を持つ。深さは股深部で60cmを測る。

＜埋土>To-Cu、炭化物を含む黒褐色～略褐色シルト主体で柵成される。底部からは灰白色に近いにぶい

黄樋色を呈する粘土が検出された。残存部から推測して自然堆棚と思われる。

過物（第89図・写真図版97）

＜出土遺物・時期＞埋土Iljより深鉢形土器片1点が出土している（374)。時期など詳細は不明である。

20号土坑

週桐（第93図・写真図版45）

＜位圃．検出状況＞調査区北側斜面下方HC2 jグリッドに位世する。検出面はⅢ層で、黒褐色の楕円形

プランとして確認した。

＜規模・形状＞開口部従lOO×70cm、底部徒65×54cmの長方形に近い桁III形を呈する。断面形は皿形で、

深さは最深部で20cmを測る。

＜埋土＞黒褐色シルトと灰黄褐色シルト主体で櫛成される。自然堆積の様相を呈する。

＜出土遺物・時期> lll士遺物はなく、時期など群細は不明である。
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第94図 1～3号陥し穴状遺栂
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（3）炉跡

現地性の焼土であると判断し、繩文時代と杉えられるものを2J脾掲城した。

1号炉跡（写真図版45）

調在区北側斜面上ﾉj、 lC3gグリッドに位慨する，検出面はⅢ屑である。検出当初、住居跡を想定して

椚在を進めたが、住)叶跡と測定するには篭らなかった。4‘1×40(･mの不終I1I形の範囲に薄く焼土が広がる。比

較的Iりく形成されている祁分では股ﾉJ1,I8(mを測る。現地性の焼|:とどえられるが、誹細はｲﾐIﾘIである｡ jn

物は出土していない。

2号炉跡（写真図版45）

捌査IX北側斜Ⅲi中程IC9dグリッド、M号住)!9跡内に位世する。柱穴ﾘの柱穴の確miで焼土を確遡し、

14号住居跡の床面で検出した。柱穴に切られているため、残存状況は悪い。規模は残存部から推定して97x

80m、雌大16cmの厚さで形成され、不轆な桁111形を呈する。M号性101;跡と砿複する住居の炉である可能性が

高いが、性111跡としての床1hi、雌を確遡できなかった。14号化l'鋤と|!1時期と考えられる。当遺柵への淵I}"

が断定できる遺物は無い。

（4）陥し穴状過棡

澗企lX:全域からlO鵬を検出した。囎穴伽,l}跡の床而や唯miで確測されることが多く、いずれも地l:の上部

にTo-Cu火山灰が淡く唯桜することから、T()-CI1除ド以前に撒築されたものと考えられ、竪穴住居跡よりも

ll1いと推測される。

1号陥し穴状遺栂（第94図・写翼図版46）

＜位邇．重複関係＞綱從区II!央斜而上ﾉjlC5cグリッドに位微する。283･住崎跡床面糖査時に、鈍い黄

褐色の梢円形プランとして検出した。仇l,i}跡により切られる。検lll面はⅣ屑である。

＜規模．形状> IMII_I部椎360×60(･m･底部係350×24(Pm･深さ7()tmを測る。、ドIm形は櫛形を呈し長軸方向は

N-l6｡-Eである。短軸の断面形は底部からlf(戒気味に､kち上がI)IM口部に至って外傾するY字形である。

長軸の断面形は両側が内湾するフラスコ形を!‘!し、庇部はほぼ平坦である。

＜埋土＞ 5層からなる。蝋色～照柵色シルトで柵成され、上位にTo-Cuが淡く堆積する。

＜時期＞ ′I､()-Cu隙卜以I)1の柵築と思われる。

2号陥し穴状週構（第94図・写真図版46）

＜位腫・亜複関係＞捌代区中央斜而下〃、 IC'1cグリッドに位樅する。285･fki!'}跡輔査時ににぶい黄褐

色のプランを擬際で検lllした。 lり･陥し穴状遺櫛の南西に隣接しておl)、{t居跡に切られる。検出面はⅣ暦

中位である。

＜規模・形状> 1則｢I部径20()×24cm・服部朧186×l4im･深さ70rmを測る。平面径は溝形を呈し長軸方向は

N-38o-Eである。概軸の断I力i形は底部から|)III~I部に向かって外側するY字形である。跿軸の断面形は両側

がやや内湾するフラスコ形を呈し､底部は北4〔側に傾斜気味であるがほぼ平坦である｡両端での高低差は24m

である。

＜埋土＞ 6刺からなり、蝋褐色・賠糊色シルトji体で柵成される。埋土上位にTo-Cllが淡く堆械する。

＜時期＞ ′I､《)-CⅡ隙ド以lilの柵築と思われる”
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怪１
Ｊ

L=203.300m

'す計割”‘…”

〃
4号陥し穴状遺偶
1．lOYR2/I 肌色シルト

2. 10YR4/3にぶい枇悶色シルト
3．1()YR3/2胤蝿色シルト

4．1()YR2/3肌掲色シルト
5．l0YR4/‘1 糊仏シルト

6．10YR2/2洲偶色シルト
7．IOYR2/2川側色シルト
8 10YR4/6褐色シルト

粘性やや瑚

帖性やや肘
粘性中
帖性11＄

粘性やや強

粘性中
粘性やや強
粘性強

しまり中 T(》Cu微赴脱入

しきり81, Toぐ11個最i兇人
しまl) 81, T()｡I個段槻人

しまl】81, T()(?'I微赴I&人（・縦ブロック状）
しまl】810

Lまl)やや伽To-CU拠入（プロ･ノク状）
しま1Jやく'111 6屑より少し鼎い
しまﾄ)中 10YR3/4 暗褐色シルト混在、汚れている

5号陥し穴状遺棡

了 上

怪4

7両
判 倶L電20:""'Ⅲ‐亘’坐L萱203.000m

鰺鯵
5号陥し穴状週柵
1．lOYR6/5 1ﾘl簡偶仏砂質シルト・I0YR3/2 肌側色シル1,の拠含帖11.吋， しまり鋤
2．l0YR:$/2 1M冊色シルト 粘性やや強しまI)中

3. 10YI<.1/2灰仇柵色シルト 帖側やや強しまl)巾
･1． 10YR4/2灰削柵色シルト・lOYR5/6 煎禍色シルト , 10YI<3/I PM悶也シルトの混合粘性やや強しまり11’
5．10YR2/1肌色シルト 粘性やや強しま l)中

2m0 1 840

一－

第95図 4．5号陥し穴状遺栂
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3号陥し穴状遺構（第94図・写真図版47）

<位趾・飽複関係＞捌従区中央斜面上方、 IC5aグリッドに位置する。V府（地山）で賭褐色の梢111形

プランとして検出した。

＜規模・形状＞開口部径194×20叩・底部径170×lOdn ･深さ40onを測る。平面形は溝形を呈し、長軸加リ

はN-29｡-Eである。卿輔の断而形は底部から開n部まで直立気味に立ち上がるU字形である。是袖の断面

形は北東側がやや外傾、南西側が内湾式味に立ち上がる不整逆台形を呈する。

＜埋土＞ 6層からなI)、黒褐色シルトを主体に櫛成される。上位にはTo-cuが淡く堆積している。

＜時期>To-Cu降下以前の櫛築と考えられる。

4号陥し穴状遺構（第95図・写真図版47）

＜位圃・重複関係＞調在区中央斜面上方、 IC4dグリッドに位置する。28号住居跡の西側、Ⅲ層下位

で、暗褐色の柿円形プランとして検出した。

＜規模・形状> IM口部320×50cm、底部376×18cm、深きは105cmを測る。平面形は櫛形を呈し催軸方向は

N-43｡-Eである。惣軸の断面形は底部から35cm程ほぼ垂直に立ち上がり、そこからI；1口部に向かって外傾

するY字形である。縫軸の断而形は両側が内湾するフラスコ形を呈し、底部は北東側に傾斜気味であるがほ

ぼ平坦である。底部仙j端のI断低麓は26(Pmである。

＜埋土＞ 8塒からなl)、照褐色シルトを主体として櫛成される。上位にはTo-cuが淡く堆樅している。

＜時期>To-Cu降下以前の柵築と考えられる。

5号陥し穴状遺綱（第95図・写真図版47）

＜位圃・重複関係＞潤査区北側斜面上方、 IC4eグリッドに位世する。4号陥し穴状過櫛の北西にあた

り、V届（地山）まで-ドげた確認トレンチ内で検出した。

＜規模・形状＞開口部360×65ぐ､、底郁296×14m、深さ80cmを測る。平面形は櫛形を鼎し是軸方lblはN

-26｡-Eである。矧軸の断揃形は底部から40cmほど直立気味に立ち上がl)、そこから開I_I部に向かって級や

かに外反するY字形である。長軸の断面形は両側が内湾するフラスコ形を呈し、底部は北東側に傾斜してい

るが、ほぼ平坦である。底部両端の高低差は16cmである。

＜埋土＞上部を削平されておl)、To-Cuの堆樅を欠く。 5層からなり、明前閲色・灰黄褐色の明度の商い

シルトを主体として柵成される。

＜時期>To-Cuの堆積を欠くため詳細は不明であるが、他の陥し穴状遺構と同時期のものと考えられる。

6号陥し穴状遺桝（第96図・写真図版47）

＜位圃・重複関係＞鯛査区北側斜面上方、 IC5 iグリッドに位置する。2号住居跡を梢登中に南側砿床

で確認した。北東側を住居跡により切られる。検出面はⅣ層上面である。

＜規模・形状> llll口部318×32cm、底部288×14cm、深さ70cmを測る。平而形は櫛形を呈し催軸方向はN

-34｡-Eである。短軸の断面形は底部から直立気味に立ち上がりU字形を呈する。艮軸の断面形は北東側を

欠くため詳細は不明であるが、南西部は底部から開口部に向かって外傾する逆台形を呈する。底面はほぼ平

坦である。

＜埋土＞断面の記録を欠くが、蝋色・略褐色・褐色のシルト主体で柵成される．
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6号陥し穴状遺棡

プ<"

怪割

忰L言2"000,, 割

、

_艀

停幽哩剖-斗吟‘臺"乳"伽Ⅲ

7号陥し穴状遺棡
1 ．10YR2/2鯛褐色シルト
2．10YR3/2鯛褐色シルト

3．10YR2/1 肌色シルト

4．10YR3/聾肌褐色シルト

5．10YR3/3略|刷世シルト

帖廿'1＄

帖廿‘やや劇1

帖仕欽
粘性やぺ'欽

帖付強

しまl)やや髄 lOYR3/4 略隅色シルト･ハ〕-ノク1，、ToCU（征1mm鯉瞳）2〔､批人

しまl〕中 lOYR3/4 蹄喝色シルト･ハフーノク2、槌入
しまl) 810

しま lj中 2塔に近似ただし、1〔ハ.R3/:l Hi褐色シルトブロ･ノケの割合が多い（約3‘%､）
しfIj‘ID 地山層に湖穆的に燈化

0 1：40 2m

一一三

第96図 6．7号陥し穴状遺構
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＜時期>To-Cu"itWiを欠くため詳細は不明であるが、他の陥し穴状遺構と同時期のものと考えられる。

7号陥し穴状遺構（第96図・写真図版48）

<位圃･重複関係＞鯛企区南側斜面上方、 IB5hグリッドに位置する。31号住居跡の斜面上方にいれた

トレンチのV咽で検川した。

＜規模・形状> llll口部320×42m、底部350×16Qn･深さ60cmを測る。平面形は櫛形を呈し長軸方IhlはN

-74｡-Eである。短軸の断Ihi形は底部から30cmほど直立気味に立ち上がり、そこから開口部に向かって緩や

かに外傾するY字形である。災軸の断Im形は両側が内湾するフラスコ形を呈し、底部は南東側に傾斜してい

るがほぼ､|4jllである。底郁I山j拙の尚低雄は14(mである。

＜埋土＞ 5肘からなI)、ノl!褐色・暗褐色シルトが感状に堆甜している。上位にTo-Cuが淡く堆柵する。

＜時期>To-Cu峰ド以前の櫛築と思われる。

8号陥し穴状遇栂（第97図・写真図版48）

＜位圃・重複関係＞澗企区｢1'央斜面上方、 IB5 jグリッドに位置する。 33号住崎跡の斜面上側をV脳

まで下げた確認トレンチ内で検出した。これももっと上屑からの掘り込みであったと考えられる。

＜規模・形状> lllln部182×3()(]m、底部154×12(m、深さ50cmを測る。平面形は櫛形を呈し畏軸方litlはN

-27｡-Eである。知軸の断Ⅲi形は底部から|ﾙl｢1部に向かって級やかに外傾するV字形である。良軸の断面は

南西側がほぼ直立、北東側が外側気味に立ち上がる逆台形を呈する。底面は若干凹凸があり、北東側に傾斜

している。底部仙j端の商低差は15cmである。

＜埋土＞ 3肘からなり、 'l'位は蝋褐色シルト、卜位はII汁褐色シルト主体で櫛成される。 上位にT()-cllが淡

く堆積する。

＜時期>To-Cu降ド以前の櫛築と思われる。

9号陥し穴状遺柄（第97図・写真図版48）

＜位瞳・重複関係＞調在区南側斜Im中程、 1B8cグリッドに位置する。3号竪穴建物跡の南側をV屑ま

でドげた確認トレンチ内で検lllした‘，

＜規模・形状＞側n部262×46m、底部208×10(m、深さ70(和を測る。平IWi形は櫛形を恩し、跿軸方IｲﾘはN

-53｡-Eである｡短軸の断面形は底部から外傾気味に立ち上がI)､30rmほどで大きく外傾するY字形を呈する。

長軸の断面形は両側が外傾して立ち上がる逆台形を呈する。底面は北東側に傾斜しているが、ほぼ平坦であ

る。

＜埋土＞ 6肘からなI)、肌掛～掲色シルトを主体として構成される。上～中位にTo-Cuが淡く堆欄する。

＜時期>To-Cu降下以前の櫛築と思われる。

10号陥し穴状遺栂（第97図・写真図版48）

＜位極・重複関係＞捌盃区北側斜面上〃、 IC5hグリッドに位置する。2号住居跡の南側に入れたトレ

ンチ内V屑で検出した。

＜規模・形状> |)Mn部352×74cm、底部348×I4I111，深さ70(mを測る。平面形は櫛形を鼎し促軸方向はN-

9｡-Wである《,知IWIIの断而形は"蹄IIから16(畑ほど唯直に､Zち上がり、そこから開I__I郁に向かって外傾するY
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8号陥し穴状遺柵

▽上 8号陥し穴状遺桐
1．lOYR2/2無褐色シルト

2．10YR3/2蝋褐色シルト
1％混入

3．lOYR3/3暗褐色シルト

粘性べ'や強
粘性やや蝋

粘性やや強

しユ1J中

しまI）中

しまり中

Tb･Cu (径lmm軽度) 2%拠入
10YR2/1黒褐色シルトプロック

地山用に漸移的に痩化
封

」
‐

下
L二202.70,m

磑司判LL=202.700m

〃
9号陥し穴状遺棡

ノ
イ
割

夕

＝怪

~F
L=201.300m

当 e吟L薑201."0m B、

9号陥し穴状逓揖
1．10YR2/2黒褐色シルト 帖性中 しまりやや弱ToCu1％混入
2．10YR3/3萌褐色シルト 帖惟01, しま0)中 ・1t》Cu2，狸人

3．lOYR2/2凧褐色シルト 粘性やや強しまl)中 lOYR2/1肌色シルトプ
uフク少量、T⑪-ct12、批入

4．lOYR3/2肌蝿色シルト 帖竹鈎しまl)『1， 10YR3/3 節褐色シルト、
T〔rCul，jlE入

5．lOYR4/6褐色シルト・ lOYR2/1肌色シルトの混合粘性強しまり中
肌褐色シルト 粘性執しまI)中

怪

L二202.800m

皇’ 倶 判LL･202800｡,

10号陥し穴
1．lOYR2/；

2．10YR3/,

3．lOYR3/‘

4．1()YR‘l/‘

5．lOYR3/I

6．lOYR4/I

7．lOYR3/‘

8．IOYR6/’

lOYR2/3

10YR3/4

10YR3/4

1()YR‘l/4

10YR3/2

10YR4/3

10YR3/4

IOYR6/6

里褐色シルト 粘性BID しまl) 810 10YR3/4暗褐色シルトプロブク、"IbCUl，鎚入
蹄褐色シルト 粘性やぺ'強 しまl)中
TOCuごく微量、IOYR2/I 肌色シルトプロゾク、10YR3/4 にぶい償褐色シルトブロ･ノク各騒最眺人
暗褐色シルト 帖性強 しまl〕中
1tﾝCu価量、lOYR2/1 1m仏シルトプロ･ノク．1()YR‘1/6 偲色シルト <"ll1ブロノク）各少量批入
褐色シルト 粘性やや強 しまI〕やや強
地山よ'】やや暗めの色、10YR3/4 畷褐色シルト、10YR2/1 1M世シルト各少は批入 0
里褐色シルト ．lOYR2/l 肌色シルトの拠合粘性中 しまI)中 ・1t〕･Cu微量拠入
地山よりやや暗めの色、IOYRw4 峨渦色シルト、IOYKz/’ 蝿幽ンルト行少肛IJf人 0 1 840 2m
照褐色シルト・lOYR2/1 肌色シルトの拠合粘性中 しまI)中 ・1t〕･Cu微量拠入 一一一
下位に地山シルト漉入
にぷい黄褐色シルト W,性仙しまり中 10YR2/1 醐也シルトブn．ノク少量（上位)、TOCu2％槐人
端褐色シルト 粘性強しまﾄ)やや強 lOYR2/l 煕色シルトブロ‘ノクJ％、.'ひCLIZ％混入
明街褐色シルト 帖性伽しまりやく，強地山の土色と''1じ妊が、地lllより軟らかい

第97図 8～10号陥し穴状遺構
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字形である。長軸の断面形は南側がやや内湾、北側がやや外傾する不整な逆台形状を呈する。底部は中央部

に向かって深くなるが、概ね平坦である。

＜埋土＞ 8届からなり、黒褐色・暗褐色シルトを主体として椴成きれる。上位にTo-Cuが淡く唯樋する。

下位には粘性の強い明黄褐色シルトカ錐制している。

＜時期>To-Cu降下以前の櫛築と考えられる。

(脈美洲子）
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1号竪穴廸物跡
1 ．1(〕YR3/2照褐色シルト

3. 1()YR4/6褐色シルト
帖性やや刺し』lj II1 災化物3齢拠入

粘性やや強し』叩↓I↓ lOYR苫/1 黙色シルト･ブロゾク、 10，．k3/‘1 鋪侭色シルトゾロゾク拠人

0 1：釦 2m

－

1号竪穴廸物跡

第98図 1号竪穴建物跡
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NQ Pl P2 1,3 1,,1 P3 IDG 1，7 108 1ｺ9

艦 （［、） 38×26 ‘11×26 35×3抑 ･11×36 ‘1lx38 31×29 43×32 ⑦⑳
一一×18 29×堂‘1

深さ（c、） 63 39
戸一

初I 36 32 25 45 67 ‘15



2．中世以降

（1）竪穴建物跡

照穴建物跡は、合計6棟検出した。平lhilXlの縮尺はl/50である。また、桃IMI寸法をil測する際の尺間は

1尺30.3cmとして計算した。柱穴規模は表で記戦した。

1号竪穴建物跡

遺棡（第98図、写真図版49）

＜位圃> HD3c～3d、ⅡD4C～4dグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後の11MII'で、照褐色の長方形プランとして検出した。北側及び東側は

澗佃又外に伸びている。また、斜、下方を削平されておl)、プラン北側は残存しない。

＜平面形式・規模＞桁行が2Ⅲjの隅ﾒL腱ﾉj形のプランで、東側に張l)出し部をもつ。災徒は(570)(m(張

り出し部を含む)、短径は(413) ,mの建物である。

＜辿物方位＞桁行の軸方向はN-73n-Wである。

＜柱間寸法＞ 6尺（約182cm)を雌雌にしている。

＜埋土＞炭化物を僅かに含む黒褐色シルトのilil杵からなる。

＜壁・床面＞壁商は残存値で、束鞭6cm、11W砿6cm、北確16cmを測る。床はV暦醐褐色シルトまで掘り込

まれており、褐色シルト主体の土で平坦にされている．

＜柱穴＞壁際に廻るように配されている。鎚物に伴うものは検出した範囲で9 1IAIと考えられる。

＜周溝＞南壁際を中心に廻る°開口部代は8～22cmで、深さは8cm前後である《，

遺物（第99図・写真図版98）

＜出土遺物＞南側床而直上から完形の白磁Ⅲ1点（375）と模鋳竣l JM(376)がIII-ltしている。白磁皿は

中l積|産で、生産年代は15初めに位世づけられる。

＜時期＞出f遺物である白磁皿の年代から中lltの述物跡と考えられる。

1 ：3 10m

E一一一‐
*376は写真のみ掲戟

第99図 1号竪穴建物跡出土遺物
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2号竪穴建物跡

遺構（第100図、写真図版50）

＜位固> IA6j・ IA7 i～7jグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のⅡ層中で黒色の長方形プランとして検出した。斜面下方は削平され

ており、プラン東側の壁面は残存しない。

＜平面形式・規模＞桁行が5IMIの隅丸長方形のプランで、東側に張り出し部をもつ。長径は643cm (張り

出し部を含む)、短荏は440cmの建物である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-69°－Eである。

＜柱間寸法＞ 3尺3寸（約100cm)と4尺（約121m)を多用しているが、一定しない。

＜埋土＞黒色シルトを主体とする5届からなる。地山である黄褐色粘土質シルトを部分的に含んでおり、

全体にしまりが強めである。

＜壁・床面＞確商は残存値で、西壁37”、南砿8cm，北壁lO"であり、綴やかに外傾しながら立ち上がる。

床はV層黄褐色シルトまで掘り込まれており、にぶい黄栂色・無色シルトの混合が貼床され、全体に平坦で

締まっている。

＜柱穴＞壁際～建物中央を廻るように配される。使用された柱穴は19個である。

＜周溝＞砿際を廻るように配される。開口部後は7～20cmで、深さは15cm煎後である。

＜出土遺物＞なし

く時期＞出土遺物がないので不明ではあるが、迫栂の形態から中世の建物跡と考えられる。

3号竪穴建物跡

遺椴（第101図、写真図版51)

＜位圃> HB8e～8f・ⅡB9e～9fに位世する。

＜検出状況・璽複関係＞表土除去後のll層'l!でﾉⅢ色の是方形プランとして検出した。斜面下方は削平され

ており、北東側の壁の立ち上がりはみられない。

＜平面形式・規模＞桁行が3間の隅丸長方形のプランで張り出し部は持たない｡長径は406cm､短径は328cm

の建物である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-52o－Eである。

＜柱間寸法＞ 3尺5寸（約106cm)、4尺4寸（約133cm)を多用している。

＜埋土＞黒色シルト主体の7層からなる。埋土上部には再堆積とみられる十和田a降下火山灰の混入がみ

られる。

＜壁・床面＞壁高は残存値で、北東壁4cm、北西壁16xn、南東壁17cm，南西壁37cmであり、やや直立気味

に外傾して立ち上がる。床はV層黄褐色シルトまで掘り込まれており、床を斜面に対して平坦にするため、

To-Cu混じりの蝿色シルトを厚く敷いて、床面柵築している。床面中央部をII』心に炭化材と焼土の分布

が広く認められることから、本通櫛は焼失建物と考えられる。中央部南西側からは炉跡が確認されており、

長径52m×短径41cm、厚さ8cmを測る。南西壁付近の床而には梢円形のピットaがあり、規模は長径106cm

×短径47m、深さ24cmを測る。ピット底面からは炭化材及び焼土が検出された。また、床而中央部付近には

lO×20cm大の被熱した礫が多数散乱している。炉跡も近いことから、何らかの作業場として使用されていた

と考えられる。
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2号竪穴瞳物跡
1．lOYRZ/1

2．lOYR5/6

3．10YR2/1

4．10YR1.7/1

5．10YR6/4

IM色シルト 帖性01’
胸掲色帖．！:質シルト
肌色シルト 粘性11,
肌也シルト 帖性01,

にぶい前樋也シルト

しまI】やぺ'仙 10YR4/4褐色粘土質シルトブロ･ノク2％拠入
粘性やや強しまI〕強
しまIJ O1, 1UYR6/6明黄褐色粘土質シルト2％混入

しまljやや強

10YR2/l肌色シルトの混合帖11.やや強しまりやく'強貼床

第100図 2号竪穴建物跡

0 1：鋤 2m
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＜柱穴＞主に醗際に廻るように配きれる。使用された柱穴はl0閥である。

＜周溺＞なし

く出土遺物＞なし

く時期＞出土遺物がないので詳細は不明であるが、遺構の形態から中lltの述物跡と考えられる。

4号竪穴建物跡

遺棡（第102図、写真図版52）

＜位圃> HClg～lh°ⅡC2f～2gに位置する。

＜検出状況・亜複関係> 1号･1塀跡の床im椚從中に、1，.肘にもう･lliの床があることを硴認した《》その後

のﾈﾙ炎で、lml ･プランに2棟の異なる建物跡が並複していたことが分かった。このことから、本道櫛のプラ

ンをそのままに、床miだけを貼り替えた「建て替え」が行われたと考える。本遺櫛は「建て枠え」以前の建

物跡である。

＜平面形式・規模＞桁行が3i川の隅九挺方形のプランで張I)IIIし部はもたない。圧僅は562m、短径435cm

の建物である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-22｡-Wである。

＜柱間寸法＞様々な寸法を使用しておI)、鵡瀧､l･法は判然としない。

＜埋土> IM褐色シルト主体の5用からなる。地山であるIﾘl黄褐色・㎡褐色シルトが僅かに混入する。

＜壁・床面＞壁高は残存値で、東壁14cm、西壁20cn'、南唯34(m、北壁l5cmであり、緩やかに外傾しながら

:､虻ち上がる。床Ⅲiは捉合土で貼I)床が成きれておI)、平肌で締まっている（，

＜柱穴＞過柵内を廻るように配されており、仙川された柱穴は9個である。

＜周溝＞なし

く出土過物＞なし

く時期＞出土避物がないので不明ではあるが、避柵の形態とIRMMI係にある1号･工房跡から中lltの建物跡

と考えられる。

5号竪穴建物跡

遺桐（第103図、写真図版53)

＜位歴> IC7 j ・ 8j･9j ･ID8aに位置する。

＜検出状況・亜複関係＞表土除去後のI屑中で略褐色～褐色の催ﾉj形プランとして検出した。南東側は6

号竪穴述物跡と爪襖しているが、本遺櫛が切っているため、こちらの方が新しい。

＜平面形式・規模＞桁行がl間の隅丸長方形プランで､狼I）出し部はもたない｡腿径は476cm､煙径は35jlcm

の建物である。

＜建物方位＞桁行の柚方向はN-16｡-Eである。

＜柱間寸法＞ 3尺（約91ぐm)を蝋帆にしている。

＜埋土> II冊褐色～褐色シルト主体で、 4層からなる。全体にしまりが強い。

＜壁・床面＞峨商は残存値で、北東壁4cm、北ilW"18cm、南東壁17cm、南西砿50(mであり、外傾しながら

立ち上がる‘,床はV燗黄褐色シルトまで掘り込まれており、褐色シルト主体の混介土で貼床が成されており、

14胆に堅く踏みしめられている。
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…
3号竪穴建物跡
1．lOYR2/1

2．10YR2/1

3．lOYR1､7/1

4，lOYR3/‘1

5．IOYR2/I

6．5YR4/8

7．10YR3/1.3/2

鵬色シルト 粘性中
肌色シルト 粘性中

M1色シルト 粘性中

略側色粘土間シルト 粘性中
肌色シルト 粘性01p

赤褐色焼土帖性刷
肌褐色シルトの拠合粘性中

しまﾄ）中

しまI)中

しまI)中

しまﾄ〕81I

しまﾄ)やや刺
しまﾄ)中

しまl)やや鯛

1()YR3/'1暗禍色シルト徹蹟、 ToCul%混入

1(〕YR2/21M糊色シルトヅu'ノク3％、.'､oCul％鵬人
lOYR2/1蝋色シルトプロック上位に拠人（炉）

5YR"1/8赤禍色焼土、炭化物散在

3号竪穴建物跡

0 1：釦 2m

一‐－‐

3号竪穴建物跡第101図
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深さくc、） 56 41 48 5ﾑ1 :州 57 53 47 59 52
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4号竪穴岨物跡
1 ．10YR2/2肌間色シルト 粘性010 しまりやや蝿

2．1()YR2/3瓜柵色シルト 粘性やべ，柵しま I)やや刺 10YR6/8明側偽色シルト2％混入
3．lOYR2/l 肌色シルト 帖性01, し21パ，や燗 l0YR5/4枕褐色シルト軸1％拠入
4．10YR2/2猟間色シルト 粘性818 しま I) 01' 1()YR5/6画褐色シルト3､挽人

5．lOYR2/1 肌色シルト・ I()YR鞠/4蹄掲色シルト・lOYR6/6明前褐色シルト（地lll)の混合粘性やや強しまり01’ 貼床

0 2m1：卵

－

第102図 4号竪穴建物跡

-142-



、

柱建物跡群による撹乱掘

で

、

で

、

$ハ 1

○8
iP6

○1 ド
iP6

撹乱

P8P8

｡N胸り
、

、

N胸り
、

、

で、＋
ID9a

当伜L=201,700m

圃四甑し

201-600m

5号竪穴迩物跡
1．10YR3/3蹄褐色シルト主体。l0YR2/1蝋色シルトの挽合粘性べ"や弱しまり強塊土上郁を中心に混合
2．lOYR4/4褐色シルト 粘性刺しをI)強 lOYR2/1烈色シルトZ､肌入

3. 10YR3/3蹄隅色シルト 粘性刺し堂りやや強 10YR4/3にぶい削棚色帖I:質シルトl､桃入

4．10YR4/4侶色シルト1;体。lOYR2/1肌色シルト・Z,5YR7/6馴閃褐色砂質シルトの批合粘性鋤しまI】01, 貼床

5号竪穴趣物跡

0 2m1：釦

－

第103図 5号竪穴建物跡
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6号竪穴趣物跡
l.10YR2/1 黒色シルト 枯惟I1' しまj)やぺ，強
2．10YR1.7/I 肌色シルト 粘性'1， しまりやぺ』l伽；

3．1()YR2/2 ノハ褐色シルト 粘性II, しよIパ，，恥；
4．1【》YR3/I 肌間色シルト 粘性01， しよI) 111

IOYR6/8明簡隅色シルト粒〈砿1 ，．10，1m）10，蝿人
lOYR5/6醐糊色帖I:質シルトプロ"ノク拠入

lOYR5/‘1 ﾄｰぶい仇側也帖t質シルト枕15釉拠入（部分的にプロ･ソク）
l()YR'1/.l側仏帖t質シルトブ”ノクil&入
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第104図 6号竪穴建物跡
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第105図 6号竪穴建物跡出土遺物

＜柱穴＞建物の隅に配きれており、柱穴を6個使用している。

＜周溝＞壁際を廻るように配きれている。開口部径は10～50(和で、深さは20(m前後である。

＜出土遺物＞なし

く時期＞出土遡物がないので不lﾘjではあるが、遺榔の形態からII』仙の遮物跡と考えられる。

6号竪穴建物跡

遺棡（第104図、写真図版54）

＜位置> IC7 i～7j ・ IC8 i～8jに位価する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去後のH府中で黒色～黒褐色のほぼ方形プランとして検lliした。北西側は

5号竪穴述物跡と砿複しているが、本過柳が切られているため、こちらの〃が古い。また、北側は9号住I伸

跡と亜複しているが、 9号住居跡は繩文の過柵であるため、本過柵の方が新しい。

＜平面形式・規模＞桁行が2間の隅丸方形のプランで、張り出し部をもたない。蜂徒は363cm，短径は

(300) cmの建物である。

＜建物方位＞桁行の軸ﾉj向はN-82｡－Wである。

＜柱間寸法＞ 5尺（約152cw,)を多用しているが、一定しない。

＜埋土＞黒色～黒褐色シルト主体で、 4屑からなる。全体的にしまI)は弱い。

＜壁・床面＞壁商は残〃値で、來壁40(、､、凹壁34cm、南壁51('m、北唯40(Imであり、外鰯しながら立ち上が

る。床はV闇黄褐色シルトまで棚I)込まれておI)、貼床は成されていない。しかし、床而は平凪で締まって

いる。

＜柱穴＞遺柵内を廻るように配されており、使用された柱穴は9個である。

＜周溝＞南峨際を中心に廻る。開I_1部徒は15cmliiI後で、深さは8(Ⅷ荊後である。

遺物（第105図・写真図版98）

＜出士遺物＞初鋳年998年の成平元寳（北宋)、初鋳年lO()9年の祥符元寳（北宋）の錨衡が2枚検州されて

いる。

＜時期＞出土避物である銭ifと遺柵の形態から｢1!世の廸物跡と鞍えられる”
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（2）掘立柱建物跡

掘立柱廸物跡は本遡跡では合肘l5棟を検出した。平面図の縮尺はl/100である。平面図に付してある寸法

はカッコ内の単位は尺、カッコのないものはcmである。一尺は30.3cmとして計算した。また、柱穴規模は

表で記戦した。

1号掘立杵漣物跡

遺構（第107図・写真図版55)

＜位圃> IC4 j ･ 5 i～5 j , ID4a～4b・5bグリッドに位置する。

＜重複＞なし

く平面形式＞掘立柱匙物である。桁行は5冊で長方形のプランと考えられる。桁行は955m、梁IⅢは591cm

で面積は56.44㎡（約17.l坪）である。使用した柱穴は15個(1個は推定）である。

＜建物方位＞桁行の方向はN-51o－Wである。

＜柱間寸法＞ 6尺5寸（約l97cm)を基地にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞なし

く年代＞中世～近世の所属と考えられる。

2号掘寸幹麹物跡

遺構（第107図・写真図版55）

＜位置> IC7 i～7 j ･ 8 i～8j ･ 9j, ID7a～9aグリッドに位置する。

－

8

６●
●

。
■
■

Ｊ
Ｓ

、
燕382は写真のみ掲載

と＝ブﾁそ

81 s=1 : 1 S＝1：2

第106図 2号掘寸群建物跡出土遺物
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＜重複＞ 3号掘立柱建物と砿複するが、柱穴の新旧関係から本建物のほうが新しいと考えられるが、詳細

は不明である。

＜平面形式＞掘立柱建物である。桁行は5間で長方形のプランである。桁行は767m、梁|川は636(mで面械

は48.78㎡（約14.8坪）である。使用した柱穴は17個である。

＜建物方位＞桁行の1紬方向はN-41o－Wである。

＜柱間寸法＞ 6尺6，j. (約200ym)を多〃jしている。

遺物（第106図・写真図版98)

＜出土遺物> Pl3から挽き門（上内）の一部が出土した。

＜付属施股＞なし

く年代＞中世～近世の所楓と考えられる。

3号掘寸枠蹴物跡

週構（第109図・写真図版55）

＜位圃> 1C8j , 1D8a・9aグリッドに位置する。

＜重複＞ 2号掘立ﾎI建物と砿複し、これにより切られる。

＜平面形式＞捌輔1池物跡である。桁行は2IMIで方形のプランである。桁行は424(m、梁lillは394cmで而舗

は16.71㎡（約5.1坪）である。使用した柱穴は8個である。

＜建物方位＞桁行の紬方向はN-41o－Eである。

＜柱間寸法＞ 7尺（約212cm)を基準としている。

遺物（第106図・写真図版99）

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞なし

く年代> !l'ilt～近1II:の所偶と考えられる。

4号掘立柱哩物跡

遺梢（第109図・写真図版56）

＜位髄> HDI b・ 2a～2cグリッドに位1mする。

＜重複＞ 5号棚f柱廸物と竃複するが、柱穴の軍被がないため、新旧関係は不lﾘjである‘，

＜平面形式＞掘立柱建物である。桁行及び梁間いずれも3間の方形のプランである。桁行は636cI'1、梁間

は600(mでⅢi械は38.16㎡（約ll.6坪）である。使川した柱穴は13個である。

＜建物方位＞桁行の柚方IilはN－l o－Wである。

＜柱間寸法＞ 6尺6寸(約200cm)が多用されている。

ミノノ
遺物（第108図・写真図版100)

＜出土遺物＞なし

＜付属施股＞なし 386

<年代＞中1lt～近世の所閥と考えられる。 s＝’：2

第108図 4号掘立柱建物跡出土遺物
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5号掘立柱蓮物跡

遺構（第110図・写真図版56)

＜位圃> UD2c・ 3b～3cグリッドに位侭する。

＜重複＞ 4号掘立柱建物と重複するが、柱穴の重複がないため、新旧関係は不明である。

＜平面形式＞掘立柱建物である。桁行及び梁I川いずれも2間の方形のプランである。桁行は400cm、梁間

は376cmで面職は15.04㎡（約4.6坪）である。使用した柱穴は6個である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN－3o－Eである。

＜柱間寸法＞ 6尺6寸（約200cm)を基準にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞なし

く年代＞中世～近世の所属と考えられる。

6号掘立柱建物跡

遺構（第110図・写真図版56)

＜位置> nBld～le･2d～2f・ 3d～3fグリッドに位置する。

＜重複＞なし

く平面形式＞掘立柱建物である。桁行は4間で長方形のプランである。桁行は824cm、梁IⅢは681cmで面積

は56.11㎡（約17坪）である。使用した柱穴は10個である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-18o－Wである。

＜柱間寸法＞ 6尺6寸（約200cm)、7尺5寸（約227cm)を些地にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞なし

く年代＞中世～近世の所偶と考えられる。

7号掘立柱建物跡

遺構（第111図・写真図版57）

＜位湿> HC2c～2e ・ 3e～39．4d～49グリッドに位価する。

＜重複＞ 8 ．9号掘立柱建物と重複する。

＜平面形式＞掘立柱建物である。北側の柱穴は調盃区外のため確認できないが、身舎に四面廟が付く形態

と推定される｡身舎の桁行は5imであると考えられ､また梁間は2間である｡廟を含めた長さは桁行1,532cm、

梁間は785cmで、面械は120.3㎡（約36.4坪）である。使用した柱穴は22個である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-21｡-Wである。

＜柱間寸法＞身舎は8尺（約242cm)、廟部分は5尺3寸（約161cm)を基準にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施設> 10号掘立柱建物が本遺櫛に伴うと考えられるが、詳細は不明である。

<年代＞中世～近世の所属と考えられる。
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8号掘立柱建物跡

遺棡（第112図）

＜位圃> HC2c～2d．3C～3f･4c～fグリッドに位世する。

＜重複＞ 7 ．9号掘立柱建物と垂複する。

＜平面形式＞掘立柱建物である。北側の柱穴は調査区外のため確認できないが､東側に半|川の下屋が付く。

西側にも下巌柱と考えられる柱穴があるが、判然としないため認定しなかった。しかし、本来はあったnJ能

性が高いと考えられる。桁行はl,174cm、梁間は605cmで、面積は71.03㎡（約21.5坪）である。使用した柱

穴は15個である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-28o－Wである。

＜柱穴寸法＞様々な､j･法を使用しており基地寸法は判然としない。

＜出土遺物＞なし

く付属施設> ll号掘立柱建物が本遺榊に伴うと考えられるが、詳細は不明である。

＜年代＞中ilt～近IU:の所属と考えられる。

9号掘立柱建物跡

遺栂（第113図・写真図版58）

＜位圃> HC2d～2e・3c～3g･ 4d～4fグリッドに位世する。

＜重複＞ 7 ．号掘立柱建物と重複する。

＜平面形式＞掘立柱建物である。北側の林穴は調査区外のため確認できないが、南側に半IMIの下屋が付く

ため、北側にもあった可能性がある。桁行はl,343cm，梁lNlは515《城で、而柚は69.17㎡（約21坪）である。

使用した柱穴はll個である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-67o－Eである。

＜柱間寸法＞ 8尺2寸（約248cm)を撫帆にしている。

＜出士遺物＞なし

く付属施設> 12号掘立柱建物が本遺榊に伴うと考えられるが、詳細は不明である。

＜年代＞中世～近世の所属と考えられる。

10号掘立柱建物跡

遺構（第114図・写真図版58）

＜位極> IICla～lC ・ 2a～2c･3a～3bグリッドに位慨する。

＜重複> 11 ･ 12号掘立柱建物と重複する。

＜平面形式＞掘立柱建物である。南側に半間の下屋が付くため、本来は北側にもあった可能性があるが柱

穴は検出できなかった。建物は桁行が3間の長方形のプランである。桁行は733cm，梁間は599cmで、面積は

43.91㎡（約13.3坪）である。使川した柱穴は13個である。

＜建物方位＞桁行の軸方|向)はN-67｡-Eである。

＜柱間寸法＞ 7尺5寸（約227cm)、8尺（約242cm)を多用している。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞ 7号掘立柱建物に本遺柵が伴うと考えられるが、詳細は不明である。

-153 ･-



〃フ〃 605(20.0尺）

21(4.0尺)1 242(8.0尺） 242(8’0尺）

’'’
○。
繁

qﾗｰｰ逼 、

、

､

、 （
区
画
理
ら
一

P1

憩

口
勺 勺

°
（
匡
電
ら
蔚
卿

P2
P13

一
命
■
づ

◎
侭
‐
弍
醍

４Ｐ

、
‐

。
|P'｡ （

匡
迂
巴
踊
“

（
哩
磑
周
ご
陰
芦

’
｜

’

0

;,5Tf'! sc4｡、キP15 IP11 鋲“
（
区
画
巴
遍
“

I

キ
限訊鞄，

1

（
区
。
ｇ
”
周

志、
I

Q.

キ
nCQo

－－－－－一一ーー

8号掘方幹臓物跡

0 1：1” 2m

－

第112図 8号掘立柱建物跡

-154-



515(17.0尺）

砂

一（
淵
ｌ
⑤

＠

｢！葱.

さ‘
P9

○

．
形
‐
Ｉ
‐
内
鍛
Ⅲ

Ｏ１

Ｑ

彰。

⑤
（
哩
寸
・
専
房
高
言

０
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
Ｉ
１
１
１
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
１
１
Ｉ

1

さ‘

9

P

１
１
１
１
１

■■■■ご一‐

9号握古拝臓物跡

0 2m1：1”

－－

第113図 9号掘立柱建物跡

－155－



イ4
(凶乙･妃)CC4

‐
§
◎

一
単
○

一
一
α
一

志
“
圧
。

弓唾

《
p

斗亀

（
唾
”
望
）
③
研 ！

癌

一
Ｌ

ｋ
＠
ｌ
◎

ト
」

〈
耐
〉
》
向
ユ
、

垣

Ｌ

＠ 、
ノ

~

◎色
10号掘寸枠峨物跡

1：1m

F－－－

914(30.2尺）

イ/刀 】~－丁一西EI両尺)訂236(7.8尺） ’ 206(6.8尺) | 236(7.8R

Ｉ

o
nE

隠
叉
別
、
刀
）
一
”
９
．
ｍ
刀
）

一
元

上
段
（
扇
・
ロ
刀
）

C l

7

さC

⑥◎P4 -C 1

－G

掘寸ｵ*廸物跡

型

第114図 10．11号掘立柱建物跡

-156-

Nu Pll ID1Z P13

腿 （ぜ、） ･12×37 30×28 71×51

深さ （ぜ、） 5:I 苫,1 ふり

N《A ID I P苫 1,3 P4 P5 P6 IJ7 P8 P9

艇 （qFm）(1泄×52）(籾7×割） 52×39 50×‘18 53×44 聾7×26 72×45 △16×31 (34×28）

添尽 （どm） 59 27 47 67 70 9 60 20 30

NQ P11 P12

姫 （に、）‘1.1×36 ‘11×39

深さ （1.111） 76 31



心 〆一一

Q

へ、 424(14.0尺）

212(7.0尺) 1 212(7.0尺）

nCgd

。
＆

Q!-α－ （
唾
Ｑ
ｃ
“
局
一
，
（
唾
ロ
ト
百
局

（
区
Ｑ
三
等
學

。

P4 ロ
ー
伊
‐
４
．
０
４
１
６
０
．
１
．
０
６
ｇ
ｂ
８
色
Ⅱ
０
０

a 坦杏区外

懇
第115図 12．13号掘立柱建物跡

-157-



＜年代＞中世～近世の所属と考えられる。

11号掘立柱建物跡

遺構（第114図・写真図版59）

＜位麗> HClb・2b～2c・3b～3c・4b～4Cグリッドに位世する。

＜重複> 10．l2号掘立柱建物と爪襖する。

＜平面形式＞掘立柱巡物である。桁行が4間の長方形のプランである。桁行は914"、梁間は454dnで、面

積は41.5㎡（約12.6坪）である。使用した柱穴は12個である。

＜建物方位＞桁行の軸方lijはN-63o－Eである。

＜柱間寸法＞ 7尺8寸（約236cn')を多用している。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞ 8号掘立柱迩物に本通櫛が伴うと考えられるが、詳細は不明である。

＜年代＞中世～近世の所楓と考えられる。

12号掘市斡鑓物跡

遺構（第115図・写真図版59）

＜位歴> UC2b～2c･3b～3cグリッドに位世する。

＜重複> 10･11号掘立柱建物と砿複する。

＜平面形式＞掘立柱建物である。桁行が3間の長方形のプランである。桁行は663cm、梁間は442cmで、面

柵は29.31㎡（約8.9坪）である。使用した柱穴は8個である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はN-67o－Eである。

＜柱間寸法＞ 7尺3寸（約221c,,,)を基準にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施股＞ 9号掘立柱廸物に本週柵が伴うと考えられるが、詳細は不明である。

＜年代＞中世～近世の所属と考えられる。

13号掘立柱建物跡

週構（第115図・写真図版60)

＜位腫> UC3c～3d．4c～4dグリッドに位置する。

＜重複＞なし

く平面形式＞掘立柱建物である。東側の柱穴は調査区外のため確認できないが、桁行が3IMj以上の長方形

のプランであると考えられる。桁行は残存部のみで424m、梁間は424"で、面積は17.98+α㎡（約5.5+@

坪）である。使用した柱穴は6個である。

＜建物方位＞桁行の軸方IhlはN－62o－Eである。

＜柱間寸法＞ 7尺（約212cm)を埜難にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施股＞なし

く年代＞中世～近世の所属と考えられる。
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16号掘寸栓砿物跡P8

190(6.3尺) 1 190(6.3尺) 1 190(6.3尺）

第116図 14．16号掘方杵瞳物跡
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14号掘立柱建物跡

過棡（第116図・写真図版60）

＜位匝> IIC4a～4lb・ 5a～5bグリッドに位置する．

＜重複＞なし

く平面形式＞掘立ｲ睡物である《》東側の柱穴は調在区外のため確認できないが、桁行が3間以kの腿ﾉﾉ形

のプランであると巷えられる。桁行は残ｲf部のみで,124(､In，梁IIIIは424(薊で、血枇は17.98+nlll" (約5.5+c

坪）である。使"Iした柱穴はJl個である。残存した規模から13号掘立柱建物跡と類似している。

＜建物方位＞桁行の軸方liﾘはN-80-Eである。

＜柱間寸法＞ 7尺（約212(･m)をj"W!にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞なし

く年代> !l'llt～近lltの所帆と考えられる。

15号掘立柱建物跡

く位圃> HC2 i ･ 3h～3 iグリッドに位世する。

＜平面形式＞hI脳加弛物である。桁行が21llの艇方形のプランである。桁行は576“、梁|川は2“(､剛で、ini

秋は15.32㎡（約4.6坪）である。仙川した桃穴は911hlである。

＜建物方位＞桁行のi袖方li1はN-88o－Eである。

＜柱間寸法＞ 9尺5．，l. (約288cm)をJ岬｛にしている。

＜出土遺物＞なし

く付属施設＞なし

く建物の性格＞地iiさんの話によると今から20年前まであったはせ収納のための小屋であったとのこと．

＜年代＞現代(1IW1150年代）

16号掘立柱建物跡

遺構（第116図・写真図版61）

＜位股> IIBlb.ⅡBlcグリッドに位樅する。

＜平面形式＞掘り>:柱建物である。桁行が3Ⅲlの長〃形のプランである。桁行は570cm、梁間は380mで、 lli

積は21 .66㎡（約6.6坪）である。使川した住穴は9個である。

＜建物方位＞桁行の軸方liﾘはN-8｡-Wである。

＜柱間寸法＞ 6尺3，j・（約190(,m)を堆地にしている。

＜出土過物＞なし

く付属施股＞なし

く年代＞蝿tの状況から近lll:～近代の過柵と考・えられる。

（北ul勲）
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(31柱穴群

過棡（第118.119図・写真図版62）・遺物（第117図・写真図版99）

調喪lX全域から373坐を検出した。個々の柱穴状ビットのill･測仙・位世IMI係については、第2表と第ll8･

119図の遺構配置図を参照していただきたい。柱穴状ピットはピット同｣:の亜複が激しく、平面形の定かで

ないものが多いが、ほぼ円形を雌調とする《,捌森低東側すなわち斜而ドガに密典しておI)、そのエリ7．では

掘立柱建物跡が16棟柵成される‘》捌立ｲI越物跡を柵成する柱穴配列を惣定できないものを、柱穴状ピットと

して登録した。調査区南側でも桃穴状ビットを多数検出したが、掘立桃建物跡らしき配列は認められなかっ

た。ビットの数からすれば今Iml想定した他にも、堀､虻柱建物跡を櫛成しうる配列のｲ"liする可能性は大きい。

12面規模は柱穴としては大規模なものも見られるが、押し帷べて100(､m以内に収まる範囲である。深さは

浅すぎるものもあるが、耕作などの撹乱を受けていることを琴噸すると、災I鞭はよI)深いものであったと琴

えられる。ここでは現場で計測した実測図を機械的に図表に掲救した。

意味を成す柱穴配列を惣定できないことから、個々のピットの性格は不lﾘIである。他の避柵との新ll･1IM係

から判断すると、旧いものでは捌炊桃建物跡とIml時期のもの、新しいものでは近'Ⅱ:以降に比定されると推測

される。 （原美津子）

蝋勝 88 89

原寸第117図柱穴群出土遺物

第2表柱穴群計測値一覧
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No． グリッド
火き き

腿征(ra) 迩匪(") 深さ (m)

1 UC5a 31．0 33．0 15．9
ワ
』 IIC4a ,11．0 31 ．0 16．5

3 IIC.1a 19．0 35．0 望1．6

‘1

5

nC･13

iIC4a

､16．0

2-1.(）

０
０

●
●

鋤

期

５

９
。
●

小
沼
》
・
■
＆

ゆ
》
Ｉ
■

6 nc4a ‘13．0 26．0 1.1.5
弓
Ｊ
０ UC.1a 41．0 33.0 18．0

8 IIC‘1a 28．0 28．0 13．6

） IIC4a 64).0 32.(） 25．:1
■
Ｑ
Ⅱ
。
。
(） IIC4a 65．0 31.0 郷．I

1 IIC4a 33.0 29.(） 型.‘1

？
》 UC4a ,16．0 35.0 “.(i

3 ⅡC･1a ､0 18．0 12．9

4

戸
恥
唖

IC4a

ⅡC‘1a

31.0

39．0

22.0

3.1.0

ｌ
Ｂ
リ
》

巳
阜
①

０
９

１
１

6 ICla 10．0 23．0 26.‘1
写
■
Ｐ IIC3a 36.(） 3浬.0 郷.Ii

8 IC3a 29.(） 26.0 17．2

9 HC3a (錦,0） 58．0 26.8

0 UC3a 77．0 .()） 52.,1

1 ⅡC3＆I ‘17．0 1Z､0 58．6
ワ

』

3

』1

副
一
組

心
Ｊ
一
句
Ｊ

Ｃ
－
Ｃ

Ⅱ
｜
Ⅱ

IIC3a

ｊＯ
－ｂ

ゆ
』
》

５
－

１

35．0

”.(）

０

０

０

■
●
○

杣
訓
一
似

８
１

●
令

子
０
【
Ｊ
ｒ

リ
》
１
８

』1. ,1

5 HC3a 』10．0 32.0 29．0

6 ⅡC3a 45．0 33.0 35．8

N'〕． グリ･ノド
火 さ ざ

l&if ((m) "i.f ((Ta) 深さ (m)
ゆ
』

■
』 IIC3a 11.(） 郷.(） 36.1

2H IIC3a Zl.(） 20.{） 17．0

29 IIC3a (“､0） 37．0 “.3

０１３－３

IIC3;1

IIC331

(､10．0）

12.(）

(31 .0)

36．0

０
４

●
。

１
１

：
Ｉ

４
４

3控 IIC3a 10.(） (35.0） 23.5

33 nC3a 31.0 25.0 30.2

31 nC3a 87,(） 76．0 1,1. 1

35 IIC:la 5().(） 29.(） ‘17．2

:16 IIC2；I 29‘(） 28．0 26．2

37 IIC2n 33.(） 28.(） 型.9

38 IIC2a 38.(） 31.(） 62．5

調

40

,11

ａ

ａ

副

リ
宮
少
』
Ｄ
Ｉ

Ｃ

Ｃ

－

Ｃ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅱ

０
０
◆
畢

もⅡ凸⑪凸へｘ》０で

.〔）

ｐ
－
ｐ
８
》
ワ
堂

４

－

３

32.(）

3

ゆ
》
⑳
』

●
●

０
ウ
】

３
５

･12 IlC1b 20.〔） 18.(） 12.‘1

’13 IIC｡lb 3().(） lZ.(） 27.8

･1.1 IIC b 32.〔） 3Z.《） 18．7

､15 IlC b 13.(） 33.(） ,13．2

,16 IIC b 29.〔） 2‘1.(） 19．1

17 IIC b 郷.〔） 3〔).(） ,11．1

８
９
０

１
４
５

ｂ
ｂ
ｂ

ｌ
ｌ
ｌ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ
ｌ

０

０

０

●

合

や

’
１
０
１
【
ｊ

恥
Ｊ
ｎ
Ｊ
リ
】

29．0

28.0

型.(）

33．6

・18．1

11．．1

1 IIClb (28.0) 21.0 27.1

52 HC,lb 39.0 36.0 59.‘1
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No． グリッド
大き ざ

畏掻（画 屈径（垣 深さ(rm
53 IIC4b (27 0） 25 0 りり

ごｰ

、
〃
】

54 nC4b 60 0 55 0 5

55 HC4b 35 0 31 0 45 8

56 UC4b 70 0 (60 O) 28 7

57 UC3b 102 0 96 0 65 9

58 IIC3b 28 0 25 0 29 9

59 IIC3b 24 0 22 0 39 9

60 HC3b 51 0 41 0 25 1

61 HC3b 17 0 15 0 26 4

62 IIC3b 70 0 59 0 37 8

63 UC3b 24 0 18 0 30 1

64 UC3b 40 0 35 0 53 3

65 HC3b 23 0 (19 0） 14 2

66 IIC3b (26 O) 23 0 15 4

67 IIC3b 25 0 24 0 12 1

68 HC3b 19 0 17 0 26 1

69 nC3b 70 0 (45 0） 38 6

70 UC3b 36 0 28 0 33 9

71 IIC3b 31 0 26 0 26 8

2 UC3b 32 0 29 0 41 8

3 UC3b 52 0 48 0 33 ７

4 nC2b 32 0 29 0 28 5

5 HC2b 99 0 92 0 40 3

6 HC2b 58 0 54 0 27 6

7 UC2b 34 0 (26 0） 25 3

8 HC2b 33 0 30 0 42 8

9 UC2b 26 0 23 0 12 0

80 nC2b 58 0 (46 O) 61 1

81 IC2b 51 0 (41 O) 52 2

82 UC2b 40 0 37 0 46 9

83 IIC2b 51 0 46 0 54 5

84 HC2b 34 0 (32 0） 43 4

85 IIC2b 48 0 30 0 36 0

86 HClb 35 0 34 0 46 8

87 UC4c 47 0 29 0 35 I

開 UC4c 56 0 36 0 56 9

89 HC4c (50 0） 40 0 38 8

鋤 UC4c 92 0 87 0 52 4

91 UC4c 67 0 50 0 52 5

92 UC4c 29 0 27 0 15 3

93 UC4c 36 0 33 0 42 5

94 UC4c 44 0 (42 O) 24 3

95 UC4c 52 0 43 0 46 2

96 ⅡC4c 34 0 33 0 37 3

97 ⅡC3c 58 0 26 0 31 3

98 UC3c 58 0 (38 O) 49 6

99 UC3c 62 0 34 0 54 1

'㈹ UC3c 28 0 (23 0〉 21 9

101 UC3c 42 0 41 0 13 9

102 HC3c 38 0 (26 0） 55 9

103 MC3c 57 0 (40 0） 29 0

l(肌 IIC3c 42 0 38 0 66 7

105 IC3c 45 0 44 0 45 5

106 HC3c 73 0 (64 o) 60 2

107 UC3c 39 0 34 0 25 0

108 HC3c 37 0 33 0 47 7

109 HC3c 48 0 35 0 62 8

110 HC3c 53 0 45 0 20 5

111 nC3c 63 0 52 0 65 9

112 nC2c 43 0 27 0 39 9

113 nC2c 44 0 42 0 55 0

1M nC2c 23 0 23 0 29 3

115 nC2c 98 0 (68 0） 71 9

116 uC2c 47 0 43 0 63 】

117 uC2c 38 0 36 0 51 1

N⑪． グリ･ソド
大き ざ

艇催（因 短径(m 潔さ((E

118 HC2c 32 0 27 0 13 3

119 HC2c 25 0 24 0 13 4

120 UC2c 36 0 36 0 14 4

121 UC2c 59 0 (42 0） 59 5

122 UC2c (54 O) (45 O) 62 8

123 IIC2c 45 0 (39 0） 47 7

124 nC C 25 0 24 0

25 nC C <39 0） 33 0 43．1

26 HC C 36 0 34 0 47．4

27 ⅡC C 113 0 106 0 55.4

28 IC C 37 0 35 0 ー

29 HC C 30 0 28 0 ー

30 HC C 39 0 32 0

131 ⅡC 。 40 0 33 0 39.‘1

132 ⅡC 。 31 0 25 0 16 ５

133 ⅡC 。 49 0 33 0 55
勾
ク
》

134 nC ． 66 0 46 0 35 I

135 ⅡC ． 103 0 縄 0 65 4

136 UC 。 20 0 18 0 3 4

137 ⅡC 。 33 0 30 0 6 I

138 ⅡC 。 35 0 31 0 6 7

39 ⅡC 。 132 0 (101 0） '8 4

0 UC 。 妬 0 13 0 8 3

1 HC 。 36 0 29 0
1

1 3 0

2 UC ． 37 0 33 0 3 2

3 ⅡC ． 29 0 28 0 ５ 3

4 IC3d 75 0 68 0 3 8

5 HC3d 78 0 44 0 35 7

46 IC3d (32 O) 24 0 19 ２

47 UC3d 38 0 30 0 37 6

48 IIC3d 33 0 28 0 54 9

M9 HC3d 39 0 鋤 0 60 2

150 IIC3d 44 0 39 0 66 3

151 nC3d 37 0 36 0 62 3

152 UC3d (34 0） 33 0 31 0

153 HC3d 66 0 (46 0） 28 ‘1

154 UC3d 50 0 48 0 69
画
〃
日
？

155 HC3d 49 0 48 0 72
⑥
凸

156 UC3d 45 0 41 0 39 6

157 HC3d 51 0 40 0 29 8

l銘 HC3d (37 0） (24 O) 32 9

159 UC3d 35 0 (28 0） 46 8

“ UC3d 34 0 31 0 55 9

61 ⅡC3d 24 0 23 0 26 ７

62 IIC3d 33 0 (26 0） 12 4

63 IC3d 魂 0 23 0 28 2

刷 IC3d 53 0 38 0 13 4

65 UC3d 44 0 30 0 59 0

66 IIC3d 閉 0 24 0 18 5

67 IIC3d 41 0 35 0 31 0

68 ⅡC3d (弱 0） 51 0 37 3

69 IC3d (35 0） 32 0 14 6

70 UC2d 68 0 56 0 63 6

171 HC2d 40 0 35 0 79 6

172 IC2d 41 0 39 0 41 0

173 IC2d 躯 0 31 0 3 9

174 HC2d 42 0 23 0 19 9

175 IIC2d 65 0 62 0 27 5

176 IIC2d (32 O) 30 0 36 9
勾弓

Jイ HC2d 29 0 21 0 35 ５

78 nC2d 35 0 31 0 32 3

79 nC2d 46 0 45 0 釦 5

80 HC2d 45 0 (40 0） 69
再
ｊ
ｆ

181 nC2d 38 0 30 0 17 6

182 HC2d
P戸

③3 0 52 0 15 6
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No． グリッド
大き き

腿偲((m) 畑従（函） 深き（函）

248 HC3 38.0 35.0 ”､3

249 HC3 0 18 0 15．8

250 HC3 31 0 29 0 24.1

251 HC3 67 0 55 0 61.7

252 nC3 69 0 58 0 58,5

253 IIC3 22 0 19 0 37,6

254 IIC3 2イ 0 23 0 ‘12.7

255 IIC3 29 0 25 0 ,10.5

256 nC3 83 0 75 0 ‘17.8

257 nC3 69 0 53 0 50.2

258 nC3 32 0 31 0 44.6

259 UC2 25 0 18 0 11.4

260 IC2 28 0 23 0 60.0

261 IIC2 29 0 24 0 ,15．2

262 nC,1 41 0 30 0 20.2

263 nC4g 37 0 36 0 47．2

Z制 nC3g 0 29 0 40.4

265 nC3g 60 0 45 0 40．9

266 IIC3g 39 0 29 0 39.0

267 IIC3g 68 0 “ 0 35．0

8 nC3g 23 0 19 0 17.5

269 nC3g
門
口
日２ 0 25 0 30.6

270 HC3g 53 0 37 0 45.2

271 UC3g 35 0 30 0 58.3

272 HC3g ‘18 0 40 0 31．6

273 HC3g 36 0 32 0 68.6

274 HC3g 53 0 45 0 18．6

275 IIC3g 016 0 猟 0 51．1

276 nC4g 43 0 39 0 16．0

277 nC.$h 38 0 29 0 9．6

278 nC･1h 23 0 19 0 35.0

279 l1C4 11 ,10 0 (34 0） 幅.0

280 IIC4h (39 0） (23 O) 20.0

281 HC,1h (46 0） (33 O) 9．7

認2 HC4h <45 0） (40 O) 卯.2

2弱 UC3h 39 0 劉 0 58．3

2駒 IIC3h ‘19 0 36 0 ‘15.6

285 IIC311 28 0 24 0 38.8

286 IIC3h 18 0 16 0 ,17．8

認7 1IC311 (50 0） 0） 48．3

288 nC3h (48 o) (37 O) 25.5

289 nC3h (5O 0） (30 0〉 17．2

290 HC3h 割 0 14 0 19．8

291 IIC3h 0 33 0 ‘11．7

292 UC3h 鯛 0 22 0 31．9

293 HC3h 13 0 9 0 瀦.8

ワ
画 HC3h 20 0 10 0 9.0

295 nC3h ,15 0 30 0 16．1

296 IIC3h ,13 0 (35 0） 10．5

297 IIC311 33 0 (21 0） 11．6

298 XD3a 郡 0 21 0 11．5

299 HD2e 55 0 46 0 19．1

3㈹ nC2c 18 0 16 0 19.4

301 B8a 麹 0 (23 O) 43.0

302 BBa 0） 31 0 17.0

303 B8a (20 0） 17 0 11．3

30,1 B9n 60 0 49 0 64.3

305 B9a 33 0 (24 O) 18．5

306 B9a ･11 0 (30 O) .8

307 B9a 31 0 30 0 ･11.0

釦8 B9a 30 0 (29 O) 55.1

鋤9 B9n 29 0 (26 0） 53.4

310 B9a 35 0 34 0 78.5

311 B7b 0 ･19 0 35.1

312 B8b 25 0 23 0 52.2

N0． グリッド
大き き

腱従（”） 勉掻（鯛） 深さ（唖）

183 HC2d 68.0 58.0 60.9

184 nC2d 31 0 29 0 49 8

85 IC2d 53 0 41 0 54 1

86 HC2d 55 0 40 0 31 1

87 nC2d 60 0 56 0 33 1

88 nC2d 35 0 23 0 52 1

89 IIC2d 43 0 ”0 24 9

I90 nc4e 70 0 蝿 0 53 7

I91 nC4e 45 0 (34 0） 15 1

192 UC4e 41 0 38 0 32 2

】93 UC4e 37 0 33 0 14 8

】911 UC4e 79 0 0） 20 1

95 HC4e 29 0 29 0 20 8

96 HC4e 29 0 28 0 15 7

97 nc4e 41 0 38 0 クリ
嘩専 9

98 nc4e 42 0 26 0 16 6

99 nC4e 50 0 48 0 39 1

2” HC3e 48 0 45 0 Ⅲ
《
ヴ
リ

201 nc3e 55 0 ‘18 0 ,10 5

202 HC3e 49 0 36 0 38 8

2鴫 UC3e 74 0 63 0 59 6

2帆 nC3e 鍋 0 20 0 16 4

205 nC3e (36 0） (28 O) 鋤 5

2“ HC3e 52 0 (41 0） 49 I

207 nC3e 53 0 50 0 69 6

208 IIC3e ｲ5 0 44 0 53 3

209 nC3e 21 0 19 0 18 I

２ 0 nC3e 41 0 33 0 37 9

2 1 nC3e 37 0 35 0 6 6

２ ２ UC3e 58 0 54 0 73 8

2 3 HC3e 40 0 30 0 46 5

、
畠 ‘I HC3e 32 0 26 0

《
Ｍ
ザ

叩
邑 ,1

2 5 UC3e 42 0 20 0 25 3

２ 6 UC3e 72 0 46 0 54 9

２ 7 uC3e 32 0 20 0 13 2

2 8 nC3e 35 0 21 0 9 4

2 9 nC3E 39 0 37 0 30 3

220 nC3e 44 0 36 0 ‘1'1 6

221 UC3c 32 0 30 0 38

222 UC3e 26 0 19 0 36 ２

223 UC3e 36 0 30 0 41 1

蝉 nC3e 49 0 34 0 13 ７

225 UC3c 釦 0 (36 O) 57 6

226 UC3e 42 0 31 0 21 6

227 HC3e 32 0 (29 0） 52 8

228 HC3e 38 0 35 0
ｎ
ご

り
》 6

229 nc3e 40 0 35 0 Z3 3

230 ⅡC3e 36 0 36 0 68
ウ
》

231 nC2e 49 0 33 0 48 3

232 11C2e ‘17 0 38 0 16 6

233 nC2c 39 0 27 0 61 1

2魏 UC2e 49 0 ‘13 0 16 2

認5 UC2e 58 0 43 0 18 3

輿6 UC2e 48 0 46 0 15 3

蕊7 UC2e 43 0 33 0 13 8

謁8 HC2e ｡Ⅲ 0 (科 O) 58 6

239 nC2e 32 0 32 0 ”0

240 XC2c 28 0 28 0 70‘I

241 nC4 36 0 30 0 32 2

別2 nC4 45 0 40 0 18 9

243 nc4 36 0 32 0 57 9

244 nC4 32 0 <22 0） 32 5

理5 HC3 0 30 0 48 3

割6 UC3 37 0 34 0 1.1 7

2.17 UC3 31 0 (29 o) ルI 0
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（4）工房関連施設・工房跡

本遺跡では捌在Ⅸ北東側よI)鉄器生硴l:脚跡の間巡施没と見られる竪穴巡物跡をMl･2棟検出した。ひとつ

は1号工房関連施設で､その床Ihiからは半戒きれた鉄鋼、鉄札、雅股鍬、刀子、棒状鉄器、塊状津、錆ﾊﾞ、

鍛造剥片と見られる遺物、扁平礫が出土し、中央部からは還元色を示す現地性の焼土が確認きれている。

もう一つは1号工房跡で、その床面からは炭化物が充填されたピットaとそれに繋がる細い満、還元色を

示し皿土中に剥片状の鉄灘を多吐に含むピッI､bと、鉄関連炉と見られる現地性焼l:、部分的に黒色を!FIす

る府ド礫などが検出されている。検出された剥片状の鉄津からは磁ｲiによる抽lllの結果、明らかに鍛造剥片

が悦在するものであることが確認されている。

1号工房関連愉瀦

遺構（第120～121図、写真図版63.64)

＜位圃> HClg～ⅡC2gグリッドに位i冊する。

＜検出状況・重複関係＞災土除去綾のⅢ堀II!で蝋色～熟褐色の隅丸腿方形プランとして検出した。 4･り畿

穴巡物跡と上下の重複関係にあl)、本避柵が新しい。北方3mには1号工腸跡が位慨する。

＜平面形式・規模＞長径は607cm、郷従は460ぐmの建物である。

＜辿物方位＞桁行の軸方liﾘはW-68o－Nである。

＜柱穴＞黒色～黒褐色シルト主体で、8脳からなる。7屑中に炭化物粒と焼1粒を含む。令体的にしまI)

は強くなく、粘性もやや弱い。

＜壁・床面＞壁商は残存値で東唯5cTn、IIWIW51c,n、南壁31cm、北砿15じ､をil!ﾘ I)、外傾しながら立ち上がる。

床は4号竪穴廸物跡を埋め展した=kmに悩築されており、やや硬くしまるもので、床而中央部の現地性焼t

の周辺は特に堅固である。

床Imからは多景の萱が炭化した状態で検出されており、移地性焼土が多く秘められることから、本遺柵は

焼失述物とぞえられる。

＜現地性焼土＞床而やや中央部より長径5.5fm×短径5.2cm、厚さ2(mの現地性の焼土が検出された。この

焼土の周辺にはlOCmほど暗灰色を呈する範囲が認められ、その周囲は非常に硬くしまる。検出されたのは焼

土のみであI)、周辺から炉雌と思われるような櫛築材などは発見できなかった。

＜周潤＞東側をのぞいて壁際をほぼ全脚する。開口部径は15～25(yniil後で、深さは6～7dn前後である。

遺物（第122図～124図・写真図版99～101)

＜出土遺物＞床面から鉄札l5枚と半敗された鉄鍋、雁股雌、刀子、棒状鉄器、塊状樺、錆片、鍜造剥片と

見られるj吐物、凧平礫が出土した。

＜時期＞鉄鍋の時期は形式学的には、l311t紀代のものと推測される（財･l･l雌人北海過埋蔵文化財センター

越田賢一郎氏のご教示による)｡一方､鉄札の時期は形式学的に11世紀後～12UM前鱗；のものと推測きれる(栃

木鼎埋戯文化財センター泳野仁氏のご敬,(による)。どちらも時期決定の決め手とはならず、詳細について

は不IﾘIであるが、これらの遺物より遡ることはなく、中世までの時期と帆膜〈捉えておきたい。
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第121図 1号工房関連施設(2)

1号工房跡

遺構（第125.126図、写真図版65）

＜位匿> HC3g～h，ⅡC4g～hに位世する。

＜検出状況・誼複関係＞斜面最下位の畑耕作土除去後､すぐに焼土が掘出したため避櫛の存在を確認した。

南方3mには1号工房関連施設が位慨する。

＜平面形式・規模＞長径800cm、短径-380cmの建物である。短径は残存値である。

＜建物方位＞桁行の軸方向はW-52=Nである。

＜柱穴＞確認できた範囲で、床而にPI～8の8個の柱穴が規則的に廻る°東半部が澗査区域外にかかっ

ており全体の配置は不明であるが、さらに東側に柱が延びてゆくものと考えられる。

＜埋土＞黒褐色シルト主体で5層からなる。現代の耕作による撹乱を受け、埋土の上位は殆ど残存しない

（巻頭カラー図版参照)。

＜壁・床面＞壁高は残存値で西壁34cnl、附壁21"、北壁14mであり、外傾しながら立ち上がる。床面は全

体に2～26qnの貼り床が施きれており、中央部と壁際で厚くなっている。床而の締まりは硬い。

＜炭化物充填ピットaと小溝＞検出した建物プランのほぼ中央部から挺佳60cm×短従50m、深さ10cmほど

のピットを検出した。底面には炭化物細片がびっしりと充填されている｡また、このピットから幅20cm、深
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さ10cmほどの細い識が、北東方向に約12.5cmほど延び、調森区域外へと続いているのが確認できた。

＜現地性焼土＞床而やや中央部より長征-8.6cm×惣径7.2(rm、厚さ5cmの現地性の焼土を確腿した。この

焼土の底面には暗灰色の薄墹がlOcmほど認められる。検出できたのは焼土のみであるが、本来あった炉壁が

耕作等による撹乱で失われた可能性や、あるいは東側の調査区域外に残存している余地も残される。本焼土

と前述のピットa、小櫛が一巡の生産禰勤に使用されていたかどうかは今後吟味を要するところである。

＜鍛造剥片が検出されたピットb>底面に炭化物が認められたピットaの北東方向70cmから、長径40CmX

短径34m、深さ10"ほどの規模を持つピットbを検出した。このビットの埋土は5層に細分きれ、褐灰色～

暗赤褐色などの還元色を主体として櫛成される。このピットの内部からは剥片状の鉄屑が多趾に得られてお

り、磁石を用いた抽出の結果、その中に明らかに鍛造剥片が混在する状況が確認できた。鉄生産活動に使用

された火窪炉の可能性が考えられる。

＜周溝＞東側を除いて壁際をほぼ全周する。開口部径は15～25cm前後で、深ざは6～7dn前後である。

遺物（第126図・写真図版101)

＜出土遺物＞床面から鍛造剥片、台石の可能性のある職平礫が出土した。

＜時期＞時期決定できる遺物を欠くため、詳細は不明である。近接する1号工房関連施設との関係（立地、

建物形態）から推測してこれと同時期のものである可能性が高い。

(中村直美）

〃

彦

0 1”1：3

一一芦一一ヨ

第124図 1号工房関連施設出土遺物(3)
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1号工房跡床而焔十
1 5YR5/8 IW赤褐色焼I
2．lIIYRl7/I 肌色シルト

粘性やや恥しよ'j中'1，1 (､tl l 'hi1も入
粘竹BI'L1 I)中鵬化物暦

し＝ず≦
410

409

0

411

412．413は写真のみ掲載
1艇、1：30

ー－
b

第126図 1号工房跡(2)・出土遺物
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（5）墓坑

遺桷（第127～131図・写真図版66～68）

捌壷区全域から51基を検出した。調炎区南側斜ili上方と北側に巣'l』している。特に南側の墓坑群は墓坑同

士が近接し、亜復している。北側でも他の造機との飛複が見られる。個々の墓坑の情報と位置関係について

は鋪5X(E)と第130～131図の遺櫛配世便Iを介わせて参照されたい。検出された墓坑の形態は、ほぼ全て

1柚i形が円形で断面形は逆台形状を呈している。規模は大小様々であるが、開口部徒が100～150cmのものが

多い。深さは残存値6～147cmと多様な値を示す。調森前の捌在区は畑地であり、その造成や耕作により削

平を受けたため、浅いものもあると思われる。人骨が残っている蕊坑が多く、それらは個々に図版を褐戦し

た《，その多くが膝を折I)曲げ腰るように埋葬きれた状態を示している。

谷を挟み北西に隣接して仁出寺という寺院がある。『一・戸町雌』によると、仁呂寺の開山は正徳二年(1712)

年（元禄初年・ 1688頃との説もある）である。調査区の斜mi上側には現在も墓所がある。今回の道路工事事

業に伴い、綱在Ⅸ内の埋弗されていた墓は移動したとのことだったが、蕊碑や記録が失われてしまったもの
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など、旧い時代のものが残ってしまったものと考えられる。これらの人骨は然るべき供養を行い、曹洞宗仁

昌禅寺に納骨した。

遺物（第132～139図・写真図版102～106)

出土遺物は棺桶の釘、副葬品として古銭（寛永通宝）のほか、煙管、静、小型鉈などが納められていた。

釘は鉄製で頭部が折りⅢlげられている。煙蒲は銅製の吸いI｣、雁首だけでなく、竹管である羅宇も残ってお

り、緑青を生じている。秤はガラス製のものと毛髪の絡んだ銅製のものが出土している。墓坑の中には梢桶

の材が残っているものもあったが、腐朽が激しく脈形をとどめてはいなかった。lll土した遺物・副罪砧、人

骨の残存状況などから考え合わせて、仁昌寺がI)lllllした近世以降の墓所であったことは確かであろう。 6 ･

7号墓坑は底面に方形の柚痕が見られることから、近代以降のものであるⅡI能性が商い。

(原美津子）
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第139図墓坑内出土遺物(8)

銭間（第133～139図、写真図版102～106）

本jli跡で出|:している銭貨は合ill･159枚である。時期は巾1tと近lll:、 また近現代のものに分けられる。 'l!

lltの錨ifは、北米の至道沁賓（初銚年995年)、成14元寳（初鋳年998年）作符元寳（初鋳年1009年)、皇末jm

寳（初鋳年1038年)、熈寧元寳（初鋳年1068年)、元豊通寶（初鋳年1078年)、Iﾘ1代の永楽通寳（初鋳年1408年）

の制・7枚である。これらは国内で鋳瞳された模鋳銭（私鋳銭）の可能性もあるが、区分が困難であるため渡

来波として扱う。近枇の銭ifは、そのほとんと'が無坑からの出土であl)、いわゆる大過波と呼ばれる性絡の

ものである。大道銭は6枚とも間締して一塊となっている場合が多く、群に紐がj曲されているものもある。

しかし、残念ながら墓坑からの川t遺物が人為ミスにより人骨供養の埋弗時に拠在してしまい、遺物出土地

点が彼元できない。資料としての佃iｲ|{(の半減は再めないが、間称した六道錨から錨ifの此伴im係だけでも復

元を誠みようと考える。

本遺跡より検出された墓坑のほとんどは近世墓であI)、一部近現代のものも含まれる。当時は土葬墓が一

般的であり、副葬品として銭ifの他にも秤や鉈、煙腎など生前に愛ﾊIしていたものなども埋葬されていた。

llll:錨街はいずれも寛永遡寳であI)、そのIﾉ1訳は寛永～ﾉj治年llll (1636～l659年）に鋤造された古寛永20枚、

寵文～天和年間(1668～1683年）に江j了血戸所で鋳造された文銭12枚、元文ｲlillll (1736～1740年）に鋳造さ

れた新寛永82枚、寛保年間(1741～l7J13年）に摂津高津新地所で鋳造された汁元銭2枚、明和年間(1764~

l770年）に肥前任崎所で鋳造された↑f腿錨1枚である。また、判読不Iﾘlの錨院は32枚である。そのほかに竪

穴述物跡から中世と考えられる棋跡彼が2枚出土している《，

-･ l87-



銭貨の合計159枚のうち、墓坑から出土した銭貨は合計144枚である。このうち出土地点がはっきりしてい

るものは3号、22号、42号．、 45号の4悪坑である。ここで、このほかに間筋した大道鋤からA～Lのl2蕊坑

を設定し、以下の第3炎に示した。各蕊坑の合討は復元出来るもののみで、このほかにも数枚プラスされる

可能性がある。最も多いのは元文年間の鋳造された無背銭を主体とする墓坑であり、それに文銭・古寛永を

伴うものである。これは蕊坑に埋卵された時期が元文年Ⅲlかそれ以降のあまり時期差をもたない181吐紀中葉

期であることを示している。また兜保年llllに鋳造された背元銭を伴冊している22号。45\･難坑はそれ以降に

埋弗されたのは確かであることから、これらもi可じく上限年代はl8世紀中葉期とみられる。

特徴的なのは、これだけの数の銭貨を出土しながら、明和5年(1768年）以降登場する四文銭が州土しな

いことは、墓坑の．ﾄﾞ限年代が四文銭が流通する以前であることを旅しているといえよう。

（北lll勲）

第3表墓坑内出土銭貨内訳表

（6）住居状遺栂

1号住居状遺構

遺桝（第140図・写真図版68)

洲査区中央部、 IBlOgグリッドから1棟を検出した。53号難坑と爪複し、これを切る。メインベルト断

面に表土直下からの掘り込みを確認できたこと、近世の墓坑より新しいことから、本遺櫛の時期は少なくと

も近世～近代を遡らないであろう。規模は長径502cm×短従250cm、平面形は長方形を呈する。深さは残存値

で42cmを測る。埋土は10牌からなI)、黒褐色シルト主体で柵成され、全体に褐色～黄褐色のシルトブロック

を含む。床面には長さ150～190(wll、’M20～38(m、深さ12～14rm栂度の浅い掘I)込みが5箇所、ほぼ等llil隅で

見つかった。これらはその形状から推測して根太痕ときれるものに類似し、上部に板を敷いて床面としてい

た可能性が考えられる。砿に近いところには柱穴が12蕪等1111隅で並ぶ。また、南側の壁と柱穴のlilで薄い板

状の木片が確認され（写典図版68参照)、板壁として川いられていたⅡj.能性がある。

（7）井戸跡

遺構（第141図・写真図版69）・遺物（第141図・写真図版107）

捌査区中央の斜面下方で､井ji跡2坐を検出した。l号井)i跡は､36号住居跡と通複しておI)、これを切っ
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、、 18109 1号住居状遺構
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1号住居状遺柵
l. 10YR3/1 Ⅲ隅色シルト臘体 l0YR4/6褐色シルトプ【J ノク・ 10YRC/81W職間色シルトプロ･ノク各1％の混合粘性010 し士りべ，や刺
2．10YR鮒/1 1M悶色シルト .IWIOYR4/6褐色シルトプロノク・loYR1>/81U職脚色シルトプロ･ノク杵1，の膿介帖性やや柵しまlパ'く』制
3．10YRII/2 MⅧ色シルト .k体 l0YR‘1/6間色シルトプ『ルク・lOYlt6/81ﾘl此間色シルトブロ･ノク弁l鮎以下のI"r *,'!性'1， しまりやや刺
4．lOYR3/2 M燗色シルト主体 l()YR6/8叫醐間色シル1,ゾu‘ノク1％の拠fr 粘性やや瑚しまI)ベ'や肘
5．10YR3/l 肌榔色シルト主体 l0YR2/1蝋色シル1，．10YR4/(i柵仏シルトプロツク ･ 10YR6/8明黄褐色シルトプU･ノク汁I INj#&G *,'@性中
6, 10YR2/3冊褐色シルト我体l0YR4/6縄色シルI､プn･ノク〈小〉 l蝋,以ドの鵬合粘性中し主りやや湖
7．lOYR3/3暗褐色シルト・ 10YR4/6褐色シルト・ 10YR6/8Iﾘl繭褐色シルトの混介粘性中 しまI)中
B，l0YRZ/1 狐色シルト・ I⑪YR3/3暗褐色シルト ・ l0YR5/6淵潤色シルトの汎合粘性強しまI)強
9．lOYR‘I/6冊色シルト 粘性強しまI)強
10．1(ハ'R2/1 肌色シルト W,性やや強しま')ややガル I()Y1t5/6尚柵色シルト少弓況入

第140図 1号住居状遺構

しまりやや弱

-189-

No. I Pl P2 I P3 1, ,1 P5 P6

係 ｛ぐm)|39×25 30×1815() 33×27 33×:蝿 Z8xZ3

深ざ (cm)| 22 22 1 2､l 29 31 :10

N〔入 P7 P8 P9 P10 P11 Pl2

径 〈cm〉34×27 30×21 ‘12×37 ･18×47 40×郡2 45×Z8

深き（c、） 36 28 ‘15 28 31 :州
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ている。平而形はI【l形で、開口部径は250cm弱、深さ170cm程度である。埋士は黒色シルト主体で、多湿の礫

を含む。側線上部は粘土で貼I)、壁面は礫を樅み上げて栩強が成されているようである。また底面付近から

は井戸枠らしき材木片が州土している。

2号井戸跡は、 1号よりかなり小規模で、開n部径150cm以下、深さ160cm程である。埋土は1号と同様で

ある。

2雌の底Ihiのレベル達は150ml近い。いずれも庇而からの澗水が群しい◎詳細な時期は不明であるが、出

土した井戸枠の形状などから推測して、近世～近代のものと位悩付けられる。

（8）柱穴列

遺桐（写真図版62.63）

柱穴列は調査区の全域から計12列検出された｡集中するエリアは､東側斜面下位である｡規模は径20～50cm、

深さ30～50"ほどをはかり、一列8個から12個で柵成される。のちに地境杭と判明したり、以前は水山を行っ

ていたという話などから、水田のはせ杭ではないかとのお謡を地元の方から伺った。柱穴の埋土断面は、蝋

色～黒褐色上が主体で構成され、埋土のLまI)もない。時折、柱材が残存しており、腐敗も進んでいないこ

とから、ほぼ現代のものとして大過ないと思われる。

（9）築石遺櫛

調従'又全域から4基を検出した。人為によって亜図的に典められたと判断した礫の集合である。検出面は

5蝦ともIIMMMである。検出而が|:位であることから判断しても、いずれも新しいものであり、1I1くとも

近世を遡らないであろう。すべて不整に典石されており、蒋微的な配ﾘなどは見られないため、その性格は

不明である。出土遺物もない。

1号集石（写真図版69）

澗企区中央斜Iii上方IB3 jグリッドに位股する。20(､､以ﾄﾞのﾉﾘ礫・illi角礫が120～140cmのｲ雛形の範囲

に無作為に広がる。掘l)込みは見られない。

2号築石（写真図版69）

澗炎区北側斜面上方IC2dグリッドに位世する。10～35m大の角礫・亜角礫がlOO×210のｲ罐形の範囲

に無作為に広がる。礫の下位には径約90cm、厚き20cm程庇の掘り込みがある。埋土は焼土ブロックと炭化物

粒を含む瓜褐色上主体で櫛成される。

3号集石（写真図版69）

調在区北側斜面上方IC5fグリッドに位置する。20cm大の円礫・亜角礫が60×70cmの不整な半円形の範

l川に分布する。掘り込みは見られない。

4号築石（写真図版69）

刑在区中央斜面上方IC5cグリッドに位世する。大小二つの災合に分かれ、10～25cm大の円礫・亜苅礫

が、それぞれ200×80cmと45×40(T,のｲ雛形な範|州で分布する。掘り込みは見られない。

（原美津子）
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第4表縄文時代遺構一覧
(A)竪穴住居跡

－192－

in僻渦 グリッド 規恨 （､12／ド／高）砲 炉位便 ＃i形松 ．'i 蛤 住穴配賦 時期 締|Ⅱ関係

】り仙岬僻 IC3 i 573×51,1／556×480/W57×E鋤，537
×Nl7

E A－② SW－NH A－5 淵期末紫~惟期初
2\1Mnif# IC6 j 9“×－4鯛／866×-450／W18x鯉8

S＝51
SH A－⑤，

、
E-W A－7？ 中期末紫 3￥性と重悩、これを切る？

3蹄Ⅱ蛎跡 IC6h －5㈹×,182／-550×-378／W棚×I§
3，S20xN6 SE ハー② E-W A－．1 M期．k鏡-後期初 勵猟勝“、こ“

,↓\I肌ﾘ跡 IC711 蜘協"師×(認報柵)/SW10
山
４ 灘＃ B－① Ｗ

ｑ

Ｏ

Ｇ

ｅ

Ⅱ

４

口 C 淵卵蝋-剛初 3･￥性とik組、これ燈切る

5サII蛸跨 IC3H 315×276／313×274／W32xE
S＝20

N× １
１ 灘； B－① SW－NE C 淵期来集~後期柵

6り惟勝跡 lC4h 356×3帥／350×副l／Wl8×E
×SlO

．N5 １
１ 斜ら I） SW－NE 、 中朗末葉

アリ･(剛0;跡 IC5E 44$×説7／4蝿×郷2／W36×E
×S1苫

．N13 ８
１ 鮒

ら
B一① 齢W－N鷺 B？ ＃尉幟-催則〃

8号【I蛾跡 IC5鷹 3郷×3鋤／3割×302／SI6×N
×E6

i，WlO ｑ

由 E 八一② ＄-N C ﾛ10期ｲﾐ鏡

9附化肘跡 IC9i 6ZOx5的／6”×副9／NlO×S
×E3

1．W40 ０
ｔ 八一④ 罵-W A－5？ 中期末葉

】0￥化勝跡 IC9g 362×360／調4×訓6／N8×S
×E6

．W･I
別 A－① 瞳｡Ⅵ A－2 中期末蕪

1】\1帥;跡 IC8c 410×35.1／397×336／WIG×蔦
xSl6

, 肘1
E 、 Sm･･刊E 、 中期求粟 12珊化と】:！\化を切る

12WI錨跨 IC8c 497×438／4“×110／W8×E
×S13

，肘5 SE A－③ 馬I§-NW A－l？ 中期米蝋 脳化に切らIL. 13砂惟を
13り化ﾘ舟跡 lC8ど 2”×27p/(270)×(230)/S1.1×NI4

W14×E7 S A－④？ S-N C '11期未策 11り-ikと12W拙こ切られる

1,1り化肘跡 IC8《1 ‘157×,137／447×401／NZ×S8，W13
×聡2 中央

B－①
SW－N脳 p 011"4"

15り化M跡 IICI ｡Ⅸ 676×530／(670>×釦3／肘8×$1:1,W
13×ピ10 S･中央 ハー蛾

I）
SW－N恥 A－，1 IIDM4" 脳 と細I、これに切ら

16M･1MO1跡 lIClE 7楯×－7“／73.1×(686)/N13×S,12,
W42×E12 : ハー(2) 繩-NW A－4 中期末繋 151j I;と瓜腰、これ＆切る

17吟化肘跡 IC10c ,1肥x3澗／4脚×錦9／K2×S10．W6
×E2 別瞳 B－② SW－NE ，中期末葉～俊朋初

頭 18\ kを切る

18叶住";跡 IClOE 290X”4／群1×252／N2×＄23,W型
×E6 ＄ 八一① 部W－NII A－2 ；期*蝋-後”179 帥:切られる

191･IMDi跡 lIC1d ．！M×,l営9／4割×4吋／W15xE．
＄10

計5×
撚呼 B-(1),

I〕
E-W C 惟刷初馴 20り‘ f階切る

20\I臘駝勝 HCI〔I 柵I×391／38lx3鯉／WI1×E10．X11
xSl2 E 八一① SW-NE C 110期末葉 19り似邑切られる

21\化射跡 IICI i 323×(3配)／316×(3劫)／NWZ×SE
2．sW,1×xE2 熟W 八一③ NW－SE A－．I IIIMk"

22呪勤僻 nC3j 一
割

帥×－13"-370×-117／NZ8×S
WxE＝36 S 肘 C ‘#0期氷壌

23W";跨 Ⅱ、3．
判
Ｗ

×一蕊0／,I”×-226／N1xS6、
5×E（5） SE A－① NW－S隙 C 中期水熟

21り(糾榊 IIC3b (315)×285／3鯛×268／NI5×SIO･W
25xEI2 010央 11-③ ー C 閉":葉-後期初

25附化肘跡 nC2c 呼矧認f(267)×(2.15)/WI8x陰 灘#ら B－① C 中期末莱～後期初
甑

郡￥化11糊 IIB3d '175×-386／472×-380／N2xS凡．
WZxE3 H E W ハー:I 淵期ｫ轆一後期初

27サ11期跡 IplOn 9.10×912／912×898／W31x脇23. N2
×S57 N 綿八一② 5．N

４
６

一
一

八
八 中期未熟 瀦慨に切られる｡ 2時剛

28り慨")跡 IC5c “2×490／(560)×5(､／N37×S24.W
55xE25 MH C－② NE-SW B 中期末葉 Z9り化と璽糎、これを切る

2”･慨肘跡 IC5c (513)×（5“）／（452）×(1．1
×324．W55xEZ5）

)／N37 NE 八一② NE-SW A－2 中期末蝋 繊化と”･これに切ら
加叶化肘跡 IDlOm

5”×6”／482×695／W30×E
×S18

3，N13 僻Wら C－③ NE－SW ，中期求紫～後朋柳
弧 2アリ化を切る

31暇化10;跡 lB611 501×’1”／4鯛×4低／N15xS
×E5

3，W22
腿 脇 N侭･$咄． B？ 0IUMIﾐ業

32￥化朏跡 IB8i .I鋤×478／4“×380／W鋤×E
×S釦

0．N10
躍 C－① XE－SW ，M 剛求業～俊明初

狸￥化膀跡 IC7m
･135×聯130／梨8×調2／x,1xS
xE6

uW.’
蔚 C－① XE－SW B

Ⅱ
Ｊ
制

期求葉～後期初

311》惟肘跡 IC8h 537×･166／5“×430／蔚郵×＄
×瞳9

．'･WZ7
僻3．

ら
C一② H1;-SW ，＃

期求蝋一使期初

3”･1鋤}跡 1 1IIoj 鯉畷儒l<"'0)× (315)／N× 醗鱗
侭

NE･SW I〕 淵期氷集-後” 36\他に切られる

36砂催伽赫 ⅡCla “0)×365／(365)×351／N4×S10.
W9×臘1 難戦 C－① NE･SW B？ [ｷ3期末葉～徒期初

頭 35珊化を切る

37'り性肘跡 IB8b 407×360／390×認8／Ⅳ8×S15，W23
×E2

己

■

■Ｉ C－②？ NE-SW ，淵期末紫～催期初

38＄化卯;跡 IA8j "8X=28"412×－260/N14xS21･
W26xI§4

ー E ■■■ ，Mw!瀧聡~14IUI"
39勝化勝跡 IC4唖 梱8×(4㈹)／393×(360)/S48.W43 鮒 八一(1) NI:-罰W A－2 UIm期



(B)土坑

(C)陥し穴状遺栂

第5表中世以降遺構一覧
(A)竪穴廻物跡

(B)工房関連施設・工房跡

(C)住居状週桐

側 考過柵名 規模(I:/-ド/n) cm

500×240/480×215/391号住居状逝柵

-193-

遺柵名 グリッド 規模（上／卜.／高）ぐ、 傭 考
1号土坑 IB3c 165×125/120×88/40

2号土坑 IB4e 105×98/73×62/60

3号土坑

4号士坑

IB10e

IB9e

250×250/115×125/80

274×267/171×186/46

5号土坑 IB8f 68×72／34×37／59

6号土坑

7号土坑

IB8g

IB9g

77×77/51×50/35

80×72／50×55／40

8号土坑 HC2b 216×192/90×83/110

9号土坑

10号土坑

HC2e

HC2e

(220)×(220)/(160)×170/60

200×(200)/145×(150)/50

11号土坑 HC2e (170)×(170)/(130)×(130)/15

12号土坑 IC8e 184×120/115×78/50

13号士坑 IC8e 140×133/39×38/57

14号土坑 IC8g 112×92/54×40/45

l5号土坑 IC7e 123×112/86×82/40

16号土坑 IC7e 100×80/74×64/25

17号土坑 IC8g 200×160/110×104/50

18号土坑 IC10h 125×l13/100×90/25

19号士坑

20号土坑

IC3 i

HC2 j

125×112/90×80/62

100×70/65×54/20

遺椴粉 グリッド 規模（上／下／商) cm 傭 考

1号陥し穴状遺柵 IC5c 360×60/350×24/70 28号住居跡に切られる

2．号･陥し穴状避柵 IC4c 200×24/186×14/70

3号陥し穴状遺櫛 IC5a 194×20/170×l0/40

4号陥し穴状遺櫛 IC4d 320×50/376×18/105

5号陥し穴状遺柵 IC4e 360×65／296×14/80

6号陥し穴状迩柵

7号陥し穴状避柵

IC5 i

IB5h

318×32/288×14/70

320×42/-350×16/60

8号陥し穴状通栂 IB5j 182×30/154×12/50

9号陥し穴状通櫛 IB8c 262×46／208×1O/70

10号陥し穴状遺櫛 IC5h 352×74／348×14/70

遺柵鵜 グリッド 規模（上／下/fM) cm 伽 考

1号竪穴建物跡 nD4d -570(張出部含)×-413/-540×-400/16 白磁皿・模鋳銭出土

2号竪穴建物跡 UA7j 643(張出部含)×440／620×400／37

3号竪穴建物跡 IB8f 406×328/390×310/37 焼失建物

4号竪穴巡物跡 HC2f 562×435／506×404／34 1号工房跡に切られる

5号竪穴建物跡 IC8j 476×354／370×268/50

6号竪穴建物跡 IC8i 363×(300)/314×(254)/40

遺柵名

1号工房関連施股

グリッド

UC2f

規模（上／卜．／高) cm

602×475/560×412/39

術 考

1号工房跡 UC3g 752×-380/720×-360/46



(D)掘寸群建物跡データ

Ｉ
宗
嵩
Ｉ

※マイナス仙は調査区外へ続くため、j仙加する可能性がある。

No. プラン 桁行×梁行(cn,) 而祇 遮物方位 柱間寸法 柱穴 附 考

1号 艇方形 51冊×3IM(955×591) 56.44㎡ N-51．－W 6.5尺（約197cm) 15

2号 艇方形 4IMj×3IIII (767×636) 48.78㎡ N-41．一W 6.6尺（約200m) 17

3号 方形 2間×1 1llI (424×394) 16．7】㎡ N-41｡－E 7尺（約212cIn) 8

4号 方形 3間×3IIII (636×600) 38.16nf N－1．－W 6.6尺（約200cm) 13

5号
一
Ｊ
夕 形 2間×2III1 (4"×376) 15.0411f N－3o－E 6.6尺（約200cm) 6

6号 催方形 4間×3Ⅲ（824×681) 56,11nf N-18o－W 6.6尺（約200cm) ･7.5尺（約227cm) 10

7．号 催方形 －6間×411il (-1371×785) -102.44zUf N-21．－W 身舎8尺（約242cn,) ･W5.3尺（約161cm) －ワワ
一一

8号 腿方形 -5IIM×3illl (774×605) -46.83㎡ N－28．－W 不明 -15

9-号 蜂方形 5問×1 IIII (1371×785) 62.78㎡ N-67o－E 8.2尺（約248cm) 11

10号 腿方形 3間×3間（737×478） 35.23㎡ N-67o－E 7.5尺（約227麺）・ 8尺（約242cm) 13

11号 災方形 41M×2IIII (914×599) 54.75㎡ N-63o－E 7.8尺（約236cm) 12

12号 艇方形 31M×1l1リ (663×442) 29.31nf N-67．－W 7.3尺（約221cm) 8

13号 災方形 －2冊×2IIII (-424×424) 17.98+n㎡ N-62o－E 7尺（約212cm) 6

14号 艇方形 －2間×1 1III (-424×424) 17.95+α㎡ N-80｡－E 7尺（約212cnl) 4

15号 催方形 2間×2IIII (576×266) 15.32nf N-88o－E 9.5尺（約288cm) 9 昭和50年代

16号 腿方形 3間×21111 (570×380) 21.66,If N－8．－W 6.3尺（約190cm,) 10



(E)仁昌寺Ⅱ遺跡墓塘データ一覧
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通跡粘 グリッド 牌位 岨楓（上~ド商〉” 人什 側線州 側琴

1号離坑 IIc3j 1I 82×81 70×79 II=6 有

25．蕊坑 HDlc H 82×73 65×53 11=15 毎
■bひも

3号蕊坑 IDlOc 11 106×108 59×62 H=50 有

Jlり･那坑 IDIOc Ⅱ 106×100 5!1×60 II=411 ｲ』 古銭（寛永通荒）
－－

5．り･熟坑

ー

IC6 Ⅱ 128×122 105×lOO II=130 鮭
d■■り

凸 一一一一凸

1
古錨（寛永麺i鷺）

1

6\･蕩坑 IC5 Ⅱ 218×197 100×93 M=110 ｲI 占錨（寛永通宝） 杭桶投打I)

7号墓坑 IC5 Ⅱ 130×(130) 93x82 H=1" ｲ『 古銭（寛永通宝） 柚桶痕有I)

8号慕坑 IC2h Ⅱ 125×125 87×82 11=(10 有 古銭（寛永通宝）

9号悪坑 IC211 I1 218×－158 170×－110 H=50 無 古銭（寛永通宝）

0\撫坑 IC2g I1 】26×126 100×l03 1-I=20 ｲ『 11『鯉（寛永通宝）・煉符・釘

1号纂坑 Ic2g I1 】34×123 82×82 1'1=60 右 古銭（迩永通宝）

2号蕊坑 IIB4d 1l 215×194 130×127 H=105 有

3号幕坑 IIB4c 1I 135×120 106×86 H=80 鉦
dbB､

4．り･蕊坑 IA5 i I1 75×68 55×63 11=20 ｲ』 釘ほか

5号離坑 IA6 i 1I (112)×85 88×67 1･1=50 無 釘ほか

6号基坑 IA5 11 Ⅱ 162×158 72×68 1．1=85 妊
49■■

7号基坑 IA5 i Ⅱ 115×73 88×M 1･I=20
ク
ト
配
■

、
吋
凹
舶

口
４
ｑ
凸
４ 釘ほか

8サ幕坑 IA4 i ll 102×97刷×65 I-I=30 有 古銭（寛永通宝）・釘ほか

9り･難坑 IA2g Ⅱ (180)×I40 130×88 11=,10 ｲﾘ 釘ほか

20号撚坑 IA4 I1 12d1×107 83×73 1．1=5() ，揺
り69■ 釘ほか

21号墓坑 IA5 Ⅱ 50×45 38×38 II=10 布 釘ほか

22号蕊坑 TA5 1I 134×135 94x98 H=48 有 古銭（寛永通宝）・小形鉈

23\蕊坑 TA4 II 127×120 60×67 M=50 拙
■巳■■ 釘ほか

2‘1￥離坑 IA5 II 1()8×100 70×66 II=25 無

25号蕊坑 IA5 11 130×130 86×75 11=75 布 古銭（寛永通宝）

26号蕊坑 IA6 i I】 （ 30)×133 88×68 H=70 無 癖（ガラス製）

27号蕊坑 IA6 1I （ 'IO)×(130) 83×9 11=85 鮭
｡■Bや

28り･蕊坑 IA6 1I （ 60)×(150) 108x 05 H=70 無

29\･蕊坑 IA6 Ⅱ （ 00)×(8(〕）55×(5 ） 鮭
■■｡■

30号蕊坑 IA2g 11 172×(120) 97×97 Ⅱ＝80 有 古銭（寛永通:i() ・釘ほか

315．悪坑 IA'l i Ⅱ ld12×127 7'1×65 I=80 布 古銭（寛永通宝）・釘ほか

32号･蕊坑 IA6 i Ⅱ 155×110 72×69 I=70 釘ほか

33り･悪坑 IA2h I1 112×105 96×86 H=60 有 古銭（寛永通宝）・釘ほか

3齢難坑 IA6 i 11 75×73 62×55 11=29 ｲ『 古銭（寛永jm鋤・釘ほか

35号蕪坑 IA,1 j 11 】16×90 73×56 11=･18 錘
■beq

36号蕊坑 IB3a u 170×130 69×63 II=110 右 古銭（寛永通宝）

37号蕊坑 IB3a I】 208×178 95×90 II=140 称 古銭（寛永通宝）・釘ほか

38\･溺坑 lA6j ll 128×125 116×I I3 H=11 ｲ』 古銀（寛永通流）

3”･蕊坑 lB4b 11 161×160 110×IO8 H=1.19 錘
dqB凸

40号墓坑 IB4b 1I (150)×135 (IOO)×(1O0) II=100 有 古銭（寛永通宝）・群

41号幕坑 HDla 1I 180×160 139×105 篝

42号蕊坑 I 1)IOI) l1 96X73 71×f16 有 古銭（寛永通寵）

43り･鶏坑 IB4b Ⅱ (I()())×(I(X)) (80)×(80) H=110 ｲI 鮫（寛永通流）・秤・釘

44-り･難坑 MB4f Ⅱ 120×11.1 88×8() I1=94 無

453.蕊坑 1BIOb 11 8()×78 51×5() H=18 無 古銭（寛永通宝）

46号蕊坑 IBI()g Ⅱ (116)×103 （39)×81 H=95 無

47.号･蕪坑 IIB3b Ⅱ 91×80 5()×32 1･1=,19 紙
､U■町

48．り蝋坑 IIB2a Ⅱ 100×100 59×41 11=50 1Ilf
fQqb

49妙難坑 IIA2j Ⅱ 110×80 58×30 II=46
〃
小
小
咀

州
小

50号塞坑 IIA2j I1 81×79 30×30 I･I=42
慨
唖

51号熟坑 IIDlb 11 110×97 89×70 無



V・遺構外出土遺物

1 土器・土製品・陶磁器

（1）縄文～弥生時代の土器

2カ年にわたる調従で出土した土器はコンテナ（42×32(m・深さ30cm)で38桁に上る。遺柵外H1上土器の

整理にあたっては、分類の資料となるものを中心として、本避跡においてlll土例の少ないものを抽出するよ

うに努めた。土器の分類は遺構内・外|剛一とし、現在までの研究成果に従って大まかな時期区分毎に以下の

ように群を設定した。また、細分の可能なものに閲しては更に分類を行った。

第I群

第Ⅱ群

第Ⅲ群

第Ⅳ群

第V群

第Ⅵ群

第Ⅶ群

第Ⅷ群

繩文時代早期前～中葉

縄文時代早期後～末葉

縄文時代前期初頭

繩文時代中期

繩文時代後期

縄文時代晩期

弥生時代後期

粗製|:器一括

貝殻沈線文系土器群（白浜式、物見台式）相当

表裏縄文系土器群（赤御蛍式、早稲田5類）相当

羽状縄文系l器群（是七谷地Ⅲ群、早稲田6願）相当

火木9式、大木10式相当

上村式、轆溌式、蛍沢、‐|腰内I式相当

大洞B、大洞C2式相当

小田野絹年第Ⅳ期相当

"IV群から鋪Ⅵ群に伴うもの

第1群土器（第142図）

縄文時代早期前葉～中葉に位悩付けられ、貝殻沈線文系土器群に含まれるものを第1群とした。分布は捌

査区南東部の斜面ド位に限定され、そのほかのエリアや過櫛埋土中からの出土はない。珊位は第Ⅲ屑下位の

ほか、撹乱などにより第Ⅱ層中にも混入する。いずれも小破片であI)、全体の器形や文様柵成が判明するも

のは皆無である。焼成は全体的に良好で、胎土は硬質でよく焼き締まる。色澗は褐色、にぶい蛍橿色、黒褐

色が主体である。器面調按は内外面ともにミガキ渕盤されるものが多く見受けられる。以下、文様柵成、施

文手法によI)、A類とB類に細分を行った。

A類一地文に貝殻条痕文を持ち、口縁部～胴部に刻目状の連続刺突文が巡るもの（582～586）

5点が該当する。白浜式土器に相当するものである。582は深鉢形尖底土器の口縁部片で、LI緑部に2段

の刻日状連続刺突文を持ち、胴部には貝殻条痕文が施文される。胎士は硬質でよく焼き締まI)、照褐色を0j!

する｡583は胴部の上半部片になると思われ、2段の刻目状巡統刺突文が施きれる。地文は貝殻条換文である。

内面は炭化物の付着が倣かにみられ､褐灰色である。胎土は硬質で､褐色を呈する。584は胴部の下半部片で、

器面に貝殻条痕文が施文される。内面は炭化物が付着し、黒褐色を鼎する。胎士はよく焼き締まI)、明褐色

となる。585は胴ド部の破片になると思われる。地文として貝般条換文を持つ。内面は炭化物が付埼し、黙

褐色である。胎土は硬質で、明褐色を拙する。586は底部片である。地文として貝般条棋文が施され、器而

は磨いたような光沢を持つ。破片の下半部は炭化物が付藩し、やや黒ずむ。内面は上半部に炭化物の付藩が

見られる。胎土はやや砂粒を含むが硬質で、よく焼き締まる。

B類一貝殻服縁爪痕と沈線を組み合わせた文棟を持つもの（587, 588）

2点が該当する｡物見台式土器に相当するものである｡587は胴部破ﾊﾞである。複数の沈線文で区画を披け、

内部に貝殻腹縁文や貝殻条痕文を斜位や縦位に組み合わせて施文し、文様を榊成すると見られる。胎土はや

や砂粒を含むが、硬く締まる。色調はにぶい黄侭色を呈する。588は、縁部破片になると思われ、 2並沈線

と斜位の貝殻脱線文の組み合わせで文様が施文される。沈線IIIIには細い棒状I狐によI)刺突列点文が施され

る。内面は炭化物の付若が見られ、黒褐色となる。胎土は硬質で、褐色を呈する。
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第Ⅱ群土器（第142図589～596)

繩文時代早IUI後葉～末莱に見られる表裏繩文を持つ土器群を鋪Ⅱ群とする。赤御堂式～早柵IH5頬に相当

するものである。分布は調査区南束部のⅡB区に集中する。牌位はⅢ届巾～下位からのものが殆どで、撹乱

内からも蒋干出土している。いずれも小破片のうえ盃みや磨耗が著しく、器形の判明するものはない。一様

に焼成が不良で脆く、器厚も一定しないものが多い。断而は黒色の層を介したサンドイッチ状を呈する。胎

土には杣物繊維を多欣に含む。

589は口緑部片で、外面は横位のLR()多縄文を地文とする。内面は斜位のLR繩文が口縁部付近のみ微かに

認められる。胎土はにぶい黄榿色～褐灰色を呈する。590は口緑部片で、外面は横位のLRO多縄文、内面は

付加条を伴うLR繩文が斜位に施される。胎土はにぶい箭樋色を呈し、内lliには炭化物が付耕し辨干黒ずん

でいる。592は胴上部片で外面は縦位のRL縄文を地文とする《,内而はRI.繩文が斜位に施される‘,胎士はに

ぶい黄桶色で、内面は炭化物が付粁し若干暗い色調を呈する。596は胴部破片である。磨耗が著しく、施文

された文様は不明である。外面はにぶい黄椅色、内面は炭化物が付蒲するため、若干暗い色調を呈する。こ

れらは、焼成が良好で色調も肌色～オレンジ～<すんだ黄栂色を呈し、光沢を持つほど堅く焼締まる本来の

赤御堂式～早稲IⅡ5類の狩徴とは様相をやや災にするが、施文手法の特徴などから総合的にみて同時期と位

置付けられる。

第Ⅲ群土器（第142図597)

1点のみ該当する。繩文時代前lUl初頭に位趾付けられる羽状縄文系の|器群に含まれ、長七谷地Ⅲ群I器

に並行するものと考えられる。 II!近世の泄柵埋土からの出土である。

597は器miに0段多条の非結束羽状抑文(LR/LR)が施文される。胎士には繊維を多最に含む。焼成

は不良で、色調は内外面ともににぶい黄榿色を呈する。

第Ⅳ群土器("143m)

繩文時代中期の土器で、 IIIIUj大木式l器様式に位俄付けられる土器腓である。本jMi跡では該期の住10!跡の

埋土中から出土するものが主体で、その他のもので器形の判明する個体は少ない。遺構外のものはIC区に

出土の集中がみられ、出土層位はⅢ厨上位が最も多い。焼成は明褐色を呈し綴密なものと、褐灰色を呈しや

や粗なものが汎在する。胎I:は砂粒を含むものが多い。本遺跡ではこの僻の土器が遺櫛内、避櫛外を通じて

殿も多く、土器総雌の大半を117める。以ﾄﾞ、様式別にさらに八類と、 B類とに細分を行った。

A類一大木9式に比定される土器群（599, 605～606)

遺櫛外のものは3点が該当する。文様が口縁部～胴部へ縦方向に展開するもので、縦位の桁III文や、U字

状文が降線や沈線によって描かれるものと思われ、大木9式l器の特徴を持つ。しかしいずれも小破片であ

るため、器形、文様榔成など全体がわかる資料に乏しく、 ii下細は不明である。

599は深鉢形土器の胴部片で、胴部に隆沈線により縦方向の区画文様を持つ。区画内には付加条を伴うL

R縄文が縦位に施文される。605は小形の深鉢形土器の口縁部破片で、n牌部が小さな波状を呈する。 RL

繩文を縦位に施文した後、淡い沈線によって縦位の区画を描く。その後、I又間の外を麻消している。606は

小形の深鉢形l器u縁部片で、胴部に浅い沈線による縦ﾉﾉ向の区画文様を持ち、Ⅸ油i内にRL縄文が縦位に

施文されるものと思われる。

B類一大木10式に比定される土器(601～607)

避櫛外のものは6点が該当する。いずれも小片であるため、全体の器形、文椛榔成などを知ることのでき

る資料は少ない｡器形は、縁部が外反～外傾し､文様は器1m全体にわたって横力I;ﾘに展開するものでアルファ

ベットの<S><C>字状と、それらの変形したものが隆線、沈線、もしくは両者の組み合わせによって描

かれるものと思われる。大木lO式-t器の特徴を持つ。

601はllM部でやや膨らみ、胴上部で．且括れたのちI｣縁部に至ってやや外側するような器形を呈する。胴

部には幅広の沈線によI)S字状の文様が描かれる。602は胴部がやや嫌I)、頚部で一旦くびれて、縁部が外
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反する器形を呈する。胴部には幅広の沈線による曲線文様が描かれ、 RL繩文が縦位に施文される。口縁部

に無文部を持つ。603は深鉢形土器片のLI級部で、 LI絨部は級やかな波状をLI!する。IM部にはLR縄文が縦

位に施文され、その上から幅広の沈線によってllll線文を描き、その内部を聯消している。

607は胴部片で、細く浅い沈線によI)j字状の曲線文様が描かれ、その内祁にはRLR縄文が縦位に施文さ

れる。内miに炭化物が付箱する。

第V群土器（第144ml)

繩文時代後期の上村式、推議式、倣沢式、十腰内I式に比定される土器僻を第V群とした。分布は調査I又

のIC区～ⅡC区に集中する。層位はll届～Ⅲ層が主体である。小破片が多く、土器全体の器形、文様柵成

が判明する個体を欠くため、不明な点が多い。ここでは繩文時代後期初賦にあたる上村、雌寵式、蛍沢式期

に机当する上勝群をA額、後期前蕊にあたる|腰内I様式に相当する土器群をB噸として、史に時期別に細

分を行った。

A類-l:村、韮窪式、蛍沢式、宮戸lb式に比定される土器群(612～610, 612～620)

608は深鉢形土器のI｣縁部片で、小形のlll形u縁を!i!する。頂部下位に竹管状の工具によって刺突文撤が

l'l形に刻まれ、 I I縁部にもIIII棟の刺突ﾘが巡る。胴部には没い沈線によってl 1曲i文が描かれ、内部には縦位

のLR繩文が描かれる。609は浅鉢形のt器片で、「l縁部に竹管刺突ﾘが巡る。胴部は細く浅い沈線によっ

て区画文が描かれる。内部には縦位のLR縄文が施文される。610は深鉢形土器のu縁部片で、口縁部無文

帯に2段の竹補刺突列が巡る。胴部には淡い沈線によりIXI由i文が描かれ、内部にはRL繩文が縦位に施文さ

れる。612は胴部に円形の浮文を持ち、胴部には蛇行沈線による文様が施される。613は頚部が粥れる鉢形～

深鉢形の器形を呈するものと思われる《，降帯～沈線によって曲線的なモチーフが描かれる。615はIII形のl l

縁を!『!し、頂部から蛇行隆補が垂下する《, 619は口縁部ﾊﾞで、山形を呈するu縁に隆帯を貼りつけ、山形や

菱形にモチーフを柵成する《’617･618･620は純文を施した太降帯により文械を櫛成するものと思われる。

B類一｜･腰内l式に比定される土器群(611)

611は壷形土器の口縁部破片で、無文の器面上に細い沈線によI)文様を描くものである。内外面に赤色塗

彩が施される。

第Ⅵ群土器（第145IXI)

繩文時代晩期に位iⅢ付けられる。火洞B式、大ililC2式に比定される土器群である。i側在区全域から出土

しておl)、層位はⅢ卿および揃乱内である。全体の器形や文様構成が判明する個体が無く、詳細は不明であ

る。

621は鉢形土器の胴部破片で、沈線による蕊形文械のモチーフを持つと思われる。622は洩鉢形上器の｢1級

部片である。口唇部に細かい刻目を持つもので、胴部には典形文様のモチーフが描かれるものと思われる。

623は壺形土器の頚～口縁部片である。625は深鉢形土器のI 1縁部片で、I l榑部は小刻みな波状に成形される。

口縁部には2重の平行沈線が巡る。地文として横位のRL繩文が施文される。626は台付深鉢の底部片で、

台部に2iltの平行沈線が巡る。地文は枇位のLR繩文である。

第Ⅶ群土器("145MI)

弥生時代初頭～後期までの土器を含めて第Ⅶ群とした。小田野編年la期、Ⅳ期の特徴を持つ。調査区全

域から3点が出土している。層位はⅡ層～Ⅲ層である。小破片のため、器形や文様柵成が判IﾘIするものはな

いが、施文の特徴などから ･応時期別に細分を行った。

A群一小田野編年Ia期相当(627, 629)

627は深鉢形土器の胴上部片で、口縁部文様帯に細い沈線によって変形工字文が描かれる。服部には地文

として横位のLR繩文が施文される。629は1段の撚糸文(L/R)によって羽状縄文が表出される。

B群一小IⅡ野謝年Ⅳ期相当（628）

628は鉢形土器の口緑部～胴部片で、胴部にメガネ状の区阿文様が沈線によって描かれる。内部にはLR
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縄文が斜位に施される。

第Ⅷ群土器（第145図630～636)

第Ⅳ鮮から第Ⅶ群に伴うとみられる粗製土器を一括した。調査区全域から出|:している。刷位はll畷トー

Ⅲ層で、遺椛埋上からも若干III土している。焼成は明褐色を呈し硬質で良好なものと、黒褐色で砂粒を含み、

やや不良なものがある。器穂は全て深鉢形土器片で、腓形の判明するものはない。n縁部の形状は平縁のも

の、平緑で折I)返し口縁を)I!するものがある。胴部の地文は、 RL繩文が縦方II1に施文されるものが殿も多

く、その他LR縄文の縦lul転文、I. 1段繩の縦Ⅲ転文、Rl段の繩を用いた網n状撚糸文などが腿められる･

底部片は出土していない。

（2） ミニチュア形土器・土製品

ミニチュア形土器・士製品は針l9点が出土した。Iﾉ1択はミニチュア形l:器が15点、土偶が1点、斧形土製

品が1点、形態不明の土製品が2点である。以下、櫛矧妊に概略を記す。

ミニチュア形土器("146図640～653)

ここでは'二I径、底径ないし器商が概ね5ml未満の土器をミニチュア形l器とし、遺柵外出土のものを一括

した。ミニチュア形土器として磯録したのは15点で、すべて図示した。643は、底部が楕円形を里するもの

である。647は壷形で、胴部に小形の把手が付く。651, 652は内外面ともに赤色雄彩される。沈線による文

様を持つ。時1mは中期末から後l＃l初猟に相当するものと巻えられる。

土偶("146FI65!1)

1点のみ出土している（654)。破拙趾で、頚部のみの出土である。頚部の破拙面にはアスファルトの付着

がみられる。顔面には鼻がつまみ出されるように作出されている。また、全体に刺突列による装飾が施され

ている。II#期は後期に相当するものと者えられる。

その他("146FI655～658)

657は斧形土製品で、 1点のみllll:している。体部にLR縄文が施文される。656は筒形の土製品で無文と

なる。655, 658の土製品の形態は不明である。

（3）陶磁器

2カ年の綱森で出土した陶磁器は28点である。中世のものと考えられる336 (1号竪穴建物跡床Ⅲi出土)、

339, 340, 342, 343, 350（遺柵外）を除く22点は、近l1t～近代の陶磁器であり、78.5%を占める。以下、

遺櫛外のものについて国旅陶磁器と1I1国磁器に分けて紀述する。

国産陶磁器("147図659, 660, 664～683)

調査区斜面下側の平場を中心に24点が出土した。659はⅡB1fから出-tした灰釉陶器の壷片で、胎土が

常滑産のものに似る。660は撮美箙の灰釉陶器の壺片で、生産年代は12世紀末から13世紀初頭に位世付けら

れるものである｡そのほか生康年代17世紀後半～19111:紀初ljiiと推測される肥前旅の染付磁器片が9点、19世

紀前半以降の東北産とみられる灰釉磁器片の碗、Ⅲ、鉢、柵鉢などがあわせて9点出土している。

中国磁器（第147回661～663)

ID7al型Ⅱ肘から2点、IClObⅡ層中から1点が出土した。661は背磁の皿片で、内側に半肉彫I)の

牡丹文が描かれる。生産年代は1211t紀後半代に位悩付けられる。662, 663はi'f磁のⅡﾊﾞで、線描き巡弁文を

持つ。り1代のものと推測され、製作年代は15世紀代に比定される。

（中村直美）
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2石器・石製品・その他

①石器組成と石材

本遺跡の出土土器は早期から晩期にまで及ぶが、その主体をなすのは大木10式期の中期末で、 -l･腰内IA

式期の後期前葉がそれに次いでいるが微量である。従って、石器の所属時期は中期末とみてよいであろう。

また、 1号工房跡より検出された鉄床ｲiは、同一過栂内の出{品とその用途からみて中世に所属する。

石器組成と石材の数故・血城を第1表に示した。剥片石器及び剥片・石核などが459点、膳製石斧や敲晦

器類などの礫素材の石器が50点で､総数は509点である。このうち製品として使用されたのはll5点で､石臼・

砥石・台石など中近世の遺物10点を含む。

イi器の秘類は石雛、イi匙、石錐、スクレイパー類、尖砿器、槻形石器、リタッチド・フレイク、ユーズド・

フレイク、磨製石斧、敲石、IMMi、聯石、敲磨石、イiⅢなどである。剥片｛i器の合訓.65点(100%)のfi材は、

頁岩が42点と最も多く64.6％を占める。次いで珪質頁岩が17点(26.2%)、チャートが3点(4.6%)、璃珊が

2点(3.1%)、赤色頁岩1点(1.5%)であった。また､磨製石斧は合計ll点(100%)のうち､頁岩が8点(72.7%)、

ひん岩が3点(27.3％)であった｡礫石器は合計29点(IOO%)で､安lll岩が19点(65.5%)、ひん岩が3点(lO.3%)、

凝灰岩が2点（6.9％)、頁岩・閃緑岩・斑礪岩・ホルンフェルス・砂岩が各1点（各3.4％）であった。表を

見て分かるように石材は多様であるが､剥片石器・購製石斧と礫石器ではその様相を異にする。傾向として、

頁岩や石英などの貝殻状断口を示す{i材は剥片石器に川いられ、安山岩などの剥離に適さない粗粒のIi材は

原石に近い状態で礫石器として使用されたと見られる。

②剥片石器

石鐡(43, 64, 65, 107, 173, 174, 175, 176, 684, 685, 686, 687)

イ職または石雛未成品はil･12点で､股艇のものは65･174の3.2cnl,舷灯のものは175でl.7cmである。また、

43．64．173．684の4点は未成品で、176･685･686．687は欠損品である。形状は茎部を作出しているもの

はなく、すべて無茎雛に属する。その種類は確認できるもので、65･175のように蕪部が直線的なもの（平

避難）が2点、 174･687の飛部がやや丸みを帯びているもの(III唯雛）が2点、 107．685のように来部に決り

込みのあるもの（凹基無茎欺） 2点である。計12点いずれもアスファルトの付芯はみられない。冊i:地点か

らみると、過柵内からの出土遺物が品も多かった16号住hI跡埋土から4点が出土しており、また7号住居跡

埋土からも2点が出土している。

イi材は、 64･ 174･684は頁岩、'13･ 107･173･ 175･ 176･686は珪質頁料、65は赤色頁岩、685･687は聡

瑠である。微細な細部調整を必要とする石器のため、比較的硬質な石材が選択きれているのがわかる。

石匙(44, 66, 108, 177, 178, 179, 266, 688, 689, 690, 691, 692)

石匙は叶12点で、横型の石匙は178･266の2点のみで、そのほかは縦ﾘである。石材は、12点すべてが貞

岩製であり、素材はすべて剥片である｡44．691を除き、ほかのすべては剥片の打面側をつまみ部としている。

縦型で般長のものは690の6.8cm、横型は266で最長6.3cmである。

44は、刃部が欠損し、つまみ部のみが残存している。縦長剥片を素材とし、素材剥片の打面側を刃部に作

出、洩形捌終が施されている。また691も同じ形態を持っている。66はつまみ部及び刃部にI?l然而を残して

おり、右側緑に片面浅形調整が施されている。扶り部には帯状のアスファルト痕がみられる。108は洩形調

整を施して刃部を形成している。179も同じ形態であるが、深形調整を施しており欠損品である。177は右側

縁の両面に洩形調溌が有り、左側緑は微細剥離痕がみられる。l78は全周に浅い片Ihi澗整がみられ、つまみ

部を作出している。266は刃部の一部は両面調整、そのほかは規則的な洩形片血潤桜が行われている．紫材
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第6表石器石材分類表
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には薄い横民剥ﾊ･が用いられ、素材末端部にヒンジ・フラクチャーがある。素材剥片の打而側につまみ部を

作出している‘, 688は三角形状のもので、〃部は弧形を兇している《,挟り部の剥離は浅い。689は右側縁と左

側縁の一部に服IWiからのやや深い片IWi捌整が施されおl)、〃部は右側縁に形成されている。690は縦長剥片

を素材としており、全周に規則的な深形調繋を施し整形されている。刃部は左右側縁及び末端部にも形成さ

れているが､左側緑は両面調繋が成きれている‘, 692はつまみ部を作出しているが、刃部は欠描している‘，

本遺跡出土の石匙は片縁辺に捌慾を施して刃部とするものが大半を占め、余肘にi側轆を施すことはまれであ

I)､片面だけの資料が多い。

石錐（267, 693）

イi錐はiif2点出I:しておI)、いずれも石材は頁岩である。267は頭部と錐部の境が判然とせず、円鯉雌と

も考えられるがここでは石錐に分釧した。267は仙j側縁・l'l'j面に深形調整が施されており、頭部は丸くなっ

ている。693は素材剥片をかなり変形させたもので、錐部のつくりは非常に精級である。両者とも］・寧な抑

圧剥離が認められ、693は錐部の柵断而は明瞭な菱形を呈しているが線状痕などはみられない。

スクレイパー類(14, 15, 16, 17, 45, 83, 92, 109, 235, 252, 694, 695, 696, 697. 698, 699)

当初、掻器･削器の分類を行ったが、相似点が多いため- ･括することとした。ただし刃部の作出位世によっ

て分類を行う。

1－A類 ： 左右側絨（片IIIまたは両側）に細部澗蜷がある（片面）

I－B類 ： 左右側縁（片側または両側）に細部ijI雛がある （両Ⅲi)

Ⅱ一A類 ： 端部（坐・未）に細部調整がある（片面）

Ⅱ一B類 ： 端部（雌・未）に細部調終がある(IAjm）

Ⅲ一A類 ： 側線・端部（雌・水）に細部綱終がある（片1m)

Ⅲ一B類 ： 側縁・端部（雅・末）に細部調整がある（両而）

1－A類→ (14, 17, 694, 695)

14は、縦低に剥離された剥ハ･を素材とし、左右両側縁に極洩形の片lli調整が施されている。王剥離、には

原荷の節理Ihjが大きく残されている。17は、縦長の剥片を索材とし、末端はヒンジ・フラクチヤーを呈して

いる。右側縁には背面からの浅形片血調按があり、素材剥片打面方向からの剥離摸が服面に残されている。

694は縦艮剥片を素材としており、イillll縁に極浅形の片面洲幣を施し、刃部を作附している。左側縁は意Ixl

的に背面からの〃淵し加二l:が行われている《> 695は縦形の剥片を紫材とし、末端はヒンジ・フラクチャーを

呈する。刃部は右側縁の一部に極泌形片mi調整が施されている。石材はいずれも頁岩製である。

I－B類→ （109）

109は嘩手の縦艮剥片を素材とし、右側緑に浅形の調轆を両【、に加え、刃部を作出している。禰材は珪質

頁岩である。

Ⅱ一A類→ （696, 699）

696は縦形の剥ﾊﾞを素材としているが寸づまりしている。刃部は左側縁から末端部の一部にかけて極浅形片

面調終によって作出されている。699は我材剥片の服1Wi側末端部に徴浅形片而捌終を施している。石材は696

が珪質頁岩、699が頁岩製である。

Ⅱ一B類→該当なし。

Ⅲ一A類→ (15, 16, 92, 697, 698)

15は縦艮の剥片を米材とし、イi側縁と左側縁の－．部・末端部の一部に服而からの櫛戦形片面調整がある‘，
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16は厚手の縦長剥片を紫材として直接打撃と押圧剥離による全周的な淡い片面調整を施している。92は縦形

の鼎ll片を紫材とし、 1ll面左側縁から末墹梛にかけて1f面からの洩形片面澗幣がみられる。697は縦艮剥片を

素材としているが、末端部は欠損している。左右側緑及び基端部に械洩形片面調鞭がある。698は縦腿鯏ll片

を紫材･としているが、蝶端部は欠拙している。全周に規則的な械浅形片面調整が施されており、刃部を形成

している。石材はいずれも頁岩製である｡

Ⅲ－B類→ （45, 83, 235, 252）

45はD;(石を打ち欠いた剥片をそのまま使用しており、紫材剥片打面側から左側緑にかけて自然面を残して

いる。右側縁の一部に極浅形片面調雛と末端部に両而潤終がみられる。83は左側縁と雌端部に自然面を残し

ており、刃部は右側線ド半部に概洩い両面調雛と末端部にf\面からの叶1m捌雛を施して形成されている。

235もIml様に右側縁下半部に極浅い両面澗幣と末端部に1f面からのﾉﾔ1肺閥盤を施して刃部を作出している‘’

252は当初、削器としたがここに分類した。横長の剥片を素材としており、右側縁は深い両面調整によるプ

ランテイング、左側紙及び末端の一部には規則的な械洩形片面調諮が施されておI)、〃部を形成している。

石材はいずれも頁料製である。

尖頭器（67, 700）

尖頭器と分類したのは2点である。1町荷とも先端部は欠損しており、大ききは不明である。67は剥ﾊﾞを素

材としておI)、大きさからバイポーラ・テクニックがH1いられたと\･えられる。主剥離而には押圧剥離によ

る浅形1山jmi調整が全周に行われ、それは背面の一部にもみられる。背面は自然mを残しておI)、服而には打

点も確腿できる｡700は縦艮剥片を素材としており､服面からの規則的な没い片面調轆が全周に施されている。

先端部欠拙のため、大ききは不明であるがlOrmは越えないであろう。石材は、 67が珪蘭頁岩であI)、 700が

頁粉である。

模形石器(110, 180, 181, 287, 312)

槐形石器と認定したものは計5点である。いずれも素材剥片剥離段階ではバイポーラ・テクニックが使用

されている。llOは両端部に浅形のldilhi捌終がみられ、刃部を作州している。 180はリングの密集が薪しい･

両端部に直接打撃による洩形両IWi捌盤を施し、刃部を作出している。両側緑には自然Imを残している。 181

は1町端に浅形調整を施しているが、石材が硬質なためか片面のみになっている。287は両端及び側縁にも浅

形調終が施きれ、刃部を作出している。312は両端及びｲf側縁に浅形両面調終があI)、I山j極剥離痕が大きく

残きれている。Ij材は110･312が珪蘭r職、 l81 ･287がチャート、 180がr職である。

リタッチド・フレイク (18, 111, 182, 183, 206, 369, 701, 702, 703)

微細な調整剥離が逆続的に観察される剥片をリタッチド・フレイクとして分類する。 18は剥片を素材とし

ているが、打面は硴腿できない。末甥部はヒンジ・フラクチャーム〔味で、右側縁から末端部にかけての服血

側に極淡い片面調終がある。lllは縦跿剥片を索材としておI)、右側緑に服面からの械洩い片面調整が施さ

れている。182は縦に細長い剥片を索材としており、左側縁に腹面からの浅い片面調雛を施している。形状

からｲi錐の未成砧とも考えられるが、錐部とするところの作りが軟!j1なため、こちらに分類した。183は小

形の剥片を素材とし、全周に服lhiから械洩い片面潤終がみられる。206小形の縦災剥片を素材とし、左側緑

及び襲端部に腹面からの浅形片面調整を持つ。右側縁には部I]然而を残している。369は縦長剥片を紫材

とし、雌端部及び末端部に直接打撃による浅い両面調終がある。7()lは小形の剥片を素材とし、素材打Ini側

に洩形の両面調盤が施されている。702は縦長剥片を紫材としており、両側緑に腹而からの極浅い片Im捌終

がみられる。703は縦挺剥片を米材とし、末端部股ぴ右側緑の部にlfl:接打撃による極浅いﾊﾞ閲調雛が施さ
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れている。石材はlll･206力畦質頁埼、それ以外は頁岩製である。

ユーズド・フレイク .(19, 82, 241, 288, 368, 704, 705)

微細な使用痕剥離が観察される剥片をユーズド・フレイクとして分頬する。19は柵焚剥片を素材とし、服

面末端部に微細剥離痕がみられる。82は縦長剥片を素材とし、右側縁の一部に微細剥離狼がみられる。241

は小形の縦型剥片を素材とし、打面側に微細剥離痕を有する。基端部には自然面を残している。288は縦型

剥片を素材とし、末端部に微細剥離換を持つ。368は厚手の縦型剥片を紫材とし、左側緑及び末端部の一部

に微細剥離痕がみられる。704は小形剥片を素材とし、韮端部に微細剥離痕がみられる。705は横長剥片を素

材とし、左側縁の一部及び基端部に微細剥離痕を持つ。石材は19･241が頁岩、368がチャート、それ以外は

珪賀面岩製である。

③瑠製石斧(57, 85, 115, 190, 191, 289, 315, 319+367, 341, 710, 711)

本遺跡で出土している磨製石斧は計ll点で、このうち完形品は57のみである。319と367は接合したため|可

一個体とする（ただし、擬録は別途)。

石材をみると､315.711 .710はひん料で､そのほかはすべて貞岩製である｡85は小形磨製府斧で､長さ4.0(m･

Ml.85cm･厚さ0.8cmであるが、基端部は欠損しているため実際は6cm弱程度であろう。このなかで341だけ

が乳棒状磨製石斧である。基端部及び刃部は欠損しているため、大きさは不明であるが、ll点の中では般大

であると考えられる。断liiは梢円形を呈している。そのほかはすべて定角式孵製石斧である。定形肺は57の

みのため大きさや形態の相違によっての樋類は見出しにくいが、長さ10～12cm・幅4～5cm･厚さ2cnl付

近のものが多い。形態はどれも刃部帆に比べて基端部柵が狭いもので、 l :2.3～2.5の割合のものを中心と

している。刃部の形態は確認できるもの57･ 115･ 191．289．315のうち、289･315が中央部分の弧が級いIII

〃で、57･ 115･ 191は偏刃を呈している。破恨のパターンであるが、(1)刃部付近において使ﾉW中の被加工

物からの衝撃によるとみられる剥離→191．289･319+367．710．711、(2)胴部において長輔に対し横もし

くは斜め方向の力が加わった「折れ」の状況もしくは斧の柄から加わった力による破損→ll5･190･315･

341が考えられる（鋪巻 1997)｡ ll5･315は刃部に畷滅棋がみられ、191･315にもその狐跡があるが使用中

の破掘に伴い、刃部を研磨して再形成を行ったと考えられる。また、341 ･710･711は刃部破損後も継続し

て使用した可能性がある。102は両端を使用したことが考えられ、敲打痕がみられる。これは341にも顕著で

ある。

④礫石器（石皿・敲磨器類）

〔1〕石皿(371, 712)

本避跡で2点出土した。石材はいずれも凝灰岩を用いている。371は縦是扁平で表裏面ともに摩滅による擦

痕が縦方向に入っており、窪んでいる。また、同じく炎喪Miともに撚痕の端に敵打疲がみられる。1号土坑

底而付近からほぼ完形の土器と出土した。712は縁辺に縁が形成されており、裏面には脚を有する。約1/

4に欠捌しているが、原形は四脚の石皿であったと考えられる。

〔2〕敲磨器類

敵石・膳石・凹石という呼称があるが､同一側体でこれらの機能を被介した使用痕を併称するものが多く、

分類するのが困難なため、敲磨器類と一括した。その上で、以下のような類型化を行う。

1－A類 ： 凹石の要素をもつもの →表または裏にl～3カ所の凹痕がある

I－B類 ： 凹石と磨石の要素をもつもの →表または裏に凹痕と擦換を併存する

Ⅱ一A類 ： 厳石（腿形）の要素をもつもの →災形の礫に敵打換がある
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Ⅱ－B類 ： 敲石（丸形）の要素をもつもの →丸形の礫に敵打痕がある

Ⅲ一A類 ： 聡石（災・裏）の要素をもつもの →表または典に擦換がある

m－B類 ： 磨石（側而）の要紫をもつもの →側面に擦棋がある

Ⅲ－c類 ： 磨石十敵禰の要素をもつもの →擦痕と敵打痕を併存する

1－A類（凹石）→(46, 194, 195, 253, 320, 326, 372, 713, 714, 721)

いわゆる凹石の要素をもつもので、本世跡におけるものは災・裏に2カ所のlul摸をもつものが多い。凹換

を炎・裏1カ所もつものは46．194．714で、 195･253･320･326･372･713･721は2カ所ないし2カ所以上

の凹痕を有する。石材は713のみがホルンフェルスで、ほかは安III岩製である。勝記すべきは713で、表・裏

以外にも側miにもそれぞれ2カ所のIⅡl猟を持っている。

I－B類（凹石十磨石）→(193, 342, 716)

凹石と磨石の要素を併せ持つものである。観察からいずれも凹石として使用きれてから、後に磨石に転用

されたのではないかと考えられる。 l93は災裏に凹痕を1カ所もち、裏面の一部に擦狼がみられる。342は表

襲に2カ所の凹痕があり、炎lliの金Iiiと典而の一部に擦痕を残している。716は凹換を炎に2カ所・裏に1

カ所もち、裏面の全面に擦痕がみられる。石材は193．342が安III岩製で、 716は閃緑岩製である。

Ⅱ一A類（敲石・長形）→(47, 719. 720)

長形の礫を用いた敵石の要紫をもつものである。 3点いずれも素材である礫の形状は変えずに部分的な離

打痕がみられる。47は突端部に1カ所の俄打痕をもっている。また、 719は礫のI山j端に厳打痕があI)、長形

の礫の一端を持って使用されたことが理解される。同様な用途で、720は炎に1カ所、裏に2カ所の敲打痕

を残している。石材は47が頁岩で、719はひん岩、720は安山岩である。

Ⅱ－B類（敲石・丸形）→(718)

丸形の礫を用いた敵石の要素をもつものである。718の1点のみで、表miのほぼII'央に厳打痕がみられる。

石材は安山岩製である。

Ⅲ一A類（磨石・表褒面）→(316, 722)

表面を広く用いた擦痕をもつものである。316は石器を世いたときに縦軸に対して斜め方向に擦痕が入っ

ている。722も同様で、縦軸に対して斜め方向の擦痕を持っている。これはおそらく右手に持って作業を行っ

たのではないかと考えられる。722は炎・裏面と'ちらにも擦痕がみられる。石材は316･722ともに安lll岩製

である。

Ⅲ－B類（昭石・側面）→(242, 715, 723)

側面に擦痕をもつものである。242は右側縁に縦方向の擦痕をもつ。715は右側縁から末端部にかけて擦痕

がみられる〔’723も同橡に右側縁に縦方li1の擦疲をもつ。石材は、242．723はひん岩で、715は砂岩である。

Ⅲ一C類（磨石十敲石）→(48, 49, 123, 192, 717)

磨石と敲石の要素を併せ持つものである。被加工物に対しての作業という点から、膳ると敵くという行為

は同時に行われたと考えられる。作業miを異にしているものもあるが、石器の転用というよI)は、そちらの

方が妥当であろう。48は炎而に敵打痕があり、典Ihiは側然に報んでいるが周I)には擦痕がみられる。49は裏

而中央付近に微細な敲打痕があI)、また右側面に擦痕がみられる。123は表・典に擦痕がみられ、その中央

には微細な敲打痕がみられる。l92は左側面下から末端を通I)、右側面ドまでの撚痕がみられ、末端部に敲

打択をもつ。717は左右側而にそれぞれ擦換をもち、末端に敵打痕をｲiする。イi材は123が斑綱岩で、そのほ

かは安lll岩である。
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⑤石製品

石剣（728）

細身に研孵された棒状の磨製石器で、断而は梢l'l形を!i!する。是さ193m、幅32mm、厚さ21mmであるが、

仙j端部が欠獺しているため、本来はもう少し長かったと考えられる。先端部が瘤状．l'j柱状を鼎する例があ

るが､不明である。石材は頁埼である。

有孔石製品（58）

採取してきた円盤形の礫に表・裏面から穴を穿ち、‘|'央にｲLを有するｲi製品である。 6号住居跡埋土から

1点のみ出土した。乘飾品とも考えられるが用途は不Iﾘlである。石材は頁岩である。

函製石器(2())

欠柵した磨製石斧の破片に研磨を加えたものである。小形購製石斧の製作を試みたのであろうか、恵lxlは

不明である。 1号住居跡埋上から出こしている。石材は頁岩である。

⑥中近世の遺物（石臼・砥石・台石）

〔1〕石臼(415)

2号･掘立柱建物跡のP13柱穴内より1点のみ出土した。石材は安lll岩製で、挽き臼の上臼である。ひきI:1

のHのパターンは残存部より考えると、中心から放射状に走る主櫛により8分割きれており、主櫛から枝分

かれしたH1柵が業脈のごとく弧を描いている。石材は安llIM;である。

〔2〕砥石(416)

掘立柱建物跡群のP191より1点のみ出土した。石材は頁清製で、欠損品であるが左右側面及び鯉端部が

残拝している。縦方向に擦痕がみられる。時代はlll士遡柵より求められ、'l'世に位置づけられる。

〔3〕台石(4()0, 401, 4()2, 4()3)

lサエ房跡から4点が検出されている。鍛造の金閥加工の際に被加工物をのせて作業したと考えられる。

⑦その他

円礫(35, 86, 196, 197, 230, 270, 290．291, 292, 317, 318, 724, 725)

球状を呈し、手で握った際に手のひらに隠れる穐庇の小形のものや野球のボールくらいの大きさの礫を一

括した。整形を施して球状にする例もあるが、本適跡で出土する円礫は河川から採取してきたそのままの礫

である。〃1途は不明であるが、人きさ4cnl程度で敢さが70～80質のものがほとんどである。イj材は35が頁料、

724が凝灰洲で、それ以外はすべて安lll岩製である．

棒状礫(126, 726, 727)

何らかの意図を持って採取された棒状を呈する礫を一捕した。川途は不明であるが、石棒のような要獺を

時っているのであろうか。石材は126･726が|刈維淵、727は宏III塒製である。

（北川熱）
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第7表遺物観察表（土器・ミニチュア形土器）

ｌ
い
－
コ
Ｉ

K"3. 出二t地点 稲位 蕃種名 残存認位 飴t 文様特踵 隙体 内面詞整 零期 分餓 億 号

1 号住 炉・床直 深鉢 閑一底 砂粒含む 腺体縦回
●
戸
争 LR ナデ 中期 Ⅶ

ワ
】 号佐 炉 ミニチュア 閉～底 海綿什針 陳体綴回 岸

e LR？ ナデ 大木10式 外面赤色塗彩

3 号住 Pl 深鉢 脳 砂粒含む
原体I衝1転文を伴う隆帝による文様構成 RL ナデ 後期 V

外面炭化物写真のみ
掲載

‘↓ 号住 ’埋土 深鉢 口
凸
ｑ
■
■
ロ 昌總による文様構成 なし ミガキ 十腰内Ia VB

5 号住 ’埋土 深鉢 口 1 l形口緑、碩部に貼掴・沈線 RL？ ナデ 通久保式期 VA

6 号1E |: 層 深鉢 口～胴 砂粒含む 〕 のみ RL ナデ 中期 Ⅷ 外面炭化物

房
ｆ
ｐ 号住 l層 深鉢 胴

海綿付針
少蹴

沈線により文樺施文 なし ナデ 十腰内Ia VB

8
■
■
■
■
■
■

号･住 1層 中形深$ 1-J 砂粒含む 平緑 1 1孵郁に竹管刺突列 LR？ ナデ V

9
■
■
■
■

号住 2層 中形深＄ ロー胴 闇部 Mi1'1繩文 RL ナデ ｜【
一
Ｆ
一

中 期 Ⅳ？ 内タ､面炭化物

10 号Ⅱ§ 2層 壷形土器 、～胴
･僻箪
朋部

1 1縁部ミガキ顕著・口頚部に隆帝、橋状把手．
t線十鵬消縄文

LR ﾅ･デー ガキ 後期 V

11 \【I畠 ’ 1層 ’ 形？ 体～底 海綿付針 休部 二2爪平行沈線、ミガキ顕著 なし ミガキ I 函U

函
V 内タ ､曲赤 L蛾

12 号住 |j
｜
ｊ
一

埋土 ｜フ 1 胴 沈線 こよる渦巻き文様 ナデ～ ガキI I V 内タ .面亦 凹輸

ワワ
ー画 2号･他 ’ l～2層’ ホ 口～胴 砂粒少鼠 脱体 KInl転・綾織文 LR ﾐガキ l I U Ⅷ

23 2号･雌 ’ 1層 ’ ＊ 朋下～庇 沈練 こよる文様榴成 L ﾅ･デ 1 {-肘 I犬 Ia VB

24 2号催 I l～2層’ 本 胴 繊維多賦 ､ド緯・判状繩文 LR・RLO多 ナデ ’ 煎りU 初】頚 Ⅲ

25 2号住 ’ l層 深鉢 【二l～胴 地文のみ・脱体縦回転 LR ﾅ･デ ’中IU Ⅷ

26 2号住 ’ 2層 深鉢 明 砂粒少蔵 別邪MWii'j繩文 RL ナデ I 後脚
？
。 V？ 外面炭化物

27
出
－
１
伝 2号住 I l層 深鉢 口 砂粒少景 1.織部文様帯、沈線十磨淌縄文 L ガキ ’後測 V

28 2号住 ’ 4－7層 深鉢 胴 突起十竹特刺突縄文？ LR カキ l 》大オ 10式 WB

29 2号住 ’ 1～2闇 深鉢 口 口総部に袖條孔 RL ガキ I U中ﾘﾛ Ⅷ 外面炭化物

釦 2号性 ’ l層 ＊ 口 波状を!§!-する2敢口縁・ボタン状貼付・沈緑 LR ﾅ･デ 胴
一

司

斗

計

一

韮 久保式期 VA

31 2号住 ’ l層 ＊ 開 砂粒 年む 沈總 なし ナデ ｜←
＝
十

｜

腰内Ia VB

32
D

1
U

2号if l l眉 鉢 口 砂粒 苓む 1I1形口緯・沈線文 LR ナデ l ヨ

「３

－

韮 久保式期 VA

33 2号住 ’ 1層 I

I
畠鉢 1 1 沈録文 なし ナデ I I-腰内Ia VB

34 2号住 I 1層

I
ミニチュア 2,'3定形I ;粒『む 原体駁Inl転

傍
Ｆ LR ﾐガキ ｜『中末～後初

36 3号雌 床面

I
ミニチュア 弱～底 ’ 砂粒 すむ 原体凝Inl転 LR ナデ ｜‘中末～後初

37 3号住 埋土

◆

深鉢 刷 ’ 砂粒 すむ 不骸な羽状抑文 RL・LR ナデ ｜【中期 Ⅷ 外面炭化物

38 3号住 埋土
●
↓
１
１
やや

深鉢 口 ･ド緑・胴稲原体篭IIII転 LRO" ミガキ ’ な中期 旧 外面炭化物

39 3号住 1層
’
１
１
心○
中形深鉢 刷下～底 地文のみ RL ナデ l t中期？ Ⅶ

．10 3号住 I
１
１
１
１
４４

ミニチュア 硯 F～庇 地文のみ LR ナデ ｜願中末～後初 内面炭化物

50 5号{M I ﾐ面
１
１
Ｊ
１
１
■■

深鉢 口～明 ’ ;粒含む 願体縦111転・膳浦縄文 LR ナデ 大木10X ⅣB 内面炭化物

51 §艶･仲 I つ
垂

１
１
１
① －

深鉢 明 I ;粒含む ナデ ｜【
｜
Ｉ
’

中
’

期 Ⅷ 外面炭化物

52 5号住 ’ 1深鉢深鉢 胴 砂含む 銘条休 R？ ナデ ｜『

’

’
’
一

中
’
’
一
’

’
’
’

’
’
一中
’

～維剛 Ⅷ

53

5‘1

凸■ ”■ ■■ ﾛ

5号住 I

●
壬

｜
倖
｜
倖
｜
倖 ミニ

‘ニチュア

チュア

u～朗

口

j-寧なミガキ

外1hiミガキ顕若

不IりI

なし

ガキ ｜［

･デ ｜‘

’’’

一一一
中

’

末～後初

末～後初 内面ﾀｰﾙ状付締物

55 6号住 I
■
‐
心 、 購洲細文 RL ガキ ｜ぅ

１Ｊ

一

大
’

木10式 ⅣB

56 6\-住 埋土
一
一

、
一
、 ミニチュア 底 砂 t含む 脈体縦世I転 RL デ ’ 1

’

一

中
一

期 写真のみ掲載

59 7号性 Pl 1 ＊ 口～鵬 n鰍部無文帝・朋郁原体縦回期 ･綾織文 LR ガキ ｜‘

Ｉ

’
中 期 Ⅷ

6(〕 7号Ⅱミ 床面 深鈴

卜

1 1～脳
411I位111形'二1縁、明上部に補俺孔、朋部l鱗尚純文・上
し状突起

RL ガキ 大木10式 WB

61 7認･作 I 二 I 深3 胴 絡条体 R ﾂ･デ ’ 後期 V

62 7号住 I ユ I 深§ 胴 絡条体 R ナデ ’ 後期 V 内面炭化物

63 7号性 I 深＄ 明 沈線 なし ナデ ’後期 V 外面赤色雄彩

69 8\･住 ’炉埋設 深＄
■
Ｌ 胴 砂 逆含む’ 文のみ LR ナデ ’ '期 咽

70

71

8号住 ’
8\if 1

炉埋設

炉埋設

鉢

本

鯛
一
明

砂
砂 識’

洲縄文

澗拠受
RI.

RL

ミガキ

ナデ

中期

大木10式

Ⅶ

ⅣB

内面焼け抑け

内血焼け弾け
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薊弥3． 111･12趣点 鳴健 番役柄 残存墨Iと 蛤上 文腺報騒 噸Ⅱ畠 内mj詞監 時期 分銅 備 考

72 8･り･II: 床面 深帥 ロー閑 砂粒含む 脱体罐Ⅲ橇・綾繰文 RL ナデ 中期 Ⅷ

73 8．り･他 床面 深鉢 胴 孵澗縄文 LR ミガキ 大木10式 ⅣB

74 8り-化 ｋ
１
４
■
■

■
日
▽

０
■
■
■

〕 深鉢 胴 砂純含む 厭沈線による渦巻モチーフ LR？ ナデ I フと木8b ﾊ？
毎戸

f⑥ 9サ雌 bi 深鉢 胴 砂純含む 締粂休 R？ ナデ I 後期 V 外面炭化物
76 9･脇･他 j'l!-ドー床 深鉢 、 III形'百1級・沈緑 なし ミガキ ’後剛 V
ーー

ff 9り･II: j1l!fl: 深鉢 胴 繩の一端を巻き付けた屑(体（付加条） I． ミガキ 8IoIWI～後101 Ⅷ

78 9 蹄･他 1糊 深鉢 胴 絡条体 L ミガキ ’後IⅢ V

79 りり･II: 1墹 深鉢 開 m1砂含む WWi細文 RL ナデ 1コ大
I

木10式 ⅣB 外而炭化物
80 9り化 ■

■

■
■
■
●

■
Ｊ
■
■川 小形深鉢 ロ

一

I富I維部に洩い沈線・胴部地文のみ RL ミガキ

1
8101WI Ⅶ 外、炭化物

87 10蹄Ⅱ§ 床加 深鉢 閉~ドー厳 に 地文のみ LR ナデ

1
IIDIUI Ⅶ

鯛 10WI: MI:mi 1I]形深鉢 用～庇
一一

'二I飢拙隆蹄・鯛上部鴫消縄文 LR ミガキ 大水10Jt ⅣB

89 10;j･lli Iﾙﾐmi 中形深鉢 ほぼ完形 閉郁聯il'j細文 RL ナデ 大水10式 ⅣB

90 10叶化 床面 中形深鉢 鯛～斑 に 地文のみ LR ナデ
千
８
６
Ⅱ
今○

中期 掴

91 10沙【l:
△
■
●
■
●

■
０
谷
■

■
■靴 深鉢 口緑部 剛

一

而
I砂衞む 縄の一瞬を巻き付けた晩体文様（付加条）？ LR ナデ

０
０
０
台一

中期 Ⅶ

95 11号tli 床面 淀鉾 口
一

砂

’
粒 ずむ 聯禰縄文 LR ナデ 州

一
中 期～暁期

一
刀
夕
寺

■〃、

96 11号Ⅱ； 床而 深井 雨
A

砂軸 帝む 沈線●十列点'二よるIzI形文様 RL ナデ ８ 3期？ Ⅳ 内面炭化物
97 l1\Ⅱ§ 1肘 深鉢 胴~ドー庇 l

U

地文のみ 1.R ナデ 8 8卿？ 咽

98 ll\ l脳 深鉢 に1 砂轍 帝む 平繊・'71織部折り返し状・明部地文のみ LR ナデ Ⅱ n期 Ⅷ 外面炭化物
”11\il: l塒 深鉢 覇 噛澗繩文 RL ミガキ 一

Ｊ §水10Jt n'B

100 1IW･II: 珊土 ミニチュア ロー底 I

’
砂純 命む ﾂ･デ なし ナデ I 】l卯

lOla l蟄号 が蝿土 中形探鉢 口～庇
蹴体縦IIUI紙・明上部に細く浅い沈線による曲報モヴ･一
フ

LR ミガキー･ﾅｰﾃﾞ 大水10式期 ⅣB 101bと同一個体

10lb 12り．Ⅱ： 炉MI!;l: 中形探鉢 ロー底
蝋休縦回紙・胴上部に細く洩い沈線による曲線モ･ﾁー
フ

LR ミガキーゾーデ 大水10式期 ⅣB lOlaと何一佃仲

l望号化 ’ F1 深鉢 胴 砂靴介む l蹄H縄文 RL ナデ 大木103t ⅣB

03 12WIi l ﾘ1土 添鉢 明～服 地文のみ RL ナデ 1131ﾘI Ⅷ 内而炭化物
04 12\【I§ ’ '11:1: 深体 口T I#ilY縄文 RI･ ミガキ 大水10Jt ⅣB

05 12\ili l 'l!:1: 中形深鉢 口緑部 ;ド微、胴部脱体縦回握・綾織文 1.R ミガキ 中期 Ⅷ

“ 12蹄化 jll!:1: ミニチュア 明 砂賊含む ﾅ･デ なし ナデ 中期 ー

16 13号Ⅱ§ 床mi 深鉢 口～明下 砂賊含む '二】鰍部に5jil位の小形突起・開上部I蹄間縄文・ヒレ状
突起

RL ナデ 大木1oJt ⅣB
11･12玲佐床面土器砿
片と接合

17 1.1\il: 順、 深詐 '二I～剛~ド 金裟雌 ;l鍼・砿祁綱代拠 RL ミガキ 中期 1ロ
床面
個体

I”1.3-4,2･1と何一・

18 1･1珊佼 雌面 深井 M.iざ～底 金裟跡 地文のみ RL ミガキ 中期 Iロ
床面
倒体

IBo1.1-2.22と1回I一

19 1･1場催 蝿上 振鉢 硝下～庇I 砂枇含む 地文のみ LR ナデ II1期 Ⅷ

20 1･1\催 MM:1: 深帥 底部 I 砂粒含む 地文のみ 1.R？ ナデ $I0期 Ⅷ

21 1．1．吟惟 堺土 深鉢 口 '二I織部丁寧なミガキ ミガキ ｪ11期？ Ⅳ 写真のみ掲載
ワワ
ー 1．1吋･催 1噛 深鮮 口 砂粒含む 聡荊繩文 ナデ 中期 IV

124組 15\･催 j'l!:I: 深鉢 明 地文のみ RI. ナデーミガキ 31味～後初 咽 12北と同一隅作
1241》 15 M･ 深鉢 、～胴 地文のみ RL ナデーミガキ 8I1末～後初 Ⅷ 124孔と同一燗体

125 15り･他 1噛 中形深鉢 口～庇部
金粥If。
海綿什針

1I1形剛緑・朋部隆帝～沈線による区間+"W純文 RL？ ナデ 1ii久侃式lﾘI VA

子
〃

④
》 16り･(I: 1脚 深非 '二I～明 2爪I盲I緑・胴部隙作鞭回転 LR ナデ 後101？ Ⅷ

28 16り･II: | 振鉢 口～耐 砂粒含む 平鍬・服部脱体罐回権 LR ナデーミガキ IIIIUI Ⅷ

29 16\II; |職f 深鉢 、～剛 ;ド緑・朋部噸体罐回転 LR ミガキ DI]IUI 、

30 16\II: | ｆ
Ｆ
Ｄ
・
■１１

深鰍 明 砂靴術む 地文・側、ループ付噸体圧換 l.R ナデ 中lﾘI Ⅶ
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K縮.． 111:I地,蝿 肘 1世 器撒墹 残〃錨1k 胎 ：t え像輔戯 蝋伸 内1m融l盤 蹄關 分訓 備 椴

31 1 16\ilf
■
■
■
■

■
■
＆
■ｉ

ｆ

源帥 剛～庇 I 地文・綾織文 LR ナデーミガキ I1WI Ⅷ

32I 6IHli 理」 羅鉢 明.F～朕’ 枇喬むI 明部地文のみ･厳離水蝋拠 I､R ナデ 中期？ Ⅷ

331 6別l§ 源腓 明.ドー庇 I 地文のみ LR ナ･デ 112肌？ Ⅷ

I 6叶惟 1聯 深帥 I胃】 剛部聯さのみ なし ナデーミガキ 綾期？ V？

351 6\Ⅱ§ l増 羅鉢 明 偶状把 F LR ナデ 中期 Ⅳ

361 6珊惟 珊土 潔鉢 ロー剛 砂馳街むI j也文の 恥 1.R ナデ 11叩醐 Ⅷ 外面炭化物

37I 6叶惟 埋土 深鉢 '二】 I 言I緑祁 二竹補刺突列 LR ナデ 綾期？ V？

認I 6サ MR:1: 羅俳 I妻】 I :1艀部 こ突起を持つ。 I､R ナデ II】期 Ⅳ？

391 6叶惟 蝋土 認帥 I言1－明 砂粒含むI 偶状把 F・聯澗繩文 RL ミガキ 大水1O式 ⅣB

.101 6\1li 埋土 認鉢 1号】～朗
■
．

■
■
■
■

平 繊｡ 也文のみ LR ナデーミガキ 中川 旧

.11 1 6別l§ 塊土 詐 '三1 I 冑I緑部 こ竹祷刺突 I､R ナデ 後期 V

.121 16\．Ⅱ§ ど～.IM 深鉢 、－制 lSill" と RL ミガキ 中川？ Ⅳ？

､131 16Mjili 埋土 深鉢 Ⅱ I白I鍬部 こ竹祷刺突列朋祁職W繩文 1.R
b

「

、

ナ･デ 811M？ Ⅳ？

･1･1 1 6勝 剛上 深鉢 剛 腱状把 F・ミガキ丁寧 なし ミガキ zIm卿 Ⅳ

.151 6号帷 塊士 深鉢 I旨I §ド緑。 MM 地文のみ RL

b

bD ナデ 中期 Ⅷ

,161 6\II: 7墹 鉢 I二I～耐 砂粒含む '二1ﾔ蔀H I4ji ･刷部墹澗縄文 R1. D
ﾅ･デ 大木10式 ⅣB

･171 6311i 朗士 中形深紳 IZl－剛 §ド鍬・胴H MIF綴同催 LR ミガキ 81m期 Ⅷ 内面雌付蒲

481 6号Ⅱ§ 上 1II形深鉢 剛.F～庇 地文のみ LR ナデ 中期 Ⅷ

･191 6別I§ 上 中形深鉢 明.F～庇 地文のみ LR ﾅ･デ 中IⅥ Ⅷ 絵硫み撫甑輔

釦！ 6\1li 聰土 中形深帥 剛一雄 地文のみ LR ナデ Z10lul 掴

51 16\化 l: 1I1形深紳 '二1－閥 脱作縦Inl" LR ナデ zI0期 Ⅷ
内外面ともに炭化物付
苅

521 6叶惟 埋土 EI!形深帥 I]－明 砂粒含む 1号I緑祁に沈練 RL ･ｻｰﾃﾞ 後期？ V？

531 61jil: 7咽 KI!形添鉢 Is1～脚 I盲1繊柵に竹補刺突列 LR ナデ 後期？ V？ 写真の鍬掲栽

I 6砂 2～･IM 添紳 鯛 砂粒含む 地文のみ LR ナデ 後期？ Ⅷ 外仙i炭化物付薪

P＝

ひa 16311i l: ミニヅ･ユフ･ I言1－庇 地文のみ LR ナデ 中期
内外面煤付禰・姶硫み
棋肌藩

56 162.11; 1隅 ﾐﾆ･ユブ’i言1－庇 地文のみ LR
■
ｈ
ｌ
ｈ
ｐ
ｐ

ナデ 中期 外面蝶付希
ｰ壺

訪』 16り-1l: 埋土 ミニ･卜17. ’ 明.ドー庇 蝋休職IIII催・地文のみ LR
ｌ
ｌ
Ｉ
ｐ

ナデ 中期

58 16311i 塊士 ミニf･異了？ 1 1
波状1.1"･ I~1雑に沿うような竹祷刺突による111形ﾓ
･jb－ブ・貼糊剥淵

なし ナデ 後期
■
■
■
■
■■
59 16M･ll: 蝿士 ミニ･jbjL･T･ ’ 1 1 1.1繊維内Ihiにタール状付禰物 なし ナデ 中末～後初

▲
■
■
■
■■
“’16M.II; 州上 ﾐﾆ･ユブ’1重1－刺 地文のみ RL ナデ ～後初

』
■
■
■
■
■

61 1 16号Ⅱ： 埋土 ﾐﾆ･ユブ’I畠l～刷 地文のみ LR？ ナデ 中米～催初
■
■
■
■621 16WIM 埋土 ミニ･f17． 篭形 砂 k含む #･デ なし ナデ 中末一伐初

63 16堺・1li 塊上 ミニ･，ユフ･ 庇
金
少

;低他
９
丁
、

ミガキ・内ili炭化物峻糊 なし ミガキ 中末～後初 IAI外而赤色誰彩

61 1 16り･II: 1糊 二『･ユブ’ 二1－厳 砂
□

■

■

■

６

国国

Z含む ﾅ･デーミガキ内Ini炭化物吸禰 なし ナデーミガキ 中末～後初

651 16り-I1: 埋土 二．ﾄｭﾌﾞ ’ まぼ定形 砂
ｂ
■
■
、
■宇

Z含む 地文のみ LR ナデ 中末～後初

661 1631I: 塊士 二 Fbユブ’ 二I～斑 砂
ｂ
■
Ｄ
Ｂ
■
k含む 地文のみ 1･R ナデ 1I'末～険初

671 6牙･II: 蝿士 二『･17. ’ 言1－底 ﾅ･デ なし ナデ 中末～後初 内曲炭化物

蝿I 6号Ⅱ§ 塊土 二 ﾁｭﾌﾞ ’ Ⅱ 砂 t含む 蹴体鯉1n1" LR ナデ 中末～後初

691 63II; 蝿士
一
一

■
や
、 『bユブ’

－
１
－

三1 ミガキ なし ナデーミガキ 中末～後初 一

701 6号 埋土 深鉢 ’ H 沈線 なし ナデ 後期？ V？ 内外ifi雅色難彩

981 7\II: 唯而 添鉢 ’
－
１
－ ZI～刷 金黙母 半繊・脱1ド羅1'I" R1． ナデ 中期 Ⅷ

991 17･\1li "IM 添鉢 I 月 MWiilし縄文 RL ナデ 大木10式？ FB？ 写典のみ拙載

2脚 17り． 蝿･ドー雌 深鉢 号I一朝 噸体綴Ijil" LR ミガキ １９１
１

８６
１

Ⅱ Ⅷ
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【蛾N9‘ 出土地 崎他 闘紬渦 残＃稲倣I 胎 '13 父様軸微 曝体 内【､調整 時期 分筑 備 考

201 1 17号化 灯 瑚辺 深鉢 に1－剛 ’ 蝿含む 地文のみ LR ナデーミガキ 中期 Ⅷ 外面炭化物
2021 17号Ⅱ： 炉了間辺 深鉢 開 ’ 粒含む 聯澗繩文 LR ナデ 大木10式 ⅣB

2031 17"･雌 炉澗辺 深鉢 IZl l 『粒含む ロ織部に2列の竹祷刺突 RL ミガキ 後期 V 外面炭化物

20.l 1 17号化 埋：■
■ 深鉢 剛.ドー庇’砂粒含む 地文のみ LR ナデ 中期 Ⅶ

205 17号I1; 埋土 深鉢 剛 ’
金黙舩少
跣 3本1靴の隆帝による文械孵成 RL ナデ 後期 V 外面炭化物

2071 182．Ⅱ§ 炉 深鉢 剛～鵬 地 み LR ナデ 112M Ⅶ

2081 8り･他 床而 撮鉢 明 粗砂含む 脱 11
函

T■ ●
DG 上郁に il! 繩文 RL ナデ 大水10式 ⅣB 2"と同一慨体

2091 8号U2 床耐 探鉢 開 帆砂含む 脱 側
■

両｡ 上陥に il! 縄文 RL ナデ 大木10式 ⅣB 208と同一個体
２ 01 8\I1: 堀土 深鉢 庇 内

弔
己
、 rキ 粁 なし ミガキ 後期 V 内外mi赤色塗彩

2 l 1 8号雌 埋土 添紳 胴 内 ガキ顕； なし ミガキ 大木10式？ ⅣB？
２ 21 9器Ⅱi 炉埋餓 深鉢 胴一庇 砂粒含む 剛 体縦 ･眠郁水菜柵 (徳？） RL ナデ 中期？ Ⅶ

ワ
】 3 】9．号lli 床耐 ミニチュア 兜形

金撰趾惟
少踊

ナデ なし ナデ

２ .’ 19勝 牌 深鉢 ほぼ完形 金溌舩 1I1形l:I緑･朋部胴禰繩文･ﾋﾚ状突起 LR ミガキ 大木10式 ⅣB

ワ
》 5 19\雌 牌 漆鉢 121～朗 金饗f咄 I目I維雛11l形で大きく外反、ヒレ状厭箭付堀、柿惟孔あ

I) ・朋師聯il'i縄文
RL ミガキ 菰久保式lⅢ VA

ワ
》 6 19\(I: 牌 深帥 IごI～明 金灘舩 '二I織部ll1形で大きく外艇、ヒレ状康帝付鵬・胴郁職W

繩文
RL ミガキ 菰久保式期 VA 写真のみ掲載

ワ
》

再
〃
？ 19\lli 肘 深鉢 '二I～明 ’

金欝蹄少
殿 平繊・朋祁脱体硬Ijl係 I"R ナデーミガキ 中期？ Ⅷ

ウ
》 8 19号雌 糊 深鉢 I盲1－朋 ’

金黙雌少
職 平緑・朋祁地文のみ RL ナデ 中期？ 掴

２ 91 9号IIi 墹 深鉢 ロー明 I 金欝舩 I f緑・朋祁地文のみ RL ナデ 後期 Ⅷ

2201 9\【l§ 牌 派帥 刷・ドー庇 I 雛木鱗撫（柚？） RL ナデ 中期？ Ⅷ

221 1 9号【l§ 咽 深鉢 刷.ドー底 金發母 I 郡網代蝋 LR ﾅ･デ 後期？ 咽

ワワワ
ーーー 19号Ili l咽 添誹 I言1－脳

金裳雌少
鼠 地文のみ LR ナデ 中期 旧

2型 19\ili 埋土 深泳 '二I～明
に1緑郁lll形で大きく外反・ヒレ状騒禰付鶴・朋部職尚
縄文

RL ナデーミガキ 遡久保式期 VA 写典のみ掲載

22.1 19\II: l塒 深鮓 【旨1－明 ’金裳雌 I言I練部111形・隆沈線による揺弧状モチーフ RL？ ナデ 菰久保式期 VA

225 19静峨 l塙 深鮓 I言I一別 ’
金裳隊少
愚 51蝿・朋郁地文のみ・朋郁峨体縦Inl" RL ナデーミガキ 中期 旧 外面炭化物

2 19号雌 1咽 深井 I量I一別 ’
金裳if少
競 絡条体 L ナデ 中卿？ Ⅷ

227 19\if 1職 涯休 ロー明 ’
金業隊少
最

§I蝿・脱体縦回娠 RL ナデ 中期 Ⅷ 外面炭化物

228 19号催 埋土 没 # ［I I宮1伽継に隆葡貼付 RL ナデ 81 期 Ⅶ 写真のみ掲戟
231 20号催 床而 源 ＊ 【二I～ 1 砂粒含む j㈹ RL ナデ [1 期 Ⅶ

232 21号催 炉 深 ＊ 口－脚1 1 『粒含む 平& ・朋邪地文のみ・蝋体鞭回娠 LR ナデ 81 期 Ⅷ

233 21場化 住穴 派 ＊ 剛 I 砂粒含む 朋師地文のみ・脱体縦、鮠 RL ナデ 81 期 Ⅷ

霊4 21･\IE 埋土 皿
叩
〆
、

ク

ク

ン 口～庇 I ，粒含む 【ｺゼ 柵付近2箇所'二穿孔あり なし ナデ ﾛ1 期
236 22号催 碓面 81$ ;探鮓 ！ 言1－朋 地：:のみ LR ミガキ 81 期 Ⅷ

237 22\･催 1肘 深$* I 弓1～明 平＊ ・刷部購澗縄文 LR ナデ メ *10式 ⅣB

238 22号住 2脳 瀧＄ド ’ 1 砂粒含む 地目 ･綬織文 LR ナ･デ E1 期 Ⅶ

239 22珍惟 埋土 深＄卜 I I 充耽縄文 LR ナデ メ 木10式 ⅣB 外面炭化物・写のみ
240 22り･舵 1肘 深＃* '二】～閑 砂牧含む 願I:"ml" LR ナデ U1 期 Ⅷ

243 2.1号化 炉 深＃ド 口 蝋I 鞭匝I転・綾織文 RL ナデ 中期 Ⅶ
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目称｡． 拠土睦興 刺胞 習仙も 残僻部位 飴土 文惟朴蛍 蝋作 191脳調確 時期 分類 備 穆

型4 24号 埋土 深井 口 砂粒含む 二亜ロ緑・貼瘤 LR ナデ 後期 V

割5 24号
卜

■ 埋土 篭形:l:" 別 砂粒含む 沈綾 なし ナデ -1･腰内Ia VB 型7と同一燗体

216 24号 D 埋土 蹴形土器 別 砂粒含む 沈線 なし ナデ ．i･眼内Ia VB 246と同一個体

７ 25号 炉 幽鉢 '二I～胴 砂粒含む 口緑波状突起、竹祷刺突文 LR ナデ 後期 V 内外面炭化物

割8 実号
卜

b 埋土 隠鉢 口～鯛 『む 平緑・剛 文のみ RL ミガキ II8期 旧

9 25号 P 埋土 添鉢 明 『む 用部晒iil 繩文 RL ナデ 大木10式 ⅣB 内面炭化物

250 25号 b 埋土 深沖 胴 『む 胴部M鍬 縄文 RL ナデーミガキ 大木10式？ ⅣB？ 外面炭化物

2劃 27号 ■ 床耐 ミニヅ･ユフ･ 完形 『む 地文､鯛 縦、転・沈報 L ナデ 大木10式

255 27号 P10 深別 I言1－胴 砂馳含む 膳禰縄文・ヒレ状突起 LR ナデ 大木10式 ⅣB

256 27号 PIO 深制 1ｺ～胴 山形ロ縁・朋部1節H繩文 LR ミガキ 中期 Ⅳ

257 27号 P20 別 口～胴 砂粒含む 平緑・口辱郁平坦・地文のみ LR ナデ 中期 Ⅷ

258 27-号雌 4脚 "61 、～胴 平緑・脱体縦回転 LR ナデ IIﾘﾘ1 Ⅷ
30号趣4増土器片と接
器

9 27号惟 蝿士 深ガI 剛 粒含む 地文のみ RL ナデ 8131UI 、

260 27号住 l卿 深＄I ロ 霊母 磨澗縄文 RL ﾅ･デ 彼期 V？

261 27号雌 l咽 深＃ 口 細沈親による曲線モチーフ RL？ 中期 Ⅳ

262 27号11i 蝿士 派＃ I:1一脳 地文のみ LR ナデ 813期 Ⅶ

263 27号住 6刺 IIo形深鉢 側一底 平緑・地文のみ RL ナデ 21'期 Ⅶ
30号I1冒床面出土土器ll･
と接合

261 27号11三 1脚下 0I』形添鉢 刷下～駁 地文のみ LR？ ナデ 中期 掴
30号佐前腿部土器片と
接合

271 28号住 炉埋設 派
P

b 1_1～底 平緑・膜体躍回鱸 RL ナデ 868期 掴

272 28号住 床而埋設’ ロ
■ 口～鋼 砂粒含む 平録・囲郁瞬浦繩文 LR ナデ 大木10jt ⅣB

2沼 28号住 埋土 I
D

h 口～調 ロ録郁波状・'二I～朋師に沈報による閏線モチーフ なし ナデ ･1･躯内Ia VB

2両 28号住 哩土 ’ ､ 口 磨禰繩文 RLR？ ミガキ 大木10式 ⅣB

275 巽号住 埋土 ’
D

h 口～胴 砂粒含む 平維・朋郁陳体罐阿鮭・綾織文 RL ﾂｰﾃﾞ 中期 Ⅷ

276 蝿号住 肌土 ’ 派
■

h Ir1 平縁・胴郎地文のみ LR ナデ I11IW Ⅷ 写興のみ州載

277 28号肱 添紳 I言1
波状口緑、椎状:1:jLによI)剛部をM字形l皇成形・頚部
に竹笹刺突列

なし ミガキ 綾期？ V？

278 28号住 添鉢 釧 砂粒含む 蟹状把手 なし ミガキ 後期？ V？

279 28号住 埋土 深詐 剛 頚部に隆帝・朋郁Iffil'i縄文、絡条作 R ミガキ 後期 V

2帥 28号朧 肌土 深坤 I音1～胴 粗砂含む 胴部地文のみ LR ナデ 11 期 Ⅷ

281 28吟雌 埋土 深鉢 飯 I
！

粗砂含む 隆補・沈線 RL？ ﾅ･デ ＃ 期 V

認2 28号雌 埋土 深鉢 I二I～胴

I
粗砂含む 平縁・【］緑郁ミガキ・朋部蝋休鞭何轆、地文のみ RL ミガキ 'l 1ﾘI Ⅷ

283 28号雌 埋土 鉢 ［1 口緑那に竹需刺突列・朋郡聯澗繩文 LR ミガキ 81 期？ Ⅳ？

2斜 28号雌 埋土.ド 中形深鉢 '二I～胴 雌体縦回帳 RL ﾅ･デ 81 期 Ⅷ

285 28号睦 埋土 中形深鉢 脚～底 I 地文のみ。底舗水禁猟 L ナデ 81 期 Ⅷ

286 28号雌 埋土~ド ミニヅ･ユア
金巽母少
量

ナデ ナデ '1 末～後初 一

293 30号雌 炉理詰 添誹 閑
’
’
一

地文のみ LR ナデ 31 期 Ⅷ 内外面焼け弾けⅧ群

2“ 30号性 炉 深帥？ にI I砂粒笛
一

二

『む 器面磨耗 なし ﾅ･デ 中期？ Ⅷ 写真のみ掲較

295 301 住 炉 "fl 口
｜

腫体罐回転 LR ミガキ 18M Ⅷ 内外面炭化物

2蝿 301 性 炉 "#I 、 」 口緑碓ミガキ・副部隙体糎回娠 RL ミガキ 10IW Ⅷ 内外岨j炭化物

297 301 住 炉 iZfl 口 l砂粒f
－

一

『む 口織部ミガキ・脳郁陳体縦何侭 LR ﾂ･デーミガキ 10M Ⅷ

298 30； 住 床面 "fl 口
瞬

一『む 地文のみ RL ミガキ 抑明 Ⅷ p5 299と14一例体

雪9 301 性 床曲 派別 開 砂粒名『む 地文のみ RL ナデ 11期 Ⅷ 四gと 可一個体

3“ 301 住 床面 深別 、 二誼口緑 LR ミガキ 後期？ Ⅷ p6タ､面炭化物
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削臨？． lMz雌 将他 器穐渦 残仔部位 鮪」： 丈繊朴倣 噸俳 門【､剃競 助則 分別I 倫 孝

301 30Ij･ 世 床耐 壷形土器 明 地文のみ LR ナデ IIO1 1 Ⅷ

3腿 30り．li P4 深鉢 剛 砂粒含む 明部噸体縦回転 LR ナ･デ '111 』 Ⅷ 内タ ,im炭化物
3鯛 30\ 蝦 埋土 深紳 胴 膳消し縄文 LR ナ･デ 大； &10jt ⅣB 30.＄ 目I叩一朋体・写のみ
副叫 30\ 腱 埋土 探鉢 ロー明 平縁・胴部膳禰縄文 LR ナ･デ 犬2 §10jt ⅣB 303 どiml一隅体
305 30牙．

■
ｐ
◆

■
■
Ｕ
■

１
Ｊ 1土 深鉢 脳 地文十楢鮒状沈線文 RL ナデーミガキ IIJI i～後期 Ⅳ？

3鰯 30\ 腱 咽 深鉢 口 粗砂含む 口縁部に竹特刺突列 なし ナデ 1In1 1？ Ⅳ？ 雰典のみ掲載
307 30牙

■
■
●

■
Ｕ
Ｕ
ｐ 猫 深鉢 嗣 砂粒含む 地文十沈線 RL ミガキ IIUI 1？ Ⅳ？

3鮨 30\．眼 卿 深鉢 口 地文のみ I.R ミガキ 1111 I 、

3”30斗位 牌 深鉢 口～開
金裟母少
量

媒体縦Ⅲ転÷綾繰文 RL ナデ 11'1W Ⅷ

310 30号催 牌 深鉢 明 地文のみ LR ナデ IInl酬～朧刈 Ⅶ 写興のみ掲戦

311 30号性 】増 ミニチュア 底 砂粒含む ナデ なし ナ･デ 113期～後期
内外Ⅲj赤也蛾彩・内岨i
ﾀｰﾙ状付諦物

321 32号【k 炉埋設 深鉢 閖一底 砂粒含む 櫛歯状沈線文・底部木業拠（笹？） なし ナデ 1131m？ Ⅳ？ 内iii焼け弾け顕蒋
3型 33聯化 炉埋設 深鉢 開 砂粒含む 櫛歯状沈線文 なし 、ﾅ･デ 中剛？ 1V？ 19面焼け弾け瀕粁
3霊 32号雌 床而 深鉢 ロー開 全窯母 平緑・地文のみ RL ミガキ 118M Ⅷ 外而炭化物

321 32\(k 床而 深鉢 口 金巽母 波状口縁・口糯部に沿う隙体押ﾊﾐ弧・口鞭部に縦位の
貼病

なし ナデ 後期 V

3霊 32号性 埋土 中形深鉢 用下一底
金饗厭少
皿
風

地文のみ L ナデ 中IⅢ？ Ⅷ

型？ 33号雌 炉埋設 深鉢 ロー底 砂粒含む 硯部地文のみ・底部調代換 RL ナデ 中卿？ Ⅲ l'ilii焼け弾け甑蒋

328 33号Ⅱ： 炉 採鉢 閑
金裳瞭少
量

地文のみ RI．？ ミガキ 中～後期 Ⅷ 寧典のみ拙戟

329 33琲惟 】鞘 瀝鉢 閑～底 園部沈線によ；)モチーフを描く・底部水難Ⅸ（縦？） なし ミガキ 羅内I、 VB

330 33り･舵 1判 深鉢
■

’
0q

用 砂粒含む 陸帯貼付 なし ナ･デ 剛 V

331 33\IE ]増 深鉢 l
qq

口 口縁部に噸体押圧痩 なし ナデーミガキ lⅢ？ V？ が典のみ拙鞍
332 33蹄化 埋土 洩鉢 l

■

口 二敢沈綴による変形正字文 なし ナデ 期八・？ Ⅵ？ 写典のみ州戟

333 31 珊・化
が埋設土
器

流鉢 閑～底 閑部地文のみ‐底部調代換 RL ナデ 8期 1ロ

331 3.1 叶・1I: 炉 瀝鉢 用
金欝確少
茸
璽

諦条体 L ナデ 挽I馴 V

335 3.1り･仇 Z塒 深鉢 閉
金巽雌少
瞳

諦条体 L ナデ 後期 V

336 31\lli l職 深井 ロー閑
二並口縁・口緑部Iニジグザグ状の噸{I押圧文・朋部は
陳体縦回転十綾綴文

RL ミガキ 後期 V 外IM職化物多難

337 31 蹄【l§ l脳 深鉢 口 金巽母 原体罐回転 RL ﾅ･デ 2期? Ⅷ

338 ￥ 1闇 小形深鉢 口～開 砂粒含む 箱条作 1． ナデ 蛇期？ Ⅶ 内耐炭化物
339 31号【l§ 埋土 亮形土器 硯 砂粒含む 沈線 なし ﾅ･デーミガキ 2期 V

313 36\111 床曲 深鉢 明～庇 地文十沈綴・底部緑辺ケズリ、穿孔？ RL ﾅ･デ II期？ 僻？

3.1,1 36￥雌 炉 深鉢 口～明 平緑・綾織文 RL ナデ 811IMI 旧

315 36号雌 l脳 深鉢 硯～底 地文のみ RLR・LR ナデ 810M Ⅶ

316 36別1§ l勝 深鮓 口
金巽経少
趣 波状口緑・口緑識ニニ本の隆補÷貼揃 をし ナデ 後期 V

317 36号峨 l層 深鉢 別
金雲母少
最

絡条体 L ﾅ･デ 後1m Ⅷ

318 36号催 1増 ミニチュア 金霊母少
最

ナデ ナデ 112～後jﾘI

319 37号住 埋土 深鉢 胴～底 胴部地文のみ・底部鋼代換 RL ･デーミガキ 中川 Ⅷ
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3鋤 37号性 埋土 添帥 1_1～明
金雲母少
鼠

噸体縦回帳・地文のみ LR ナデ 810期 Ⅵ 写真のみ拙砿

351
■

‐
ト
ー
ＰＰ

37珊住 埋土 ミニチュフ･
Ｆ
■
１
１
１
■■

'二I～朧 砂粒含む ナデ なし ナ･デ 中期～強期

352 ｌ
‐
卜
Ｐ
37号雌 埋土 ミニヅ･17･

・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ＰＰ
庇 現下靖部ナデ・班節制代り〔 なし ナデ 中期～後期

353 記号雌 床面 "fl
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
臆ほ完形 砂粒含む 平緑・朋邪地文のみ RL ナデ 81I期 Ⅷ

3調 巽号住 埋土 "#I 明～庇 沈線による区画、職W縄文．貼捌・庇部調代拠 RL ナデーミガキ 倣久悌式lⅢ VA 内外面炭化物付輔

355 記号催 埋土 添削 口～胴 相砂含む 8肌位山形回線・明郁沈線によるⅨ両．勝揃繩文 LR ナデ 砿久保式l卿 VA

356 38号性 埋土 i"I '二】－胴 平縁・脱体鞭匝l砿・綾繩.文 RL ミガキ 8II)91 Ⅷ

357 38号住 埋土 深則 明～底 砂粒含む 地文のみ LR ナデ 中期 Ⅷ

358 38号伽 埋土 鉢 胴～庇 鬮部地文のみ。唯祁綱代批 LR ミガキ 81ﾘﾘI Ⅷ

359 38号他 2 ．3櫛 耀鉢 明
金窯母少

田
旺

Ｌ
や
Ｚ

職間繩文・貼術 RL う･デ 後jII V

360 38号II 埋土 耀朴： '二1～胴 砂馳含む 願体樅側転 LR ﾅ･デ 中lWl 堀

361 詔号仙 埋土 澱鉢 明 金禦朧 地文･卜沈線 LR ﾂ･デーミガキ 砿jﾘI V

362 38号【I 埋土
■

1
．

鉢 I三1 Iごi緑雛1I1形、砿部I呈枯土貼付 LR？ ミガキ 中lﾘ1？ Ⅳ？

363 38号1li 埋土 振搾 I 1 砂粒含む
山形の二飛I言I緑。m部にボタン状貼付け、賑. ｰﾘ．る際
帝

LR ナデ 後191 V 361と何一例体

3御 謡号仙 埋土 流体 1ｺ 砂粒含む
1m形の二jitI=1緑。m祁にボタン状貼付け、蕊ド･ｵｰる屋
一
Ｗ

LR ナデ 後Ⅲ V 365とIjil一例体

365 謡珊化 蝿士 添1＊ 1 1 二敢口縁 RL ナデーミガキ 後卿 V

366 "\IM 埋土 小 挿昨 '三l～綱 砂粒含む 地文のみ L
ﾛ

I
D

牌

ﾂ･デ 中剛？ Ⅶ

370 1号土坑 埋土
■

l
Q

派＃* I言1～底 棚砂含む 平緑・馴郁地文のみ・庇祁糊代狐 RL
Ｉ

』B

ナデ 中剛 Ⅷ

訂3 4号土坑 Ⅲ肘 ミニ･ﾁュア 完形 砂純含む ナデ なし ｜
■■

ナデ 内面タール状付粁物？

374 19号土坑 埋土 深鉢 胴 砂粒含む 職間繩文 RL ｜
ロロ

ナデ IIJM Ⅳ

露2 IIB4c m牌.ド 派舛 、 口緑部刺突・条拠丈 ｜
ﾛB

D1IIW A

翠 nB e Ⅲ崎下 深休 耐 条痕文・爪形文 なし l
hh

ナデ～ ガキ 112期 八

認 HB C m職ド 深鮴 明 条Iに 四
』 l

U

ナデ～ ガキ 1111m A

585 IIB C Ⅲド 深昨 明 条｛[．戸
■ ナデー ガキ 'iﾘﾘI A

認6 nB e I1M-ド 澱別 服~ド 砂粒含む 器I I 寧なミガキ なし ･ﾅ･デー ガキ 111期 A

認7 uB C mW.lf 櫛I 明 砂粒含む 別 1緑文・押し引き文 貝殻 ナデ piﾘﾘI B

588 uB ．IIIWtl! 満I 剛 貝； ｉ
Ｌ
Ｄ
ｂ 1縁文・皇I2行沈線 貝殻 ナデ 『IﾘﾘI B

認9 UB ③ Ⅲ墹 職I 口～胴上 繊維多鐘 蝿 帥 1文 LRO多 LR IIﾘﾘl後～末 Ⅱ

5” HB C 撹乱 獄I I青I 繊維多量 蝿 ： &文 LRO多 LR(付加条） IIﾘﾘj後～末 Ⅱ

591 UB3b Ⅲ脚~ド 職I 胴 繊維多量 曙 跡 &文 LR 1.R JILIﾘl後～末 Ⅱ

592 UB3b Ⅲ肘 瀞I 明 ’繊維多量 蝿 獣【文 RL RL 》9ﾘﾘl後～水 Ⅲ

593 HB3d Ⅱl輔~ド 深j｛ 胴 I 繊維多量 鰹
一

鴎
璽

隙

&文 RL？ RL？ 鼎川使～末 Ⅱ

594 UB3d Ⅲ糊 深鉢 胴 ’繊維多量 確
■
羽 i文 R1.0多 RL？ pｻﾘﾘl佼一末 11

5躯 UB3d Ⅲ咽 派沖 胴 I 繊維多量 蝿 Ｉ &文 LRO多 不IFI I M惟一末 Ⅱ

596 UB3d 撹乱 派非 綱 繊維多量 菱3
■
ｌ
ｐ
凸 不明 不I別 ｜h Ⅲ後～末 Ⅱ

597 UD4d Ⅲ刺 深鉢 明 枇縫多量 判1
』
〃
心 1文 LR･RLO多 ナデ ’ I＃1初航 Ⅲ

598 UB2d M咽中 添沖 明 砂粒含む 沈§ ！ LR ナデ 化に木8b？ Ⅳ

5弱 UCIn Ⅲ墹上 澱沖 脳 砂粒含む 用8 iに魔沈隷による縦他のlベ向、瞬禰縄文 LR ナデ 大木9式 冊A

”IC5c 、咽 深鉢 口～明 砂粒含む 膳；i縄文 RL ナデ 大木10X 脈B

帥I IC7h Iﾛ咽 深鉢 ロー剛‘ド

４
口
▽
呵
一
判
１

平
瀕

2･ 1:1榧部に黒文而・明郁沈報十孵禰縄文、ミガキ
戸
ね
■
０

LR？ ミガキ 大木10jt WB

”IC5 j 、畷 深鮴 側～胴 砂粒含む
ロ維郁波状、111形小突起・明郁沈報十孵禰縄文．ヒレ
状突起

RL ･ﾅ･デーミガキ 大木10式 ⅣB



ｌ
騨
嗜
－
１

N"9. M土地点 咽位 器腫箔 残審部紅 飴士 文偲豹賦 陳仲 内面詞整 畦期 分凱 偶 \
6鯛 C4f Ⅲ塒 深鉢 口 口緑部1 lやかな波状。MWil'i繩文 LR ガキ 大Z g10式 ⅣB

6脚 C4 f Ⅲ増 深鉢 口 I 蛎浦縄 宮、 ミガキ丁寧 RL ガキ 大』g10式 IVB|『卜而炭化物
605 C7f m咽上 小形添詐 ロー用 I 口緑邪』､波状・開郎1"W繩文 RL ガキ 大； 59式？ Ⅳ八？

6“ C8e 、塒上 小形涯鉢 ロー閑 I 磨禰繩。〆
』 RL ガキ 大Z :9式？ Ⅳ八？

6碗 C6g Ⅱ増~ド 深鉢 胴 砂粒含むI 瞬禰縄 衿
ｂ RLR？ ナデ 犬：gl0式？ ⅣB？ 内面炭化物

6鱒 C3g m層 深鉢 口 口緑部に円形の繩間旺狐列・朗郁尉荊縄文 LR ミガキ 中】I Ⅳ 内外mi炭化物
6” C8i Ⅲ梢 洩鉢 口 口唇邪に竹需刺突列・明郁l緬尚縄文 LR ミガキ 中1 1 Ⅳ

6 0 nCle Ⅲ将~ド 深鉢 口 柤砂含む
口緑部に沿う
文

2列の竹待刺突列・馴部に沈線・明部地
RL ミガキ 後期 V 外面炭化物

6 I IC7j 床面 壷形土器 口～頚 沈報 なし ミガキ 後期 V

6
ワ
』 IC3g m職 深鉢 明 金震母 開部晒i尚繩文・ボタン状貼付け持つ LR ナデ 後期 V

6 3 UB3a カクラン 鉢形？ 口 金雲母 口唇部騒諦により肥I甑。波状'二I鍬 LR ﾅア 後期 V

6 ’1
文化課卜
レンチ

I増 深鉢 鯛 砂粒少量 沈線による曲線文。 なし ナデーミガキ 後期 V

6
一
③ IC6d II墹下 深鉢 に】 棚砂含む 波状口緑。m部よI)蛇行際禰が雌.ド なし ナデ 後朗 V

6 6 IC.l i nW.ド 深鉢 胴一睡 刷郁~F半外面ケズリ、平行沈練 なし ナデ 後期 V

6
命
ゴ
ヴ IIC2f Ⅲ職 深鉢 函

金雲母念
む

陸帯貼付・ ミガキ馴料 RL ナデーミガキ 盃久保式期 VA 外mi炭化物

6 8 llCla Ⅲ職上 探鉢 頚 砂粒含む 頚部に3本の隆沈線・朋祁に降研文搬 RL ミガキ 後期 V

619 IIC3f II層上 深鉢 口

砂粒含。
金雲母ご
<少鼓

山形ロ維･ Iｺ緑部文倣諦に醗桁による方形モチーフ RL ミガキ 後期 V 内外Ⅲ職化物

620 llB2 i I1屑中 深鉢 照
金裳雌少

“

ZX
隆帯 RL？ ナデ 後1m V 外mi災化物

621 IB8d ､刺 卿:形土器 開 砂粒含む 外miミガキ丁寧・沈報 なし ナデ 晩期？ Ⅵ？

6 IIC2d Ⅲ脳上 洩鉢 口 口罹部聡沈線Iこより肥I嘱・胴鯲12行沈靴，〃櫛W細文 LR ガキ 晩朋 Ⅵ

623 IIC5d 1I糊下 壷形土器 、 口辱部に小突起・口緑部に沈線巡る なし ガキ 晩期 Ⅵ

鯉,1 IIC5d I1墹下 深鉢 口 にl甑郁に太沈線十隆砺によるIXitiを排っ。 RL ガキ 晩期 Ⅵ
口
勒 IC7(1 Ⅲ増 深鉢 口 口艀部小波状・にl緑祁平行沈級 R1. ガキ 晩期 Ⅵ

626 IIC21 Ⅲ崎 台付尭 底 胴.ド部地文の泳、ミガキ・庇部沈線遥る RL？ ガキ 晩期 Ⅵ I9mi" 上物吸補
627 IIB3

■

勺

■

■

夕

■

Ⅲ培上 深鉢 閑上 砂粒含む LR ガキ 弥生鯛期 Ⅶ八 外i力i炭 上物
628 IC5 Ⅲ籾 鉢形土器 口～閑 噛禰繩文 LR ナデーミガキ 弥生1I:期 ⅦB

629 IC｡l nW-ド 深鉢 用 砂粒含む 羽状縄文 LR・RL ナデ 弥生前期？ Ⅶ八

630 nB2 、肘上 深鉢 口～胴
金霊母少
凹

璽
地文のみ RL ミガキ 中期 Ⅷ

63】 IC8 、 深鉢 ロー明 膜体縦回娠十綾織文 RL ミガキ 1I0期 Ⅷ

632 IC5 Ⅲ 深鉢 ロー照 噸体砿回転十綾繰文 LR ミガキ 中期 Ⅷ

633
ひょう善
吟､

深鉢 口 原体睡回転 RL ミガキ 中期 Ⅷ

6郷 試掘T3 Ⅲ塘上 深詐 口～開 砂粒含む 二Ⅸ口緑・朋邪絡状体 L ナデーミガキ 後期 Ⅷ 外面炭化物
635 B9d m層 深鉢 ロー胴 砂粒含む 二爪'二】緑状・願体耀回権 RL ナデ 中期 Ⅷ

636 C6e Ⅲ聯 添鉢 口 粗砂含む 握糸文 L ナデ ziz期？ Ⅶ 外面炭化物
637 C8f 、 深詐 胴～底 地文のみ LR ミガキ 中期 Ⅷ

638 C8f 、 添鉢 口 租砂『含む 瞬状肥手 RL？ ナデ 中期 Ⅳ

“9 C5j 、 深鉢 用～底 柤砂F含む 地文のみ RL ナデ 中～後期 Ⅷ

610 C3g n明下 ミニチュア 口～羽 1ｺ唇祁級やかな波状 LR ナデーミガキ 中末～後初
611 試掘T2 I層 ミニチュア 土器～底 砂粒含む ミガキ なし ミガキ 中末～後初



第8表遺物観察表（土製品）

Ｉ
唖
噛
印
Ｉ

MgX9. 出土瞳点 脳位 野種名 残存経位 飴士 文樺特殴 原作 内西岡睦 時期 分頚 燭 考 ．
■■■■■■■■■■

侭2 IC8g m咽 ミニチュア 底 鍵糸文・ミガキ丁寧 L ミガキ 中期末一後初 ー 内面炭化物吸若

餌3 nC2f Ⅲ届 ミニチュア 底 砂粒含む 縄の－増を巻き付けた原体（付加条）・旺部柵円形 RL ナデーミガキ 中期末～後初

硯4

餌5

IC4f

UD2d

､脳

､珊上

ミニチュア

ミニチュア

ロー開

口～胴

砂粒含む 口維郁穿孔・充域縄文

撚糸文十細沈線モチーフ

なし

L

ナデ

ナデ

中期末～後初

中期末～後初

－

I■■■■

646 UD2d Ⅲ咽上 ミニチュア ロー底 砂粒含む 地文のみ LR ナデ 中期末～後初

647 IC7 i 、～Ⅳ刷 ミニチュア 胴 把手付 LR ナデーミガキ 中期末～後初 一

図8 nc2 i Ⅱ刷上 ミニチュア ほほ完形 砂！
＝f含む 朋郁下半地文のみ LR ナデ 中期末～後初

餌9 IDlOa I層下 ミニチュア ほぼ完形 砂《
＝

t含む ミガキ なし ナデ 中期末～後初

6釦 nB4c m層.ド ミニチュア 用～底 砂1f含む ナデーミガキ なし ナデ 中期末～後初 1■■■■ I 判外面赤色塗彩

魔1 UB2d Ⅱ層 ミニチュア 底 金目k母 細沈線 なし ナデ 中期末～後初 ’ 勺外面赤色塗彩

652 IC･l i Ⅱ層.ド ミニチュア 照 沈綴 なし ナデ 中期末～後初 ｜‘ ,面赤色塗彩

653 IC7f 、咽上 ミニチュア 口～胴 砂粒含む なし ナデ 中期末～後初 。■■■■

図版No. 出土地 肘位 器独 部位 胎土 文橡特戯
躍大艇

たき さ

醗火相 般大厚
亜量 時期 附 考

13 1号住 1層 土製円盤 金霊舩・砂粒 RL 3．3 3．4 0.7 7.68 中期？

41 3号雌 1職 土製円整 砂碗含む LR 4 55 5 1 0．95 理 8 中期？

42 3号住 1糊 粘土塊 柑醐応池 3 1 3 15 2,3 17 35 不明

園 7号住 床面 斧松士製品 I 畷含む LR 7 8 4 3 1．8 66 52 中期

81 9号住 1厨 土製円盤 I 砂礫含む RL 4 1 4 95 1．25
《
Ｊ

④
】 54 中期

171a 16号住 埋土 垂節 I 砂照含む 緑辺郁中央に沈線一刷・深い沈綴による彫刻文 6 25 2 5 1．3 13 59 中則 171bと1回】一個体

17lb 16号住 埋土 蕊筋 I 砂曝含む 深い沈綴'二よる彫刻文 3 35 1 25 1．25 3 8 中期 171aと1回'一個体

172 16号住 1職 板状土偶 休部I 砂畷含む 刺突列・貼窟 9 33 5 35 1．55 記 19 IIn期

265 27.号住 埋土 キノコ形ナ郵呉 I 砂醗含む 4 ２ 4 95 1．7 21 63 中期

34恥 34号住 1卿 恢状土例 体郁 金蕊Iｻ少愚
細沈線によるi匝綴的モチーフに曲練モチーフが付
随・休部に穿孔

一
勅 6 4 55 0．95 29 11 ’

中末～
後初

340bと同一個体

340b 34.号住 1脚 板状土偶 体部 金鱗Iﾘ少愚
細沈線によるi匝線的モチーフに曲線モチーフが付
随・体部に穿孔

5 1 4 83 1．02 瓢 09 ’
中末一
後初

340aと同一個体

654 IB7g 11M-ド 土糾 頭部 砂熊含む 4 4 3 3 2.85 92 後101

6弱 IC6i ､咽上 不明 砂服含む I 85 1 5 0.3
ワ
】 621 中末～

後初

656 IC5b n糊下 不明 砂藤含む 2 0 2 3 0．4 6 281
中末～
後初

657 IC6g n用下 斧状F卜嬰品 砂畷含む LR 3 55 ５ 0 1．45 73IE 1期

6記 試掘T 埋土 粘十鯉 砂曝含む 繊物序痩を鯉かに翌める 3 83 3 78 1．25 14 701 抑I



第9表遺物観察表（陶磁器）

Ｉ
哨
晦
毎
Ｉ

No. 111土地点 墹 位 器 侭 胎 土 柚蕊・綾付 製作地 製作年代 そ の 他

375 1り･離穴地物跡 床 磁器111 白色 灰袖 I#IIHI" ,1C末～15c初

379 2叶描立桃巡物 PP】3 磁器碗 白色 染付 ，1〔北箙 9c前半以降

386 ．$号掘迩I趣物跡 埋土 磁器IⅢ 略脹也 灰袖 上産 9c削半以降 古久慈焼lこ似る

659 nBlf 111 陶器錘 冴灰世 灰袖 術柵 2－13c

6釦 IC6j 1糊 脚器遼 滞吠世 暁袖 澱掩 2～l3c

661 IC1Ob I1中 磁器院 暁也 背磁 EIIIEI" 2c後半代 半肉掘l)牡叶文

662 ID7zI 1I中 磁器碗 色 青磁 01'lfi" 4C末～ 5c初 報描き通f文

663 ID7a 11中 磁器碗 灰色 背磁 IIDIml" 4C末～ 5c初 縄描き巡F文

664 IC2c 111M 磁滞碗 灰121u 染付 肥 7c後～ 8cif

665 HB3I IH.la 磁器Ⅲ1 灰白色 染付． 肥111 7c後～ 8cif

666 UCld 11-ド 磁器IⅢ 白色 染付 肥 7c後～ 8c後 元祉～梵IﾘI

667 平場 埋土 磁器Ⅲ 白色 染付 肥 8c後～ 9c初 凹蛇の I間古

668 B611 I塒 磁器碗 白色 染付 肥 7c後一 8cif 1690－ 780

669 c6j I塒 磁器m 白也 染付 肥前 8c後～ 9c初 凹蛇の I高向

670 C8b I糊 磁器IIn 1!1世 雄付 腿前 8c後～ 9c初 凹蛇の l間台

671 c7j m～IV 磁器碗 I:lu 衆付 肥前 8c後～ 9c初

672 D7a ⅡBI! 磁器碗 白色 染付 収北蛎 9cin 以降

673 平場 塊土 磁器碗 111& 染付 肥前？ 9clll ド 肥前に胎:1:似る

674 ID10a I料 磁器碗 白色 染付 収北溌？ 9c前 ド

675

676

27号住

IB8f

11 I13

11

磁器H11

描鉢

昭脱色

蹄腱也

灰釉

灰袖

唯北溌

唯北逓

9c前半以降

9c一

古久慈焼lﾆ似る

677 平糊 班士 悪器鉢 峡也 暖繭 北雍 9c前～ 目跡ぁIj

678 87号土坑 I肘 確器皿 白色 染付 北巌 9c中 興起し形成

679 IC5g II-ド 感器土蝋 H<I:1L 染付 一 9c中以降 近代にかかる

680 nB2j Ⅲ 勁平燗 暖白色 版柚 一 9c中～明論 底部Ⅱ．

681 メイントレンチ3虹 1脚 磁器皿 灰白色 灰柚 ー 不I’I

682 サプトレン･ト5 I刑 小杯 暁白色 灰柚 一 不叫

683 IID2a 11M 磁器碗 1挺白色 染付 ー 20世紀



第10表遺物観察表（石器・石製品）

｡■

l色
t舎

司

Xw,． 通憐私 グリッド 稲1t 器 唖
大

晃

一

き善(田

蛸

.）

哩耆
収瞳(月） riH 駁地 ｵ1 級 。 絢 勝

11 1り(E墹跡 IC3 堀上 スクレイパー甑 67 31 8 露.“ r〔珊 鞄上111地 ’一八割内側紙'二1(砿影劃懐帆･Iij〕

15 1￥化喘跡 IC3 堀上 スクレイパー瓢
【
凸
ら

８
面 29 8 11.69 面器 化上111地 ローハ訓脆ｲ湖維・水鵡繍I 随概形餌骸（片【M）

16 1堺化朋跡 IC3 斑士 スクレfパー対i 藷 19 I 記.93
１
８

Ｍ
ヵ
口１Ｊ 北12111地 回一八剛金蝿;二糎形詞盤（I 山）

I
一
合
、 1\促脇跡 IC3 客輔 スクレイパー蛾 雲 51 18.“

１
２

岬
ｆ

・

日

己Ｉ 北上111地 1－A餓《i創帷【二洩形詞堕 18.画）

IBI 1\｛鋤;路 IC3 昭士 リタッ･ナド・フレイク 弱 郡 3.鋸 頁溌 北上IIl地 術側1鰹､ら堆蛎'二鵬､形到盤 16･御）

19 】￥I挑;路 IC3 塊･士 ユーズド･ﾌﾚｲｸ 16 勢 I 4．17 鰯 北I:111焔 ＊嬬舘に贋園剥鯨#〔（11.卿

訂 lりl汕;跡 IC3 蝿土 羽製閲寄 麓 16 2．86 閲1 鞄上111地 鳩製1 券から砥llIL．IFJらかの斑M1で研聯したもの

91 1 :;牲咄時 IC3 唯獅 ３ 材採 l室
Ｆ
Ｄ
画

【
ロ
■

■
今
矧 7“.･11 閃1 器 鞄l:I I地 側値i・ 紀雅ニタール状のものが付紺している

蕊 苫￥肱瑞跨 IC6 唯醐
＊ﾛ

to 氏 45 $9 38‐ 爵.14 、 進刷 I雌 卵形I 閲glsｵLでいる

83 33;(f朏跡 lC6h
ロ
ー
■
■画

一
●
毛

■
■
■
■

■
ｐ
Ｕ 《 鹸 37 26 9 8.蝿 唯鷺興瀦 奥釧11藤 恥嘆』

＄t 3洲を瑞跡 IC6h 唯醐 I 芯 勢
由
Ｐ
■ 6 3-.11 、洲 北lzlII地 賎鯉のみ

15 3吟悠肘時 IC6h 灯 二
Ｊ クレイパー顕 88 ３ 1 13.73

４

８

噸
ａ
ｌ 北M1吃 ローB瓢 《i倒陀に!f娠影劃霞（片山j〉

16 3\住墹時 IC6h 唯虚 『 蘭 蛇 6 4 I論.93 愛1111 奥州11職 '一A説災・喪011典綻に紙】rpの洩孔1カ時･I･つ

3剃慢啼誹 IC6h 雌鹿 欽衡 I 章
ー＝

。『▲ 83. 1噸.“ 間器 躯上11』地 ﾛｰA罰尭鵡艶【二縦概な敵打J〔ｲi叩

綿 3￥佗哨路 IC6h 雌鹿 哉聯f 】侭 9
Ｆ
・
■ 9詞.59 蛍1111 臭jⅡ11雌 囮一C醜 lF1ｲiの程』跨糾つ中央↓：!““0曲抵孔l方崎

19 3り惟輔路 IC6h 雌虎 賊窮f l蕊
ロ
ロ

一
Ｕ

Ｆ
Ｏ ！?認77 蜜1111 呉楜111職 m－C劇 0”91二慨這な蛾§J製ｲi3》

Pー

』』 6酬叫;鱒 IC8h 雌二t 瀞現1 斧 l鎧 16 鐸 178 、癌 韮hIIl亀 瀝影肉凸〃

識 6￥侭Wf IC＄13 眼fそ ｲｨ孔！ 睡墨 51 鋤 8． 詞.15
１
０

恥
汀
守ｉｆ 猶I:111焔

侭 オリ化し;If IC5厘 児士 【i黙 勢 16 2.16 卿粉 鍵I:111比 4s唯品咄揮隆翼盤

“ テリⅡ端塒 IC5臆 堀上 蘭鳳 型 18 2-蝿 無色興溌 塩12111蛤 5\麟醗

6 7制叫;跡 IC5厘 呪士 禰匙
叩
四

一
ａ

■
Ｊ

ゆ
。 7．02 溝 化IzIII地 罐聴

“ 7リI隣;跡 IC5g 堤上 突如吾 鋤 11 】､3 吐筑典沿 箙蛤祁IﾘI F 固総に縛妃到懐（ｲi向伽・左叶如沁藩部欠捌

麓 9￥I堂咄跡 lC8 i 鯉上 ユーズド･ﾌレイヶ 【6 37 、． 鱒.” 畦貫閲岩 鳧〃111睡 （ 側帷に偲冨判雄製

認 ⑩咄朧咄跡 IC8 i 堀上 スクレfパー鯛 王 勢 1 18_霊 1W； 北12111絶 、一B鋤 ｛i側1.燗駈頚僅（内鐵・＃泥fE到盤｛し;'nj）

瓢 りり朧咄群 IC8i I輔 剥州． 露 勢 1 3.認 雅化水 奥材111談 ？ 風の屍腿粒

鼬 りり腔囎群 IC8i 唯尚 惑預晦斧 釣 19．5 q■ 10．8
Ｄ

Ｉ

１

ｃ
ｐ
Ｉ
里Ｉ 起加11鼈 4 影聡泌欠111 卿公〃

“ 9￥化WI弓 IC8i I咄 垂
の
り■

の
勺 15_調 安’

■“

“ 奥制111雛 が虞の入鵜彼

睡 】0蝋kWF IC9厘 服t スクレゲパー説 鍵 10 1 15.鶴
■
１
１， に1号111地 ローA馴堤鯛雌・イ端維i二縄彰凋曾〈j1，”

9＄ 10\惟榊＄ IC9R 雄功i 別！;． 鋤 砲 15.鶴 rI1 化I:111地

91 10￥化蹄跡 IC9X 雄醐 靭片 37 39
~

､98 面職 化l2III地

10 12￥11〃;跡 ICS＄ l啼 禰腫 型 18 1.98 碓髄側洲 馳剛11賊 F』1陛蟹幕蝕

1“ 1きり1f＃;跡 IC8qヌ 館t {i匙 罫.5 17 3．51 閲瀦 』じMII地 躍唖凡刈雅&二揖形戎盤〈1M曲i)

1m 12洲眺;跡 IC8匹 蝋上 スクレイパ一蹴 “ $2 19．5 毒.3t 酷涜、1 奥:肌11眼 I－B鋤 ｛i測りfに糎形到鍍（測鋤

110 12明112岬;跡 IC8瞳 蝿f二 綬形ｲi器 18 勢 8 ･1谷跳 肱貿r{粉 奥州11鰍 鵬漏記・’1輌認に揖形訓骸（↓1Ini）

111 I習叶1映;跡 IC8屯 が リタッチ。F･フﾚｲｸ 18 23 8 6.36 砿面頁協 奥州11朧 f面倒雌に蛎艮影郵笹（(･間i)

11苫 12りl幽識 lC8C 蝿上 *11 霊 27 1．幅 閲器 狸1:111地 ￥奥のみ縄戟

113 IZ\･I副$跡 IC8巴 炉 刺I 16.5 】3.5
つ
一■ 0二型 閲瀦 化13111地 が瓦のみ拙枇

11＄ I習呼住":跡 lC6c 灯I 刺』 鋤.5 9
F

口． 1.1
Ｌ
３

脚
ｆ

ざ
日
もＩ 紀l弓111地 牢血のみ郷侭

115 12\I鋤捌ら IC8e 蝿上 壗腿而芹 61 37 1 鼬.61 r〔粉 北hIIl地 恥郎欠iii叫凸〃

123 l”｛脚i跡 IC8d 蝿･I： 餓孵【I 89 7.1 罰 5釦.92 斑梧糊 北MII地 m－C畑 』ID兜12撒幅な紬ｲJ猟ｲｨり

I苫6 13\【脚)時 MCI蔦 堀B1ロ 梓松鬼 91 鴎 13 3卿.7.1 閃繩珊 北l:111地 求婚稲と畦えられ、凱掘3欠11Iしている

lf3 16馴脚I跡 MCIH 堀_15 fi蝋 36 23 8 5.鯉 別蜘滑 潅地不IﾘI 雌嬬穂恥劃蟹



１
画
画
“
Ｉ

１
■ ｡■ 迅構名 グリッド 暦位 器 種

弘

農与

きぎ(ロ

幡

I）

厚菩
重瞳〈関） 石材 産地 蒋 蹴 一 情 琴

０
泊

『
凸
■ 16号住勝跡 nClR 堀上 石簸 32 19 3．22 頁岩 北上111地 抑聖璽
一
画 16現世暦跡 DClg 塩中 石触 1 8 0.31 珪黄薗沿 奥羽lh脈 干涯甑

齢 16蹄惟暦跡 nC1g 堀上 石蛾 】 8 3． 0.24 珪黄興器 奥羽山脈 渉酪巽硬

万 16号佐肘跡 ⅡC1H 塊上 石匙
Ｆ
山
田 17 4．75 頁岩 北.IzIII地 睡湿

祁 】6堺雌研跡 uC1g 塊中 砥匙 ２ 野 4．21 r【篭 北上ⅡJ地 金川U二極雁調聖（片漉） つ垂み郎茜作出

湖 16号【鯉)跡 nC1g 蝿上 補匙 I 32 ｲ.81
４
３

脚
一
口
幸
嵐 北上11｣地 無理出つまみ部作出の製作違哺】

1“ 16￥住瞬誌 ⅡC1H 埋中 槐形務器 4 12.5 7曇11 面岩 北上111地 蕊蕊鄙・求遍躍'二種形調整〔聞面）

181 16斗住居跡 nClg 埋中 樫形石器 勢． 】9．5 6 12.鉛 ﾁャート 奥羽111雛 添溶認･蕊遍踊に撰形詞整（禰画） 写瓦のみ縄城
l哩 16号惟腸跡 ⅡClg 理.ド リタッチド・フレイク

ｍ
ｄ
ｈ 麓 《

４ 1．67 閲器 北.kllU他 産闘稚'二唾彪調竪リテ血）

1脚 16号佐朏跡 ⅡC1g 堀下 リタプチド・フレイク 露． 19 5 6． 2.77 面器 北上111地 全凹圃に確茂形調整（時画】

】劉 16洲僅膳跡 mClg 埋中 剥片 錦． 8 6－ 4.23 珪黄頁器 奥羽ⅡJ脈 パイ讓一ラテクニツク恨朋率奥のみ拙戟

l鶴 16￥佐腸跡 ⅡC1g 埋中 剥片 ！ 23 5 I 6,弱 頁粉 北上I【｣地 写憂のみ縄厩

1“ 16号佐騎跡 nC1H 堀士 剥胎一 39． 酬 5 3凸66 砺璃 写兵のみ弼征

I爵 】6号ff暦跡 nC1g 1墹 剥片 ３ 9 8． 2悪92 頁贈 北上山地 写具のみ紺翫

1鍵 】6号佑居跡． ⅡCIg 埋土 剥叶 認 9 5 0.的 蕊髄r〔篭 奥羽111脈 尋典のみ蝿戦

l的 16号住脇跡 ⅡC1R 堀~F 籾j1． 21．5 18 4．01 瑠璃 パイ罪一ラテクニック使川写興のみ掲載
”16￥住居跡 ⅡClg 2屑 踊製石斧 59 3J.5 蕊 75.91 鷲諾 北上111地 刈醗欠緬懇部のみ

91 16号化牌跡 ⅡClg 堀中 畷製石斧 弱.5 55 12 45.91 X粉 北上111地 器鄙欠醐刃郎のみ閃凸刃

9Z 16号性勝跡 EC1m 堀[10 鼓噛碕 72 72 48 呈垂二2笠 安'11岩 奥羽111服 ローC剛圃緑邪'二蔽打痕打り

露 16場佐暦跡 nC1g 1廟 凹唯石 1脇
■F

J⑨ 12．5 絹1．73 安↓1階 奥羽IIl厭 I－B別巽・要【Iﾛ央郎【二極IcEDの漉孔1カ所ずつ
98 16蜘蠅)跡 nC1g 埋中 Iﾖ石 1” 68 霊 頚2.08 安山器 奥羽Ill朧 '一八割中盤'二性1cmの秘几】ヵ所

妬 16号佐溺跡 UC1H 堤f1ロ 圃石 I型 92
《
。
■0 9配.48 安'11魁 奥羽Ill腺 1－A題蕊・奥中央部に征8唖の渓孔1カ所ずつ

I粥 】6制噌瞬唯 ⅡC1H 埋中 Iﾘ尿 11.5 .M､5 3$守5 71．4 安IIJ器 奥羽111脈 辱典のみ蝿狂

1甥 】6号化噌捌： ⅡClg 埋土 凹碓 13.5 39 39 鰯.47 安山岩 奥羽山脈 写興のみ蠅吸

醜 17号住駝跡 IC10C 堀土 リタプチド・フレイク 36 21 5 一
ひ 2．18 珪闘嵐器 奥羽111賊 正田緑・器漏部'二浬形調塾(片面）

堂9 19￥住居跡 ロCl。 1聯 石終 71.5 62 5 鋤 詞1.94 睦罰薗魁 奥羽111尿 写異のみ鶴亟

麺 19￥惟脇跡 DCld 】増 円藤 46.5 5 弱
Ｐ
。 89,19 蜜111器 奥羽Ⅱ｣脈 写艮のみ縄概

郡5 21号佐卯}跡 nC1 i 堀士 スクレイパー剛 51 3 】 M‘伽
４
．

脚
４

口
ｌＩ 北.1名Ill地 m－B印石関緑抵概形調整（尚面）・末嬬部調整（j;･両）

2Ⅱ 禦号雌腸跡 mC3j 埋土 ユーズF・プレイク 認 腿 ５ 1 .1.錨 頁器 北上山地 器埼鄙に風砺剥躍癌

242 翠珊雌賜跡 nC3i 1明 晦禰 157.5 8‘1 5 3 1039.65 ひん岩 北.kllH紬 皿一凹鋼 pF央部1寸虹に鶴JLが政ヵ所見られる

毒1

雷2

き①ザI土坪j墹､

野叶住居跡

ⅡC2C

ⅡC2c

埋土

埋土

スクレイパー潮

凹石

46

95

85

55

6

U2

侭_41

型3.93

頁岩

安'11器

北上111地

奥羽111脈

m－B類左側締・末端部に羅洩形調整（ﾉ;･面）

’一八頭

蜜3 野号惟膀跡 nC2C 力i 蕊材磯 鯛 蝿.5 64 “.93 蜜11端 奥羽IIJ脈 誕血に絃撰が児られる

準 転号佐崎跡 IDlOa 堤士 石匙 詔 63
《
。
■ 8凸72

４
ｚ

即
Ｊ
一

一
ｌｒ 北上111地 碩亜器活郎に刃部形既

2筋 訂堺世居跡 ID10a 埋土 石箆 36 】2
、
必
■ 2.幅 圃贈 北上【11地

2銘 訂号雌賠跡 IDlOa 埋土 剥叶 31.5 28 8 9．3 珪髄閲瀦 産地不切 聯風のみ拠概

2錦 零号佐騎勝 IDlOa 炉 刺l;． 訂 50
凸
③ 7．51 珪寵嵐溌 奥羽111服 写只のみ輝狂

野0 訂号催居跡 IDIDa 埋土 F1罐 37 41 型 57.29 鍔111岩 奥淵111脈 辱毘のみ繩戦

率 勢号住朏跡 IC5C 曝土 梗形荷蕃 35 認 8 B,42 チャート 奥羽I【I脈 胸逓遍・闘羅【二浬形調整（脚面）
錨 鈴￥住勝跡 IC5c 煙士 ユーズド・フレイク 37 鴎 10 6凸05 珪闘面囲 奥羽Ill駁 末遍証に歓田別羅孤

勢9 霊場隙陪跡 IC5c 塊~ド 瀧襲石斧
毎
口
■3 39 10 15.11 圃岩 北上Ill地 器冠欠飛半分のみ

鞠 丞号t蝿)跡 IC5C 塊土 円顕 ｲ6 40.5 37 劉.53 礎山器 奥羽【11脈 写典のみ縄帆

麺I 露号佐脇跡 IC5c 堀･t 11】隈 要 34 釦 46.肌 礎111岩 奥羽山脈 等興のみ細極



Ｉ
瞳
睡
や
Ｉ

X⑪. 逮桶名 グリプド 聯他 器 稚
太

Iそき

き書(Z

揺

I）

噸暮
砿鷲(馨） 耐M 溌地 狩 敬 ・ 傭 ；￥

釣2 勢珊化勝跡 IC5C 塊下 円確 鱒.5 41．5 ” 鋸.昭 雀11階 奥羽111脈 堺虞のみ紳紋

31

31

鋤￥惟勝跡

鋤淵僅暗跡

ID10a

IDlOa

埋土

蝿士

梗形獅器

剥叶

48

謁

詔

44

皿

15

14.砿

8．26

珪黄郵淵

珪筑壷囲

奥羽Ill雛

奥羽11｣脈

潤媚篭・右側録に筏形調整（間間）

我のみ掲概

31 鋤号惟勝跡 ID10a 塊下 剥叶 蝿 68 10 鍵.7罰 頁器 北上111地 写真のみ剥紋

31 鋤班握騒跡 IDlOa 堀土 鳴製衝搾 69 4．1 翌 133.躯 ひん岩 北上【l｣地 懇部欠柵1町凸刃

3】 測洲&勝跡 IDlOa 床面 蛎石 Ⅱ7 卿 釣 l“1．61 蜜11階 奥羽Ill脈
払麺■■号BT一生ILA－dP崖田晶韓9粘J辞両

3】

31

ー

I”￥

釦

佐鮒跡

;催屑跡

ID10a

ID10a

1墹

塊土

111罐

Iﾘ躍

郭

器

51

37口5

鼬

37

皿9.37

7‘1.”

雀11階

安'l端

奥羽Ill脈

奥羽Ill脈

写鹿のみ郷絞

写真のみ掲戟

3】 31 ﾄ催騒跡 lB6h 蝿上 膳裂石斧 -83 -46 -17.5 12.42
尾
ｚ

Ｊ
ｃ
１ 北上Ill地 鋸部破j6． N｡_367と縦合炎のみ拠舷

麺 31 HE勝跡 IB6h 床面 凹石 I的 縄 鰯 91乳4.1 資11 器 奥羽111鰍 ’一八類 ロIC史郎付近に洩孔が数吉所児らｵLる

狸6 型 ；催騒跡 】勝8 i 塊.ド 凹石 1“ 65 10 373.48 蜜11
４
３

，
，
句 奥羽11｣脈 ’一A割中央部が大きく誰んでおり．炎・喪&ﾆｬ瑠L

311 31 H腱脇跡 IC8b I塒 鰐製石斧 95.5 鼬 漣 Z69.師 頁\ 北~上IIl地 刃部･悠認欠蹴

312 31 Hf肘跡 IC8b 2塒 凹聯石 I弱 79 13 651.鰯 窪l」 器 奥羽111脈 I－B凱喪・喪中央部に経1t画のi釘L2カ所ずつ

認『 銘 ；佐勝跡 IA8j 塊上 喘製ｲ課 －85 -46 ･17．5 弘二理 X￥ 北卜Hl1蛾 艦部欠掘刃部側のみ間凸刃討o・雛9と接合

輯 39 ；催騒跡 lC4c 蝿土 ニーズド･フレイク 37 認 10 13.2 チ4 －卜 奥羽11｣脈 産側維・末端部に徹細制翻痕率典のみ捌戟

蒟9

謂I

一
肘

19号惟聯跡

￥上坑

IC4C

IB3c

塊土

現下

リタッ･チドbフレイク

桶El

⑪
与

毎
。

3“

27

110

12

』2

12．31

1691.鶴

面岩

凝灰器

北 '二111地

北上Ill地

雅瑠琿・宋曙露に漁形洞盤（西面》

睦是で典ん叩､が蒋状に亜んでS0る

372 ￥土坑 IB3C 蝿下 凹石 鋤 84 鋤 ｲ61.51 資111冊 奥羽Ill脈 U一八割炎・喪中央部付近'二浅孔が散ヵ所

4“ 号工脇跡 IB10R 床面 歯石 Ⅱ7 45 鋸 型1-46 ＊ルンプニ島え 北上Ill地

01 \工房跡 IB10g 雌面 台石 121 14.1 .'Z 12昼2二01 姿111稀 奥荊Ill尿

02 号:I溺跡 IBlOg 床画 台石 l妬 15.1 秘 】髄9.“ 蜜111岩 奥羽【l｣脈

鱒 号工騨跡 IB10H 床面 台石 lT9P5 1脚』 釘 16卯-56 壷111器 奥羽111脈

15 珊掘立往強物跡PI3 IC9i 1用 而周（上内） 145 ” 露 2訂3.78 妾11端 奥羽Ill脈 上臼芋欠蠅

16 鋼通性通約跡群P191 【lC4⑭ 蝿土 震石 “
玲冷

『イ 11 鋼.鼬 風描 北上Ill地 欠棚品中央i二換り狐猫り

“1 IC6i 、塒 石難 認 21 6 1.蝿 頁岩 化.上111埴 刃部作出鵜成品

“ nC8f 、勝 石戯 15 12－5 3 0．42 珊理 凹懇舞茎砿

“ Icloj 、塒 。雌 詔 13 5． 0.髄 吐気面描 奥羽Ⅱ｣賊 蕪部欠釧先端部のみ

“7 IA7j 、塒 1 賊 18 21.5 3．18 瑠璃 右側緑;弓短郎調整先端部欠制左成品

趣 IC3f 、珊 1 匙 13 36 4｡97 頁岩 北上11地 間閲緑Iこ詞部調整（両面） つまみ謡を作出

鑓9 IC8 i m塒 1 匙 詔 31 9． 10.21 蘭器 北IqUII地 間側絃:こ深形調整（片面） 右鱒鯉【二刃部形成

函 mB2C m聯 石匙 礎 26 】 1L粥 瓦岩 北上ⅡI地 金剛二探形調整（片mi） 漣型

碑1 、咄 石匙 57 ⑭句
与り 5 10．52 面器 北則I地 両側緑:二浅影調整（片面i） 耀堀

“2 m塒 石匙 21．5 ↓ 3.説 圃岩 北上111地 刃部欠11I

的3 IC8i m塒 石雄 10 ↓ L77 蘭器

－

北上111埴

“ロ EB5e 、墹 スクレイパ一蹴 躯.5 1
■

f一 1L犯 閲浩 化止111地 ’一A顛右測緑I 洩形濁蔑（片面）

御司

“

IC8回 、恥

I暦

スクレイパー甑

スクレイパー甑

認

15

33 5

6

lL蝿

17.蝿

測器

珠鷺測冊

北上111地

奥羽111脈

1－A説右測融I

'一八噸産側線

ご縦亜碓濁整（ﾘ寸薗）

、iF5聖娃ロ■A砺晶缶群銅畦ノ14渦61

鋤了

“

DB3b

ー

m塒

、恥

スクレイパー甑

スクレイパー額

型

44

34

H6

5．45

13悪13

珪髄面器

測器

奥羽川鰍

塊上111地

m－A麺醐測緑

、一A甑全周的I

･雄端綿lこ権漉形謝藍帆.､i）

輝児形詞整（H･面） 欠批

“ nCli m聯 スクレイパー甑 47 32 9.95 閲岩 北上111地 ローA鯛悲端部I 極洩形詞整（片面〉

、 IC6h 画塒 尖頭器 32 29.5 5.87 而溜 北上111地 両側緑'二腿面からの漉形詞整（片面） 先端部欠拙

”1

池

IC5h

IC5j

画瑠

画珊

リタサチド・フレイク

リタプ･ ･ド・ブレイク

28.5

剥

27

32

3．弱

6.01

閲器

閲器

北上111地

北.}211Ⅱ他

維靖認に浅形調盤〈間間）

閏倒舵I二極浬形調整（片面〉
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第11表遺物観察表（鉄製品他）

’
‐ ’

ｌ
噌
箏
］
Ｉ

N⑥． 通朧秘 グリッド 料位 器撒
火

長菩

き き(，
８
１

■

《

凹

凸
鼎
．

:）

1M\
爪髄〈蘭） 材蘭 傭 ・￥

391 l\:I:脇跡 IIC2 Ⅱ､ド 鉄札 8 41 3 33.22 鉄

392 1 -リニ1:"跡 HC2 H下 鉄札 8 41
ワ
》 28 63 峡

393 1号工！〃跡 IIC2 n下 鉄札 8 41
⑳
】 19 62 銑

”I 1 \工脇跡 IIC2 H下 欽札
《
。
■ 37

ウ
】

ワワ
ー■ 35 峡

395 1号星I:"跡 IIC2 n-ド 鉄札
Ｐ
４
０ 39

ワ
》 28 05 峡

396 ]サエ脚跡 HC2 n-ド 鉄札 －4 38
ワ
ー 10 9‘1 銑

｛

ｊ

８

公
Ⅷ
ジ

の
、
凹 1\:I:"跡 HC2 u~lf 鉄札

【
β
■

ウ
》

ゆ
ご 32 朕

398 1号二[叫跡 HC2 H下 鉄札 8 9 3
、
叩
呼

ワ
》 40 峡

他
－
１

ｂｂ

399 】珊工〃跡 nC2 Ⅱ~ド 鉄札 8 0
ワ
》 33 13 飲

■
１
日
■■

’1“ 1 号二I:脇跡 IIC2 H下 鉄札 8 1
ウ
》 08） 峡 ｜

ﾛ

NK).3鯛-3891よ付紡

､101 1号二I:"跡 IIC2 n下 鉄札 8 】
ワ
》 鴫） 銑 I伽I上

402 】唯l:脇跡 IIC2 Ⅱ~ド 鉄札 82 】
ワ
】 33 93 銑

4“ 1 \:I:脇跡 IIC2 u~IF 鉄札 82 0
ウ
》

《
⑥

ウ
雪 28 銑

101

.$05

1\:I:脚跡

IMI:恥跡

IIC2

HC2

H~F

Ⅲ~ド

鉄札

鉄札

82

72

d

l
q

d

l
q

40

38

ワ
》

ワ
》

39

18

65

Z･$

銑

朕

‘$(用 1\:I:腸跡 IIC2 n~F 棒状鉄器飼燕材 62 -.10 5 11 82 銑

407 1号二["跡 IIC2 Ⅱ下 睡又雄 鮪
一
つ 6 12 12 鉄

4鵬 I堺工腸跡 IIC2 n-ド 鉄扇 一 70 -230
ー

‐。 鋏 欠仙

‘＄ウウ
ーー 26号蕊坑 IA6 埋~IF

一

画． 01 17 15 21.01 ガラス 欠

･123 .$0号蕪坑 IB･Ib 理下 符 6
？
】 8 10 鯛

■

ﾛﾛ

131 43吟纂坑 IB4b 埋.ド 膏 20 8
ワ
画 6 85 淵

■

561 蕊坑 埋~F 煙諦 01
。
’
。
。

1 8 ･12 鋼 吸血欠Iliした厩gi･:が残仔 ilj泉紺印 nF～Ⅵ鮒

562 幕坑 蝿下 煙管 74
１
日
凸
角
向

.＄ 8 26 鯛 吸1_1 欠仙した雛igが残＃古泉喝1 IIIMi (171tt紀後f)

5“ 聡坑
レ
ー
リ
り

埋下 姫補
日
■
凸
。

ワ
ー 】】 3．1 鯛 吸1I 欠柵した謡i壱が残仔 ili泉穏叩 I11Wi (17世紀強半）

561 悪坑
Ｉ
Ｉ
Ｐ ､

埋"IE 短祷 63
Ｆ
１
』

0 ‘1 ‘16 朔 吸口欠柵した殿i居が残存古果樹1 Ⅳ～Ⅵ餓(18世紀碗半～19世紀）

565 慕坑 ｜
､､

塊下 煙特 59 1
⑪
】 85 鋼 吸Ir1 欠柵した雛i2が残＃古泉曙1 耐～Ⅵ蹴(18世紀前'lも～19世紀）

5“ 賤坑 ！
■

埋.ド 焼椅 詔 0 ‘1 聾･1 鯛 前部欠拙した騒宇が残存ZIj泉縄印 V剛？(18憧紀後半？）

567 粟坑 埋下 姪諦 56 3 ｡$ 80 鯛 雁尚 ili胤禍城5)mi (1811t紀腕半）

5鴎 蕊坑 塊下 煙苛 41 8
一
切 63 鯛 雁iT欠拙した羅宇が残が古泉猶年Ⅳ剛(18世紀筋半）

569 聴坑 堤下 煙補 63 8 I 10 03 鯛 雁.怖欠柵した羅宇が残存古風組年V剛（】8枇紀掻半）

5 0 纂坑 埋・ド 煙栫 詔
リ
】 ‘1” 鯛 雁尚火皿欠州l1i胤佃fIZm～Ⅳ(1711t紀賎半～18慨紀111半）

5 ］ 蕪坑 蝿下 族 161 0 10 ･15 89 銑 欠川

5
ウ
ー 離坑 埋下 釘

【
ｊ

一
動

ワ
】 ５ 13 17 銑 砿部を折I)曲げてある

5 3 墓坑 埋下 剛 ･13 6 5 1 67 鉄 鮒部を折り曲げてある

５ ．I 慕坑 塊下 釘 55 ､1 8 4‘16 鉄 賊部を折I)曲げてある
F命P

③j③ 離坑 理下 釘 弱 7 ‘＄ 3 銑 蝋部を折り曲け'てある

576 慕坑 埋下 釘 60 8 5 3 73 蛾 砿部を折l)IMIげてある
一面一

．jJ 幕坑 理下 釘 42 9 5 6 39 銑 刎部を折l)曲げてある

578 鼎坑 埋下 釘 54 11 ５ 13 9G 銑 馴部を締I)曲げてある

品79 纂坑 埋下 畑止？ “ 加 10 13 56 鉄

5師 蕊坑 埋下 燭止？ 40 10 9
一
句 83 銑

581 幕坑 理下 燗止？ 36 11 8 イ 78 銑



ｌ
噛
鋪
闇
Ｉ

蘭0． 通構名 グリッド 層位 器踵
火

艇巻

き き(z

幅

｡）

厚吾
煎最(g) 材質 飼 考

729 Ic7j Ⅱ屑 煙管 70 15 1 2.90 胴 吸口古泉氾年Ⅳ～Ⅵ剛(18世紀iW半～19世紀）
730 Ic7j 、下 煙管 42 13 1 8 26 蛸 雁荷古泉梧年VMI (18慨紀後半）
731 IIB2d Ⅱ中 鋏 -69 16 3 11 82 鉄

732 一 Ⅲ上 峡 -78 -24 4 22 01 鉄
滝3 nc2c ､中 雁叉姓 一睡 -64 5 23 73 鉄

734 IC6f Ⅲ層 刀子 162 16 3 27 21 鉄

No. 遺僻名 グリッド 屑位 器強
大

長さ

き き(c

鯛

9）

厚き
亜娃(畷） 材質 憶 考

387 13号掘立住迩物跡P6 nC4c Ⅱ層 赤穰塗椀片 -85 -60 5 一 木 椀の一郎で4片に分かれている



第12表遺物観察表（銭貨）

ｌ
嬉
蓉
拳
Ｉ

No． 遺構名 グリッド 層位 器種
大

民き

き き(E

棚

:）

厚さ
敢最(9) 材質 鱗適年代 備 考

376 1号竪穴迩物跡 IID4d Ⅱ脳 銭貨(模餌銭） 銅 飾地不明

377 6号竪穴迩物跡 C8i Ⅱ闇 或平元賓 (21.5) 5．8 0．8 1． 鋼 初飾年998年 北宋

378 6号竪穴建物跡 C8i n層 祥符元賓 (22.8） (5 9） 1．1
允
畠 04 鯛 初鋳年l"9年 北宋

381 2号掘立牲腿物跡 D8a Ⅱ唖 至巡元寳(草書 (23.4） 6 1 1.0 1 70 銅 初鱗年995年｜‘北宋

382 2号掘立杵弧物跡 D8a 、咽 銭貨(判読不明 (23.8） (5 8） (4.2） (5 69） 鋼 一 ’No.382～383 土間蒲同一遺構出土鋳地不明

3鱒 3号掘立柱胆物跡
』
Ｉ
。
。

D8a 11層 波貨(判読不明 (23.8） (5 8） (4.2） (5 69） 銅 － ’ ml上鯛地別 明

3槻 3号掘立柱巡物跡”1 Ｉ

田
田

D8a Ⅱ籾 銭貨(判読不明 (割.4） (6 2） (3.6） (4 65） 銅 N《).384～385 よ間若同一通榊出土鱗地不明

385 3号掘立椎弧物跡”I
ｌ

今
I〕8a HM 銀貨(判読不明 (24.4） (6 2） (3.6） (4 65） 銅 － I lil上鈎地引 IﾘI

388 堀寸枇建物跡群P2‘1 M層 熈寧元寳 筆省 23．6 6 (） 1．2 2 72 銅 初鋳年“8年｜； 上宋NU.3M～"9は同一通椴出土

389 掘立柱述物跡群P24 MW 元豊通寳 蒙害 25.0 6 8 1．3 3 19 銅 初鋳年 078年｜‘ 上米No.3"～W9は何一通僻出土

414 3号墓坑 DlOc 埋ド 寛永通寳 文銀） 25．1 5 9 1．5 3 33 鋼 668～ 683年I寛文～天和江戸亀戸所

415 3号蕊坑 Dloc 埋下 寛永通寳 古寛永） 25．1 6 3 1.3 3 47 鰯 636～ 659年

416 3 号蕊坑 DlOc 蝿下 寛永通賓 新寛永） 23．1 6 0 1.2
ワ
】 65 鯛 736～17410年 元文 I:ji深川平野断田所

417 3号墓坑 DlOc 埋ド 寛永通商 新寛永） ワワ
~ｰ◆

一
⑨ 6 ２ 1.2

ウ
】 19 鯛 736～1740年 元文 1噸藤濡・古H1島所

418 3号纂坑 DlOc 蝿下 寛永通寳 新寛永） .8 5
再
び
， 1.5 3 54 銅 736～1740年 元文 I:ji'i-腐坪所

419 3号墓坑 Dl0c 塊下 寛永通寳 新寛永） 24．5 5 8 1．．1
ワ
】 91 銅 736～17410年 元文 I:ji小梅所

0 22号墓坑 A5 i 埋ド 寛永通商 背元） 22.6 6 4＄ 1．1
ウ
》 08 鋼 1741年～ No.420とNo.421は1M輔同一遺構出土元文攝泳高諏新地所

421 22号墓坑 A5 i 理ド 寛永遡賓 新寛永） 24．6 6 ５ 1．1
命
ら 61 鋼 736～1740年 No.420とM.421は付消同一遺構出土元文Ⅲl竣横大路所

424 42号鼎坑 ，Ob 蝿下 寛永通寳 古寛永） 2.1.6 5 ‘＄ 1.2
ワ
》 86 鯛 ’ 636～1659年 No.@124～425は付着

25 42号墓坑 ，ob 埋下 寛永通寳 古寛永） 24.9 5 6 1．2 2 98 銅 I 636～1659年 I@il上

26 42号.墓坑 ，Ob 埋下 寛永迎賓 文銭） 25．3 ５ 8 1.3 3 47 銅 668～1"3年 寛文～天和江”屯ﾉ i所

42号墓坑 ，Ob 蝿下 寛永通賓 新寛永） 23.0 5 6 1.8 3 13 銅 ’ 736～1740年 元文紀仰}中之島所

錫 42号墓坑 ，Ob 埋下 寛永迎賓 古寛永） 23.7 (5 8） (1.9) 4 23 銅 636～1659年

29 42号墓坑 ，Ob 埋ド 銭貨(判譲不明） (25.8） (5 3） (5.4） (5 69） 銅 No.429～430は閲消同一週構出土

30 42号鼎坑 ，Ob 蝿下 銭貨(判読不明） (25.8） (5 3） (5.4） (5 69） 銅 ｜ 上

32 45号墓坑 ，Ob 埋 ド 寛永迎賓 新寛永） 24．1 6 0 1．1 2 94 鋼 736～1740年I 0.432～433は1M苗同一遺構出土元文山城柚大蹄所

33 45号遜坑 ，Ob 埋.ド 寛永迎賓 背元） 22．8 6 3 1.0 ２ 33 銅 1741年～ ’ 上元文攝泳高泳新地所

34 45号幕坑 ，
■
■
■
且
■
■

Ob 蝋下 寛永通賓 新寛永） .5 5 5 1．0
句
〃
】 78 銅 ’

－
１ 736～1740年I 1().434～435は閲着同一通櫛出土元文ド野II光所

35 45号墓坑 ，
■
Ⅱ
日
専
写

Ob 理下 寛永通寳 新寛永） 23.8 5 8 1．2 2 85 銅 ’ ］736～17.0年 I#1上元文1l1竣械大路所

36 ●15号墓坑 ，
■
Ⅱ
■
■
Ob 埋.ド 寛永通賓 新寛永） 24．2 ５ 8 1.2 2 53 鋼 ’1736－17 0年 元文1I1城柚大脇所

調盗区IW側蔑坑 蝿下 寛永迎賓 新寛永） 25．6 5 8 1．，1 3 40 銅 ’ 1736～17 0年 元文ド野1I光所

38 調査区南側墓坑 埋ド 寛永通寶 新寛永） 23．4 6 I 1．1 2 34 銅 ’1736～17,0年 元文出羽秋棚所

39 調査区附側悪坑 埋下 寛永迪寳 新寛永） 23．0 6
今
Ｊ 1.6 2 93 銅 ’1736－17 0年 元文加:j i深川平野新田所

40 墓坑 蝿下 寛永迎賓 新寛永） 22．1 6 ７ 1.0 1 86 鯛 ’1736～1740年 MO.4140～441は間着同一通絹出土元文棚摸薩深・吉田島所

41 墓坑 理下 寛永通蜜 新寛永） 23.5 6 3 1．1 2 59 鯛 I 1736～1740年 IE1 lz冗文出羽秋田所

442 墓坑 埋~ド 寛永通賓 古寛永） 24.4 ５ 7 1.3
ク
》 87 鋼 I 1636-1659年

443 墓坑 蝿下 寛永迎賓 古寛永） 24.5 5 4 1.2 3“ 銅 I 1
ｰ

636～】659年

444 墓坑 埋ド 寛永通賓 新寛永） 24.5 5 6 1.6 3 29 鯛 I 1736～】7404 元文紀伊中之島所

445 墓坑 埋下 寛永迩賓 新寛永） 23.5 5 9 1.5 ２ 61 銅 I 736～17404 元文111羽秋、所

446 墓坑 蝿下 寛永通賓 古寛永） 25.2 6 3 1.2 2 77 鯛 I 636～】65頭

447 墓坑 埋下 寛永通寳 新寛永） 22.8 6 2 1．0
ワ
】 51 銅 736～17404 元文紀伊中之島所

448 墓坑 蝿~卜 寛永通賓 新寛永） ､9 6
⑳
』 1 ．1 2 42 銅 736-17403 元文江j j小梅所



－
，
暉
轄
全
Ｉ

No． 通臓器 グリッド 墹位 蕗撒
メ

lとぎ

き 邑(目

柵

.｝
■グ

厚蕃
煎鼓(鷹） 材鷺 帥適fIz代 備 考

449 幕坑 ー 塊下 寛永辿衡 厨寛永 24.1 6．1 1.2 3．07 鯛 736～I別0年 元文江”1．寓坪所
一

蕊坑 塊下 寛永通商 所寛永 24.1 5 8 1.4
ウ
酉 98 鯛 I 736-1740年 元文l11城恢大路所

51 墓坑 理~ド
－

寛永通商 古寛永 23.7
一
句 9 0.9 I 7‘1 鯛 I 636～1659年

ワ
》

一
動 扉坑 ■■■ 理.ド 寛永逝齋 新寛永 野.5

d

■■ 6
ワ
】 1.0

ワ
》 32 胴 I 736～17ｲ0年 元文紀伊中之島所

53 蕊坑 蝿~ド 寛永通商 鯖寛永 22.9 ■■
一
③ 9 1．3 3 60 鯛 I 736-1別0年 冗文紀Ww中之闘所

訓 慕坑 一 理下 寛永通商 古寛永 25.0
qq

6 ‘1 1．3
⑤
鼻 83 鯛 I 636～1659年

55 蕊坑 ー M~lf 寛永辿齋 断寛永 蕊.3
qq

G 0 1．2
ワ
】 .i･I 鯛 ’ 7郡～17,10年 元文江戸小儂所

､鰯6 蕊坑 "~F 寛永遡商 所党永 23．4 ■ 5 9 1－4
冗
畠 37 剛 I 736-17,10年 元文111羽秋111所

,157 墓坑 駅下 寛永皿讃 新寛永 羽.9 6 4 1.0 I 79 鯛 ’ 697～17‘17年 跡地不明

､158 黒坑 M.1.. 寛水辿齋 斬寛水 22．6
”
ｊ
■ 0 Ip2 2 31 鯛 ’

－
１ 7雛～17.10年 元文fM槙腫稀・吉Ⅲ烏所

弱 蕊坑 RI!~F 寛永imW 折寛永 22．8

■

｜
■■

6
再
ｐ
ｐ 1.8

の
畠 49 朔 ’１

－
－
736-1740" 元文江戸十侮坪所

60 蕊坑 一 肌~ド 克水迦宙 折寛永 23．8 ’
0

6 2 1.2 ２ 61 鯛 ’１

－
－

7郷～17.10年 元文出羽状Ⅲ所

61 蕊坑 ー M.1,. 鬼水汕衡 折寛永） ウリ
－‐■

Ｆ
４
Ｕ 6 9 1．2 2 28 期 ’１

－
－

741～17,131: 寛慨肥加催崎所？
G2 蕊坑 理~ド 寛永jⅢ宙 文塊） 25．2 5 9 1.4 3 09 朔 ’１

－
－

"8-1683年 寛文～天和江両皿j:i所
63 蕊坑 剛下 寛永jⅢ浦 斬竃水） (23.1） (6 6） (2.8） (3 j19) 鯛 ’１

－ 736～1740fF NI)､463～j16･1は問耕 Ini一通樵出土元文川換藤沸・吉1I1蝿所
6．1 蕊坑 理~ド 寛永辿衡 所寛永） (23.1) (6 6） (2.8） <3 49） 鯛 697～17.17年 欠IⅡ in】上跡地不IﾜI
65 蕊坑 州下 寛永jⅢ衝 所寛永） 23．1 6 2 1.2 ２ 53 州 736～17,10fi: 冗文紀{jﾄ『1I之胤所
66 慕坑 一 理.ド 永雛通商 25．1

Ｆ
勘

ワ
】 1.2

、
〃
］ 66 鯛 "鮒f121.108fIz 明代

67 慕坑 ー 理.ド 寛永辿街 新寛永 .イ 6
ウ
】 1．3 1 鯛 736～17.10年 元文1I1城I岡大路所

68 墓坑 理~ド 寛永遡宵 所寛永 (23.1） (6 6） (1.9） 3 18 鉄 I 697-17.17年 跡地不Iﾘﾘ
69 蕊坑 一 理~ド 寛永辿衡 新寛永 堂3.9 6 4 1.0

ワ
】 07 鯛 ’ 736～l別0年 元文1I1城仙大路所

70 驍坑 ー 理.ド 寛永辿宵 断寛永 割.6 6
ウ
】 1．1 I 90 銅 I 7郡－17,10年 元文111MI岡大路所

71 悪坑 埋~ド 寛永遡齋 斬寛永 ウワ
‐＝■

戸
▲
〃 6 6 (2.2）

ウ
』 35 鯛 I 6”-17.17年 跡地不IﾜI

72 墓坑 理~ド 型永通商 新寛永 Z3.1 6 0 1．0
ワ
》 31 鯛 I 736～17.10" NU..172～.174は問着 I: 一遺構出土元文il:戸深l11平野訴棚所

73 鼎坑 一 埋.ド 寛永辿齋 新寛永 ？？ 9 6
ワ
ー 0．9

ワ
》 ･11 鯛 I 736～1740年 I｢1.l:元文紀伊中之I i所

74 慕坑 理~ド 寛永通商 断寛永 巽.5 6 0 1.3
⑳
】 78 鯛 I 7郡-17.10年 i叩Iも元文1I1銭横大；i所

ｰ＝

『a 蕊坑 蝿~ド 寛永通商 古宜永 2．1．8
Ｆ
ゆ 8 1.0

？
》” 鯛 I “6～1659年

76 慕坑 ■■■ 塊.ド 寛永汕商 古寛永） 25.0
戸
印

写
８ 1．2 3 35 鯛 I “6～1659年 肘⑨.‘176～.181は固希同一遺構出土

《
。
■

角
４
９ 蕊坑 理.ド 箆水通商 前寛永） 23.0

ロ
⑨ 9 1．1

ウ
』 82 鯛 I 736～17･10年 1n1上元文江両深川平野新珊所

認 蕊坑 蝿~ド 寛永通商 折寛永 23.0 6 0 1.3 3 32 鯛 I 736～17.10年 Inl上元文江戸小I階所
79 募坑 一 埋下 寛永通商 折寛永 23－1 6

ワ
】 1．0

句
鼻 58 鯛 I 736～17,10年 Inl上元文出羽秋川所

釦 務坑 塊~ド 童水通商 折寛永 23.0 6 ２ 1.0
９
】 62 鯛 I 736-17,10年 Ⅲ上元文江ﾉ葛i添川平野折111所

81 悪坑 理下 寛永通衡 折寛永 ワワ
画＝争

戸
罰 6 ７ 1．1

勾
畠“ 鵬 ’

－
１
－
－

736～17‘10年 I:il上元文紀伊中之脇所
82 鼎坑 ー 塊下 寛永辿齋 折寛永 25..1

戸
⑨ 9 1．．1 3 ･12 鯛 ’１

－
－

736～17.10年 N⑪､482～‘187はIA職同一適構出土元文#1:戸小l卵『
83 搦坑 塊下 鴛永通商 文拙） 25..1

一
、 8 1-2 3 23 剛 ’１

’
’
“8-1683年 1m1上寛文～天和江戸他Fi所

慕坑 塊~ド 通水通衝 文汲） 25.2 6 I 1．4 3 55 朔 ’１

毒
毒
“8～1“3年 li'l上寛文～天和江戸勉戸所

85 鼎坑 ー 埋.ド 世永汕衡 Wi寛永） 湖.7 6 5 】－0 2 '13 期 ’１
－
－

7雛～17.10年 II1上元文111銭横大路所
雛 瀞坑 塊~ド 寛永通商 文独） 25.0

■
、 8 1.6 3 67 州 ’１

－
一
“8-1683年 1m1上寛文～天棚江戸勉戸所

･187 離坑 埋下 寛永通所 文波） 25.0
一
朝 9 1．5 3 77 鯛 ’

一
一
“8～1683年 寛文～天和江戸皿戸所

､1鯛 某坑 ー 理･ド 寛永辿衡 折寛永） 21．8 G 9 1．0 I ’10 鯛 Ｉ 736～17.801: No.488～･卿2は凹諦同一遺構出土元文江)二i小鴨所
‘189 蒋坑 埋~ド 寛永遡寅 折寛永） 2‘1.9 6

、
凸 1.5 3 36 朔 I 697-1別7年 IIO1上跡地不明

’1” 慕坑 塊~ド 寛永通商 古寛永） 割.7
一
動

戸
ｇ
ｏ 1.0

⑨
己 56 鯛 ’“6~1659年 II'l上

､19】 纂坑 塊.ド 寛永辿齋 所寛永） 型.9 1 6
ウ
】 1.0 2 3選 鯛 I 7郷-17･10年 川上沌文出卿状II1所
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串
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N、． 通附箭 グリッド 牌仙 器If
火

長曽

き き(函

樋

E)

厚譽
敢赴(贋） 材蘭 跡迭年代 附 孝

492 懸坑 jil!-ド 寛水通衡(折寛永 23.1 6.7 1．0 2．39

q

44

別 736～17401 I叩上冗文川羽欣II1所

’1” 驍坑
一 111.ド 寛永辿衡(新寛永 ワリ

ーー

面
〃 5 6 1．2

、
畠 ･49

■■

鯛 736～17401 N⑪.､193-.197はlﾊIW l''l一遁綱出土元文il:戸小梅所

､191 蕊坑 ■■■ 蝋･ド 寛永通商(古寛永 24 3 5 6 1．1 ２ 79
■■

卿 蝿6～16591 ●
ｄｌｌⅡＩ

･195 蕊坑 ー 塊.ド 寛永通沓(文波） 2-1 9 5 9 1．4 3‘10
■q

鯛 “8～16"1 側上寛文一天lllil:jf処j i所

｡I妬 鼎坑 ~ド 寵水通商(古寛永 2.8 9 ５ 8 1．6 3 85
■■

別 I“6～165” 1m1.l:

､197 幕坑 ー

■

｜
■

i
蝿.ド 寛永通商(文波） 25 0 5 6 1.5 3

qq
鯛 I “8～】683町 I0'1上寛文～災l1lil:j-inJ i所

498 悪坑 ー

q0

蝿.ド 寛永通商(新寛永 2.1
一
効 6 1 l巳2

ワ
』 81 鯛 I 736～17401 N《､.‘ 98-501はIﾊI" l''l一通1月出土元文iI:"小梅所

,$” 鼎坑
一 1

■

地.ド 寛永辿齋(新寛永
ｂ
ｌ
ＰＰ

ワリ
ーｰ

【
』 6

ウ
』 1．3

ウ
】 20 別 I 736～174” 同上元文江I 小梅所

知l蕊坑 ■■■ 蝿.ド 寛永迩杏(文鋤
ｌ
ｌ
Ｉ
■
卜ト

25 0 6
ワ
』 1.2

ワ
》

画

２

口

《
）
【
》 剛 668～】683町 I躯I上寛文～ｿ IIIil:l.iml:Wi

"l i蔦坑 ー

■

l
d

蝿.ド 寛永通衡(新寛永
ー
Ｉ
Ｆ
Ｐ

ワ
】

ウ
ー I 6 1 1．0 ］92 剛 736～17401 同上元文iI:J 小I臨所

502：鼎坑 ー 剛.ド 寛永辿齋(折寛永
Ｉ

ＰＰ
23

ウ
ー

の
ひ 9 1．0

ウ
ー 14 胴 I 736～1740町 Xu.502～5"はIﾊiW i!1－通桶川土元文il:jzi小悔所

"3I鼎坑 ー 蝿･ド 寛永遡賓(ili寛永
日
１
１
ｌ
ｂﾛ

割 3
一
ひ

⑪
己 1．1

ワ
》 91 用 I 636～】659年 Inj上

501 1慕坑 ■■■P 蝿ド 寛永通寳(文波） ｜
ﾛ

25 0
Ｆ
ヨ 9 1－2

ツ
ー 93 用 I “8～1683年 In1上寛文～天和il:"ml f所

505 纂坑 側!卜 寛永辿賓(古寛永 2.1
ワ
ー 6 1 1．1

ウ
ー 50 鋼 I 636-1659年 lul上

5“ 蕊坑 ■■■ 蝿ド 寛永遡賓(折寛永
B

l
QQ

23
《
ｄ
ｏ 6 1 1．1 】鶴 鋼 736～】740年 lui_l:元文lll城槻大路

●
づ
■
■

"7 1蔑坑 ー 蝿.ド 寛永迩齋(鯨寛永 ｜
■

つウ
ーー

ウ
》 6 6

U

｜
､､

0－9 ］96 胴 I 736～1740年 蔦0.507～511は18職I 一通鴨川土尤文記il}II'之縄所

5侭｜蕊坑 地.卜 寛永辿街(折寛永
？
』

ワ
ー

一
Ｊ 6 0 ’

0

1．1
ウ
ー 13 開 I 736-1740年 Inl l3 元文江戸深川タド fWilⅡ所

5Wi幕坑 ■■■ 蝿.ド 寛永遡衝(新寛永 ゆり
＝＝ 8 6 9 1．2

ワ
》 58 鯛 ’ 736～】740年 IIil.l:冗文柵掘熊諦。 illl側所

510 恩坑 ー 蝿~ド 竃永通商(古寛永 23 8
Ｆ
罰 6

I

I
Q

ｐ

l今2 3 15 銅 ’ 636～1659年 lも

511 鼎坑 蝿卜 寛永通商(稀寛永 ワワ
ーー 9 6 1

４
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｆ

1－0
ウ
》 12 鋼 ’ 736-1710年 1n1上元文紀伊中迄蝿

●
ず
■
■

512 蕊坑 一 塊･ド 寛永辿齋(断寛永 23 8 ５
《
ゴ
面 1．2 (3 68） 鯛 ’ 736-1740年 N⑰､5】2-517は間輔 IO1一週冊1l趾元文川羽欣1ll所

513 蕊坑 ー 蝿.ド 寛永通商(新寛永 23 8 5
面
』 1．2 (3 68） 鯛 I 6”~1747年 川上飾地不珊

514 纂坑 蝿ド 迩永遡齋(折寛永 クワ
ーー 9 ５ 9 0．9 I 93 淵 I 736-1740年 I叩上元文江 i深川1 WfWiⅡ所

515 鼎坑 ■■■ 塊.ド 箆水辿齋(折寛永 抄切
一＝

【
』 6 .’ 0.9 1 63 鋼 736～1740年 Il1_1:元文il:河流川1 WWilll所

516 纂坑 ー 蝿.ド 宙永 m齋(断寛永
ワ
ー

ウ
』 9 6

命
ら 1．0

ワ
】 胴 ’

一
Ｉ 736~17.10年 IM l:元文iI:;.i小梅I;

517 慕坑 ー 塊~ド 寛永 ､商(新寛永
ワ
》

つ
一 8 6 1 1．0

リ
】 27 鯛 ’1 736～17･10年 Inl上沁文”ごj深川1 ffWilⅡ〃i

518 離坑 蝋ド 寛永 ､街(古寛永 25
Ｆ
⑨ ５ 【

』 1．0
巾
己 71 鯛 ’１－

－
“6～1659" N《,.518-露3はIA1W I"1-･迩燗川北

瓢9 纂坑 ■■■ 蝿､ド 甜永 ､商(断寛永） 23
ウ
』 5 9 1．1

ワ
】 73 鯛 ’１ 736~17.10年i ,il.l:元文il:).imJ,"i

520 纂坑 ー 朔~ド 亜永 ､衝(蒜寛永）
ワ
》

ワ
ー

｛
ｆ 6

【

Ｊ

ｒ 0．9
叩
〃
】 1．1 鯛 ’ 】736～17･10年！‘1上元文紀伊1I3 竺脚

521 蝋坑 蝿~ド 寛永辿齋(新寛永） ワツ
ーー

⑪
』 6 9 0.9 1 58 鯛 ’ 1 736～17･10年I 'il.上沁文II1恢鰹 M･1'ilⅡ脇所

蕊坑 ■■■ 蝋.ド 箆永迦密(文波） 2-1 ５ 6 0 1.2 3 07 鯛 ’１
－
－
“8～l鮨3年 Iilk寛文～災ｲ11 I:jinj"il#i

5鱒 縣坑 ー 蝿.ド 箆永jm商(所寛永） 21
一
⑨ 6 8 0．8 1 ,14 鯛 ’１ 736～17.10"i m1上沌文l11恨蛎 W･ =IWII冊mi

52．1 蕊坑 一 蝿.ド 寛永辿齋(断寛永） (23 3） 6 6 1．3 1 91 銑 ’１
－
－

697～17.17II: I 跡地不明

5鰯 熱坑 ー 蝿.ド 世永jm商(断寛永） (23 5） (6 8） (1.7） I 94

■

qq

峡 ’１一
’

697~17･17fIz 肋地不明

526 熱坑 ー

■

i
nq

塊下 蠅永 u商(古寛永） 21 8 5 6 1．0 2
q■

鯛 ’１’
’
“6～1659耶 N《》‘526～527は1MW IIII一通1M出:I:

527 熊坑 l
q

i
jW~F 寛永 u衡崎寛永〉

｡｡

別 ’１ 636～1659" I61. 凸
■

528 醗坑 ■■■

■■

蝿.ド 洩簡 判鏡不IJI) (25.0) (5.1) (3.3） (2.84）
■■

鯛 N⑥､528～5劉 土IﾊI" l''l一・週II#lli:l: 苅地卯 IﾘI

詑9 燃坑 ’
0

地.ド 洩蹄 判譲不lyl) <25.0) (5.1） (3.3） (2.8.1） 鯛 同上妨地イ IﾘI

530 蝋坑 蝿･ド 鋭衡 判説不WI) (23.9） (6.8） (3.8） (2.98）
■■

鯛 一 N《》､53()～錦I 土lﾊIM Ij'l-･j剛間出土鮒地刻 IﾘI

531 繋坑 ■■■ 蝿.ド 飢踊 判競不印l) (23.9） (6.8） (3.8） (2.98）日 燗 IIj1.l: 跡地珊 Iり！

532 募坑 ー ".lf 狐if 判蕊不Iﾘl) 一 ー 1■■■ 刑 K〔〕､532～537 ilAIW I''1-･剛開出:I: j"地イ明

5鍋 黛坑 蝿~ド 鋤1￥ 判茂不lyl) ー 朔 1m1上測地洲 lﾘI

蝿･ド 鯉院 判茂不lyl)
一 鋼 ー ’ IIjl.l: i"地珊 IりI531 蕊坑



ｌ
唖
鍾
②
Ｉ

肘0． 逝櫛名 グリッド 層他 器徹
火

lとき

き さ(臆

帆

目）

叩巻
爪撒(側） 材質 餅逓年代 備 考

鴎5 蕪坑 ー ド 鋤撒く判疏不IFI) ー 一 ー 鯛 一 同上跡地不珊
鼬6 謀坑 塊･ド 銚撹(判鋭不IFI) ■■■ ー 一 一 鯛 ー 同上跡地不明
認7 纂坑 ー 肌~ド 餓貨(判競不IWI) ー ■■■ ■■■ ■■■ 鯛 何上跡地不明
5銘 蘇坑 ー 塊･ド 寛永辿宵(折寛永） 22.7 5.9 1．0 2.36 鯛 1736～1fl0年 No.538～513はIB1" li1－逓構出土元文江戸他戸所
認9 蕊坑 塊.ド 銚朧(判筬不IWI) 23.8 6.7 (ル1） (10.33) 鯛 同上跡地不明
510 蕊坑 ■■■ 腿.ド 銚院(判践不IFI) I■■■ ー (10.33) 鯛 一 同上跡地不明
翻1 離坑 ー 塊･ド 錨貸(判説不明） 一 ー (I0.33) 鯛 一 同上鱗地不明
副2 醗坑 塊.ド "ir(判説不lyl) ■■■ ■■■ 一 (10.33) 鯛 ■■■ 何上鋤地不明

3 墓坑 ー 塊.ド 銚衡(刊硫不Iﾜ｣） ■■■ ■■■ ー (10.33) 淵 何上跡地不明
副4 蕊坑 ー 塊下 肌宋迎賓(縦許） 23.7 7．0 (1.7） 2.” 銅 初跡年1038年 北米No.544～553は閲茄 Ii1－逓構出土

副5 蕊坑 堀･ド 銚聞(判鏡不IFI) (2,1..1） (6.7） (1..l) (ｲ.25） 胴 ー 同上跡地不叩I
516 墓坑 ■■■ 鯉･ド 独貨(判統不lyl) ー ■■■ ー (4.25） 鯛 一 I剣上鱗地引 明

副7 藤坑 ー 塊･ド 寛永通賓(折寛永） (21.7） 6.‘I 1．1 (3.15） 鯛 1736～17･10年 同上元文刺 戸小梅所
副8 慕坑 ー ド "iY(11践不lyl) (25.0） (2.1） (3.15） 鯛 ■■■ 11上銚地引 明

549 纂坑 一 堀~ド 銑間(11擬不明） (2,1.1） (6.6） (1.7) (3.37） 鯛 I印上伽地引 Iﾘ1

5釦 離坑 ー 蝋.ド 触貸(1ﾘ澁不WI) ー 一 (3.37） 銅 一 同上蹄地引 明

551 纂坑 塊下 拙貯(判瞭不柳） ■■■ 一 一 (5..13） 鯛 ー I叩上鋤地引 馴
552 慕坑 ■■■ 服.ド 釧貨(判銃不馴） ー ー ー <5..13） 鯛 同上飾地引 明

5認 醗坑 ー 塊･ド 銭貸(判競不珊） 一 ー (5..13) 鋼 一 同上鱗地引 明

554 纂坑 ー 塊･ド MIY(1ﾘ践不刺） 、3〉 一 (2.6） 3..11 鯛 ー 欠拙跡地剤 卿
555 墓坑 ■■■ 鯉下 鋭断(1ﾘ疎不卿） (雲 9） (5.8） (2 4） 2．89 鯛 一 欠拙鋤地引 馴

5認 蔦坑 ー 蝋･ドI 曳貸(1ﾘ読不明） 0） (5.8） (1 8） 2．87 鯛 一 欠拙跡地刀 馴

557 蕊坑 ー 塊.ドI 兜水通賓 折寛永） 23 ７ 6．7 1 3 2．35 鉄 697～

■
■
■
Ⅱ
４
■
■

747年 半欠拙のili識が閲薪跡地不明
5露 墓坑 ー 塊下I 寛永通商 折寛永） (空 7） 6．7 1 4 ､盤） 銑 一

殉
〃
ｇ

《
Ⅷ
》

《
叱
凹

も
Ⅱ
Ｊ
■
■

747年 N0.558～弱9は固箭同一通桶出土鋳地不明
5”墓坑 ー 堰.ドI 寛永辿衡 新寛永） ー ■■■ .23） 鉄 697～

▲
■
Ⅱ
。
■
747年 同上跡地不珊

5帥 幕坑 ー 塊~ド 触衡(摂卿 股) ー 一 ー 鯛 ＝ 跡地不I開
735 IIC3f Ⅱ ド 寛永通商 新寛永） 塑:8 6．5 1．1 2．12 鯛 736～ 740年 元文1I1域櫃大路所
736 Ic8j Ⅱ､ド 寛永辿寳 新寛永） (23.1) ー 1.0 1.33 鯛 736～ 740年 欠柵元文111城枇大路所
737 IIC3f 11.ド 党水通寳

陰
り

功
ｊ
▽ 型.3 5．3 1.3 3.13 銅 764～ 770年 明和肥前艦崎所

738 IICIg 、､ド 寛永通商 折寛永） 21．8 6．9 0.9 1－62 鯛 河6－ 740年 元文111竣欄大路所



Ⅵ若干の考察

1 ．遺構

〔縄文時代〕

竪穴住居跡

本過跡では縄文時代の住居跡が全部で39棟確認ざれている。その殆どが繩文時代中期末葉～後期初頭に典

約されるもので、時期的な柵は狭い。これらの住居跡について分布・規模・柱配置・炉形態などの属性妊に

特徴をまとめた。

分布状況： 本遺跡は南西側から樅I)II1す侃陵の級斜面fにV地するもので、南北を沢に挟まれた中'Ⅲ部に

あたる。遺櫛の分布はこのうち標高203m以下の部分に多く、将に北I叫側の沢l祭での密度が商い傾向にある。

複式炉を持つ大形～中形の住lii}跡の分布は北西側で目立つのに対し、それ以外の炉形態を伴う中形～小形

の住居跡は、中央部付近に散在するような分布の傾向を示している ("153図参照)。

平面形・規模： 平而形はIII形～柿円形を鵬捌とし、規模は餓小のもので腿従約270cm×知径290cm、般大の

もので長径約940cm×短径912cmを測る。、I4Ini形と規模の間には法則性が見受けられ、おおむね6m以上の住

"跡の平面形には円形と梢円形のI山j肴が存在するが、 5m以下の住居跡の平面形では楕III形を呈するものが

認められていない（第4表参11‘)。

建て替え： 重複関係が認められたのは39棟II｣14棟で、そのうち建て椿えによる拡張が認められたのはl5り・

住居跡、16号住居跡、27号住居跡である。155･住居跡、16号住居跡では周榔が2条検出され、拡張が行われ

たことが確認された。また、本適跡で鹸大の27号住居跡では炉を通る1軸を対称にして7本の柱穴が規則的

に廻る配個を持つが、イ1;穴(P4、 P12)の爪襖IM係から、後に拡搬され桃がII!心よりやや壁際を廻るもの

へと変化していることが判明した（鋪64図)。

〔柱穴〕 配置形態により以下のように分類した（第152図)。

A:炉を通る主軸と対称に規則的に配固されるもの

これについては本数によって更に細分している。

l…3本2…5本3．．．6本 4…7本 5…8本6…9本7…lO本

B:複数の柱穴が壁際に近いところを廻るもの

C:プラン内に柱穴がみられないもの

D:不規則なもの

E:不明（調査区域外など）

以上lOタイプの柵成率は、 A-1 (2.5%)、 A-2 (10%)、八－3 (2.5%)、 A-4 (12.5%)、A－5

（5％)、A-6 (2.5%)、 A-7 (2.5%)、 B (12.5%)、 C (25%)、 D(25%)となっている (Eタイ

プを除く）。

・・・…･…柱穴

n･…･･…炉第152図柱穴配置模式図

－237－

A－1 A－2 A－3 A－4 A－5 A－6 A－7 B C ，



炉跡： 炉跡はおおむね斜面下方の壁面に接して櫛築されるか、等商線に並行するように南東側に櫛築きれ

るものが殆どで、斜而上方にあたる西側を向くものは併無である。櫛築される方向にI川しては、炉形態の述

いや出土した遺物などから特に時期的な変遷の傾向を辿ることができないことから、地形に沿って作られた

ものと考えるのが妥当と思われる。炉跡の形態についてはA:複式炉(17基)、B:石囲炉(8")、C:土

器埋股炉（8盤)、D:地床炉(2JE)、E:不IﾘI (3"、の5群が確認された‘,それぞれを形態や柵築材

の述いなどによって更に細分している。

A:複式炉: 5つのタイプに細分できる。襖式炉については、東北地方南部の蛎例にもとづく梅宮茂氏、

丹羽茂氏、目黒吉明氏の論考がある。岩手県内の複式炉の那例については、中村良幸氏、小原填一氏により

それぞれ築成・分頬が成されている（中村1986、小原1995)。本報皆脊では複式炉をいわゆる「燃焼部を複

数もつもの」として捉えることとし、 2つ以上の施股で柵成きれているものについては住居跡の股内側に接

する施設を燃焼部、それより壁側にあたる施設を前腿部（ここでは掘I)込み部として扱う）と位松付け、以

下そのように記述した。分類の基準は小原氏の論考を参考とした。

①石1用炉十掘I)込み部

②石囲炉十石組部十掘り込み部

③土器埋設石囲炉十石組部十掘り込み部

④石llll炉十石細部

⑤抜き取りなどによる形態不明

B:石囲炉： 3つのタイプに分けられる。

①石棚炉

②石I川炉十土器片

③禰囲炉十焼土

C:土器埋設炉: 3つのタイプに分けられる。なお、二|器埋設炉C類①､②とした炉については中村良幸

氏の観音強E, C類、小脱填一・氏の柳上I･I類に近似するものである。ここではこれらの研究成果を踏まえ、

炉の郷考を行った小倉和亜氏の諭考（小倉1998)に坐づき、斜位土器埋没炉として述べることとする。

①斜位土器埋設炉（観音堂E類に類似）

②斜位土器埋般炉十石囲炉（観音堂C類、柳上H類に類似）

③土器正工埋股石ul炉

D:地床炉

E:不明（残存不良など）

次に、炉と柱穴配世のIMI係に付いて次頁のグラフに示した。
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炉石に用いられた礫の石質について

炉石として用いられた礫の石質について、一戸町の文化財澗査専門委貝である川守田浩氏に肉眼による鑑

定を依頼した。対象となる住居跡は1号、4号、7号、5号、9号、10号、13号、14号、16号、18号、20号、

21号住居跡である。その結果、炉石として使用されているのは主に、凝灰岩、チャート、花崗岩質岩、砂岩、

安山岩などであり、このうち凝灰岩、花岡岩質岩、安II1岩などの産地は、主として遺跡の東側を流れる平糠

川流域である可能性が商いという鑑定結果を得た。

次に、複式炉に用いられる石質の傾向を列記する。燃焼部である石組炉には凝灰岩、安山岩が多く使用さ

れ、これに花崗岩質岩、チャート、砂岩が次ぐ。火を受けた面は珊瑚色～弱い赤色に変化している。炉石は

いずれも大形で、長径50cm以上のものも目立つ。これに対して石組部に使用されるものにはチャート、砂岩

が多い（第154図参照)。

尚、 2号住居跡において炉の櫛築壁と反対側の壁際で大形の花崗岩質岩製の楕円礫を検出した。炉が櫛築

きれる壁面の反対側に大形の花崗岩（間岩）が侭かれるという現象は、本過跡と同様に平糠川沿いに位置す

る御所野避跡においてもI可撒に腿められ、共通点として注目される。これに関連して御所野追跡では、遺跡

から出土する炉石や配石を櫛成する花崗岩が、I可避跡から約2kmも離れた茂谷山から搬入されたものであ

るとの鑑定結果を得ており、同避跡の居住者が茂谷II1に対して何らかのシンボリックなイメージを持ってい

た可能性を示唆している。この点においては、本過跡の花崗料簡料は平糠川の河原を産地とする可能性が商

いという鑑定結果を得ており、御所野遡跡の例とは棟相を災にしている。

半裁柱穴を持つ住居跡について

本追跡で見つかっている27号住居跡は径9m超と、他の住居跡に比べ抜き出て大形である。この住居では

柱の建て枠え浪跡から拡隈が行われたことが判明している。このうち、拡扱前のA－4タイプの柱穴で炉を

中心とした主軸と対称に7本の柱穴が認められた。半赦柱穴が蝿められたのはPl～P3、P5～P7で、

当初は通常の柱穴同様に、プランを5cmほど掘り下げた段階で柱痕の有無を確認した後精査を行った。この

際、柱痕は確認されず、掘削を続行した。その後、30cmほど掘り下げた段階で三日月形の柱痕を認めたもの

である。このため、柱材が腐ってそのまま残存したのものではなく、抜き取られた状態を示すものである可

能性が考えられる。

県内の同棟の耶例は、一戸町の御所野過跡（高田和徳氏のご教示による)、大迫町の観音蛍遺跡（中村良

幸氏のご教示による）の竪穴住居跡でも硴腿されている。また、一関市の柵水通跡は純文時代後"l初頭の築

落遺跡であるが、この過跡において外従13mをillりるIﾘ形の半赦桃穴列が確認されており、本遺跡の事例とは

時期の点で若干の相違はあるものの同様の柱痕を持つ事例である（村上2002)。

重複関係が罷められた住居跡と床面出土週物について

本過跡で見つかった39棟の住居跡のうち、住居跡同士の砿複関係が腿められたのは2号～4号、12号、15

～20号、27号、30号、35号、36号の14棟である。これら床面出土遺物と、通栂の新旧関係を第155図～158図

の遺物集成図に示した。

土坑

本過跡では20基の土坑が検出されている。このうち、明確に底面過物が伴っていたのは1号土坑のみで、

州土した遺物などからみて墓坑であった可能性が考えられる。他の土坑についての性格など詳細については

不明な点が多いが、出土した週物、埋土の状況などから相対的に判断して竪穴住居跡とほぼ同時期の縄文時

代中期末～後期初頭と捉えておきたい．また、本遺跡では住居数39棟に対して土坑数20雄と、土坑が少ない
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ことが特徹として挙げられる。

中世以降

竪穴建物跡： 竪穴建物跡は調査区域内から6棟が確認された。これらは形態の違いによって、①壁の一方

に張り出しを持つもの、②磯り出しを持たず、長方形を呈するものの2つのタイプに分けられる。その性格

については（住居跡なのか、倉血的な性格をもつものなのか）不明な点が多いが、抑紘柱廸物跡とは作られ

る場所を異にするなど、相遮点が認められることから、使用方法に関して違いがあったことが窺える。1号

竪穴建物跡床而からは14世紀末～151吐紀初頭に相当する白磁Ⅲ1点と模鋳銭1点が完全な形状で出土してお

り、時期としては中1雌の述物跡として大過ないものと思われる。掘立柱建物跡と|呵時存在していたかどうか

については、出土遺物が少なく確証は得られていないが、柱間寸法の傾向や北末銭が出土するものが存在す

ることなどから可能性としては否定できない。

堀寸桂建物跡： 掘立柱建物跡は16棟が確認された。本週跡で検出した柱穴の総数は480埜に上る。このう

ち建物跡に帰属すると仮定したのは107基である。捌立柱建物跡は捌査区東側斜面下部分および北側から確

誕されており、ほとんどが砿複している。このことから同じ場所で繰り返し建て替えが行われたことが窺え

る。調査区東側斜面下の平珊は後世の撹乱が著しく、調査区際の断面観察からは推定不能であったが、平面

の形状から4回以上造成された可能性があり、長期間にわたりI同'一の場所に改築が行われ使用されていたも

のと考えられる。各建物跡は艇方形のプランを持つものが殆どで、方形を呈するのは3～5号掘立柱建物跡

のみである。長方形プランを呈するものはいわゆる「直家」形式の建物跡で、そのなかでも7号掘立柱建物

跡は四面廟建物、 8 ．Iotl･掘立柱建物跡は下屋が付楓する述物と考えられる。柱IIM寸法の内訳は6.3尺（約

190cm)が1棟､6.5尺（約197cm)が1棟､6.6尺（約200cm)が4棟、7尺〈約212cm)が3M!, 7.5尺（約227cm)
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が1棟、8尺（約242cm)が1棟、9.5尺（約288cm)が1棟である。掘立柱建物跡の間尺について、羽柴直

人氏はr盛岡滞領における近世掘立柱民家の柱間寸法は5寸・で削り切れる数値が使用され、多用される寸法

は7尺以上が一般的である。この寸法の提さは、家の規模についての規制から生じている可能性がある｡」

と指摘し、また「岩手県北部の中世後半の竪穴建物に伴う掘立柱民家の主屋では5寸で割り切れる数値の柱

|Ⅲ寸法が用いられている。それらには近世掘立柱民家の柱間寸法より短い6尺台の寸法が用いられている例

がある｡」としている（羽柴2001)。

本調査で検出している建物跡においても5寸刻みまたはそれに近似する韮準寸法を用いているものが多

く、この傾向は見受けられる。しかし建物跡の年代を決定する共伴遺物は2号掘立柱建物跡から出土した至

道元宝1枚（初鋳年995年）・石臼（上[1)、13号掘立柱建物跡出土の亦漆竣椀片、掘立柱述物跡胖出土の燕

寧元宝1枚（初鋤年1068年）・元宝通宝1枚（初鋳年1078年）・砥石のほか、判読不明銭尚4枚と少ないた

め、時期の特定は困難と思われ、広く中世～近世と捉えたい。

調査区東側の掘立柱建物跡は竪穴建物跡と同時期に存在したことも考えられるが、両者を結びつける要素

が不明なため、とくに薗及は避ける。しかし、建物の主軸方向と一致して接する1号二I甥関連施設や4号竪

穴建物跡、近距離にある1 ･2号井戸跡はその対応関係が想定される。また、調査区北側に立地する1～5

号掘立柱建物跡は、本調査区に隣接する艸洞宗仁昌寺との関連も考えられる。なお、15号掘立柱建物跡は、

地主の潔口茂蔵氏によると昭和50年代まで稲架（はさ）収納川の小屋があったとのことで、柱材も残存して

いることからおそらくこれであろう。

鍛冶工房跡について

調査区北東側より鍛冶工房跡関連施設とみられる竪穴建物跡を2棟検出した。1号工房関巡施股の床面か

らは銑鉄製品である鉄鍋（半裁された状態)、鋼製品である鉄札、雁股雄、素材鉄の可能性のある棒状鉄器

が得られている。一・方、 1号工房跡床面からは炭化物が充填きれた小ビットとそれに繋がる細い櫛、還元色

をしめす現地性の焼土、部分的に黒色を示す扁平礫、鉄塊系遺物と刺片状鉄津、鍛造剥片などが得られた。

後三者はそれぞれ、銑鉄の脱炭時、鋼製IMI1工時、小鍛冶の際に発生する過物であることから、 1号工房跡

ではそれらの各作業が行われていた可能性が商い。一方、 1号工房閲辿施股から出土した鉄鍋、鉄札、雁股

錐、棒状鉄器のうち、鉄鍋は半裁状態にあることから新たな鉄製肋を作る際の素材（再利用）の可能性が高

い。また、棒状鉄器は同形態の資料が検出された北海道千歳市のオサツ2遺跡、同平取町のカンカン2遺跡

の例などから釣針の製作に使用されたものと推測されておI)、こちらも紫材である可能性が考えられる。ま

た、鉄札は当初、銑鉄紫材を元に新たに製作されたものか、あるいは他と同じく鋼素材として保管されてい

たものか、両方の可能性があると想定された。しかしながら鉄札の形式学的年代は1l後がら121"W(津

野仁氏のご教示による）に相当するとみられるものであり、鉄鍋の製作年代は13世紀頃（越田斑一郎氏のご

教示による）とみられることから、この時点で鉄札はすでに廃用・秤生産のための素材となった鉄鋼より古

いことになる。武具は伝世することが知られており一概には判断できないが、床面出土通物4種の内の3種

までが素材であろうことから、鉄札も素材として保管されていたと考えるのが適当であろう。

また､今回の澗従では小鍛冶作業ののちに生産きれた鋼製品が未確遡であり､詳細を知ることができなかっ

たが、鉄製品の脆用・得生産のしくみについてはその当時の小‘胤谷地区の社会背景やニーズなどから考慮す

る必要があり、今後の検討課題としたい。
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まとめ

仁凸寺Ⅱ遺跡は、西脇から北東方向に張り出す丘陵の斜面に立地し、縄文時代II!期末葉～後期初頭、中|趾

～近世にかけて営まれた複合遺跡である。遺物総数は大コンテナ38箱で、その内訳は土器(縄文時代早・Iil･

中・後・晩期、弥唯時代後期)、土製品、陶磁器、石器、石製品、金属製AAである。以下では時代師にin柵、

遡物の時微を筒条件きに列犯してまとめとしたい．

（縄文）

1 本遺跡で見つかった縄文時代住"跡からは大水10式～十腰内I式相当のjfi物が出土しており、ごく狭い

時lUl幅の中で営まれた典藩跡であることがlllylした。

2縄文時代の避柵としては竪穴惟届跡39棟、l:"20嶋炉跡2終、陥し穴状遺櫛10蝶が確認された。

3縄文時代の遺椴は北側を沢に面した丘陵斜面部で比較的密であり、そのほか中央部の緩斜面にまとまっ

て見られる傾I;1が秘められる。

4 竪穴住lIl;跡は炉の形態によって分布の側向を異にする｡複式炉と石囲炉は.|上西部を沢と接した丘陵斜im、

土器埋設炉は中央部のやや低くなった地点に位i趾する傾向が認められる ("l53EI)。

5 竪穴住居跡はその規模によって炉の形態を異にする。複式炉を持つ住II!跡は艮径9m以上の大形のもの

が存在し、Iil川炉を持つ住居跡では長徳4mlil後の小形のものが多い。そのほかは巾Ⅲ的な棟柑をぷす

傾向が認められる。

6 27号住居跡と30号住居跡、28号住居跡と29引臘l,';跡、 17号住I掛跡と18号住II!跡、 19号住居跡と20号住II!;

跡には亜裡関係が腿められ、炉の形態が変化している。前二者は襖式炉二土器埋没炉、後二者は複式炉

二石囲炉への変過が希取できる。このことから本世跡において、新旧l則係がIﾘj瞭な佐脇跡においては炉

の変遷が、複式炉三上器埋設炉一石凹炉と辿れる傾向が見出せそうである。規模はその変化に対応する

ように小形化してゆくという傾向が見られるが、新旧関係やプランの判断が困難であるものにおいては

これに当てはまらないものも存在し、すべてがこの限I)ではない｡

7 27号住I』跡からは鋤I§穴に半裁状の桃材をⅢいたものが計･6班確認された。|ljl様の柱穴は御所野避跡で

も例があり（一戸町教育委員会高田氏のご教授による)、この遺跡との関巡性が示唆される。

8炉の索材として川いられている礫は､その大部分が平轆川流域を鰕地とするものであることが\ll明した。

(中世以降）

l 中仙以降の遺櫛としては、竪穴建物跡6棟、掘立柱建物跡16棟、工房|則述施投1棟、工房跡1棟、井戸

跡2鵬、蛎坑51j牌、他I';状遺櫛1棟、躯ｲijm柵'1鵬が碓遡きれた．

2 蝿穴建物跡は、噸の．辺に出入I)口状の狼l)出しを持つものと持たないものの2穂類が認められる。 1

号竪穴建物跡床iliからは製作年代14世紀末～15世紀初頭と思われる中世l順の白磁皿1点と模鋳銭1点が

完形で出土した。

3 棚立柱建物跡は洲森lえの北側級斜IIIiと東側斜lili l､.位に雌II!して確測され、収側では平場を柵築し、繰I)

返し建て替えが行われているのが確認された。建物跡の時期は柱間-･j･法や出土した遺物などから中llt~

近世に相当する可能性がある。

4 15･工房関巡施股の床而からは銑鉄製IY!である鉄鍋（半戯された状態)、鋼製肋である鉄札、雁股雌、

紫材鉄の可能性のある棒状鉄器が得られている“これらの遺物は形態から惟定される製作年代がまちま
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ちであること、鉄鍋が半戯状態にあることなどから新たな鉄製品を作る|綴の素材（再利用）として保管

されていた可能性が商い《＞

1号工房跡床Imからは炭化物が充填された小ビットとそれに繋がる細い柵、逆元色をしめす現地性の焼

土、部分的に黒色を示す扁平礫、鉄塊系遺物と剥片状鉄漂、鍛造剥片などが得られた。後三者はそれぞ

れ、銑鉄の脱炭時、鋼製品加工時、小鍛冶の際に発生する遺物であることから、 1号]房跡ではそれら

の各作業が行われていた可能性が高い。

墓坑は調査区の南側と北西側の斜面上方に集中して51韮が確認された。出土した遺物から近世に位世付

けられるものと思われる。底面に方形の柏桶棋を認めるものも存在することから、近代以降のものも混

在すると見られる。

5

6
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Ⅶ仁昌寺Ⅱ遺跡出土鉄関連資料の金属考古学的調査結果

岩手県立博物館 赤沼英男

1 はじめに

岩手県二戸郡一戸町に所在する仁昌寺Ⅱ遺跡は、国道4号線小鳥谷バイパス建設に伴い、平成12年から平

成13年の2カ年にわたり発掘調森された遺跡である。調森の紬果､縄文時代中期末葉から後期初頭の住居跡、

II!世竪穴廸物跡6棟・掘建柱建物跡l6棟・ﾆIﾕ房関連施没1棟・工瞬跡1棟が検出された。 1号工房I卿連施設

には床面をすり鉢状に棚り込んで築炉された直径約40cnlの火飛炉跡と推定される過柵が伐っていて、その

周辺の床面からは鉄塊系遺物に加え、塊状津、粒状樺、薄片状鉄津、および台石と思われる礫などが見出さ

れた。隣接する1号工房跡では鉄札、雁股錐、刀子、半紋された鉄鍋、鋼素材と推定される棒状鉄器、塊状

樺、錆片、鍛造剥片と見られる週物などが見出されていて、鉄札、鉄鍋は形態学的にそれぞれll後半から12

世紀代、13世紀代の賓料と推定されたl)。鉄器および鋏関連遺柵の検出状況から、遺跡内では竪穴建物内で

保符された鉄札や鉄鍋をはじめとする鉄器を再処現して、 H的とする鋼または製品鉄器を製作するという操

作が実施されていたものと推定されたI)o

鉄に関する生産活励状況を解明する方法の一つに、出土避物の金属考古学的調在がある。仁昌寺Ⅱ遺跡出

土鉄関連遺物の金属考古学的調査の結果、 2棟の竪穴建物内では酸化鉄と粘土状物質が反応し生成したと推

定きれる鉄津､鍛造剥片が確忍され､鍛造剥片と鉄札､鉄沸中に残存する鉄と鉄鍋に含右される銅(Cu)、ニッ

ケル(Ni)、コバルト(Co)三成分の組成比はほぼ1両lじものが見られた。考古学の発掘鋼査結果を考え合わせ

ると、遺跡内では、①銑鉄の脱炭による銅の製造（梢練)、②鋼を加熱・鍛造打して目的とする鉄器を製作

する鍛冶、という2つの操作が行われていて、鉄札をはじめとする鋼製鉄器については②、鉄鍋については

①の瀦材として使用されたとみることができた。以ﾄﾞに金楓孝古学的調査結果を報告する。

2 調査資料

金属考古学的調壷を行った満料は鉄札9点、刀子1点、雁股雛1点、鉄鍋1点、鉄錆片2点、鉄塊系遺物

1点、薄片状鉄津2点、および鉄沸7点である。炎1－1から炎1－4に調企涜料番号、資料名、検出遺櫛、

肘位、および遺物番号を示す。

3調査試料片の摘出

鉄器についてはダイヤモンドカッターを装着したハンドドリル（以下、ハンドドリルという）を使い、資

料の外観形状を損ねることのないよう細心の注意を払いながら、約0．19の試料片を2つ摘出した。鉄塊お

よび鉄津についてはハンドドリルで深さ1～2cmの切り込みを入れ、それぞれの切り込み面から0.5～l9

の拭料片を2つ摘出した。鍛造剥片については2分しそれぞれを分析試料とした。各喬料から摘出した試料

片のうち多きい方を組織観察に、小さい方を化学成分分析に供した。試料片摘出位世は図l～12に示すとお

りである。
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4調査方法

淵l織観察川試料片はエポキシ樹脂にlll!め込み、エメリー紙、 ダイヤモンドペーストを使って研麻した。研

脚面を金閥顕微鏡で観察し、地金の製造方法を推定するうえで敢要と､ﾘ断された鉄器および鉄塊に残存する

非金属介在物、鉄諜の鉱物相を、エレクトロン・プローブ・マイクロアナライザー(EPMA)で分析した。

化学分析川試料片は炎Miに付粁する土砂、鮒をハンドドリルで丹念にIlllり瀞とし、エチルアルコール、ア

セトンで超音波洗浄した。拭料片を130℃で2時llll以上乾燥し、鉄器、鉄沸ともにメノー乳鉢で粉砕した後

テフロン分解容器に秤錘し酸を使って溶解した。溶液を蒸留水で定溶とし、 T.Fe (全鉄)、 Cu (銅)、ニッ

ケル (Ni)、コバルト (Co)、マンガン(MI')、リン (P)、チタン (Ti)、けい索(Si)、カルシウム (Ca)、ア

ルミニ，ツムいl)､マグネシウム(MR)､バナジウム(V)の12元素を誘導結介プラズマ発光分光分析法(ICP-OES

法）で分析した。

5調査結果

5－1 鉄器・鉄塊・薄片状鉄津の化学組成

鉄器、鉄錆片、鉄塊系遺物および鍛造剥片（肉眼観察で薄片状鉄沸に分釧された衝料のうち、 5－4の組

織観察結果に蕪づき鍛造剥片であることが確実になったもの）から摘出した試料片の化学成分分析結果を、

表2～4に示す。No.1，No,J1、 No.7，N().9Eg･R関、 N(D.10、 No.14Aから摘川した拭料片の'1,.FCは94%

以kで、ほぼメタルからなる試料ﾊﾞが、他の12試料片は73%未満で、錆化が進んだ試料片が分析されている。

No.7およびNo.10にはそれぞれ0.052%、0.058%のNi、0．107%、0.091%のC(》が、N().9Eg・Rg、No.14A･

Bには0.1%を上回るPが含有されている。これらの微Ⅲ元素はほぼメタルからなる拭料･片から検出きれてお

I)、鉄器地金または鉄塊そのものに含ｲiされていたとみることができる｡

No.2からも0.1%を上回るPが検出されている。Pについては埋蔵環境ドから符化されることがあるため、

検出されたPを鉄器の素材となった地金そのものに含有されていたものとして扱うことは危険である鋤。こ

こではk肥3点の製作に使川された地金に().1％を超えるI]が含ｲjきれていた可能性があることを指摘する

にとどめる。

5－2鉄器から摘出した試料片の組織観察結果

No.1 (IXl la,)から摘出した試料片はそのほとんどがメタルによって櫛成きれていたので、ナイタールで

腐食した。マクロエッチング剥l織はほぼ一様に腐食されている(Ixl ll),)｡ I),釧域RI・R2はパーライトとフェ

ライトからなり（図lc,.2)、炭素趾0.2～0.3%の鋼とみることができる3)。メタル部分にはC;10､Al303,K20、

MHO、SiO2を主成分とし、数％のFcOを含む微細な非金属介在物（鋼を製造する過税で除去されずに残っ

た呪物）がいたるところにみられた(INI ld,･(I2)｡

No,9Rg部から摘出した試料片のメタル部分は、炭素濃度分布が不均一な鋼である。マクロエッチング組

織は-i;としてフェライトからなる煎域と、炭紫賦0.2～0.3%の鋼（図2マクロエッチング組織枠で囲んだ部

分に対応）が咽状に亜なった組織により柵成される。雌のメタル部分にはlXl lc,とほぼ同じ組成の非命楓介

征物が、Rgのメタル部分にはウスタイト(W:化学理論組成FcO)およびマトリックス (M)からなる非金屈

介ｲI物が観察された（岡2)。

N().10から摘出した試料片のマクロエッチング組織は、その金城がほぼ一橡に腐食されている。枠で囲ん

だ内郁はバーライトとフェライトからなl)、炭斯吐0.2～0.3%の鯛と椛定される” メタル部分には、ウスタ
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イト(W)、 Fc-Ti-AI-V-O系化合物(X.l､)、FcO-MR()-SiO2系化介物(F)、およびマトリックス(M)によって椛

成される非金帆介在物がみられた。

No.2．3、およびN().5～8から摘出した拭料片にはそれぞれ、，ソスタイト(W)、 FcO-MKO-Si()2系化合

物(F)、およびマトリックス(M)、ウスタイト (W)、Fc-Ti-AI-V-Mg-()系化合物(XT)、およびマトリック

ス(M)、ガラス髄ケイ酸塩(S)、ガラス蘭ケイ雌塩(S)、ウスタイト (W)、Fe-Ti-AI-V-O系化合物(XT)、

ドCO-MRO-Si()2糸化介物(F)、およびマトリックス(M)、ガラスW(ケイ雌塩(S)からなる非金価介在物が兄川

された（図4)。

No.13(図7a)から摘IHした試料片のマクロエッチング組織はその全域が黒く腐食きれている（図7b･c)、

枠で囲んだ内祁のミクロエッチング靴織は初析セメンタイト (I'CIn)とバーライトによって仙成きれ、鋼中に

はウスタイト(W)、 Fc()-MgO-SiO2系化合物(ド)、および微細な化合物を内包するガラス閲けい酸塩(S)から

なる非金属介在物がいたるところに残存していた。No.14A･Bから摘出した試料片はレーデブライト組織

によって榊成されている3〕‘,鋳型に注ぎ込まれた溶銑が急冷された可能性が商いことを示している（図5)。

No.4，N(). ll，およびN().12から摘州した拭ﾈ:l･ﾊﾞにはメタル組繊を碓定できる緬域を兄lⅡすことができな

かった。 No.3，No.5，No.7、およびN().9E関から摘出した試料ﾊﾞには局所的にメタルが災ｲfしていたが

（図3 ．4）、腐食によるメタル部分の喪失をさけるため、その実施を見合わせた。

5－3鉄津の化学組成

No.15およびNo.16のT.Fcは71.82%、70.37%で、それぞれl.77%、2.96%のSi、0.536%、l.03%のAIを

含有する。主として蔽化鉄からなる試料である（喪4)。

No.13鉄塊系遺物に間ﾉWする鉄沸、 N().17, N(D.18, N().20～N(D.2:1のT.F《’は39～74%、 Si， AIはそれぞれ

l.6～13.4%、0.559～5.34%である。酸化鉄と帖上状物質がⅨ応し4城したスラグである。N(D.19のT.F燈は

8.40％、Si､ AIはそれぞれ22.2%、8.26%で、他の7点の鉄津に比べ商レベルにある。主として粘土状物質

からなる浅科と椛定される。

5－4鉄津から摘出した試料片の組織観察結果

No.15のマクロ組織にはいたるところに窄阻が残存している”枠で|州んだ内部のEPMAによる組成像はウ

スタイト(W)からなI)、そのIII1りは微細な化合物が残ｲfしたガラス間けい雌塩(M)が収l)川んでいる。

No.16は主としてウスタイトによって櫛成きれ、災牌而にはヘマタイ l、 (Ilen') と推定される甑域が固着し

ている（図8)。

N().20はウスタイトとガラス質けい雌蝋によって榔成されている (IXll l)', No.22から摘出した拭料片のマ

クロ組織は、やや卿火色のFeO-MgO-SiO2系化合物[F:マグネシウムを|古|浴する鉄かんらん粁:2(F瞳.Mg)O･

SiO2と推定される]、蹄灰色のFcO-AI203系化合物(H)、および微細な化合物が混在したマトリックス(M)か

らなる領域RIと、RIにウスタイト(W)が脱在した領域R2によって柵成きれている (FI9)｡N<D､13鉄塊系遺

物に閲淵する飲樺、No.17、およびNo.23も］().22とほぼ|面Iじ鉱物組成をとる《,N().21はウスタイト(W)、

FcO-MgO-SiO2系化介物(F)、およびマトリックス(M)からなる (INl10･ 11)｡

N().18のマクロ紺織にはいたるところに空WI!がみられる。枠で囲んだ内部にはFe-Ti-AI-V-()系化合物〔マ

グネタイト (MK収）と思われる〕とガラス蘭けい酸塩(S)によって、N().19から抽出した拭#:l･片は、 Fc-0系、

FcO-CaO-A120:{-SiO嬰系(S,)、FcO-AI203-MHO-Si()2系(S2)、A1203-si()2f(SM)領域が残存している (IxllO)｡
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6考察

6－1 推定される古代の鋼製造法

古代および中世の鋼製進法については幾つかの方怯が提案されており、見解の一・致をみるにいたってはい

ない。その主因は、原料鉱石〔砂鉄もしくは鉄鉱石')〕を製錬して得られる主生成物の組成についての見解

の相述によると考えられる。

製錬産物である鉄は炭索吐に応じ、鋼と銑鉄の2つに分類される。製錬炉で得られた鉄から極力鋼部分を

摘出し、含有される不純物を除去するとともに、炭紫砒の噌減を行って目的とする鋼を製造する。そのよう

にして製造された鋼を使って、製品鉄器が製作されたとする見方がある6)。製錬炉で直接に鋼が造り出され

るという愈味で、この方法は近lltたたら吹製鉄における鯛ﾀII法7)によって生産された鉄塊を純化する操作に

近似する。また、この方鱗によって得られた鉄〔炭索fitが不均一で鉄樺が混在した鉄（主に鋼からなるが銑

鉄も混在すると考えられている)〕を糖製し目的とする鋼に変える操作は､精錬鍛冶‘)と呼ばれている｡古代・

中世に鋼を溶融する技術は未確立であったと考えられるので（溶融温度は炭素肢によって異なるが、炭素通

0.1～0.2％の鋼を清股するためには炉内温度を1550℃以上に保つ必要がある3))、主として鋼から成る鉄か

ら鉄津を分離・除去する際の坐本操作は加熱・鍛打によったと推定される。組成が不均一な鉄から純化され

た鋼を得る操作に淵錬鍛冷という用語が用いられたのは、 上述によるものと推察される。

おびただしい数の鉄仏や鉄鍋､鉄綣をはじめとする銚遊鉄器の將及が示すように8)!))､迎くとも9世紀には

銑鉄を生産する技術､すなわち銑鉄を炉外に流し出す製錬法が確立されていたとする兄方が出されている10)。

得られた銑鉄を溶解し鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が製作される。また、生産された銑鉄を脱炭す

ることにより鋼の製造も可能となる。後者はこの方法に雌づくもので、銑鉄を経由して鋼が製造されるとい

う意味で、間接製鋼（鉄）法'')に位世づけられる。

銑鉄を脱炭する方法の一つとして、近世たたら吹製鉄における大鍛冶7)がよく知られている。たたら吹製

鉄には銑押法と鋼押法7)の2つの方法がある。後者における生産の主目的物は溺鉄（主として鋼からなる鉄

塊)、前者は炉外に流しlllされる銑鉄で、副生成物として知内に鯛鉄もできる。銑抑法において鋤鉄は操業

の妨げになるので、鉄棒をたえず炉内に入れ炉外に取り出すようつとめたという。このようにして生産され

た銑鉄は鍛冶場に連ばれる。そこではまず火床炉の炉底に木炭を積み、その上に銑鉄を羽口前にアーチ形に

積み砿ね、小炭で澱った後底部に点火する。積み重ねられた銑鉄は内部にあるものから溶倣し、滴下する。

この時、羽口付近の酸化性火焔にふれ酸化され、鋼（左下鉄）となる。ここまでの操作は「左下」と呼ばれ

る。左下鉄は製錬時の副生成物である識とともにI\度I可じ火床炉にアーチ状に樅まれ、上述と同様にして

さらに脱炭が図られる。脱炭がl･分に進んだところで金敷の上にのせ、加熱・鍛打によって鉄津の除去と整

形がなされる。後者は「本珊」と呼ばれる。上記の「左ﾄﾞ」と「本場｣、 2つの操作を経て包l.鉄を造る方

法が大鍛冶と呼ばれている'2)。上述から明らかなように、大鍛冶における「本珊」の操作内容は、先に述

べた精錬鍛冶と出発物質こそ異なるものの、基本的にほぼ同じとみることができる。

大鍛冶では空気酸化によI)局所的に銑鉄の脱炭が図られるが、溶銑（銑鉄を溶融状態とする）を準備し、

大鍛冶と同じ原理によって脱炭する方法が古代に行われていたとする見方が出されているl3)-15)。この方法

の場合、溶銑の確保とそれを脱炭するための設備が不III欠であI)、現在その点についての検討が進められて

いる。

古代ならびに中世には、似数の鋼製造法があった可能性がある。以下では、この点に柵愈し、考古学の発

掘調査結果とIH土鉄沸の金閥考古学的解析結果を灘に、鉄沸の成因について検討し、併せて鉄器地金の分類
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を行うこととする。

6－2鉄津の成因と検出遺構における生産活動

金属考古学的調査を行った鉄津の外観形状は、薄片状または塊状のいずれかに分類される。薄片状鉄樺に

分類されたNO.16は、摘出した試料片･の全域がウスタイトとヘマタイトからなる‘,純化された鋼を加熱・殿

打した際に、釧我面が剥離して生成した鍛迩剥片である‘，｜叩じく漁片状鉄樺に分類されたNo.15、 No.20か

ら摘出した試料片にはいたるところに空隙がみられ、そのほぼ全域がウスタイトとマトリックスまたはガラ

ス質けい酸塩によって構成きれていた。溶融または部分溶融状態にある酸化鉄に耐んだ鉄津が固化した資料

と推定される(,N().15．16、およびN().20が検出きれたl 号･ 工腸跡からは、鉄沸が間耕したNo.13鉄塊系過物

が見出されていることを加味すると、鉄塊表面に固着した鉄沸を過熱・鍛打して除去する操作、およびある

程度純化された鋼を加熱・殿打する操作が行われていた可能性の商いことを指摘できる。

上記4点の横料に加え、 1号1房跡からは粒状、流状、および塊状をした鉄樺が川上している。塊状津で

あるNo.18はマグネタイトと推定される化合物、流状津であるNo.21は、ウスタイト、 FcO-MgO-SiO2系化合

物、塊状津であるN(》､22、 No.23、およびNo.13鉄塊系遺物に1劃芯する鉄津は、それにFcO-A1203系化合物が

加わった化合物がガラス質ケイ酸塩または微細結晶を内包するガラス質ケイ酸塩によって取り囲まれた組織

からなる｡No.13鉄塊系避物に|州満する鉄沸、 N().18, N().22, No.23の各鉄群がFe、 Si、 Alを主成分とする

ことを考臘すると、酸化鉄に富んだ鉄津と粘土状物質とが反応し生成した試料であり、その成因として、製

錬、精錬鍛冶、輔錬、および小鍛冶の4つを考えることができる。

製錬を想定した場合、鉄涼の鉱物組成から、始発原料としてチタン鉱物をほとんど含まない塊鉱である鉄

鉱石、または紛鉱である砂鉄が使用されたとみることができる。通跡周辺にそのような組成の鉱物涜源は賦

存しないことl)、発掘調査区域内には製錬の実施を示唆する気帯性に富んだ炉跡が未検出であること1)をふ

まえると、製錬して得られた組成不均一･な鋏が遺跡内にもたらされたとみることによって、鉄津が固論する

鉄塊系巡物、塊状、流状津の存在についての説明が可能となる。そのような紺成の鉄塊を人手するには、流

通品の珊入、または遺跡直輔の製錬所の確保が不可欠である。流通品の場合、価値換算が容易に行えるよう、

組成と形状または箪最が規格化されている必要がある。鉄樺が1劃着した組成不均一な鉄塊が商品として市場

に供給されていたとは考えにくい。過跡面轆の製錬所が別に確保きれていたことを前提として、組成不均一

な鉄灘が間蒲した鉄塊を過熱・殿打し消純な鋼を得るという梢錬鍛冶が、 1号1〃跡において実施されてい

たことを主張できると筆者は考える。

なお、検出された鉄津のほとんどが砕片の状態で見出きれている。製錬過程で生成し固体鉄に固若した鉄

沸が梢錬鍛冶操作における鍛打の過租で破砕されることによって生成した、あるいは椚錬鍛冶の過程で破砕

された鉄津、または鉄の表面が酸化され剥離したものが火窪炉のII'に入り、溶融または部分溶融した後、火

窪炉の粘土と反応し固化したものが､再度I削体鉄に固芯した後､鍛打によって除去されたものと推定きれる。

また、 T.Feが8.40%でSi，AIを主成分とするN().19鉄沸は、間体鉄を加熱する際に鉄が木炭に接触するの

を防止するために固体鉄表面を職った紬I:状物質、あるいは固体鉄に固聯した炉壁材の一部が剥離すること

によって生成したものと思われる。

1号工房関連施設では鉄札、刀子、雁股錐、鉄錆片に加え、 No.14鉄鍋片、 No.17鉄津が見出されている。

遺跡内において鋳型やとりべは硴淵されていないことから、鉄鋼を再溶融し新たな鋳造鉄器を製作する操作

が行われていたことを主張することは難しい．形態学的に鉄札がll世紀末から12111:紀代、鉄鍋が13世紀代に
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比定されること、および鉄鍋が半戯された状態で検出されていることを老瞳すると、出1土た鉄器は利用目

的を失った低lll品とみることができる。 1号工房跡からは、l3鉄塊系遡物に|川聯した鉄沸、 N().22および

No.23鉄沸とほぼ同じ鉱物組成を持つNo.17鉄沸が兇IIIされている。銑鉄を脱炭する際に使川された造津材

もしくは脱炭に使用された設備の一部が溶融し間化したものと推定され、ほぼl可じ鉱物組成を排つ鉄津を出

土する1号川:〃|卿連施設でも|同l櫛の操作が行われていた可能性がある。

6－1に鵬づけば、古代・ 'l｣llにおける鋼製造按には概数の鋼製造法があり、いずれのﾉj法であっても多

段階の生産.l程を経て目的とする鋼が製造されたことは間違いない。I可一の製鉄原料を用いたとしても、生

産方法によI)異なった組成の鯛が製造される。従って、表2の結果を単純に比較ずるという方法では、実態

に合致した分顛結果を得ることは雌しい･

表2の中で、Cll、Ni、Coの3成分は鉄よりも鮒にくい金楓のため、←一皮メタル中に取り込まれた後はそ

のほとんどが鉄中にとどまる。従って、合金添加処理が行われていなかったとすると、その組成比は鋼製造

法の如何に係わらず製鉄原料の組成比に近似すると推定される。

EI125,は表2～4の化学成分分析結果から、メタル拭料．、および100I)I)111以上のNiを含ｲiする錆試料片を抽

出し、(n'ass%Cu) / (mass%Ni)、(n'ass%Co) / (n'8'Ss%Ni)を求めプロットしたもの、図l2bはメタル試料、

および1001)pnl以kのCoを含有する錆試料片を抽出し、(n,ass%C,,) / (II,ass%Co)、(mass%Ni) / (n,ass%Co)

を求めプロットしたものである。似ll2aではN().l，NI).9Eg･Rg、N().l3、およびN(),14Aが右ﾉjに、 N().2，

No.4，N().5、No.6、No.7，N()"8およびNo.lOが左方に分布する。位悩|則係は逆になるが、IXll2bにお

いても上記ll試料は図12aとほぼI可じように分かれて分布し、さらにNo.l，No.9E贋。R贋、 No.13、および

No.14AにはN().6、およびNo.16が近接する。また、左方ﾄﾞにはN().3，N().12が新たに図プロットされる。

lxll2a ･ bから鉄札には組成の兇なる鋼を紫材とするものがあl)、刀子および雌股鰄も典なった組成の鋼を

用いて製作されたIﾘ能性が商い。第1号工房関連施投から見出された鉄器は伝製品で、化学組成の異なる原

料鉄'6> (鉄器を製作するために使川ざれた素材）を用いて製作されたものが混ｲi冒していたものと推定される。

・方、lXil2bから、No.M鉄鋼AとNo.13鉄塊鉄塊系遺物、No.6鉄札とNo.16鍛造剥片に含有されるCu、Ni、

Co三成分比はほぼ同じとみることができ、この紬果とI)1述の鉄沸の成I川についての検討結果を砂え合わせ

ると、鉄鍋を脱炭して得られた鋼を製造する操作、鉄札を加熱・鍛打して1J的とする鋼製鉄器に加工する操

作が行われていたことを想定することができる。

これまでの検iけ粘果から、 1号工房1M逆施投および131:脇跡の機能を糖理すると以下のとおl)となる。

① lり･工畷関連施設

ア利用価値を失った鉄器の保管場所

イ半故された鉄鍋の脱炭による鋼製造とその川l:

② lり･ 1:房跡

ア銑鉄（鉄鍋）の脱炭による鋼製造

イ組成不均一な鋼の純化

ウ イで純化された鋼またはl"･~I"IM辿施波に保播されていた鋼製鉄器をIII発とする鋼製鉄器製作

仁禺寺Ⅱ遡跡では、伝I阯され利川価値を失った鉄滞の再処理による、鋼または鋼製鉄器の製作が行われて

いた可能性が高い。さらに他地域からの原料鉄および製品鉄器の供給をも考噛に入れ、金属考古学的調査結

果と考古学の発掘調登結果を多mi的に検討することによって、鉄・鉄器'k産の災態がみえてくるものと思わ

れる。
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12)村上英之助「村上・中澱のil弧脊簡」たたら研究、36．37，1996，I).78-88o

13)柵ⅡI磯彦「近世におけるrｲ1I銑』とその技術-$IMIItのr和恥鮒明のために-」r製鉄史鶴文染たたら研究会刺立I叫･l･

周年記念』たたら研究会、 2000，1叩.195-228.

14)禍田豊彦「近ll噸川、和鉄の生産と流通の幾本形態」たたら研究、39， 1999年、 pp.15-24(,

15)赤沼英男rみちの<の地からIIIIItの鉄をみる」ふえらむ、 Vo1.2 Nc.l、社川法人l.1本鉄鋼協会、 1997年、 1)p.44-51<)

16）赤沼英男、佐々木稔、iﾘ}臘薫「川上避物からみたIIIIIIの眼科鉄とその猟jm｣r製鉄史備文架』たたら研究会綱、2000年、

IDI〕.553-576。

－255－



表1－1 調査した鋼製鉄器・鉄塊の概要

検川過柵

位

加浅科名、検出遺櫛、遺物瀞り･はMｲ･剛法人岩手県文化振
興ﾘﾘ難、埋蔵文化財センター中村直芙氏による。

表1－2調査した鋳造鉄器の概要

料粕

注）淡料名、検出遺櫛、遺物番号は財間法人岩手県文化振
興ﾘ礫I淵埋蔵文化財センター II!村祓災氏による。

表1－3調査した薄片状鉄津の概要

注）涜料名、検出遺柵、過物稀･り･は財間法人
岩手県文化振興’蝶NIj!M蔵文化財センター
中村直美氏による。

表1－4調査した鋳造鉄器の概要

注）涜料名、検出遺柵、遺物播号は財州法人岩手県文化振
興ﾘ喋剛蝿蔵文化財センター中村1k美氏による。
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N(). 溌料名

１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
Ⅱ
吃

鉄札
鉄札
鉄札

鉄札
鉄札

鉄札
鉄札
鉄札

刀子

雅股雛

鉄鋼片・
鉄錆片

1号工房関連施設

H2C25Ⅱ下

IC65 II

Hc25Ull!

床面上
床面上

392

393

394

397

398

399

402

403

406

407

一
一

13 鉄塊系遺物 1号工房跡 床面上 1■■■

避物称号

検出通櫛

遺柵名 牌 位
jH物稀号

14 鉄鍋 1号工房関連施股 HC25Ⅱ下 408

No. 資料名
検出遺櫛

遺柵名 屑 位

床面上15

16

薄片状鉄沸

薄片状鉄津
1号工房跡

No. 資料名

17

18

19

20

21

22

23

津
一
沸
灘
樺
澤
津
津

鉄
一
鉄
鉄
鉄
鉄
鉄
鉄

1号工房関連施設

1号工房跡

床而上

床1hi 1:
床mi上

ピットb埋士
床面上
床而上
床im上

塊状

塊状

粒状
薄片状
流状

塊状

塊状

形 状



表2鋼製鉄器の分析結果

’
ぬ
釦
『
Ｉ

分析はICP-OES法による。CU*:masS%CU/maSS%Ni、Co*:mass%Co/mass%Ni、Cu車．:mass%Cu/Co、Ni､*:mass%Ni/Coo
Paはナイタールでエッチングを施した組織、括弧内の数値はミクロエッチング組織から推定される炭素含有量。PCmは初析セメンタイト。
W:ウスタイト(化学理諭組成FRO)、F:FcO-MgO-SiO2系化合物、H:FeO-Al203系化合物、S:ガラス質けい酸塩、M:マトリックス、noは見いだきれず。

注1）
注2）
注3）

表3鋳造鉄器の分析結果

注1）分併はICP-OES法による。Cu車:mass%Cu/mass%Ni、CO*:n,aSS%CO/maSS%Ni、Cu**:mass%Cu/Co、Ni**:Inass%Ni/Coo
注2) L:レーデブライト組織。

No． L

化学成分(mass%)

T,Fe Cll Ni Co Mn P Ti Si Ca AI Mg v

Cu
＊

Co
＊

Cu
＊＊

Ni
＊＊

ミクロ組織 非命腿介在物組成

１
２
３
４
５
６
７
８
９
脚
Ⅲ
吃

←
←
←
｜
←
←
←
←
嘩
町

→
一
一

0.40 0.016 0.017 <0.001 0.002
0.61 0.041 0.032 0.019 <0.001
0.93 0.040 0.169 0.022 <0.001
0.37 0.020 0.018 0.010 <0.001
0.31 0.006 0.014 0.005 0.001

0.63 0.022 0.082 0.007 <0．001
0．36 0．002 0.017 0.006 <0.001
0.45 0.041 0.011 0.005 <0.001
0.36 0．017 0．027 0.001 0.007

0.28 0.820 0.019 〈0.001 0.005
0.31 0.001 0.017 0.002 <0.001
8.96 0．135 0．138 0.050 0.005

1.62 0.128 0.281 0.032 <0.001

0.09 <0.001

0．11 <0．001
0．06 0．122

0.05 0．032

0．06 0．014

0.06 <0.001
0.01 0.029

0.07 <0.001
0.16 0.003

0．14 0,001

0．05 0．010

0．04 0．007

0．05 0．014

く

96.84 0.017 0.013 0.034 <0.001
68.80 0.022 0.018 0.031 <0.001
72.61 0.003 0.003 0．023 0.003

94.71 0.018 0.028 0.042 <0."1
69.19 0.015 0.029 0.036 0.001

71.14 0.013 0,007 0.020 0．001

96.81 0.016 0．052 0.107 0.001

63.93 0.009 0,014 0.026 0.001

98.27 0.002 0.004 0.013 0.002

98.77 0.002 0．005 0．013 0.002

98.66 0.047 0.058 0.091 <0.001
55.42 〈0.001 0.002 0.005 0.502
62.56 0.001 0．004 0．019 0．005

1．31

1．22

0．64

0．52

0．31

0．64

0．50

0．40

0.81

2.62

1.72

1.50

1.24

2.06

1.86

3.25

2.60

1.57

0.38

0.58

0.13

0.67

0.81

0.35

0.49

0.54

0．31

0．38

0．64

0．21

Ｌ

Ｐ

！

’

■

Ⅱ

牌

Ｏ

Ｆ

Ｉ

『

Ｉ

0．50

0．71

0.13

0.43

0．42

0．65

0.15

0．35

0.15

0．15

0．52

0．05

ｊ

ｊ
ｊ

３
３
３

■

●
■

０
０
０

公
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
ｍ
経
公

０
０
０

く
Ｉ
Ｉ

ａ
ａ
ａ

ｐ
△
ｐ
且
ｐ
，

０
０

，
、

S

W、F､M

W､XT.F,M

no

W､S

S

XT.M

S

S

W･M

W・XT､F･M

no

n⑥

13 83.96 0.008 0.008 0.023 <0."1 <0．05 0.002 0.66 0．017 0．145 0.021 <0.001 0．35 0．35 Pa(PCm) W､F・S

No. l‘

化学成分(mass%)

T･Fe Cu Ni Co Mn P Ti Si Ca A1 Mg V

Cu
＊

CO
＊

Cu
＊＊

Ni
＊＊

ミクロ組織

14
A

B

96.21 0.017 0.012 0.028 0.005 0.20 <0.001 0.47 0.016 (0.001 <0.001 0.015
68.54 0.019 0.006 0.017 0.001 0.24 <0.001 0.40 0.008 0.002 0.M6 0.018

1．42 2．33 0.61

1．】2

0．43

0．35

L

L



表4鍛造剥片の分析結果

ilil)分析はICP-OES法によるe
注2)W:ウスタイト、Ⅱe､:ヘマタイト、S:ガラス質けい酸塩、M:マトリックス。

表5鉄淳の分析結果

ｌ
瞠
切
能
Ｉ

1．60 0．301 L

2.38 0.3,10 (

13．4 2．46

J､94 0．968

i.lil)化学成分分析はICP-OES法による。

注2)W:ウスタイト、 F:FcO-MgO-SiO含系化合物、XT:FE-Ti-AI-O系化合物、 H:FcO-A1203系化合物、11aR:マグネタイトと推定きれる化合物、 S:ガラス
蘭けい酸塩(ND.19のSI、Sき、 S3はいずれも組成が異なる)、M:マトリックス。

i.133)ND.13は鉄塊に間藩する鉄棒を分析。

N⑨．

化学成分(mKUss%)

T.Fe Cu Ni Co Mn P Ti Si Ca AI MR V
CⅡ

申

CO
本

C11
＊＊

Ni** 鉱物瓠成

５
６

１
１

71.82 0."3 <0.001 0.005 0.008 0．08 0.038 1.77 0.235 0.536 0.072 <0.001
70.37 0.019 0.009 0.025 0.022 0.09 0.197 2．96 0..109 1.03 0.185 <0.001

一
一

一
一

＝

0．76

‐

0．36

W.IIem･剛

W､1Ienl

No.
化学成分(mass%)

T･脚 Cu Ni Co Mn P Ti Si Ca AI Mg V
鉱物組成

17 55.05 0.002 <0.001 0.002 0.039 0.13 0.127 7．52 1．23 2.541 0.523 (0.001 W･l1.F.M
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図2 No.9 ･ 10の外観と摘出した試料片の組織観察結果

外観の矢印は試料片摘出位置。ミクロエッチング組織はマクロエッチング組織の枠で囲んだ内部。
エッチングはナイタールによる。W:ウスタイト(化学理倫組成FGO)､XT:Fc-Ti-AIV-O系化合物、
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外観の矢印は試料片摘出位悩。W:ウスタイト、F:FGOMgO-SiOz系化合物、XT:Fe-Ti-Al-V-O

系化合物、S:ガラス賀けい酸堀、M:マトリックス。
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図5 No.14の外観と摘出した試料片の組織観察結果

外観の矢印は試料片摘IH位置。L:レーデブライト組織。
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図6 No.4 ･No.11 ．No.12の外観と摘出した試料片のマクロ組織
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図7 No.13の外観と摘出した試料片の組織剛察結果

a:|外観、矢印は試料片摘出位置。b:摘出した試料片のマクロエッチング組織。エッチングはナイ
タールによるd*

c:bの枠で囲んだ内部のミクロエッチング組織、PCm:初析セメンタイト。d:bのメタルに残存す
る非金属介在物のEPMAによる組成像(COMP)と定性分析結果。W:ウスタイト、F:FeO-MgO-

SiO2系化合物、M:マトリックス。

外観 EPMAによる組成像 ’マクロ組識

篭醒
一
づ
三

､

－－稲

》
｛
ご
之

9鍵

‘？．＋愚！
○

恥

0 2cm '

図8 No.15 ･No.16の外観と摘出した試料片の組織観察結果

外観の矢印は調査盗料。ミクロ組織はマクロ組織の枠で,11んだ内部。W:ウスタイト、Hem:ヘマ

タイ1，，M:マトリックス。
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図9 No.22の外観と摘出した試料片の組織観察結果

al:外観、矢印は試料片摘出位置。bl:摘出した試料片のマクロ組織。c,2:b,領域R,のEPMAによ

る組成像と定性分析結果。d,.2:b,領域R2のEPMAによる組成像と定性分析結果。W:ウスタイト、

F:FGOMgO-SiO2系化合物、H:FcO-A120:,系化合物(H) 、M:マトリックス。
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ふ り がな にしょうじにいせきはつくつちようさほうこ<しよ

番 名 仁昌寺Ⅱ過跡発掘調査報告書

副 番 名 厘漣4剃鳴杼バイパス趣設臓幽”発掘鯛fモ

巻 次

シリーズ名 岩手県文化振興耶業団埋蔵文化財綱査報告番

シリーズ番号 第400集

絹著者名 中村直美、北田 勲、原美津子

縞築機関 (財)岩手県文化振興り喋団埋蔵文化財センター

所 在 地 〒020-0853岩手県盛岡市下飯岡l1地剖185TelO19-638-9001

発行年月日 西暦2002年11月29日

ふりがな

所収遺跡名

ふ り がな

所 在 地

コード

市町村 遺跡番号

北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

Ⅱ
しjう じ

昌寺
いせき

遺跡

に
仁

いわて6ｳんl：のへぐんいものへ

岩手県二戸郡一戸
吟ようこずやあざにLよう

町小鳥谷字仁昌
じ

寺4ほか

03524 JF-2094 40度

9分

39秒

141度

分
秒

８
４

１
３

2000,

04.17

～2000.

11．17

5,801nf 国道4号

小鳥谷バ

イパス建

設による

緊急発掘

鯛査

所収遺跡名 狐別 主な時代 主な避柵 主な遺物 特記事項

仁昌寺Ⅱ

遺跡

集落 縄文時代

(中期末～

後期初）

中

近

竪穴住居跡 39棟

土坑 20基

炉跡 2蕪

陥し穴状遺櫛 10基

竪穴建物跡 6棟

捌立柱建物跡 16棟

工房関連施設・］:房跡

2棟

佐居状遺構 1棟

蕊坑

縄文土器

(中期末～後期初）

石器・石製品

(中期末～後期初）

陶磁器（白磁皿など）

鉄製品（札・鍋など）

古錨



’

仁昌寺遺跡

二戸郡一戸町大字小蝿谷字仁昌寺33－2ほか

I蚕1土交通術東北地方雛卿同岩手工卯l嚇所

JF30-2804

NSJ-01

4，916㎡

平成13年4月17I:l～7月5 11

平成13年12月1日～3月31日

中村施美・北田勲

I|』村繭美・北HI伽

一戸町敬育委員会

所 在 地

雲 託 者

遺跡台根番号

鯛査略号

圃査面積

鯛盃期間

整理期間

鯛査担当者

整理担当者

協力機関
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1．基本層序

本遺跡は仁昌縁Ⅱ遺跡の北側5mに位慨し、南西一北東方向に入る沢を挟んで隣接している。標高は198

~203mを測り、仁昌寺Ⅱ遺跡とほぼ同じか砦干低位にあたる。また、仁昌寺Ⅱ遺跡と同様丘陵の斜面部

に,>:地する。j世跡の基本厨序は、調査区にT1から'1,33の地形に沿った試掘トレンチを入れ．その断面から

決定した‘淵査区は斜而部にあたっておI) 、上位で蝋色上の堆積が薄く、ド位で〃い傾In1が見られたまた

北側の緩斜面下位ではTo-a火l1l灰、To-C11火II1灰の再堆徽層が観察され、5500～10()0年ほど前までは沢地

形であったことが判明した。このエリアからは遺物も比較的多くlll上しており、希薄な遺物包含屑を形成し

ている南東側は水田および宅地を造成する際に削平されておI) . Xl痕ドで礫隅となる

■
も
由
令
●
■

層
層

層
ａ
ｂ

ｌ
Ⅱ
Ⅱ

第
第
第

肌褐色シルト/X1: (IOYR3/l )粘性I:l' ･ しまりやや弱

鼠色シルト/(10YR2/1 )粘性中．しまり中

MA褐色シルI、(10YR2/2)に鈍い伐椅色火1I1灰(To剛･10YR6/4)がブロック状に25%

汎入する。粘性やや弱．しまりII!・→十和llla火山灰印II撒層

黒褐色シルト/(10YR2/2)粘性中・しまI)中

鈍い此褐色シルト (10YR4/3)にTo-CII(10YR5/3)が粒状に50%混入する粘性中．

第Ⅲa層：

第Ⅲb層患

しまりIP･→l･1IIIII中撫火llj灰再唯積脚

黒褐色シルト/(IOYR2/3)粘性やや強．しまりやや強。

黄色粘土質シルト/(10YR4 3)粘性やや強．しまりやや強。

第Ⅳ層

第V層
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第1図基本土層柱状図
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Ⅱ、検出された遺構と遺物

縄文時代

【 11竪穴住居跡

1号竪穴住居跡

遺棡（第2図・写真図版2．3）

＜位圃＞調査区南側斜面上方、 IE3gグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞検川而は表土除去後のⅢ層中で、表上を除去してすぐ、黙褐色土の円形プランと

して硴泌した。束側で10号土坑と爪複し、これを切る。

＜規模・平面形＞長径6.76cm、鈍径5.34cmの南一北に主軸を持つほぼ円形を呈する。

＜埋土＞ 5層からなり、To-Cuをまばらに含む黒褐色シルト主体で櫛成される。

＜壁・床＞壁商は残存値で、東砿40cm、西職48cm、南壁48(P111、北壁2(和を測る。床はV屑黄褐色シルト面

まで掘I)込まれている。全体的に此褐色～蹄褐色シルトの混合l:によって貼床柵築されておI)、中央部で層

厚lOUn程を測るが、壁際では薄い傾向が認められる。床而はそれほど締まるものではない。

＜柱穴> Pl～P5の5聖を確認した。これらが主柱穴をなすものと考えられる。また、壁際に近いとこ

ろで襖数の小柱穴が巡るのが確偲された。

＜炉＞北側床而に接して汀1用炉を検出した。石囲炉は艮係IOOCm×知綴90cmの艮方形を呈する。淡い焼土

が67cm×63dn、厚さ12cmの範囲で形成されている。

遺物（第3図・写真図版9～12）

＜検出状況＞床面、埋土からの出土である。床面から良好な ･括泄物が出土している。

＜土器＞36点が出土した。1は床面出土の深鉢で、胴部中程で一旦括れI｣縁部にかけて外傾する器形を呈

する。口唇部に2個l対の粘土揃貼付けを持ち、口縁部には2列の原体圧痕刺突が揃走する。胴部の括れ部

にも刻ロを持つ粘土貼付けを持ち、 2ダllの原体爪痕刺突列が巡る。29･30は、床面からIII土した小形土器・

注l」I器で、いずれも無文でIM部器面にアスファルト状の付蒋物が認められる。31は床面出'二の注'三l土器で、

無文である。内部にはアスファルトが充填されている。検出時は壁際に伏せた状態で出土しており、注口部

を欠いていた。アスファルトは注口部下の欠楓部分から溶けた状態でこぼれ出ており、注口部を欠いてから

こぼれた状憩を示している。i:lil_I部断面にはアスファルトが付蒜しているが、注I~1部内面には付蒲が兄られ

なかった。35～36は埋士から出土した小形の土器で赤色餓彩きれる。

＜ミニチュア土器＞38．39はミニチュア土器で、南側床imの壁際から出ILた。39は口縁部4単位の波状

を呈し、平面形は方形となる。台部はl簡所WLを持つ。40～42は珊tから出土している。

＜土製品＞ 7点が出土した。43は埋土下位から出土した土偶で、右足・両腕・頭部を欠く。44は床mから

出土したスプーン状の土製品である。把手の部分を欠損している。45は雛形を呈する垂飾品で、 3牌から出

土した。46～48は埋土から出|:した耳栓で、47．48は消車形を呈する。49は形態不明の土製品である。

＜石器＞ 33点が出土した。床Ihiから蝿l:にかけて出tしている。内訳はｲi雛1点、イi匙1点、荷錐1点、

掻器4点、削器1点、二次加工のある剥片1点、剥片19点、石皿1点、敵石2点、麻石1点、磨敲石1点、

素材礫2点である。

通栂の時期

出北した遺物から、本住)l';跡は繩文時代後IUj中葉頃のものと考えられる。
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1号住居跡
1 ．lOYR2/2

2．1(ハ･R2/Z

3．1m'R2/3

4．1(n，R望/:＄

5．1《〕YR3/4

6．1(n・R3/1

7．1(ハ'R‘l/報

8．10Yk･I/6

2m0 1：釦
煕悶色シルトと10YR3/4町縄色シルトの眺合1．．・I､oul l､
.r(》､'1,ブロノクlo，拠人帖性中・しまi) 01，

胤側色シルト ・ItrCu2 帖性'10 °し21) 01,
照糊色シルト T(パ?u:1町， 災化物粒l咄以I､‐ 帖惟01'・L1lj il,
肌糊色ｼﾙﾄ '1.〔》Cu ,1‘地炭化物l鮎萸蝸色地lll･ハT‘ﾉｸ少赴
粘性010・しエリやや弱
暗栂色シルトとlOYR‘1/‘1側仏シルトの混合土 ・I.〔'C115％
黄褐色地111プロ‘ノク少赴脱人粘性‘11・しまl〕ベ' ,ljli
照褐色シルト 粘性中・し11)ベ，や弱
にぶい両間色シルト 帖瞼01' 。しまりややI;1

褐色シルト5YR‘8/“褐色シルトの蝿倫上帖H‘I'・しまl〕81,

ー－司一弓

灰幽色シルト 帖倣010 .Lll)11】
lﾘl仙側仏とl0YR3/3略褐色ｼﾙﾄのil齢-1lﾘl仙側仏とl0YR3/3略褐色ｼﾙﾄのj&f;_1

1(ハ･R’1/2

10YR6/6

10YR3/2

10YR2/2

10YR6/6

IOYR4／I

10YR8/･↓

9．

1〔)．

11．

l望．

13．

1．1．

15．

3 帖側.中･ しま11 11,
肌褐色シルトとl0YR7/6明此褐色シルト・八】･ノク混入
炭化物粒1％粘性lIj ．しまり中
側悩色シルトとl0YR7/6明黄掲色シルト粒含む粘性中・しまl)中
川閃冊色とl0YR3/2肋1間色シルトの汎frl: W,性中・し士lj II’
灰縄色シルト10YRIi/6"1箭隅色シルト軸含む粘性中・し11)‘I，
iR剛G色シルト 帖愉81,・しまI)中

第2図 1号住居跡
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第3図 1号住居跡出土遺物(1)
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【2】住居状遺構

1号住居状遺檎

遺檎（第7図・写真図版3）

＜位圃＞調査区南側斜面上方、 IE1hグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞検IIImiは表t除去後のⅢ隅中で、災土を除去してすぐ、黒褐色土の円形プランと

して確遡した。

＜規模・平面形＞長径37.5m、短径35cmの円形を呈する。

＜埋土＞ 3騒からなり、To-CIIをまばらに含む黒褐色シルト主体で柵成され、埋土中に暗褐色ブロックを

少ht含む。

＜壁・床＞確商は残存値で、東壁2cm、西壁32cm、南盤24(m、北壁24(mを測る。床はV瞬黄褐色シルト面

まで掘り込まれており、斜面_上側部分がやや向くなっている。全体的に貼り床は認められず、床而はそれほ

ど締まるものではない。

＜柱穴＞認められない。

＜遺物＞出土していない。

I3l炉跡

当初、竪穴住居跡となる可能性を想定して糀査を行ったが、周辺から柱穴や床面などが確認できず、住勝

跡と遡定するまでには至らなかった。ここでは一応炉跡として報佇を行う(’

1号炉跡（第8図・写真図版4）

＜位置＞調査低南側斜面上方、 IE2eグリッドに位世する。

＜検出状況・重複関係＞表土除去直後のV聯中で、炉石を確認したことから検出した。

＜規模・平面形>30cInから54Pm大の礫を用いて．の字形に配している。礫はひとまわり大きな掘I)方の1I'

にIE立ないし斜位の状態で据えられる。炉内で焼土は全く硫遡されず、使用の痕跡もはっきI)とは確認でき

なかった。北側の礫の内側にごく淡い赤色変化が認められるのみであることから、炉跡としての使用はごく

短時I1ﾘであったと推測きれる。炉石の石材としては凝灰岩が用いられている。

＜遺物＞埋土より土器片4点が出土した。83は蕊、84～86は深鉢の胴部破片である。文様は沈線による曲

線文を持つものや櫛歯状の沈線文を持つものなどがある。

【41土坑

1号土坑

遺構（第9図・写真図版4）

＜位瞳・検出状況＞調炎区中央部、 IF3aグリッドに位慨する。検出mはⅢ肘で、照渦色のIII形プラン

として確認した。

＜規模・形状＞開口部径160m×l50"、底部径l42ml×140ymの円形を呈する。断面形はフラスコ形で、深

さは股深部で60(Mnを測る。
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1号住居状遍柵
1 ．lOYR2/2肌掲色シルト T(,Cul，粘性・し典り災やぺ'刺
2．10YR2/ZIM偲色シルトとI()YR2/3洲褐色シルトの拠企上T〔)Cu2、粘性・しZl)共やや恥
3．lOYR2/;I照隅色シルトl()YR:1/3蹄縄色の拠合土Toにu3、粘性・Lflj比やや弱

2m18500
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＜埋土> 11屑からなり、To-Cllを少量含む黒褐～暗褐色シルト主体で構成される。自然堆柵の様相を呈す

る。

＜遺物＞遺物は出土していない。

2号土坑

週桐（第9図・写真図版4）

＜位置・検出状況＞調査区中央部、IF3aグリッドに位侭する。検出mはⅢ層で、黒褐色の桁円形プラ

ンとして確認した。

＜規模・形状＞開[1部径117m×97cm、底部従85cm×74cmの柵1I1形を呈する。断面形はⅢ形で、深さは殿

深部で25mを測る。

＜埋土＞ 5層からなり、To-Cuを少量含む黒色～黒褐色シルト主体で櫛成される。

＜適物＞出土していない。

3号土坑

遺構（第10図・写真図版4）

＜位圃・検出状況＞澗査区中央部、 IF2aグリッドに位世する。検出liliはIII廟で、規色土の円形プラン

として確認した。

＜規模・形状＞開口部径102cm×85cm、底部従ll3clll×98cmのI'I形を呈する。断面形は袋形で、南西側がや

や内傾する。深さは股深部で51cmを測る。
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＜埋土＞ 5層に細分され、 To-Cuを少量含む黒色～黒褐色シルト主体で櫛成される。

遺物（第13図・写真図版12）

埋土から2点が出土している。87は尚坏片で、 2本l単位の沈線により変形l:字文が描かれる体部には地

文としてLR縄文が施される。88は深鉢形土器の胴部片で、地文としてRL縄文が施文される。肋j者は時期的

な関連性が乏しく、避柵に伴うものとは認定できない。

4号土坑

遺栂（第10図・写真図版5)

＜位置・検出状況＞捌從区中央部、 IE3fグリッドに位世する。検川miはⅢ届で、黒褐色のl'l形プラン

として確認した。

＜規模・形状＞開口部径171cm×l50cm、底部径200cm×l67fmの円形を呈する。断面形はフラスコ形で、深

さは股深部で79cmを測る。また、本土坑の底I力iには南西と北東に小土坑がl坐づつ柵I)込まれており、埋土

の状況からそれぞれ本土坑に付属するものと推測される。南llli側小ビットの規模は､徒65Jm×61cm､深さ38m

で、断面形状はフラスコ状を呈する。また北東側小ピットの規模は、径64cm×49cm、深さ42cmで、断面形状

はビーカー状である。

＜埋土＞ 19脚に細分され、 To-Cllを少fit含む。上位は無褐色シルト主体の混介l:、下位は明黄褐色粘土薇

シルト主体の混合土で栂成される。

遺物（第13図・写真図版12）

9点が出土している。ほとんどが肌土から川上した。89は深鉢形上器のI 1縁部破片で、「I縁部lll形を呈す

る。頂部から隆帯が亜下し、隆帯部にボタン状の貼付け文を持つ。胴部には沈線による曲線文様が描かれる。

90は深鉢形土器の口縁部片で、口縁部がやや外傾する。胴部には地文としてRL縄文が施きれる。胎土に金

巽趾を少肢含む。91は深鉢形土器のu縁部片で、三重、縁状を呈する｡II1部には地文としてRI,繩文が施さ

れる。95は深鉢形土器の胴部片で、地文として(Rl)網H状撚糸文が施される。97は底Ihiから出土した深鉢

形土器の胴～底部片で、地文としてRL縄文が縦・横と方向を違えて羽状に施きれる。

5号土坑

遺構（第11図・写真図版5）

＜位超・検出状況＞捌企区南側、 IEleグリッドに位IMする。検出血はⅢ明で、照褐色の円形プランと

して確認した。

＜規模・形状＞開口部径125cm×122cm、底部従165m×155cmの円形を呈する。断Ⅲi形はフラスコ形で、深

ざは最深部で98mlを測る。

＜埋土＞ 8卿に細分される。黒褐色シルト主体で櫛成されるが、111位に褐灰シルトの薄刷を介する。下位

に褐色シルト粒が細かく混入する。

遺物（第13図・写真図版12）

埋土から2点が出土した。いずれも深鉢形土器の胴部片である。99は胴部に(Rl)単軸絡状桁撚糸文が施

される。
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ヘ、 1号土坑

〆
一 戸一－－－－

、

判催し老022,2m

奇

作‘。

1号土坑
1 ．10YR3/3

2．10YR2/3

3. 1UYR2/籾

』1 ．1m｡R曾/2

5．lOYR2/3

6．10YR2/2

7．10YR2/2

8．10YRZ/3

9．1(ハ'RZ/3

1(D， 11ハ・k2/3

1 1． 1IIYR曾/1

蹄拙色シルト 粘性弱し1りやや弱（嶋作12）

|職洲州離間雌撫猟僻･鮒‘11V''蝿､T‘,c‘,,! ,,､mlHI2が塾､､,!&入
胤悶色シルト 帖併.01’ し』りやや弱T!D･uljlnlIU1裡度がl‘Wt侮

蝋膨牌生鮮16v刷蝿乳F柵&!"雑糾辮や溺Tcculllll'1'裡睡,鍋雌人
照褐色シルトl0YR2/3肌榔色シルトの混合粘性しまり共‘10
鼎褐色シルトとlOYR3/4啼柵色シルト 粘性やや強しまI)やや刺のil&*
興側色シルトとl0YR3/‘8蹄縄也シルトの批fF帖愉11, しまI)中TけCu3，批人

1M期色シルトとloYR3/3啼縄世シルトのil&合帖制しまI)災中 I()､.R6/6明枇掲仏帖t開プロノクj砿”･r1)01ジlIumlI9腿を1，挑人
j肌色シルト10YR3/3啼縄色シルトlOYR‘1/6間色鮎土貿シルトのil"『 帖惟やや強 し』りE1B .1℃にl'jlmmWIml，拠入

ぐ"上、
2号土坑

判IL!"-20､!

下

2号土坑

1. 10YR2/2猟褐色ｼﾙﾄ 帖性中しまl)やや塒 10YR5/6黄榔色T(rcujlmm以ﾄﾞが1，散在
2．IOYR2/融郷S色シルトとlOYR4/6褐色シルトの混合土粘性やや射し玄りやや鮪 ･I℃Cujlmm以卜が1，敗在
3．lOYRZ/l肌色シルト 101･R5/6TbCujl-2mmを2，散在
4．1()YR2/2蝋褐色シルト 粘性‘1， しま')中 IOYR7/6WI前側世 .l.o･Cllj lnlnlWIKが1，混入

0 1:40 2m

ー－－－司

第9図 1 ．2号土坑
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ヘ梅”
」且

、 10号土坑
1 . lOYR3/1

2．10YR6/6

3．1()YR3/1

‘1 ． 1〔ハ･R4/3

5．lOYR4/I

6．lOYR2/3

7．lOYR3/2

8．lOYR5/6

9．10YR5/8

10．lOYR2/2

1 1， 10YR2/1

12．lOYR3､5/1

13，10YR5/6

4号土坑 fn脚色シルト 帖性柵しま1)中

1V順偶色シルトとI0YR‘1/2灰伽糊色シルトの棚frf帖付.中・しゴI)削i
FM糊色シルトl〔)YR5/G此褐色小プロ‘ノク3粥帖制．010・しまI)喝,

にぶい此褐色シルト lOYR6/6III肘糊也シルトブロックの雌台北粘性!|!・しまl)11，
側灰色シルトlOYk5/6明悶色シルトプロ･ノク2%粘性'11 .しまり刺
測悶色シルトlOYR4/3にぶい寅褐色シルトプロック3，粘性中・しまlj弱
j鴨色シルトl0YR5/6珊黄縄色シルトブロプク2％帖性中・しき})榊
明18色シルト101.k‘1/1褐灰色シルトの混合土粘性強・しまl)中
削蝿色シルト10YR3/＄暗綱色シルトプロ･ノクの況介上W』性やや強 しまり溺
肌糊色シルト10YR3/3暗潤色シルト粒編かく混入2‘月， 粘性強しまりごく別
肌色シルト 1()YR3/3uHIM也シルト粒細かく批入l！M帖性強しまl)ごく!'ル
肌間色～出灰色シルト 帖性強L』り66
叫前悶色粘土筒シルト 10YR3.5/1鯏畑色～閏灰色シルト粒園かく促人3、粘性強 しまり1N

15号土坑
1 ．lOYR4/6

2，10YR4/4

3．IOYR4/‘1

4．IOYR4/6

5．lOYR3/･I

6．IOYR2/3

7．10YR4/6

8．10YR5/6

糊色粘土質シルトと10YR6/8馴簡棚仏粘土質シルトプロ'ソクの混合土鮎性しまI)共やく，強
褐色粘土質シルトl(〕YR7/6明黄縄色帖I間シルトプロ・ノク2％粘性べ，や強しまl) '11
柵也シルト7.5Ylt5/8川褐色シルトブI】･ノクZ％帖什: 。しまり共111
冊色シルトlOYR6/6明間色粘土質プロ･ノク2%W!性・しまり災01,
略間色シルトlOYR6/61ﾘl薊縄色帖土問小プロ･ノク2‘貼帖性818・し1iパ，《'強
肌掛也シルトlOYR3/3蹄縄色シルトの此介土蜘闘階色･ノロフク2、 帖憾中・ しま』)111
側色M'0土質シルト 帖性やや強・しまlj 111

純側色粘土質シル1， 帖性中。しまりやや強

下下'
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4号土坑
1 ． lOYR()/(i

2．lOYR和/I

3．10YR6/(｝

4．lOYR6/8

5．10YR6/6

1V1黄縄色シルトに1()YR‘1/ZIK仇柵也シルトのiM介土粘性11'・しユリ強
肌悶色シルトlOYR5/6脚間色小．／uソク31M) WIfI.6IB・しま'' '11
明茂褐色シルトl0YR.'/2灰闘間色小プロ･ノク5，合粘性燗しfり強
明黄褐色シルトlOYR3/l蝿偽色シルト20、帖制:111 ．しまり中
明黄縄色シルトIOYR5/2灰閃隅色シルトプロ'ノク10、粘仕011 . しまり中

2m1：400

第10図 3 ．4号土坑
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6号土坑

遺栂（第11図・写真図版5）

＜位盟・検出状況＞調在区中央部やや西側、 IFlcグリッドに位世する。検HI面はⅢ胴で、黒褐色の円

形プランとして確認した。

＜規模・形状＞開口部徒105cm×100Pnl，底部徒87cm×86cmの円形を呈する。断面形はⅢ形で、深さは最深

部で33cmを測る。

＜埋土＞ 3層に細分される。To-C11を少量含む熟褐色シルト主体で構成される。3届に暗褐色シルト粒が

鵬入する。

＜遇物＞川土していない．

7号土坑

遺棡（第11図・写真図版5）

＜位歴．検出状況＞調在区中央部やや西側、 IF3cグリッドに位世する。検出面はⅢ咽で、黒色の梢円

形プランとして確認した。

＜規模．形状＞ ｜淵口部径lOlCm×73m、底部径78rm×43mlの桁円形を呈する。断而形はⅢ形で、深さは股

深部で32cmを測る。

＜埋土＞黒色シルトの単届である。To-Cuを少斌含む。

＜遺物＞出土していない。

8号土坑

遺栂（第11図）

＜位圃・検出状況＞洲代区西側、一IGIObグリッドに位侭する。検川而はⅢ崎で、炭化物小ブロックを

少量含む黒褐色の円形プランとして確認した。

＜規模・形状＞開口部徒196cm×191 ]111､底部径189cm×184cmのIII形を呈する｡断面形はフラスコ～ビーカー

の巾IⅢ形をjilし、北東～耐火側にかけてやや内傾する。深さは壯深部で95cmを測る。

＜埋土＞20届からなる。埋士鮭上位に炭化物を少放含む黒褐色シルトがレンズ状に堆枇する。上位には明

茂褐色ブロックを含む褐灰シルトが堆械している｡中位に黄樋砂質シルト層が14cnlほどレンズ状に恥研する。

蝿|も下位はオリーブ褐～洩散色粘土間シルト主体で柵成され、レンズ状の堆柵状況を成さない。

＜過物＞出土していない。

9号土坑

遺構（第12図・写真図版6）

＜位腫・検出状況＞調在'又北側、 IF8jグリッドに位置する。検出面はⅢ層で、黒褐色の楕1'1形プラン

として確漣した。

＜規模．形状＞開口部篠210ml×149ぐ､、底部係127cm×llOcmの梢円形を呈する。断而形はIⅢ形で、深ざは
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6号土坑

下
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IIE2f
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7号土坑
1 ．10YRZ/3

2．lOYR2/2

3．1()YR2/2

T1mIf度を1％散在
－2mm狸哩を苫f喘散ｲI

皿側色シルト 帖竹やや鮒しまl) 'や恥10YR5/6繭縄色｡m･C1lf1T
照側色シルト 帖竹.やく'弱Lまl)4'4'1)310YR6/6前褐色ToCu91
MW3世シルトと1〔ハ'R､/3鮒褐色シルトのil&介帖付ll 1 しまlパ，'リリ

I0YI《6/8衝IMLT<'(~''jl'11'11f\班を1，M入

、
6号土坑
】・ 10YR3/】

2．10YR3/1

3，lOYR3/1

4．1(】YR5/4

5．M)YR4/I

6．lOYR3/1

7．10YR6/‘1

8．IOYR3/2

熱褐色シルト 粘性弱しまり中
黒褐色シルト 10YR4/6禍色シルト批合帖性中・しまI)11,
黙佃也シルト IOYR4/4側色シルトプロ･ソク10％粘性0I' しま6）中
にぶいjY間色シルト1()YR4/I褐灰色シルトの況介t帖性01！ しまり111
褐1尺色シルト 帖性01’ し11)やや弱
1m蝿色シルトlOYR5/6闘掲色シルトプuノク拠帖竹中・しまやぺ･柵
にぶぃ前段色シルト10YR5/3にぶい関縄色紗筒シルトの眺命1も 帖侭‘01, しまI)ご
胤糊色シルト10YR‘1/6褐色シルト粒網かく挑入10％帖性べ' '強しまり糊

ヤ

8号土坑

7号土坑

ヘ、

北4．
-院‘。

判吟L薑20"00,Ⅷ

A A'

"'"'"

IEIZ 9号士坑
1 ．lOYR2/2

2．10YR2/秘

3．10YR3/:1

帖性職しきりII'lOYR8/6簡棚色TGcujl～3mmを5％散在
帖性やや射し1り中10，預8/･I洩箭撮色ToCu#1～2mm浬度を7，散在
帖性中 し玄 I)やや燗10YR7/6IPI間棚色To-uO#1～2mⅡ1樹皮を3(Wt在

肌褐色シルト
ル‘(間色シルト

蹄間色シルト

8号土坑
1．lOYR2/1鮒也ｼﾙﾄ 帖性やや弱しまりやや弱10YR7/6IWI戯褐色Tひql#llnn'1鯉度を2‘肋敗在
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12号土坑
1．lOYR3/1

2．10YR2/2

3．10YR2/2

判淵難牒1臺加"00,,

ルト粘性01, しまl)01, 炭化物小プロ･ノク1発拠人
ルト 帖性01’ しまり‘1， 10YR6/6印1脚悶色シルト粒2％炭化物'1，プロゞﾉ4

シルト 粘性中しまり 0I$ #lcm大の剛槐人1％
ルト 粘性中しまりl1' 10YR8/6黄概色砂質シルト2％
ルト粘性中しまり↓1｣ 10YR8/6黄徹也シルト粒1％

掲色シルトとIOYR3/1MI掲色シルトの拠介土粘性中しま0)ごく強 #.
褐色シルト l0YR8/6闘桓砂貿シルトの拠介上粘性11, しまl)中
ルト 粘性01、 しまI)中 l0YR6/6明鈍褐色シルトブロノク皿l､
硬色シルトとl0YR4/1卿暖色シルトのiIMFI%95mm大の蹄10，粘性強
ルト 粘性中 しきり刺 lOYR7/8仇樋色シルト粒5兜股化物'1,プロ･ノク

ｼﾙﾄ 2.5YR7/4にぶい削樋色ｼﾙﾄの拠介土粘性強しまり強”､
シルト#2mm～lcm大の雛多鹸粘性II｣ しまり弱
ルトと2.5YR4/1菰灰シルトの混合土＃2mm～2cm大礎含
貿シルト 粘性強しまり強

ルト 帖性中しまり弱2.5YR4/6オリーブ褐色シルトプロアク5％炭{｜
掲色粘土Rシルト 粘性強しまI)強
粘土質シルト 粘性強し土り強

樋也砂質シルトと10YR4/I柵眠シルトの拠介k粘性刺しまﾄj強
質シルト2,5YR8/3没閃砂質プロ･ソク5％粘性強L主l)柚

ノク皿1発

M蝿色シルト T《〕-(:'’ 1％帖忙111 ．しまり前
川棚色シルト ・ro･cul％粘性中．しまり刺
則柵色シルトl()YR6/6W職褐色粒含むTひCul､粘性中．しまり弱
鵬縄色シルト ・Ib-Cul%粘性中･Lまり弱
踊掲色シルト IOYR6/6明黄縄色粒含むTtrCul、以F粘性中．し蚤,)中

削色シルトと1(汎・R:l/Z製褐色シルトの拠介 1も TOC,B2､粘性やや㈹・しまI)やや強

念、
勺

11号土坑
1．lOYR3

2．lOYR4

3．lOYR8

4．10YR5

5．10YR4

6．10YR5

7．10YR4

8．10YR3

9．10YR6

10･ lOYR2

11・lOYR5

12，2.5YR7

13.2.5YR5

14．2．5YR7

15．2．5YR3

16．2．5YR‘1

1．lOYR3/ 肌掲色シルト粘性01, しまl)01, 炭化物小プロ･ノク1発汎人
間灰色シルト 帖性01’ しまりB1' 10YR6/6"1脚悶色シルト粒2％炭化物'1，プロゞノクl‘船
賃橿砂質シルト 粘性中しまり0I$ #lcm大の剛槐人1％
褐灰色シルト 粘性中しまりl1' 10YR8/6黄概色砂質シルト2％
灰褐色シルト粘性中しまり↓1｣ 10YR8/6黄徹也シルト粒1％

にぶい茂掲色シルトとIOYR3/1MI掲色シルトの拠介土粘性中しま0)ごく強 #.lcm大の礒含
にぶい両褐色シルト l0YR8/6闘桓砂貿シルトの拠介上粘性11, しまl)中
剛褐色シルト 粘性01、 しまI)中 l0YR6/6明鈍褐色シルトブロ
にぶい貿硬色シルトとl0YR4/1卿暖色シルトのiIMFI%95mm大の蹄10，粘性強しきり強
洲偶色シルト 粘性中 しきり刺 lOYR7/8仇樋色シルト粒5兜股化物'1,プロ･ノク1，

灰閃褐色ｼﾙﾄ 2.5YR7/4にぶい削樋色ｼﾙﾄの拠介土粘性強しまり強”~5cm大磯含
洩簡砂質シルト#2mm～lcm大の雛多鹸粘性II｣ しまり弱
前褐色シルトと2.5YR4/1菰灰シルトの混合土＃2mm～2cm大礎含
洩黄粘土質シルト 粘性強しまり強

瓜褐色シルト 帖性中しまり弱2.5YR4/6オリーブ褐色シルトプロアク5％炭化物'j,ブロック1，
オリーブ掲色粘土Rシルト 粘性強しまI)強
明前褐色粘土質シルト 粘性強し土り強

にぶい閃樋也砂質シルトと10YR4/I柵眠シルトの拠介k粘性刺しまﾄj強
洩側粘土質シルト2,5YR8/3洩貿砂質プロ･ソク5％粘性強しまり強
浅前粘土質シルトf4mm大の砂間ブロック2兜帖性強しまり強

I

2．lOYR4/I

3．lOYR8/6

4．10YR5/1

5．10YR4/2

6．10YR5/3

7．10YR4/3

8．10YR3/1

9．10YR6/4

10．lOYR2/3

11．lOYR5/2

12‘2.5YR7/4

13．2．5YR5/3

14．2．5YR7/4

15．2．5YR3/2

16．2．5YR‘1/6

17．lOYR6/6

18．lOYR6/4

19．2．5YR7/‘1

20.2.5YR7/3

北”

陰L='98.7OOm -A1

鹿二三ぅ

14号土坑
1 ．lOYR2/1期色シルト価〃Cul%粘性中。しまりやや弱
2．10YR2/2肌間色シルト ToCu1％粘性中．しまり中

0 1：40 2m

－－

第12図 9～11号土坑
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最深部で30qnを測る。

＜埋土＞ 6層に細分される。上位はT[)-Cuを少斌含む照褐色シルト主体、下位は明黄褐シルトプロックを

少湿含む暗褐シルト主体で柵成される。

＜遺物＞出土していない。

10号土坑

遺構（第12図・写真図版6）

＜位皿・検出状況＞澗從区南側中央部、 IE3fグリッドに位慨する。検出mはⅢ層で、照褐色の柿111形

プランとして確認した。

＜規模・形状＞開口部径139m×137cm、底部径98m×88cnlの楕円形を呈する。断面形はⅢ形で、深さは最

深部で34clllを測る。

＜埋土＞ 2咽に細分される。上位はTo-Cuを少鹸含む黒褐色シルト主体、下位は明黄禍シルトブロックを

少量含む暗褐シルト主体で櫛成される。

＜遺物＞出土していない。

11号土坑

遺綱（第12図・写真図版6）

＜位歴・検出状況＞調査区北側、 IF6eグリッドに位償する。検出面はⅢ脳で、黒褐色の梢円形プラン

として確認した。

＜規模・形状＞開口部径88cm×67Pm、底部径81cm×50cmの梢円形を里する。断面形は皿形で、深さは殿深

部で17cmを測る。

＜埋土＞ 2層に細分される。上位はTo-Cuを少iit含む黒褐色シルト主体、下位は明黄褐シルトブロックを

少還含む暗褐シルト主体で柵成される。

＜遺物＞出土していない。

【51土器埋股遇栂

1号土器埋設遺構（第14図・写真図版7）

＜位圃＞調査区南側斜面上方、 IE4jグリッドに位置する。

＜検出状況・重複関係＞ Ⅱ届下位～Ⅲ層上位面で検出した。

＜掘り方＞経約67m、深さ20dnのII'形の掘り方に径約26cmの土器が正立の状態で確認されている。掘り方

埋ﾆﾋはT()-Cuを少泄含む黒禍色シルトの単層で櫛成される。

＜埋土＞ 4層に細分きれる。To-Cuを値かに含み、粘性．締まI)のやや弱い黒褐色シルト主体で櫛成きれ

る。

＜遺物＞埋般されていた深鉢形土器1点(103)のみである。
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2号土器埋設遺構（第14図・写真図版7）

＜位髄＞澗交区南側斜而上方、 IE2jグリッドに位慨する。

＜検出状況・重複関係＞ Ⅱ届下位～Ⅲ届上位而で検出した。

＜掘り方＞長径45m×36画、深さ13画の円形の掘り方に径約15"の土器が正立の状態で確認されている。

掘り方埋土はTo-Cuを伽かに含む黒褐色シルトの単嗣で櫛成される。

＜埋土＞ 4畷に細分される。To-Cuを倣かに含み、粘性・締まりのやや弱い黒禍色シルト主体で柵成され

る。

＜遺物＞埋股きれていた深鉢形土器1点(104)のみである。
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近世以降

【1】獣骨埋納ピット

遺構（第17図・写真図版7）

＜位固・検出状況＞調森区東側、 IE7jグリッドに位侭する。検出IIIiはⅢ牌で、黒褐色の梢円形プラン

として確認した。

＜規模・形状＞開口部径228(m×165cm、底部径193"×98"の楕円形を呈する。断面形は皿形で、深ざは

最深部で17cmを測る。

＜埋土>To-Cuを少iit含む瓜褐色シルトの単屑主体で柵成される。

＜遺物＞底面より俄骨（馬）の頭部が1体分検出された。

【2】基坑

遺欄（第17図・写真図版8）

調査区北側を中心に4基の墓坑を検出した。検出された墓坑の平面形は、すべて円形で、断面逆台形状を

呈している。規模は径130cm前後のものが多く、深さは残存値で75～88cmの冊に納まる (1号墓坑を除<)。

人骨の残存状態はやや不良であるが、膝を曲げて埋弗された状態を示すものが澱められる。

遺構（第16図・写真図版14）

出土遺物は副葬品としてキセル、古銭（寛永通宝）が納められていたほか、鉄釘が数点出土している (105

~119)。

【3】道跡（写真図版8）

調査区西半部の斜面上方から、竿高線に沿うように走る黒色の帯状プランを数条確認した（遺柵配世図参

照)。これらは北西部から調介区中央部にかけて秘められ、南側にかけて徐々に薄くなる。埋土は小礫を含

む黒褐色士主体で櫛成される。完掘後の底面は凹凸が認められ、何らかの人為的な地形改変が行われた痕跡

であると考えられる。南側のⅢ哺而で確認されなかったこと、形状などから近世～近代以降に形成された踏

み分け道のようなものであった可能性が高いと考えられる。
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第16図 1～4号墓坑出土遺物
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Ⅲ、遺構外の出土遺物

（1）土器・土製品

①縄文～弥生時代の土器

仁昌寺遺跡から出土した土器はコンテナ（42×32m．深き30cm)で9箱にのぼる。内通櫛外からはコンテ

ナで1箱分の遺物が出土した。内訳は土器（縄文・弥生・土師器)、石器、土製品である。本遺跡の遡柵外

出土遮物は殆どが調査区北側の斜面下位の水成堆祇慰から出土しており、資料の選定にあたってはその過物

を中心に、できるだけ各々の時期を網羅するよう抽出した。また、資料数が僅少であるため分類は行わず、

時期ごとに将徴を述べるにとどめた。

(1)縄文時代：前期に相当する土器群（第19～21図120～123)

Ⅳ府To-Cu下の黒禍色土中より4点が出土した。いずれも深鉢形土器片で、器形が判明するものは皆無

である。胎土にはいずれも相当戯の植物繊維を含み、焼成はやや不良である。胎土はやや軟質で、色澗は

にぶい批樋～褐灰色となる。120は口縁部片で、口唇部が小波状を呈するものと思われる。口縁部文械帯

に不整綾繰文を持ち、胴部には地文としてLR縄文が施きれる。121は口縁部片で、口縁部が小さく外反

する。地文としてLRI,複節縄文が縦位の羽状に施される。122は胴部片で、LR縄文が縦位に施文される。

123は胴部破片で、地文としてRL繩文が施される。これらは口幹部・口縁部文橡の特徴から前期前葉の

大木2式に相当する土器群と思われる。

(2)縄文時代：後期に相当する土器（第19図124)

Ⅲa胴中より1点のみ州土した。l24は深鉢形土器の口縁部片で、器面に2本l単位の細い沈線による

曲線モチーフが描かれる。

(3)縄文時代：晩期に相当する土器（第19図125)

Ⅲa層黒褐色土中より1点のみ出土した。125は浅鉢形土器で、胴部上端部が屈曲する器形を呈する。

口唇部には2個1対の小突起と1個l単位の小突起が付属する。胴上端部の屈曲部に狭い文様帯を持ち、

細沈線による変形工字文が施される。モチーフの接点部にごく小きい粘土瘤が付属する。胴部には地文と

してLR縄文が施される。大洞A'式期に相当するものと考えられる。

(4)縄文時代：中期末～晩期相当の粗製土器群（第19図126～141)

12点を褐戦した。出土届位はⅡb層～Ⅲb届である。これらは胎土、文様等の特徴などで様相が異なっ

ており、中期末～晩期までの数時期が混在するものである。ここでは一括して粗製土器群として扱った。

いずれも深鉢形土器片であるが、全体の器形のわかるものは殆と'ない｡ 126～134は口縁部片で、口唇部に

かけてやや内湾する器形を呈する。いずれも内外面赤色塗彩される。128, 129は口縁部に細隆帯が廻り、

無文帯を形成している。127は口縁～胴部片である。胴部から口緑部に向かってやや外傾しながら立ち上

がる器形で、口縁部は平緑を呈するc胴部には地文としてLの回転文が施文される。114･ 115は口縁部片

で、平縁を呈するものと思われる。地文としてLの回転文が横位に数段にわたり施される。116は口縁部

片で、地文としてLの回転文が施きれる。134は口縁部片で、外面に縦位の櫛歯状沈線文が施される。内

面に条浪文を持つ。135は胴部片で、地文として撚糸文Lが施される。137は胴部～底部片で、平底を呈す

る。胴部に縦位のRL縄文が施される。底部に網代痕を持つ。136は胴部～底部片で、地文としてRL繩文が
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施される。138～140は底部片である。138は網代痕を持つ。141は胴部に網目状撚糸文が施される。

(5)弥生時代：前期に相当する土器（第21図142)

I届より1点が出土した。142は翌形土器で、胴部上位に最大径を持ちながらその後内湾し、口縁部が

短く立ち上がる器形を呈する。胴部の上半には文様帯が形成され、沈線により変形工字文が施きれる。モ

チーフの接点には2個l対の粘土欄が施される。地文としてLR繩文が施される。

文梯の特徴などから弥生時代前期、砂沢式則相当に位置付けられるものである。

(6)弥生時代：中期に相当する土器群（第21図143～148)

I届カクラン中より6点が出土した。143は高坏で、体部文棟補に3本1組の細い沈線により変形工字

文が描かれる｡口唇部内面に沈線が1条巡る｡胴部にはLR縄文が施される｡内外面とも丁寧なミガキ調整・

赤色塗彩が施される。体部上半に径2.5m大の穿孔を持つ。144は高坏の体部破片で、 3本1組の沈線によ

る変形工字文を持つものと思われる。内外面ともに丁寧なミガキ調整を持つ。145は鉢形土器の口縁部～

体部片で、口縁部片で細くて洩い沈線により体部に菱形状のモチーフが描かれる。内外面とも丁寧なミガ

キ潤整が施される。外面赤色塗彩される。146･147は甕形土器の口縁部片である。頚部がやや強く屈曲し、

口縁部は外反する。148は翌の口縁部～体部片で、(Lr)撚紋が、方向を違えて何段にも施される。これ

らは器形、文械の特徴等から弥生時代中期の山王Ⅲ届式～天王山式（古相）に相当する土器群であると考

えられる。

(7) 土製品（第22図149)

IFlOaグリッドⅢ屑中より頭部を欠損した土隅を検出した(149)。最大腿は磯存値で6.8m，最大帆

4.8cTn、厚さ1.9cmを測る。文様等の特徴から縄文時代後期初賦に相当するものと思われる。

(8)土師器（第22図150)

Ⅱb層十和田a降下火山灰の再堆積層より1点が出土した。150は土師器の粥で、製作に際してロクロ

は使川'されていない。口縁部が体部外面は弱いケズリ調整、内面はナデ調整され、口縁部ヨコナデ調整さ

れる。製作技法、器形の特徴などから奈良時代8世紀代に相当するものと思われる。

（中村直美）
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（2）石器

①石器組成と石材

本過跡の出土土器は前期から晩期まで及ぶが、その主体をなすのは十腰内Ⅲ式を中心とする後期初頭～中

葉の土器群である。従って、石器の所属時期もその年代に比定される。

石器組成と石材の数齪・重逓を第1表に示した。剥片石器及び剥片・石核などが125点、打製石斧や敲磨

器頻などの礫素材の石器が15点で、総数は140点である。このうち製品として使用されたのは28点で、時期

不明の遺物1点を含む。

石器の穂類は、石雛、石匙、石錐、スクレイパー類、リタッチド・フレイク、打製石斧、敲石、凹石、磨

石、敵聡石、石皿などである。刺片石器の合計15点(100%)の石材は頁岩がlO点と股も多く66.7%を占め、

次いで珪質頁岩が5点（33.3％）である。また、打製石斧は1点で石材はホルンフェルスである。礫石器の

合計ll点(100%)の石材は安山岩が7点(63.6%)、砂岩が2点(18.2%)、頁岩・ひん岩が各1点(各9.1%)

である。

②剥片石器

石鐘(50, 151)

石錐または石錐未成品は計2点で、151が未成品である。形状は茎部を作出しているものはなく、いずれ

も無裟鍬に属する。その翻類は埜部が直線的なもの（平雅雛）のみである。いずれもアスファルトの付蒜は

見られない。50は1号住居跡床面より出土しており、共伴する土器から後期中葉に比定される。また、151

も出土地点が近いことから同時期と考えられる。

石匙(51, 152)

石匙は叶2点出土しており、51は横型であり､152は縦型である。石材は51が珪質頁岩、152が頁岩であり、

いずれも縦型剥片を素材としている。51は素材側縁につまみ部を作出しており、刃部は末端部に形成され、

腹面から極浅形片面調整が施されている。152は素材剥片の末端部側につまみ部を作出しているが、扶り部

の整形は柵極的ではない。刃郁は右側縁に極洩形片面調整によって形成されている。いずれにもアスファル

トの付藩は見られない。

石錐（52）

石錐は1点のみ出土しており、石材は頁岩である。縦型剥片を素材としており、身厚な打面側を頭部とし

ている。直接打撃で慾形を行った後、押圧により深形両面捌整を施して錐部を作出している。

スクレイパー類(53, 54, 55, 56, 57, 153, 154, 155, 156)

当初､掻器・削器の分類を行ったが､相似点が多いため一括することとした｡ただし刃部の作出位慨のよっ

て分頻を行う。

1－A類 ： 左右側縁（片側または両側）に細部測整がある（片面）

I－B類 ： 左右側縁（片側または両側）に細部調整がある（両面）

Ⅱ－A類 ： 端部（埜・末）に細部調整がある（片面）

Ⅱ一B類 ： 端部（基・末）に細部棚整がある（両面）

Ⅲ一A類 ： 側縁・端部（基・末）に細部調整がある（片面）

m－B類 ： 側縁・端部（埜・末）に細部調整がある（両面）

’一A類→ (57, 154, 155)

57は縦長剥片を素材としており、長さ7.2”と本過跡では比較的大きい。右側縁には自然面を残しており、
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刃部は左側縁に直接打撃による浅形片面調整を施して形成されている。154は縦長剥片を素材としていると

考えられるが、かなり欠損している。刃部は左側縁に規則的な押圧による浅形片面綱鞍により形成きれてい

る。155は縦長剥片を素材としており、左側縁下半部2/3に抑圧による極浅形片面調整を施し、刃部を形

成している。石材はいずれも頁岩製である。

I－B類→該当なし。

Ⅱ一A頚→ （54, 55）

54は小形の剥片を素材とし、原石段階でバイポーラ・テクニックにより剥離きれている。刃部は末端部に

形成されており、押圧で極浅形片面調整が施されている。55は横型の剥片を素材としており、右側縁に自然

面を残している。刃部は末淵部に作出されており、押圧により浅い鋸歯状を呈する。石材は54が珪質頁岩で、

55が頁岩である。

Ⅱ一B類→該当なし。

Ⅲ一A類→ (53, 56, 153, 156)

53は縦長刺片を素材としており、右側縁から末端部にかけて刃部を形成している。抑圧による極浅形片面

調整を施している。56は縦長剥片を素材としており、左側縁から末端部にかけて槙浅形片面調整により刃部

を作出している。153は縦長剥片を素材とし、全周に規則的な抑圧による極浅形片面調整を施して刃部を形

成している。156は縦長剥片を米材としており、右側縁には自然而を残している。刃部は左側縁及び韮端部

に形成されており、直接打撃で盤形した後、押圧で規則的に極浅形片面調整が施されている。末端部は一部

欠損している。石材は、56力畦質頁岩であり、それ以外は頁岩製である。

Ⅲ－B類→該当なし。

リタツチド・フレイク（58）

微細な調整剥離が連続的に観察される剥片をリタッチド・フレイクとして分類する。1号住居跡埋土から

1点のみ出土している。58は親指の先程の大きさで、全周に連続的な深形調整剥離が見られる。石材は珪質

頁岩製である。

③礫石器（石皿・敲圏器類）

〔1〕石皿(59, 158)

2点出土している。石材は59が砂岩で、158は安山岩である。59は扁平礫を使用しており、表面に大きく

擦狐があり、裏面には中央に敵打痕が見られる。158は25.7×15.7cmの扁平礫を使用しており、表面に4カ

所の敲打痕と大きく擦痕を残している。

〔2〕敲磨器類

敲石・贈石・凹石という呼称があるが､同一個体でこれらの機能を複合した使用摸を併存するものが多く、

分類するのが困難なため、敵暇器類と一括した。その上で、以下のような類型化を行う。

1－A類 ： 凹石の要素をもつもの →表または裏に1～3カ所の凹痕がある

I－B類 ： 凹石と磨石の要素をもつもの →表または裏に凹痕と擦痕を併存する

Ⅱ一A類 ： 敵澗（長形）の嬰索をもつもの →提形の礫に敵打痕がある

Ⅱ一B類 ： 厳石（丸形）の要素をもつもの →丸形の礫に敲打摸がある

Ⅲ－A類 ： 磨石（表・裏）の要素をもつもの→表または襲に擦換がある

m－B類 ： 暦石（側面）の要索をもつもの →側而に擦痕がある

Ⅲ－c類 ： 脚石十敲石の要泰をもつもの →擦浪と敲打痕を併存する
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1－A類（凹石）→(161, 162, 163)

いわゆる凹石の要素をもつもので、凹浪を表・裏1カ所もつものは162で、表に1カ所もつものは163、表

に2カ所もつものは161である。石材は161が砂岩、162が安山岩、163が頁岩である。

I－B類（凹石十磨石）→(160, 164)

凹石と磨石の要素を併せ持つものである。観察からいずれも磨石として使用されてから、後に凹石に転用

されたのではないかと考えられる。160は表・裏に凹痕を2カ所ずつ、また側面に凹浪を1カ所もち、表面

及び裏面の一部に擦換を有する。164は表面に1カ所、襲而に2カ所の凹痕をもち、また裏面に擦浪を有し

ている。石材はいずれも安山岩製である。

Ⅱ一A類（破石・長形）→該当なし。

Ⅱ一B類（敲石・丸形）→該当なし。

、一A類（磨石・表裏面）→(61)

表面を広く用いた擦換をもつものである。61は磨製石斧の未成品とも考えられるが、ここに分類する。表

面に擦換が見られる。石材はひん岩製である。

Ⅲ－B類（磨石・側面）→該当なし。

m－C類（磨石十敲石）→(60, 165, 166)

磨石と蔽石の要素を併せ持つものである。被加工物に対しての作業という点から、撚ると敵<という行為

は同時に行われたと考えられる。作業面を異にしているものもあるが、石器の転用というよりは、そちらの

方が妥当であろう。60は表面に敲打狼及び擦痕があり、また裏面に一部擦痕が見られる。165は表・裏面に

擦換が見られ、また裏而中央及び鍬部にも敵打痕を有する。166は表面及び端部に擦痕があり、また敵打痕

も見られる。石材はいずれも安山岩製である。

④その他の遺物（砥石）

砥石(167)

IEleグリッドから1点のみ出土した。石材は凝灰恐製で欠損しているが、各而に擦痕が数多く残され

ている。所属時期は不明である。

第1表石器石材分類表

藻佃散・カッコ内は或量（u）
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⑤墓坑出土品・その他（第16図、写真図版14）

本遺跡で検出している4基の蕊坑から出土しているのは、煙祷5点及び銭貨lO枚である。その他に過柵外

から鉄札1枚、銭貨2枚が出土している。

煙管は雁首が1点と火皿が1点、首部が1点、吸口が2点出土しており、それぞれは一対であったと考え

られる。吸口の屑部分には欠枇した羅宇(ラウ)が残存しているものが多い。材質は銅製である。煙管の分類

については古泉弘氏により詳細に区分されており、細年についてはこれに従う。（古泉 1985)

I類 ： 火皿下の脂返しが一旦下方へ大きく澗曲し､羅宇に接続する部分が別材で一段太く巻かれた｢屑

付」となる。火Ⅲと首部の接合部には補強帯が巻きつけられる。16世紀末～17世紀初頭。

Ⅱ類 ： 脂返しが大きく湾曲する「河什形」という形態をとる。17仙紀前半。

Ⅲ類 ： 河骨形｡補強帯が巡るが､首部は火皿の下から羅宇接合部まで1枚の銅版を巻いて製作される。

17世紀後半。

Ⅳ類 ： 河骨形。補強粥は消失する。】8世紀前半。

V類 ： 脂返しの湾曲が小さくなる。18世紀後半。

Ⅵ類 ： 火皿は極端に小型化し、逆台形を呈する。脂返しの湾曲はほとんど消失し､火皿の下に首部が

直角に接続する。19世紀以降。

1 ．2及び3 ．4 ．5は同一の墓坑から出土しており、元来一固体であったと考えられる。 1 ．2はⅢ顛

～Ⅳ類(17世紀後半～181吐紀前半）に区分され、また3 ･ 4 ･ 5も1面l時期のⅢ類～Ⅳ類(17世紀後半～18世

紀前半）に比定される。この下限年代は銭貨と砿複しているため妥当であろう。これらは埋葬時に副葬品と

して棺桶に入れられたものである。

銭貨は合計12枚出土しており、このうち10枚が蕊坑から出土している。銭貨の内訳は北宋の嘉祐通寳（初

鋳年1056年) 1枚、南唐の開元通寳（初鋳年960年) 1枚（これらはlfl内で鋳造された模鋳銭（私鋳銭）の

可能性もあるが、区分が困難であるため渡来銭として扱う)、寛永～万治年間(1636～1659年）に鋳造され

た古寛永3枚、享保年間(1716～1735年）に鋳造きれた新寛永2枚、元文年間(1736～1740年）に鋳造され

た新寛永3枚、文政年IHI (1818～1829年）に江戸十閥坪所で鋳造された四文銭1枚である。また、新寛永と

考えられる判読が困難な寛永通寳が1枚出土している。

鉄札は長さ6.4dn ･幅3.0cnl ･厚さ2mmのものが1枚出土しており、二行十三孔（並札）の繊孔が施ぎれて

いる。また、下端と左端は折りIIIIげられ、巻き込むように捻り返しが見られる。札頭は片山形、札足は方形

を呈する。

墓坑の形成時期であるが、 9枚の銭貨を出土している4号墓坑で最も多いのは元文年間に鋳造された無背

銭であI)、それに古寛永・婦祐通寳を伴う。これは募坑に埋葬された時期が元文年Ⅲlかそれ以降のあまり時

期差をもたない18世紀前中葉期であることを示している。また、他の蕊坑も煙管などの同伴するものからほ

ぼ同時期と考えられる。 （北田勲）
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号

霊
皐
１
号

麗
番

窟
塞

霊
塑

匿
塑

蛋
墾

霊
窒
１
号

霞
皐

←
匿
皐

畷
二
竺
匿
懇

霞
懸

謹
雄

婁
塞
１
号

霊
畢

盛
暑
霊
室

壌
号
置
塞

麗
畢

韓
号
匿
皐

箸
善
霞
畢

盤
号
霊
室

苧
室
塞

齢
塞
醒
叡
一

雰
墾
ｌ
裸
昏

霊
窒
Ｉ
署
骨

醸
骨
震
皐

睡
墾
Ｉ
群
合

犀
事
Ｉ
婆
号

屋
窒
Ｉ
梁
号

母
蛋
理

糊
露
逼
迂

ト
ト

ト
ト
ョ
劇
凹
狩
發
“

咋
嶺
“

卜
十
島
劇
型
弁
講
師

、
卜
十

ト
ト
ュ
飼
型
寺
狼
”

寺
發
祁

卜
十

弁
嶺
祁

恥
十

恥
十

卜
十
島
劇
型
弁
嶺
”

什
嶺
耐

介
嶺
岬

恥
十

奇
嶺
”

恥
十

恥
十

ト
ト
皇
掴
里
杵
嶺
叩

寺
恭
師

、
卜
十

奔
嶺
叩

幹
嶺
邨

野
猿
”

ト
ト

恥
十

ト
ト

ト
ト

ト
ト

恥
十

卜
十 I

恥
十

升
嶺
”

ト
ト

卜
十

寺
嶺
”

卜
十

恥
十

ト
ト

卜
十

砕
鞍
”

蛙
醤

壁
昌

剖
堅

醒
臼

ご
塵

『
“

塵
自

堅
昌

“
目

畷
嚇
鎚
っ
塵
閏

ヨ
鎧 1 凸

堅
剖

略
製
含
塵
）

堅
昌 I

釆
製
二
巴

里
ヤ

ー

盟
当

堅
邑 1

自
塵

睡
当 I

来
蕊
二
塵
）

来
義
（
一
塵
）

障
昌 I I I I I I 1 I

閏
塵 I I

鎧
己 1 I

自
函

四
群
垂
拭

“
ヨ
岬
鞘
辿
翠
釦
（
一
蟹
ｅ
理
幻
御
獣
ｅ
和
終

く
層
崇
山
科
園
ヨ
幽
凹
闇
屋
哩
脚
国
寅
二
国
屋
電
因
ド
ｐ
判
当
面
目
Ｇ
Ｍ
園
謬
型
聖
篭
壷
●
難
．
閏
１

。
。
津
釦
全
華
聟
ｅ
導
入
祭
器
・
埠
暮
養
埠
苓
拭
電
錨
（
一
報
型
毒
堂
・
率
拭
埋
拭
唾
塵
、
胃
星
雲
・
鴎
ヨ
堀
唾
ロ

●
岬
乍
暦
嶺
鎖
拭
露
、
一
塵
・
切
理
翻
掴
凶
弾
超
理
毎
や
。
判
型
舜
塘
ｅ
饗
理

。
岬
や
罫
紙
如
拭
亜
目
塵
里
鱈
煙
輌
塑
申
拭
廻
》
言
判
型
琢
嵩
ｅ
響
理

。
愚
ｅ
拭
現
・
魁
回
遡
塵
自

。
愚
會
拭
製
○
壁
口
掴
川

。
塀
華
鼻
學
塞
冒
承
・
過
回
埋
醒
竺

．
即
暮
功
拭
謁
ｕ
巨
宍
寓
憎
当
判
糧
證
拭
電
嬢
輪
“
Ｃ
ｅ
“
白

。
即
尋
長
埋
義
毒
祖
等
卸
望
樽
部
巴
騒
鴛
弾
妥
審
・
塞
拭
型
拭
躍
昌
墜

拭
回
冨
十
諺
鴬

。
岬
署
長
塑
義
毒
拭
。
薫
銅
蜘
蝉
詔
辿
曙
筆
（
一
部
里
電
麓
・
拭
埋
回
己

哩
睡
騨
竺
醤

封
報
（
一
“
）

卜
十
弾
や
部
Ｇ
寺
茶
呼
冨
歪
・
哩
唖
遡
塵
弓

・
拭
き
華
饅
等
ふ
い
鶚
＋
Ｈ
ご
意
ｅ
庫
雨
型
鰡
蓉
ロ

。
拭
幸
譲
導
亟
郡
隠
睡
・
電
麓
挙
鞘
ｅ
鞭
副
鳴
壁
ロ

。
蝋
回
埋
壁
、
］

群
暮
鈩
宰
時

。
岬
暮
狗
槙
匿
舟
稿
加
湿
与
一
ｂ
剖
勇
農
蓉
ロ
・
拭
理
“
且

俳
兼
岬
島
簿

魁
回
遡
自
“

埋
回
埋
塵
閏

。
卜
十
弾
牟
部
Ｓ
介
嶺
遵
壁
司
華
閏
Ｉ
鱈
燭

霊
露
里
崖
営
・
埋
菰
曜
翰
全
塵
）

垣
哀
来
載
言
塵
）

。
婆
華
一
公
卜
Ｆ
Ｋ
ト
ュ
言
章
垂
⑪
魁
囿
軽
醒
自

鐸
桶
華
ｅ
等
圭
含
ト
ｎ
Ｋ
ト
型
魍
瓢
鰭
蕗

秤
栴
幸
ｅ
諄
圭
会
ト
ド
Ｋ
卜
辿
逼
弛
穐
留

寺
嶺
〃
晶
噛

ト
ト

や
津
却
霧
澄
全
望
里
劇
華
焔
曙
畿

。
拭
篭
缶
岬
晶
葛
電
麓
ｅ
函
Ⅶ
垂
騨
〉
理
・
却
七
，
調
如
壽
選
三
島
幽
鴎
壁
目

ｃ
岬
鍋
義
軍
増
穗
川
辿
囲
零
口

。
岬
慕
抑
戦
報
国
釜
冨
掌
勾
電
斌
型
鰡
壁
亘

。
魁
亘
遅
・
拭
近
臼
塵

輌
心
暑
馳
樹
駆
弁
發
脚
旧
承
琶

。
。
つ
如
錘
拭
心
部
辿
露
遇
理
当
芹
歓
ｅ
埋
碁
”
躍
仁
・
獣
厩
島
騨
辿
鰡
樫
埋
・
尋
壇
ｓ
垣
卦
マ
鯛
壁
画

略
ｅ
Ｈ
型

ｃ
蝋
腫
介
嶺
”
二
鱈
圏
馳
・
拭
雌

。
樹
冨
恥
十
週
認
・
拭
蕊

。
Ｈ
肝
画
伊
当
堕

q q

＝

4－

謎

勾
蕊
謹
亀

め
ゃ
騨
亀

Ｑ
や
鐸
亀

ｇ
や
狸
詮

咽
今
騨
詮

垣
急
蓉
詮

国
急
鐸
詮

塑
急
舞
急

旬
綻
舞
詮

わ
ゃ
舞
亀I

画
や
鐸
釜
遡

今
舗
雲
牟
廻

与
仁
包
釜

左
幸
望
嚢

口
に
鐸
詮

今
や
雲
金

咽
急
狸
詮

晒
急
零
銭

与
仁
導
亀

や
仁
種
釜

争
蕊
認
詮

わ
ゃ
淫
亀

画
急
導
金

ぬ
ゃ
製
亀

争
銅
狸
急

包
蕊
蓉
亀

埋
鯛
伸
韻

罰
１
口

西
１
口

蚕
１
口

露
１
口

囲
１
口 ロ ロ ロ ロ 題 盛 函 甑 鄙

劃
ｌ
謡 ロ ロ 。ロ ロ

贋
１
口

Ｉ
怪
露

ｌ
陛
鹿 遇

遇
Ｉ
唾

遇
１
口 鴎

賎
眼 鴬

遇
Ｉ
霞 厩

鰡
口
組 ロ ロ ロ

賎
眼

劃
1

口

蝕
恨

堀
詔

蝉
１
選 ロ 悪 藍

等
郵
狗 詮

騒
錐
聴

裟
篭

詮
麗

教
聴

法
膳

詮
麗

詮
聴

詮
麗

謹
聴

詮
騒

詮
麗

詮
騒

杜
騒

詮
騒

孟
聴

教
隆

裁
麗

裟
蔭

漣
吾
謹
詮

鼬
署
畿
燭

詮
聡

Ｇ
裁
麗

捻
聴 獣

謹
選
二
、

詮
騒
篭
冬

論
箒
選
さ

蹄
署
ロ
岩

駒
響
‐
亘
砦

朔
署
選
騨

飽
勇
亘
篶

←
教
對
仁

謹
聴

詮
隆

ト
珂
十
叩
呼

ト
吋
十
叱
祁

ト
周
十
叫
却

ト
乳
牛
咄
》

ト
州
十
川
沖

ト
吋
争
川
》 鼠

盆
麗

製
酵

口
顧
晒
掴
誉

｛
諒
副
壁

碧
守 蟹 誉

週
送

催
趨

誉
婆
甚

掴
蟹

写
色
掴
蚤

圭
訟
麺
送

圏
輌

型
隆
，
醒
め

國
輪

醇
守

迩
卸

鹿
自

鯉
函

罫
闘

｛
会
喝
甚

醇
一

璽
両
，
野
鄙

口
座
醐
隠

畷
《
史
噂
エ
声

哩
蜘

鹿
函

戸
目
翰
『
蟹

『
ａ

圃
邑

や
④
ａ

酉
嗣

坐
含
聡
掴

》
＠
口

醇
再

罫
函

師
Ｉ
生

醇
蜘

マ
ー
生

圏
一

迩
鈍

閨
“

畠
昌
晦
【

判
蜀

樫
壇
署
電

穐
豐

畢
西
錨
｝

跨
露
篭
一
二

講
拳
一

飽
窒
一

笛
豐
｛

歯
砦
一

飽
豐
ー

歯
砦

謹
砦

舘
豐

笛
砦
【

童
拳
【

歯
箏
一

鎧
拳
一

麓
謹
一

諸
窒
一

舘
筆
一

墨
露
翠
一
『

當
拳
一

誼
箏
一

演
豐
ー

笛
砦
一

麓
豐
麓
豐

酋
砦

龍
Q･●

＝

麓
砦

塗
窒
『

鈎
箏
一

誼
學
一

笛
學
ー

誼
砦
一

舘
拳

舘
拳

盟
里
盟
里

鐙
箏

鎗
翠
旨

當
雲
一

舘
当
一

誼
窒
一

誼
拳
一

塗
騒
参
一

誼
騒
幸
一

。
◎
浜

ー 碗 マ 岨 ④ R＝ ⑫ の 一
一 ＝

劇
『 雪

》
『

、
一 翼

い
【 雲 量

つ
閏

【
鋤

●D
c8 罰 罫 罰 罰 燭 詞 劇 局

一
両 創 目 弱 潟 潟 馬 籾 縁 写

一
》

軸
寺 葛 認



１
１
全
的
］
Ｉ
Ⅱ

No．

85

llli地点
一

も基皐吐1号炉跡

屑位

埋土

罷租名

深鉢

残存部位

硯

飴士 文慨符砥

鎗立瞳LR縄文師沈鐘による酋竺文。

凧体

LR

内面餌整

ナデ

時期

後期

愉 考

錨

釘

】号炉跡

4号土坑

堀土

風土

深鉢

高坏

用

ロ

撹曲状沈純文を持つ。

2本1即位の沈純により変形工字文が描かれる。体紀LR縄文。

ー

LR

ナデ

ミガキ

後期

弥生IIU期 小皿野n期

麓 4号土坑 埋土 深鉢 用 砂粧含む LR縄文。 LR ミガキ 後期？

的 5号土坑 厘土 深鉢 口一用 口軽錘lll形。、侭から隆喬が垂下、ボタン状の貼り付け文十沈級Iこよる白輝文。 RL ナデ 役期

釦 号土坑 駆土 深鉢 ロ 金我雌 RL縄文。 RL ナデ 中期

91 号土塊 埋土 深鉢 口 砂粒含む 三種、蝉択を型する。明徳i二RL縄文が鰭きれる。 RL ミガキ 後期

蛇 号土坑 埋土 鉢形？ ロ 口緑箆無文。
■■■ ナデ 後期？

蝿 号土坑 埋土 深鉢 胴 砂粒含む 地文のみ。 LR ， ナデ H10M

91 1 号土坑 温土 深鉢 用 RL縄文。 RL ミガキ 110－股期

鎧 号土坑 埋土 深鉢 用 (RI)綱目状I 8糸文。 (RI) ミガキ 後期？

妬 号土坑 埋土 深井 劇 沈錬による曲1 Rモチーフ。 RL ミガキ 後期

”

”

号士坑

号士坑

底面

風土

深休

深井

閑～匠

田 砂粒含む

三総麺の蹴体4r損位に瞳文し、羽状の文保を胴皮する。

(RI)塗糸文

LRノRL

(RI)撰糸

ナデ

ナデ

役期？

後期

1m 号土坑 塊土 深鉢 園 砂粒少量 LR縄文。 LR ナデ 中期？

IoI I 】9号土坑 埋土 深鉢 ロー用 砂粒含む 唖卜鋸に至って弧りlliL、口縁部煙<血立気味'二立ち上がる。 LR ナデ 後期？

l鯉I 】吟土坑 埋土 深井 底郎 砂肱含む LR縄文。 LR ナデ ー

Io3I 号埋霞 土群 深鉢 ほI霊形
圃壷皇函f恥QEan 万伺錘ムゼ血全一デー晶挫寺とt◇よf王醒zZ Z而醒J斗曄寺毒し少凸工 『、趨耐鐸 LR ミガキに近いﾅ･ﾃ’ 艇期

101 2121216

lml 】】】

匁融+魁

F函 Ⅳ

深鉢

深鉢

ロー明

口 m組多量

LR横回転。口郁部に搾状工具による刻目と5〃1位？の貼り付け文。
、坐亜8．fbI1m蝉典寺函鍾R■’十UDA旨寺Ar歯8ケI｡世垂鉤星

LR

LR

ミガキ

ナデに近いミガキ

後期

縄文鯛期

22 1

型I

F10b

恥

､1（凧色）

、

澱休

深井

口一用

明

唄松少瞳

眼雄多量

LRL復陣縄文が方向を違えて錘ぎれる。

LR繩文○

LRL

LR

ナデ

ナデ

縄文億期

縄文碗期

画1 F1“ ma～mb 深井 朗箆 吸鞭多量 RL縄文。 RL ナデ 縄文前期

241 E4f Ⅲ鰯12位 深鉢 ロ L回転文十沈線$二よる潰巻き状の文様 L ナデ 後期

251 I 職DlOb 、 鉢形 ロー園 口唇鶴突起。口縁郁文様菊に変形工字文。 I‘R ナデ 晩期

261 】F9g 、 受 口 n哩鐸舞文で、弧部に2重の沈纏が遮る。LR縄文。内外面炭化物付藩。 1.R？ ミガキ ー

271 I F4j Ⅲ 深鉢 ロ 砂粒少量 L1段回絃文。 L ミガキ 一

露I I F1Ob 、皿 深井 口 砂位少量 、妃域r今錐廃睡癖や『r暉艶JBfp昼か鑑牟姓勾 、蛇1宇蛾回『 狸すぷ鈎觜伽孟 向挑耐ルd､12飛伍靹髭呉れ星一 RL ナデ ー 山虹語土晶幽愁

雪I III

鋤I III

F】Oh

E1i

、

風倒木

深鉢

深鉢

口

口～明

砂位少量 RL縄文。内外面亦色塗彩。

(Lr)幾糸文

RL

(Lr)鍵糸

ナデ

ナデ

ー

一

内外面赤色塗豚

31I 田h 、層 深鉢 ロー明 砂肱含む 1段Lの縄 L ナデ ー

錘I E1i 風倒木 深鉢 ロー明 砂粒含む L1段回転文。 L ナデ ー

鐘 F巽 、暗中位 深鉢 口～肌 LR縄文。地文のみ施される。 LR ミガキ 一

訓 F9g 、 深鉢 口 砂粒少趾 櫛曲状辻神立
一 ナデに近いミガキ ー

鍔 F9i 、 源鉢 圏藤 砂粒符む (RI)批糸文 (RI)撚糸 ナデ ー

謎 詔上 I闇.ド化 深鉢 胴一庵 砂粒少且 RL縄文．地文のみ施きれる。 RL ナデ ー

371 I F9h 、届 潔鉢 用～唾
『茜』十野原一 RL ナデ ー

舞I

391 III

－~

8J

F8I

Ⅱ墹中

m層下位

深鉢

深鉢

底部

底部

砂位少量

砂粒少量

KL穐又｡

陛圭諾縄色を里する。

RL

一

ナデ

ナデ

一

■■■

底部糊代痕

401 F垂 、層中位 深鉢 底鄙 LR縄文。内外面共ミガキ詞整。陛十瓢世舎 LR ミガキ ー

41 痙一調 Ⅱ層810位 深鉢 底部 砂位少量 (RI)綱目状撤糸文 《RI》 ナデ 一

42 T調上 【層上lt,I5T性 喪 ロー塵 二回一対の粘土コプ。口緑麗文様帝に変形I字文． LR ナデ 弾生前期

43 遺楊外 商坏 ほI量完形 外面変形工字文、泳色撞彩。内面肌色処理。ミガキ非常に丁寧。口緑節付近に偲約3画の穿孔。 LR ミガキ 弥生中期 小Ⅲ野Ⅱa期

44 IF虻 撹乱 商坏 体節 3本】即位の沈線。内外面ミガキ丁寧。 ミガキ 弥生中期 小、野n期
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第3表遺物観察表（土製品）

＊推定は（ ）、残存は－で炎す

ｌ
今
時
牌
Ｉ

第4表遣物観察表 (墓坑）

45 T9 I用 鉢形･I燭 回 砂粒少最 3半1リ1位の細く浅い沈組によって文梯帝を数段に区再し、内部に横位連続す-る菱形文を配する⑳外
血亦色塗彩される。内外面ともに】･寧なミガキ調整を持つ。

1．R ミガキ 弥生中期 小田野11期

46 IF9b 批乱 受 1-1 砂粒少量 顛郷で括れ、維部強め'二外反-6-る群形。 LR縄文。外面炭化物付君。 LR ナデ 弥生中期 小田野n期
47 IF10a 枢乱 受 n錘郊 内外面Iこ炭化物付若 R？ ナデ 殊生中期 小田野ロ剛
48 IF10a 撹乱 受 n－園 砂粒含む (Lr)拠糸文 (L『)鮭糸 ナデ 弥生中期 小、野Ⅳ期
釦 IFlOb Ⅱb 土師盤受 口～閑 砂粒含む 体：ケズリ→口：ヨコナデ ナデ 古代

騒位 闇棚渦 残存部位 胎土 文樺特徴 蝋体 内mi削鼓 時期 傭 ￥

N⑥． 出土地貞 墹 位 樋 頒 岐大高(《二） 段大招(画） 最大厚(回） 暇最（9） その他残存部位

43 住跡 埋土 土偶
云穴

｡-J．』 ワ
ｰ◆

一
⑨ 1.8 Z7.詔 頭部・向腕・右足欠損

44 住跡 床mi スプーン形土製品 －ワー ク
】 ワ

◆~ 0.25 1 51

5 住跡 3糊 垂笛 3 】 ､4 1．2 6 33 上部穿孔称
6 惟跡 2層 耳栓 1 3 ワ

◆~ 0 5 I 84 十和ma.ド
『
４
日 住跡 床Ⅲ』 湖東形耳備り －4 8 I 65 0 8

戸

ゲ

リ 18 48と同一個体？
8 惟跡 床ihi 滑車形耳飾り -3 2 .7 0 8 47とI$1－個体？
9 住跡 3増 形態不明 4．75 .4 0

《
ｊ
Ｏ 14.22

1 9 FlOa 、肘 土偶 -6．8 .8 1 9 頭郁欠杣

別o， 通構名 グリッド 墹位 器 徹
農ざ

尽きさ

儲(穿

五
一
ｎ
〃 厚き

量(9） 材質 鰯透年代 備 考

105 3号嘉坑 底面 煙管 74 6 1 9 09 鯛 17世紀後半 雁首欠拙した羅宇が残存古泉細年Ⅲ薊
l〔賂 3-勝藤坑 底面 煙管 73 ２ 4 81 鯛 17世紀後半～18枇紀前半 吸口欠捌した騒宇が残存古泉細年、～Ⅳ顕
107 4妙蕊坑 底面 煙管 7 1 53 鯛 17世紀後半 火皿欠捌
l鯛 4-場醗坑 底面 煙管 51 0

ワ
】 96 鯛 17世紀後半 首部欠拙した羅宇が残存古泉槌年、馴

109 4号慕坑 底血 煙管 50 0 2 27 狐 17世紀後半～18枇紀前半 吸口欠拙した羅宇が残存古泉鍋年、～Ⅳ甑
110 1号･墓坑 埋土 姦祐通賓 凝香）

F

．⑨ 8
ワ
》 03 鯛 初鋳年 0蒟年 北宋

111 4号募坑 底面 開元迩宵 真喬） 型 6.5 1.5 1 96 鯛 初鋤年 )釦年 南唐
112 4号慕坑 旺面 寛永通賓 古寛永

ワ
】 3．56 1．5

ウ
】 42 鯛 636～ 65”

113 4号墓坑 底面 寛永通齋 古寛永
Ｐ
、

ウ
》 6 3 02 鯛 636- 6591

114 4り･悪坑 底面 寛永通賓 新寛永 23 6 1 26 鋼 716～ 7351 享保京都七侭所
115 4り.墓坑 庇面 寛永通寶 新寛永 6 ２ 55 鯛 736～ 7401 元文相模藤滞・1!j田島所
116 4号悪坑 底面 I 寛永通賓 新寛永 6 1． 1 75 鯛 736～ 7401 元文相模藤祁・吉川胤所
117 4．号･幕坑 臓面｜‘寛永通賓 新寛永 24.5 2 68 鯛 697～ 7471 鋳地不明
118 4り･墓坑 底面 I 寛永通寳 新寛永 23,5 6 2 67 鯛 736～ 74” 元文紀伊中之島所
119 4号幕坑 底面 I 寛永通賓 新寛永 25 6 】、5 3 26 鯛 716～ 73” 享保陸奥仙台所
l鶴 炎採 I咽 鉄札 64 鋤

ワ
】 15．0 鉄

169

170 災採

IFlg 、目上

I層

寛永迎賓

寛永逝寳

古寛永

四文波）

25

28

5.5

6．5

1．5

1．5

3.“

4．71

鯛

鯛

636～

818～

659年

8羽年 文政江戸-1.腐坪所



第5表週物

－423－

N⑥． 遺栂粕 グリッド 層位 器 仙
犬

腿ざ

きぎ(自

幅

】）

厚き
爪量（9） ｲi 材 寵地 特徴・伽考

50 号伽勘跡 E3g 床而 石蝕 24 13 ５ 0 )9 珪質頁岩 奥判111脈
51 号住隅跡 E3g 塊旦I 石匙 37 48 M 18 ;3 珪質頁岩 奥羽山脈
52 号住勝跡 E3g 床、 石錐 22 20 ７ ２ 10 頁岩 奥羽山脈
53 号住居跡 E3g 埋」 スクレイパー頚 30 32 9 6 i7 頁岩 奥 MIIIM m－A類

別 号住居跡 E3g 肌言i スクレイパー願 31 32 ７ 5” 珪質関場 奥 ドⅢj脈 Ⅱ一八剛
Ｆ
Ｄ

Ｆ
Ｄ 号住崎跡 E3g 床、 スクレイバー剛 36 47 13 13 59 閲器 奥 IJIIIR Ⅱ一A剛

56 号住勝跡 E3g 床面 スクレイパー鯛 51 25 1 1 11 03 珪質頁料 奥 IJIII脈 m－A鯛

57 号住勝跡 E3g 床面 スクレイパー制
の
〃
】

【

４

， 37 14 28 62 頁岩 奥 月III脈 1－A鎖

58 号住居跡 E3g l増 リタソチド・フレイク 16 16 10 ２ 72 珪質頁岩 奥 月山脈

59 け雌居跡 E3g 2層 石皿 196 86 38 1024 83 砂尉 北_tm地

60 り･化居跡 E3g 川上 砿石 116 79 61 760 60 安山淵 奥羽山脈 m－c釧

61 り･他店跡 E3g 床IHi "fi 109 55 27 267 61 ひん端 北上山地 m－A釧

号住勝跡 E3g 床而 脱石 61 60 25 134 30 チャート 北上111地

63 号住膳跨 E3g 床而 刷平礫 194 65 20 251 66 ＊ルンフニルス 北上山地 朱付着

“ 号住居跨 E3g 埋土 剥片 60 24 11 11 92 頁岩 奥羽山脈

65 号住隅跡 E3g 埋土 剥片 20 40 9 6 49 チャート 北_k1l1地

“ 号住届跡 E3g 珊土 刺ﾊ. 27 13 9
リ
】 94 珪質頁洲 奥羽1IIM

67 号催肘跡 E3g 即土 剥片 15 8 4 0 99 チャート 北.’111地

68 号化届跡 E3g 剛士 刺片 36 34 10 11 15 チャート 北」111地

69 号惟居跡 E3g 床m 剥片 24 9 4 64 チャート 北_l 111地

70 号住居跡 E3g 床而 剥片 26 25 9 5 92 頁岩 奥1 111脈

1 号化勝跡 E3g 床而 剥片 25 13 4 3 32 頁器 奥羽111脈

2 り･化屑跡 E3g 蝿士 剥片 47 31 10 13 35 チャート 北上山地

3 り･住居跡 E3g 床而 剥ﾊ。 20 10 4 0 チャート 北上111地

4 \･住勝跡 E3g 床而 刺片 30 30 5 3 96 頁尉 奥羽111脈

5 号住居跡 E3g 床而 剥j1. 皿 17 7 1 11 チャ･一卜 北上111地

76 号化居跡 E3g 理」 剥片 22 皿 3 0 75 頁岩 奥羽山脈

77 号化勝跡 E3篤 州1 剥片 27 29 6 4 87 チャート 北上山地

78 号住居跡 E3g 剛上 剥片 29 21 10 5 29 頁瀞 奥羽山服
ｎ
ｕ
】

Ｐ

ｄ

８ 号･住鵬跡 E3g 埋土 剥I 241 43
”
ｊ
■ 9 37

１
１

叩

口

々

』

ざ
■
唖Ｉ 奥羽111M

帥 号化居跡 E3g "･t 剥I 19 18 ２ 0 69 頁岩 奥判1I1脈

81 号住鵬跡 E3g 埋土 剥I 42 38 8 12 01 チャート 北上111地

82 号住居跡 E3g 床面 剥ノ 76 35 15 47 17 珪質頁岩 奥羽山脈

98 5\･二t坑 E3f 唖士 刺I 34 45 12 12 29 頁岩 奥 11山脈

51 E3g I層 荷厳 27 16 8 2 64 珪質頁淵 奥 mlll脈

52 E4 j ､層 石匙 71 31 8 16 04 貞聯 奥 し1111脈

53 E2d Ⅲ層 スクレイパー剛 39 15 ‘1
ワ
セ 30 頁岩 典 MIIIM 、一A頚

E2d ､層 スクレイパー潮 31 18 8 3 92 頁岩 奥羽111" 1－A類

55 E2
。
ａ
●
■
凸
■
■

､墹 スクレイパー罰 39 24 9
Ｒ
Ｊ
ｐ 53 頁岩 奥羽山脈 1－A類

56 E2
ｊ
●
■
■
■

､閥 スクレイパー類 44 26 ７ 10 18 頁岩 奥羽山脈 Ⅲ一A矧

57 F7 災士 打製石斧 135 61 34 276 48 ﾎルンフェルス 北上山地

58 E2 Ⅲ咽 石lⅢ 257 157 ”3181 32 安山燭 奥羽111脈

59 F9 Ⅲ肘 刷平礫 245 171 55 2399 安山満 "1:jlll"

60 El Ⅲ層 lul哨石 93 74 63 565 12 安l1l岩 奥判山脈 -BM

61 F7e Ⅲ層 IUI石 128 98 55 945 61 砂岩 北上ll1地
■
■
■
Ⅱ
凸
『
『

-AWi

62 F7e m層 IⅥ石 98 ” 56 540 10 f111岩 典羽山賑
口
■
凸
■
-AMi

63 F7c 、層 凹石 77 77 24 183 81 頁岩 北上山地 -AXi

64 F9h 、閥 凹MWT 90 81 56 579 11 安山場 奥刈111脈 -Bgi

65 F9c HW 敵咽石 98 80 52 591 98 安山粉 奥羽111脈 Ⅲ一C額

66 FlOd Ⅲa層 敲晒石 140 40 54 394 59 安山岩 奥羽111脈 Ⅲ－C類

67 Ele I層.卜 砥石 l“ 53 38 177 99 凝灰岩 奥羽山脈



Jｼｲｱ

ル
鴬簿雲蕊 ；

蕊溌
ダ

ニ

も
■、

心ノヰ

》、巳辱
DL

ン
弓

『

Ｂ

○

１

口
』
ｒ

空
も
、

噂
』
ザ

ら

鐘鳶甜 122121
120 123

126

124

灘
｡

,

129

128

127

一
一
一
一
一
二

一
】
一
一
一

一
一
一
一
一
一

~、
＞

I
豆睾 131

130

溌霞謹舞鑑躍噌翰篭~予嘗"霊

溌蕊霧難：

鰯雲
珍
琴
も
評
一

》
奇
認
パ
黙

133

2 0 1:3 1吋

第19図遺構外出土遺物（土器1 ）

－424－



聯蝋

I"
仁癖?ｰ露一

I｡
伽謬

136

38

139

玖 0

Ｐ
ｆ

ｊ
〃

》

い
今

・
Ｐ
形
凸
（
令
．
■
今
‘
、

軒

。

』

“

。

←

』

一

、鴬

。
●
、
ｑ
１

や

屯
も

、
●

〃
勺
Ｐ
〆
℃

《
》
罹
聞
》
》
楜
岬
ヘ
Ｖ
、
暇
必
診
蓮

の

■

▽

β

懲
聴
鮨

ぐ
む＆

す

０
卜
ｊ
■
』
甲
①
ｄ
｝
ｐ
・
叩
』
型
》

。

も

ａ
ｖ
句

Y▽~、

141

0 1：3 10”

トー－－↑開

第20図遺構外出土遺物（土器2)

－425－



142

霧
◆ｰ寸
P

、＆

妙侭｢･

蕊
147

145
146

鷺
暑證､こ、‐ 、

渕

叱
４
万

令
眺
慨枳

塁

轌
弱
、
妹

診
示
、鐘 148

0 1 3 10醐

第21図遺構外出土遺物（土器3）

126



ざヅ迄少

149

患嶋
○ ’51

“

－

1綴迅

－ 152

鍾
く三三ｺ 156

くこう ’54
I

△’55

I

○ ”，0 1：2 1吋

トー一－－ヨ
1卵は1：3

第22図遺栂外出土遺物（土製品・土師器・石器1 ）

－427－



I

Q二三つ”

鯨
柵

9F殉

③ ｝

凸,可①．Eb

‐ 凸

?奄

嶽
蕊
暇幾

専栽
;‘:‘ .
△_凸 一己

ー
ー

160

I

,も
り f‘ 8 0

!

I

蕊
ーー

■■■ Ⅱ■■

I

Cつ
163

1

くう 161

I

職
ー

こ、

､、ﾐさ
、

162

0 1：3 10師

－

第23図遺栂外出土遺物（石器2）

－428－



1

｡、＆ ．’1
が ・

U C ③

←7 ･､
堅･ ･ ･．:
G 4 q

､ 中丸

窯.。
e，③皇鰯‐ ー

』 I

野

淨
、寸里 F･訓

I

こつ
164

I

166

I

□
I

165

ー ー

167

0
0 1 目3 1”

－－

第24図遺構外出土遺物（石器3）

－429－



まとめ

本柵では、仁昌寺過跡の遺櫛・遺物の特徴を箇条書きに列記してまとめとしたい。

遺欄

l 仁昌寺迩跡は繩文時代後期中葉に営まれた集落跡、近世以降の墓域からなる慨合過跡である。

2 週跡は平糠川左岸にあたる東lhlきの丘陵級斜面に立地する。

3現況は畑地および宅地で、南東側は人工的な土地改変が行われ遺柵が残存しない。

4 週櫛は南側で密である。分布は更に南東側に広がりを持つと推測される。

5 検川した避柵は竪穴住居跡1棟（繩文時代後期中葉)、襲穴状遺櫛1棟、炉跡l雑、土塊ll錐、埋股土

勝2韮（以|剥文時代)、鰍骨埋納ピット1基、墓坑4基、道跡3条〈以上近'ルー）である。

6縄文時代後期中葉の竪穴住居跡からは良好な床面一括出土遺物が出土している。

7 離坑からは寛永通宝、キセル等が出土しており、時期は出土した剛非if!から近世に位股付けられるもの

と考えられる。

8 調査区西側～中央部にかけて浅い溝状の痕跡が検出きれた。検出層位、形状などから近世～近代以降に

形成された蹄分け道のようなものであると考えられる。

9週柵外の出土巡物は潤森区北側の斜面下位からまとまって出土した。この部分は嬰色上が厚く堆概して

"I)、十和田a降ﾄﾞ火lll灰、十和田中揮火山灰の水成堆俄届が超められる。このことから当時は沢状の

地形を呈し、たびたび冠水する環境にあったことが判明した。

遺物

1 本遡跡では大コンテナ9輔分の遺物が出土した。内訳は土器（縄文時代：前・中・後・晩期、弥生時代

：前・中期)、土師器、石器、土製品、古銭、金属製品である。

2 本週跡の出土土器は前期から晩期まで及ぶが、主体をなすのは十膳内Ⅲ式を中心とする後期初頭～中葉

の土器群である。

3 出土した石器は総数で140点にのぼる。種類の内訳は石錐、石匙、石錐、スクレイバー矧、リタッチド

フレイク、打製石斧である。

4 金属器は18点が出土した。種類の内訳はキセル、銭貨、鉄札である。ほとんどは墓坑からの出土遺物で

占められる。特縦されるのは過柵外から出土した鉄札である。隣接する仁昌寺Ⅱ遡跡からはll世紀末～

12世紀の特徴を持つ鉄札が多数出土しており、これとの関連性が想定される。

-430-
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調査区全景

ｰ弓pRP画

＝

＝

鯛査前風景 作業風景

‐－ご謹雪選理号 琴 ‘
叩 I

宇一＝＝＝一一 ． ．‐羅↓鼠斑
ｑ
Ｆ
面

旧
一

､

←

静

メインベルト土層断面(S→）

写真図版1 空中写真・土層断面

(SE一・）
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1号住居跡全景
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弓

一

壜

1号住居跡断面
一

謹遥簿

1号住居跡遺物出土状況01号住居跡炉断面

写真図版2 1号住居跡
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